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講義コード 5100101
講義名 生化学（栄養学を含む）［理］
(副題)
代表ナンバリングコード 51L02-1001FE-00
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
時間 30.00
対象学年 1
必修/選択 選択
担当教員

氏名
中島 琢磨
作田 雅子

総合学修目標
本講義では、生化学と栄養学のもっとも基礎的な知識の習得を目標とし、将来直面する治療効
果や疾患・故障のメカニズムへの理解の欲求に対し、適切な情報にたどり着くための素養を身
につけることを目的とする．

（背景）
人体部位を構成する組織や細胞が適切な刺激を受け取ると、代謝の改善や組織の修復・再構築
が誘導される．理学療法の目的は機能の回復であり、適切な療法・刺激によって目的が達成さ
れる．従って、人体組織の代謝や細胞レベルでの機能調節にかかわる基本知識は、リハビリテ
ーションや整体法の根幹に関わると言っても過言ではない．また、優れたスポーツトレーナー
として人々の運動能力の向上をサポートする場合も、この知識が必須となってくる．生化学
は、基礎医学の最も基本となる生命現象の原理を解き明かす学問である．
一方、栄養学は個々の細胞内で起こる化学反応：代謝のしくみを人体の恒常性維持のシステム
に統合し、そのシステムを正常に働かせ、時に異常を起こしたシステムを正常化させるための
材料：栄養とそのバランスや使い方について解き明かす学問である．従って、生化学の知識無
しに基礎医学は理解できないし、栄養学なしには理学療法による回復メカニズムやトレーニン
グの効果を実践的・具体的に理解することはできない．とは言え、生化学も栄養学も膨大な知
識の集大成であり、その両方を半期の講義で修得することはおろか、正しく網羅して把握する
ことさえ非常に困難である．本講義では生化学と栄養学の範囲を絞り、基本代謝と栄養による
身体維持の領域に焦点を当てて講義を行う．
個別学修目標
① 生命現象の基本である生体構成成分とその連続した化学反応：代謝について学び、理解す
る．
② 体内の物質循環と臓器組織により異なる代謝の役割分担について知る．
③ 代謝の起点となる摂取栄養物質について知る．
④ 栄養と生体構成成分の関係について知る．
⑤ 恒常性とその維持の仕組みについて知る．
準備学修
この科目は中学・高校までの化学基礎（入学前課題の生物・化学と人体の構造の内容を含む）
の学習内容を理解していることが必須です。高校まで化学を学んでいなかった場合、必ず入学
前課題を復習して講義に臨んでください
また、特に重要な項目や内容については、Google Classroomのしくみを活用し、小テスト形式で
自習を促します．Google Classroomの本講義への登録を、必ず行ってください．
ディプロマポリシー
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【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回

担当教員 中島 琢磨
生化学総論

内容

１．物質（原子・分子）の構造と化学反応との関係
２．物質を構成し支配する結合
３．イオン
４．物質の分子量と濃度
５．イオンの濃度
６．物質の濃度と浸透圧
７．酸、塩基、塩
８．ｐＨ（水素イオン指数）
９．酸化と還元

第2回

担当教員 中島 琢磨
代謝総論

内容

１．細胞の構造
２．細胞膜
３．代謝
４．異化と同化
５．代謝制御
６．細胞間情報伝達
６−１．神経伝達
６−２．液性因子（ホルモン）
６−３．受容体

第3回 担当教員 作田 雅子
栄養学（１）



内容 5大栄養素の特徴と性質について知る

第4回 担当教員 作田 雅子
栄養学（２）

内容 栄養との消化・吸収の過程について知る

第5回 担当教員 作田 雅子
栄養学（３）

内容 スポーツ栄養の事例紹介

第6回

担当教員 中島 琢磨
酵素と補酵素（ビタミン・ミネラル）

内容

１．酵素の役割
２．酵素の性質
３．酵素の種類と反応
４．補酵素（ビタミンとミネラル）
５．臓器障害の指標となる酵素

第7回

担当教員 中島 琢磨
糖質代謝（１）

内容

１．糖質の構造と性質
２．糖質代謝の概要
３．糖質の消化と吸収
４．解糖系（嫌気的解糖と好気的解糖）
５．ピルビン酸脱水子酵素複合体とクエン酸回路（ＴＣＡ回路）

第8回

担当教員 中島 琢磨
糖質代謝（２）

内容

６．電子供与体の役割
７．電子伝達系とＡＴＰ合成
８．グリコーゲンの合成と分解
９．ペントースリン酸回路とNADPの再生
１０．糖新生
１１．血糖の調節とホルモン

第9回

担当教員 中島 琢磨
脂質代謝（１）

内容
１．脂質の構成と性質
２．脂質代謝の役割と概要
３．脂質の消化・吸収と貯蔵
４．脂肪の分解

第10回

担当教員 中島 琢磨
脂質代謝（２）

内容

５．ケトン体
６．脂肪酸と脂肪の合成
７．コレステロールの代謝
８．リン脂質とエイコノサイド
９．脂質の血液循環（血中リポタンパク質）
１０．脂質異常症
１１．脂肪細胞と生活習慣病

第11回
担当教員 中島 琢磨

タンパク質とアミノ酸の代謝（１）

内容
１．アミノ酸とタンパク質
２．タンパク質の構造と性質
３．タンパク質・アミノ酸の役割と概要

第12回

担当教員 中島 琢磨
タンパク質とアミノ酸の代謝（２）
４．タンパク質の消化と吸収



内容 ５．アミノ酸の代謝
６．アミノ酸のその他の使われ方
７．ヘムの合成とビリルビンの代謝

第13回

担当教員 中島 琢磨
核酸・ヌクレオチドの代謝

内容

１．核酸とヌクレオチド
２．ヌクレオチド代謝の役割と概要
３．リボヌクレオチドの合成と分解
４．デオキシリボヌクレオチドの合成
５．がん

第14回
担当教員 中島 琢磨

エネルギーと代謝の統合

内容 １．臓器間の代謝のつながり
２．代謝異常と疾患

第15回 担当教員 中島 琢磨
まとめ

内容

評価方法とフィードバック方法
定期試験８０％、小テスト２０％ 合計１００％
教科書
臨床生化学 ナーシンググラフィカ 人体の構造と機能② 第７版、宮澤恵二著、株式会社メディ
カ出版、ISBN978-4-8404-8155-7、2,700円＋税
参考書
リハベーシック生化学・栄養学 医歯薬出版 内山靖・藤井浩美・立石雅子 編，医歯薬出
版，2020年1月刊 2,970円＋税
オフィスアワー
授業内容についての質問は授業中、授業後およびオフィスアワー（教員研究室）に受け付け
る。
質問はメールでの質問も受け付けるが、メールはGoogle Classroomから送信すること
オフィスアワー
中島琢磨；541室、月曜日昼休みと3限目，火曜日2限目と昼休み，水曜日3・4限目，木曜日2限
目
実務経験の有無
この科目の生化学は、細胞の恒常性維持やがん化、細胞死、細胞内タンパク質分解、抗ウイル
スメカニズムなどの分子細胞生物学領域の実験研究を行ってきた研究者が担当します．
この科目の栄養学は管理栄養士・公認スポーツ栄養士の資格を持つ教員が臨床経験や社会人チ
ームや高校・大学生アスリートに対して栄養サポートを行った経験をもとに基本的な栄養学に
ついて講義を行っている科目です
その他
重点項目に関して小テスト（復習・自習課題）を適宜実施し、自学自習を促す
クラスルーム
https://classroom.google.com/c/ODQ0NDI1NjQzNDk1?cjc=o6gxekr4

https://classroom.google.com/c/ODQ0NDI1NjQzNDk1?cjc=o6gxekr4


講義コード 5100202
講義名 人間発達学[理]
(副題)
代表ナンバリングコード 51L02-1002SR-00
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
時間 30.00
対象学年 1
必修/選択 必修
担当教員

氏名
山田 洋一

総合学修目標
1. 人間の受精・出生から新生児期、乳幼児期、学童期、思春期、成人期、そして老年期に至る
までの心身の変化と運動機能の発達過程を体系的に理解する。
2. 特に乳幼児期における運動発達の順序性、原始反射、姿勢反射・反応の出現と消失（統合）
のメカニズムを理解することで、理学療法対象者の評価、介入（治療）の基礎となる知識を身
につける。
個別学修目標
1. 発達の基本原理（連続性、方向性、順序性、周期性、個別性）を列挙し、説明できる。
2. 胎生期から新生児期における生理的特徴と、環境が発達に与える影響を説明できる。
3. 乳幼児期の粗大運動（首の据わり〜独歩）、日常生活活動能力の発達段階を、月齢とともに
理解できる。
4. 微細運動（手指の把握機能）の発達過程を説明できる。
5. 主要な原始反射（モロー反射、ATNR、STNRなど）の出現・消失（統合）時期と、その臨床
的意義を説明できる。
6. 姿勢反射・反応の出現・一部消失（統合）時期とその臨床的意義を説明できる。
7. ピアジェの認知発達理論やエリクソンの心理社会的発達理論など精神・心理的発達過程理論
を説明できる。
8. 加齢に伴う身体的・心理的変化（老化）を理解し、老年期の特徴を説明できる。
準備学修
この科目を理解するためには、毎回授業前後に予習と復習が重要です（予習、復習
は30～60分）。
① 教科書の通読、専門用語など重要用語の抜き出しをしておく（自身で調べられることは自習
しておく）。
② 予習ポイントについては、クラスルームの資料も参考にする。
③ 「解剖学」「生理学」「運動学」で学修した知識と連携する（いずれの科目も人間の身体に
ついて学ぶ科目で全て関連する）。
④ 乳幼児の動作などは、視聴覚資料や親類縁者などに対象者がいれば、許可を得て実際に観察
する。
⑤ 原始反射、姿勢反射・反応は自身で動きシミュレーションすることで理解が深まる。
⑥ この科目は3年次履修科目「小児理学療法学総論」に深く関連するので、その準備としてノー
トや資料等をポートフォリオとしてまとめておく。
ディプロマポリシー
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【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 〇

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

〇

授業計画

第1回

担当
教員

山田 洋一
1. オリエンテーション
2. 人間発達学総論

内容

1. 授業の概要、授業のルール、試験、成績評価について説明する。
2. 受精から死まで人間の発達の過程、特性を理解する。また、人間発達学の歴
史と発達理論について理解する。
・ 人間発達の概念と用語
・ 人間発達の段階
・ 発達の原則、成長曲線
・ 発達科学の歴史
・ 発達からとらえたリハビリテーションの考え方

第2回

担当
教員

山田 洋一
1. 身体構造の発達

内容

1. 人間発達の各段階における身体構造やホルモンの発達過程を理解する
・ 身体構造の発達の概要
・ 身体構造の変化
・ 性徴、ホルモンの発達
・ 理学療法の視点

第3回

担当
教員

山田 洋一
1. 脳神経系機能の発達と運動発達

内容

1. 胎児期から老年期までの神経系でみられる発達過程を理解する。
・ 脳神経系の発達
・ 胎児期から新生児期にかけての運動発達
2. 運動発達のメカニズムにおける代表的な理論について理解する。
・ 神経成熟理論
・ ダイナミックシステムズ理論



第4回

担当
教員

山田 洋一
1. 運動・移動の発達（1）
生後0～3ヵ月の発達

内容

1. 生後0～3ヵ月の運動発達と出現する原始反射について理解する。
・ 生後0～3ヵ月の運動・移動の発達
2. 上肢機能や摂食機能の発達について理解する。
・ 生後0～3ヵ月の上肢機能の発達
・ 生後0～3ヵ月の摂食機能の発達
・ 生後0～3ヵ月のADLの発達

第5回

担当
教員

山田 洋一
1. 運動・移動の発達（2）
生後4～7ヵ月の発達

内容

1. 生後4～7ヵ月の運動・移動の発達について、姿勢反射・反応との関連を踏ま
えて理解する。
・ 生後4～7ヵ月の運動・移動の発達
2. 上肢機能や摂食機能の発達について理解する。
・ 生後4～7ヵ月の上肢機能の発達
・ 生後4～7ヵ月の摂食機能の発達
・ 生後4～7ヵ月のADLの発達

第6回

担当
教員

山田 洋一
1. 運動・移動の発達（3）
生後8～12ヵ月の発達

内容

1. 生後8～12ヵ月の運動・移動の発達について、姿勢反射・反応との関連を踏
まえて理解する。
・ 生後8～12ヵ月の運動・移動の発達
2. 上肢機能や摂食機能の発達について理解する。
・ 生後8～12ヵ月の上肢機能の発達
・ 生後8～12ヵ月の摂食機能の発達
・ 生後8～12ヵ月のADLの発達

第7回

担当
教員

山田 洋一
1. 運動・移動の発達（4）
幼児期の発達

内容

1. 歩行獲得から幼児期の粗大運動と上肢機能の発達とその関係性を理解する。
・ 歩行獲得から幼児期の運動発達
・ 総合的な発達検査
・ ADLの発達
2. 幼児期から老年期の基礎体力の変化について理解する。
・ 幼児期から老年期までの基礎体力

第8回

担当
教員

山田 洋一
1. 呼吸・循環・代謝・免疫家の発達

内容

1. 呼吸器・循環器系の発達に伴う変化を理解する。
・ 胎児の発達
・ 呼吸器系の発達
・ 循環器系の発達
2. 基礎代謝の発達に伴う変化とそれに影響する要因を理解する。
・ 代謝系の発達
3. 免疫系の発達について理解する。
・ 免疫系の発達
4. 老年期における内臓機能の変化を理解する。

第9回

担当
教員

山田 洋一
1. 感覚・認知系の発達（1）
感覚と感覚情報
1. 感覚器の構造と発達、役割を理解する。
・ 感覚と感覚情報



内容 ・ 視覚、聴覚、前庭感覚、固有受容感覚
2. 触覚・味覚・嗅覚の概要を理解する。
・ 触覚、味覚、嗅覚

第10回

担当
教員

山田 洋一
1. 感覚・認知系の発達（2）
感覚統合と認知機能

内容

1. 感覚・知覚・認知の発達と感覚統合について理解する。
・ 感覚・知覚・認知の発達と感覚統合
・ 感覚統合の発達
2. 認知機能と認知症について概要を理解する。
・ 認知機能と認知症
・ ピアジェの認知発達理論

第11回

担当
教員

山田 洋一
1. 心理・情緒・社会性の発達（1）
新生児期から乳児期の発達

内容

1. 新生児期から乳児期の心理・情緒・社会性の発達過程と発達課題について理
解する。
・ 新生児の心
2. 乳児期の愛着形成の重要性について理解する。
・ 愛着の発達
・ 6ヵ月以降の社会性の発達
・ 養育者の心理と子育て支援

第12回

担当
教員

山田 洋一
1. 心理・情緒・社会性の発達（2）
幼児期から老年期の発達

内容

1. 幼児期から老年期の心理・情緒・社会性の発達過程と発達課題について理解
する。
・ 幼児期前半（1歳半から3歳）の発達の特徴
・ 幼児期後期（3歳から6歳）の発達の特徴
・ 学童期（小学校入学後から小学校卒業）の発達の特徴
・ 青年期（中学校入学から20歳代半ば）の発達の特徴
・ 成人期（22歳から60歳）の発達の特徴
・ 老年期（65歳以降）の発達の特徴

第13回

担当
教員

山田 洋一
1. 言語発達の文字の獲得

内容
1. 言語発達に関わる条件と言語発達の段階を理解する。
・ 言語発達
・ 小児の主な言語・聴覚障害
・ 評価バッテリー

第14回

担当
教員

山田 洋一
1. 人間発達における社会的課題

内容

1. 子どもと若者を取り巻く社会状況を知り、多様な社会的課題について理解す
る。
・ 子どもと若者を取り巻く社会状況
・ 子どもの貧困対策
・ 子どもの虐待とヤングけあらーの支援
・ 子どもと若者の自殺対策

第15回

担当
教員

山田 洋一
1. 発達評価と発達支援の実際

内容

1. 発達評価を行ううえで重要な視点を理解する。
・ 発達評価における視点
2. 発達検査の種類と主な発達検査の特徴を理解する。
・ 発達検査
3. 胎児期から老年期の発達学的課題と発達支援について理解する。



・ 各世代における発達支援

評価方法とフィードバック方法
・ 定期試験100%、で評価する。
・ 再試験は原則行わない。
・ フィードバックは個別に質問があれば対応する。
教科書
テキスト
1. 15レクチャーシリーズ 人間発達学 奥田憲一・他 中山書店 ￥2,860（税別）
参考書
・ 教科書補足資料としてのパワーポイント資料はGoogle classroom「人間発達学」に事前に投稿
する。
オフィスアワー
・ ポータルサイトを参照すること。
実務経験の有無
・ 長年、回復期病院で小児から高齢者まで幅広く理学療法を行ってきた実務経験を活かし、各
世代の対象者に適した対応力を身につけられるよう授業を行う。
その他
・ 授業は教科書に沿って進めるため、補足資料だけでなく、必ず教科書を通読すること。
・ 再三の注意にも関わらず授業態度が著しく不良，他者への迷惑行為を行う者は退室を命ずる
ことがある．

医学を学ぶ学生にふさわしい態度で授業に臨むこと．

担当教員実務経験の有無，有



講義コード 5100301
講義名 解剖学Ⅰ[理]
(副題)
代表ナンバリングコード 51L02-1003FR-00
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
時間 30.00
対象学年 1
必修/選択 必修
担当教員

氏名
町田 志樹

総合学修目標
本講の主要目標は、学生が将来、理学療法士およびアスレティックトレーナーになるために必
要な人体の解剖学的基礎知識を習得することである。人体の動きにかかわる運動器系（骨格
系、筋系）に重きを置きながら、その基本構造を学ぶ。次に心臓を中心に循環器系の構造を学
ぶ（理学療法学科DP1-①に該当する）。
個別学修目標
1．身体の区分や面・方向を示す用語を理解し、用いることができるようになる。

2．骨格を形成する骨や関節、靭帯について理解する。

3．骨格筋の起始・停止・神経支配を理解し、作用を説明できるようになる。

4．循環器系における構造物を理解し、小循環・大循環を説明できるようになる。
準備学修
シラバスに記載された各回ごとの範囲を、予習することが好ましい。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。



【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回
担当
教員

町田 志樹
総論

内容 講義の進行に関するオリエンテーションを実施し、その後に解剖学の概論を講
義する（教科書 P18～40)。

第2回
担当
教員

町田 志樹
上肢の骨

内容 上肢の骨の部位名を学ぶ（教科書 P48-57）。

第3回
担当
教員

町田 志樹
上肢の関節・靭帯

内容 上肢の関節・靭帯の構造を学ぶ（教科書 P58-67）。

第4回
担当
教員

町田 志樹
上肢の筋①

内容 肩甲帯・上腕の筋の起始・停止・神経支配・作用を覚える（教科書 P68-
76）。

第5回
担当
教員

町田 志樹
上肢の筋②・筋膜

内容 前腕・手の筋の起始・停止・神経支配・作用、ならびに上肢の筋膜を覚える
（教科書 P77-92）。

第6回
担当
教員

町田 志樹
下肢の骨

内容 下肢の骨の部位名を学ぶ（教科書 P105-121）。

第7回
担当
教員

町田 志樹
下肢の関節・靭帯（小テストを実施）

内容 下肢の関節・靭帯の構造を学ぶ（教科書 P122-133）。また講義前半に1～6コ
マ目の内容の小テストを実施する。

第8回
担当
教員

町田 志樹
下肢の筋①

内容 骨盤帯・大腿の筋の起始・停止・神経支配・作用を覚える（教科書 P134-
144）。

第9回
担当
教員

町田 志樹
下肢の筋②・筋膜

内容 下腿・足の筋の起始・停止・神経支配・作用、ならびに下肢の筋膜を覚える
（教科書 P144-159）。

第10回
担当
教員

町田 志樹
頭頸部・体幹の骨

内容 頭頸部・体幹の骨の部位名を学ぶ（教科書 P172-190）。

第11回
担当
教員

町田 志樹
頭頸部・体幹の関節・靭帯



内容 頭頸部・体幹の骨の部位名と関節・靭帯の構造を学ぶ（教科書 P191-207）。

第12回
担当
教員

町田 志樹
頭頸部・体幹の筋・筋膜

内容 頭頸部・体幹の筋と筋膜の構造を覚える（教科書 P208～234）

第13回
担当
教員

町田 志樹
循環器系① 心臓の構造・刺激伝導系

内容 心臓の構造と循環、刺激伝導系を理解する（教科書 P236-246）。

第14回
担当
教員

町田 志樹
循環器系② 冠状動脈と心臓の静脈、頭頸部・体幹の動脈と静脈

内容 心臓ならびに頭頸部・体幹に分布する動脈と静脈を覚える（教科書
P247～256）

第15回
担当
教員

町田 志樹
循環器系③ 四肢の脈管

内容 上肢・下肢に分布する動脈と静脈を覚える（教科書 P98-103、P166-170）

評価方法とフィードバック方法
【評価方法】
・定期試験80％、小テスト20％で評価する。また、講義中盤で小テストを行い、講義内容の理
解度および学習方法・習慣の確認を実施する。

【フィードバック方法】
・定期試験：個別対応にて解説、講評する。
・小テスト：授業の中で解説、講評する。
教科書
『PT・OTビジュアルテキスト専門基礎 解剖学 第2版』
監修：坂井建雄
著者：町田志樹
出版社：羊土社 定価：5,800円
参考書
『今日から触れる筋肉の教科書』
著者：町田志樹
出版社：ヒューマンプレス 定価：5,500円
オフィスアワー
【前期】水曜3・4限、木曜3・4限
【教室】539研究室
実務経験の有無
この科目は解剖学研究室での実務経験および関連書籍の執筆歴（計13冊）を有する教員がその
経験を活かし、理学療法士を目指す上で根幹となる解剖学について講義を行っている科目で
す。
その他
1．適宜、多視点3D解剖教育システムを使用する。

2. 必要に応じ、資料の配布を行う。



講義コード 5100401
講義名 解剖学Ⅱ[理]
(副題)
代表ナンバリングコード 51L02-1004SR-00
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
時間 30.00
対象学年 1
必修/選択 必修
担当教員

氏名
足立 和隆

総合学修目標
学生が将来、理学療法士になるために必要な人体の解剖学的基礎知識を習得することが主要目
標である。後期では、神経系、呼吸器系、消化器系、泌尿器系、生殖器系、内分泌系、感覚器
系の構造を学ぶ。DP1-①
個別学修目標
1．脳と脊髄および脳神経と脊髄神経の概略を理解し、説明できるようになる。
2．気道のルートおよび肺の構造を理解し、説明できるようになる。
3．消化管および付属器官の構造の概略を理解し、説明できるようになる。
4．尿の生成および排尿のルートを理解し、説明できるようになる。
5．男性・女性の生殖器の解剖学的特徴を理解し説明できるようになる。
6．ホルモンの産生部位とその作用を理解し、説明できるようになる。
7．眼と耳の構造を理解し、説明できるようになる。
準備学修
教科書における授業範囲をあらかじめよく読み、理解し、覚える。理解できない点について
は、マーカー等で印をつける(30分)。復習：授業で解説した内容について、理解できたかチェッ
クし、知識を整理する(30分)。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総



合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回

担当教
員

足立 和隆
神経系1：神経系の機能的区分・脊髄の基本構造

内容
1．神経系の概要を説明する。
2．脊髄神経が4つの機能を持っていることを説明する。
3．脊髄の基本構造を説明する。

第2回

担当教
員

足立 和隆
神経系2：脳の区分について

内容

1．脳が大脳、間脳、中脳、橋、延髄、小脳からなっていることを画像を使っ
て説明する。
2．脳と脊髄の発生を説明する。
3．脳脊髄液の循環を説明する。
4．脳の循環系を説明する。

第3回
担当教

員
足立 和隆
神経系3：脊髄神経1

内容 1．脊髄神経が4つの機能を持っていることを説明する。
2．神経叢および上肢の神経を解説する。

第4回
担当教

員
足立 和隆
神経系4：脊髄神経2・脳神経1

内容 1．下肢の神経を説明する。
2．脳神経が7つの機能を持っていることを説明する。

第5回
担当教

員
足立 和隆
神経系5：自律神経系・脳神経2

内容 1．自律神経系の概略を解説する。
2．主要な脳神経について､その走行と機能を説明する。

第6回

担当教
員

足立 和隆
神経系6：上行性伝導路と下行性伝導路

内容
1．体性感覚路、視覚伝導路、聴覚伝導路の上行性伝導路を説明する。
2．下行性伝導路である皮質脊髄路を説明する。
3．体性神経路の概略を説明する。
小テスト1

第7回
担当教

員
足立 和隆
呼吸器系：気道および肺の構造

内容 1．鼻腔から気管支までの気道を説明する。
2．肺の構造および縦隔を説明する。

第8回
担当教

員
足立 和隆
消化器系1：口腔～胃

内容 1．体の中にある管腔構造が3層からなることを説明する。
2．口腔から胃までの消化器系を解説する。



第9回

担当教
員

足立 和隆
消化器系2：小腸～直腸

内容
1．小腸から直腸までの消化器系を解説する。
2．十二指腸の特徴を説明する。
3．空腸と回腸の違い、小腸と結腸の違いについて説明する。

第10回

担当教
員

足立 和隆
消化器系3：肝臓と膵臓

内容
1．肝臓と膵臓の構造を説明する。
2．腹膜および腹膜腔について、発生をはさみながら解説する。
小テスト2

第11回
担当教

員
足立 和隆
泌尿器系：腎臓・尿管・膀胱・尿道

内容 1．泌尿器系を構成する腎臓、尿管、膀胱、尿道を解説する。
2．腎臓で尿が作られる仕組みを説明する。

第12回
担当教

員
足立 和隆
生殖器系：男性生殖器と女性生殖器

内容 男性および女性の生殖器の構造的特徴を解説する。
小テスト3

第13回
担当教

員
足立 和隆
内分泌系：ホルモンの産生部位とその作用

内容 各ホルモンが体のどこで作られるのかを説明する。

第14回
担当教

員
足立 和隆
感覚器系：眼と耳の構造

内容 眼と耳の構造を取り上げて、視覚および聴覚の働きを説明する。
皮膚の構造と働きを説明する。

第15回
担当教

員
足立 和隆
総まとめ

内容 後期14回の講義内容を、特に神経系に重きをおいて総復習する。

評価方法とフィードバック方法
小テスト（各5％、計10％）ならびに定期試験（90％）による。
単元ごとに復習のための演習プリントを配布するので、各自、その内容について理解し、しっ
かり覚えるようにすること。
採点した小テストは返却する。
定期試験の正解はClassroomに表示する。
教科書
PT0Tビジュアルテキスト解剖学（第2版）坂井建雄監修 町田志樹著 羊土社 6,160円
参考書
・プロメテウス解剖学アトラス 解剖学総論/運動器系 第4版 医学書院 14,300円(税込)
・プロメテウス解剖学アトラス 頭頸部/神経解剖 第3版 医学書院 13,200円(税込)
・プロメテウス解剖学アトラス 胸部/腹部・骨盤部 第3版 医学書院 13,200円(税込)
・解剖学要点整理ノート 井上・松村著 羊土社 4,180円
オフィスアワー
授業の前後15分間（5階、非常勤講師室）
実務経験の有無
1996年から筑波大学体育専門学群および大学院における解剖学講義の担当、2000年から埼玉県
立大学の理学療法・作業療法学科における解剖学講義、実習の担当のほか、柔道整復、理学療
法、義肢装具、看護各系の大学、専門学校における解剖学の講義、ドイツのケルン大学医学部
の解剖学実習における3学期間の指導。
その他



配布された資料等は、きちんと保管整理しておくこと。
暗記ペン、6色以上の色鉛筆ないしは蛍光ペンを持参すること。



講義コード 5100501
講義名 解剖学実習[理]
(副題)
代表ナンバリングコード 51P02-2005YR-00
講義開講時期 通年
講義区分 実習
基準単位数 2
時間 90.00
対象学年 2
必修/選択 必修
担当教員

氏名
町田 志樹
今村 創
神長 まどか

総合学修目標
学生が将来、理学療法士およびアスレティックトレーナーになるために必要な人体の解剖学的
実践知識を習得することが主要目標である。運動器系（骨格系、筋系、関節・靭帯）に重点を
置き、骨格標本や骨格筋の触察等を通じてその基本構造を学ぶ。また運動器に加えて各器官の
講義を行い、三次元的な人体の構造の理解を目指す。後半では合計6コマの解剖実習見学を予定
している（理学療法学科DP3-①、②に該当する）
個別学修目標
1．骨格標本の触察を通じ、骨と関節の構造を理解して説明できるようになる。

2．骨格筋の触察を通じ、筋の起始・停止ならびに神経支配・作用を理解して説明できるように
なる。

3．上記を踏まえ、各主要器官の位置関係を理解して説明できるようになる。
準備学修
シラバスに記載された各回ごとの範囲を、予習することが好ましい。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。



【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 ◎

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回

担
当
教
員

町田 志樹
今村 創
神長 まどか
頭部と脊柱を構成する骨・関節・靭帯

内
容

頭部・脊柱・胸郭の骨についての講義を行い、骨標本ならびに体表からの触察を
行う（②P172～196）。講義は町田が行い、実技指導は今村、神長の3名で行う。

第2回

担
当
教
員

町田 志樹
今村 創
神長 まどか
肩甲帯・上腕の骨・関節・靭帯

内
容

肩甲帯・上腕の骨・関節・靭帯についての講義を行い、骨標本ならびに体表から
の触察を行う（②P48～67）。講義は町田が行い、実技指導は今村、神長の3名で
行う。

第3回

担
当
教
員

町田 志樹
今村 創
神長 まどか
肩甲帯の骨格筋

内
容

肩甲帯の骨格筋についての講義を行い、体表からの触察を行う（①P4～31）。講
義は町田が行い、実技指導は今村、神長の3名で行う。

第4回

担
当
教
員

町田 志樹
今村 創
神長 まどか
上腕の骨格筋

内
容

上腕の骨格筋についての講義を行い、体表からの触察を行う（①P32～41）。講
義は町田が行い、実技指導は今村、神長の3名で行う。

第5回

担
当
教
員

町田 志樹
今村 創
神長 まどか
前腕・手の骨・関節・靭帯

内
容

前腕・手の骨・関節・靭帯についての講義を行い、骨標本ならびに体表からの触
察を行う（②P53～57、P62～67）。講義は町田が行い、実技指導は今村、神長
の3名で行う。

第6回

担
当
教
員

町田 志樹
今村 創
神長 まどか
前腕の骨格筋①

内
容

前腕の骨格筋についての講義を行い、体表からの触察を行う(①P42～51）。講義
は町田が行い、実技指導は今村、神長の3名で行う。



第7回

担
当
教
員

町田 志樹
今村 創
神長 まどか
前腕の骨格筋②

内
容

前腕の骨格筋についての講義を行い、体表からの触察を行う(①P52～64）。講義
は町田が行い、実技指導は今村、神長の3名で行う。

第8回

担
当
教
員

町田 志樹
今村 創
神長 まどか
骨盤帯・大腿の骨・関節・靭帯

内
容

骨盤帯・大腿の骨・関節・靭帯についての講義を行い、骨標本ならびに体表から
の触察を行う(②P105～113、P122～127）。講義は町田が行い、実技指導は今
村、神長の3名で行う。

第9回

担
当
教
員

町田 志樹
今村 創
神長 まどか
骨盤帯の骨格筋

内
容

骨盤帯の骨格筋についての講義を行い、体表からの触察を行う(①P80～95）。講
義は町田が行い、実技指導は今村、神長の3名で行う。

第10回

担
当
教
員

町田 志樹
今村 創
神長 まどか
大腿の骨格筋

内
容

大腿の骨格筋についての講義を行い、体表からの触察を行う(①P66～79）。講義
は町田が行い、実技指導は今村、神長の3名で行う。

第11回

担
当
教
員

町田 志樹
今村 創
神長 まどか
下腿・足部の骨・関節・靭帯

内
容

下腿・足部の骨・関節・靭帯についての講義を行い、骨標本ならびに体表からの
触察を行う（②P114～121、P127～133）。講義は町田が行い、実技指導は今村、
神長の3名で行う。

第12回

担
当
教
員

町田 志樹
今村 創
神長 まどか
下腿・足部の骨格筋①

内
容

下腿・足部の骨格筋についての講義を行い、体表からの触察を行う
（①P96～109）。講義は町田が行い、実技指導は今村、神長の3名で行う。

第13回

担
当
教
員

町田 志樹
今村 創
下腿・足部の骨格筋②

内
容

下腿・足部の骨格筋についての講義を行い、体表からの触察を行う
（①P110～123）。講義は町田が行い、実技指導は今村、神長の3名で行う。

第14回

担
当
教
員

町田 志樹
今村 創
神長 まどか
頭頸部・体幹の骨格筋①

内
容

頭頸部の骨格筋についての講義を行い、体表からの触察を行う
（①P130～147）。講義は町田が行い、実技指導は今村、神長の3名で行う。

担
当
教

町田 志樹
今村 創
神長 まどか



第15回 員 頭頸部・体幹の骨格筋②
内
容

頭頸部の骨格筋についての講義を行い、体表からの触察を行う
（①P148～178）。講義は町田が行い、実技指導は今村、神長の3名で行う。

第16回

担
当
教
員

町田 志樹
呼吸器の解剖学①

内
容

呼吸器系の全体像ならびに上気道の構造と機能、気管支の形態について学習する
（②P258～263）。

第17回

担
当
教
員

町田 志樹
呼吸器系の解剖学②

内
容

下気道の構造と機能ならびに縦郭、胸膜の概念について学習する
（②P264～269）。

第18回

担
当
教
員

町田 志樹
呼吸器系の解剖学③

内
容 呼吸器の機能、呼吸筋、関連する疾患について学習する(②P270～274）。

第19回

担
当
教
員

町田 志樹
消化器系の解剖学①

内
容

消化器系の全体像ならびに口腔、咽頭の構造と機能を学習する
（②P276～284）。

第20回

担
当
教
員

町田 志樹
消化器系の解剖学②

内
容 食道、胃、小腸の構造と機能を学習する（②P285～290）。

第21回

担
当
教
員

町田 志樹
消化器系の解剖学③

内
容

大腸、肝臓、門脈の構造と機能ならびに腹膜の形態について学習する
（②P290～297）。

第22回

担
当
教
員

町田 志樹
消化器系の解剖学④

内
容 胆嚢、膵臓、脾臓と腹膜、嚥下の機能を学習する（②P297～302）。

第23回

担
当
教
員

町田 志樹
神経系の解剖学①

内
容

神経細胞と支持細胞の形態および中枢神経と末梢神経の全体像、中枢神経の区分
について学習する（②P330～339）。

担



第24回
当
教
員

町田 志樹
神経系の解剖学②

内
容 大脳の皮質と髄質の構造ならびにその機能について学習する（②P339～346）。

第25回

担
当
教
員

町田 志樹
神経系の解剖学③

内
容 間脳と脳幹の構造と機能を学習する（②P340～351）。

第26回

担
当
教
員

町田 志樹
神経系の解剖学④

内
容

脊髄の構造、脊髄神経の主要な枝や腕神経叢について学習する
（②P351～353、P93～97、P160～165）。

第27回

担
当
教
員

町田 志樹
神経系の解剖学⑤

内
容

腕神経叢(復習)と腰神経叢、仙骨神経叢の枝について学習す
る(②P93～97、P160～165）。

第28回

担
当
教
員

町田 志樹
神経系の解剖学⑥

内
容 主要な上行路と下行路、末梢神経の構成について学習する(②P352～358）。

第29回

担
当
教
員

町田 志樹
神経系の解剖学⑦

内
容 脳神経・自律神経の構造と機能を学ぶ（②P359～366）。

第30回

担
当
教
員

町田 志樹
感覚器系の解剖学①

内
容 視覚器に関わる構造と機能と、その伝導路の学習を行う（②P373～378）。

第31回

担
当
教
員

町田 志樹
感覚器系の解剖学②

内
容

聴覚器と平衡器に関わる構造と機能と、その伝導路の学習を行う
（②P379～382）。

第32回

担
当
教
員

町田 志樹
感覚器系の解剖学③

内
容 外皮ならびに嗅覚器、味覚器の構造と機能の学習を行う（②P368～373、382）。



第33回

担
当
教
員

町田 志樹
内分泌系の解剖学①

内
容

内分泌とホルモンの概念を理解した上で視床下部と下垂体の学習を行う
（②P304～307）。

第34回

担
当
教
員

町田 志樹
内分泌系の解剖学②

内
容

甲状腺と副甲状腺の拮抗作用や、レニン-アンギオテンシン-アルドステロン系な
どについて学ぶ（②P307～312)。

第35回

担
当
教
員

町田 志樹
内分泌系の解剖学③

内
容

膵臓、副腎、性腺などの内分泌系としての構造と機能について学習を行う
（②P313～314）。

第36回

担
当
教
員

町田 志樹
泌尿器系の解剖学①

内
容

泌尿器系の全体像ならびに腎臓の皮質と髄質の構造と機能について学習を行う
（②P316～319）。

第37回

担
当
教
員

町田 志樹
泌尿器系の解剖学②

内
容 泌尿器系における排尿路の構造と機能について学習を行う（②P319～321）。

第38回

担
当
教
員

町田 志樹
生殖器系の解剖学

内
容 男性・女性生殖器の構造と機能について学習を行う（②P322～328）。

第39回

担
当
教
員

町田 志樹
全体の総括ならびに解剖学見学実習のオリエンテーション

内
容 本講全範囲の総括ならびに解剖学見学実習のオリエンテーションを行う。

第40回

担
当
教
員

町田 志樹
今村 創
神長 まどか
解剖実習見学①-1

内
容

循環器系、呼吸器系、消化器系、泌尿器系、生殖器系の摘出標本を観察する。講
義は町田が行い、実習指導は今村、神長の3名で行う。

第41回

担
当
教
員

町田 志樹
今村 創
神長 まどか
解剖実習見学①-2



内
容

循環器系、呼吸器系、消化器系、泌尿器系、生殖器系の摘出標本を観察する。講
義は町田が行い、実習指導は今村、神長の3名で行う。

第42回

担
当
教
員

町田 志樹
今村 創
神長 まどか
解剖実習見学①-3

内
容

循環器系、呼吸器系、消化器系、泌尿器系、生殖器系の摘出標本を観察する。ま
た適宜、講義は町田が行い、実習指導は今村、神長の3名で行う。

第43回

担
当
教
員

町田 志樹
今村 創
神長 まどか
解剖実習見学②-1

内
容

1．神経系の摘出標本を観察する。

2．全身筋肉標本ならびに関節標本の観察を行う。

講義は町田が行い、実習指導は今村、神長の3名で行う。

第44回

担
当
教
員

町田 志樹
今村 創
神長 まどか
解剖実習見学②-2

内
容

1．神経系の摘出標本を観察する。

2．全身筋肉標本ならびに関節標本の観察を行う。

講義は町田が行い、実習指導は今村、神長の3名で行う。

第45回

担
当
教
員

町田 志樹
今村 創
神長 まどか
解剖実習見学②-3

内
容

1．神経系の摘出標本を観察する。

2．全身筋肉標本ならびに関節標本の観察を行う。

講義は町田が行い、実習指導は今村、神長の3名で行う。

評価方法とフィードバック方法
【評価方法】
・前期定期試験20％、後期定期試験80％で評価する。また、解剖学見学実習への参加とそのレ
ポートの提出を必須とする。

【フィードバック方法】
・定期試験：個別対応にて、解説・講評する。
・小テスト：授業の中で解説、講評する。
教科書
①『今日から触れる筋肉の教科書』
著者：町田志樹
出版社：ヒューマンプレス 定価：5,500円

②『PT・OTビジュアルテキスト専門基礎 解剖学第2版』
監修：坂井建雄
著者：町田志樹
出版社：羊土社 定価：5,800円



参考書
『町田志樹の聴いて覚える起始停止』
著者：町田志樹
出版社：三輪書店 定価：2,200円
オフィスアワー
【前期】水曜3・4限、木曜3・4限
【後期】水曜3・4限、木曜3・4限
【教室】539研究室
実務経験の有無
この科目は解剖学研究室での実務経験および関連書籍の執筆歴（計13冊）を有する教員がその
経験を活かし、理学療法士を目指す上で根幹となる解剖学について講義を行っている科目で
す。
その他
1．適宜、多視点3D解剖教育システムを使用する。
2. 必要に応じ、資料の配布を行う。
※実習を伴う回は、１コマ当たりおおむね講義と実習を半分半分で実施する。



講義コード 5100601
講義名 生理学Ⅰ[理]
(副題)
代表ナンバリングコード 51L02-1006FR-00
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
時間 30.00
対象学年 1
必修/選択 必修
担当教員

氏名
黒坂 光寿

総合学修目標
生理学は、生体が恒常性（ホメオスタシス）を維持するために、情報を受容し、統合し、出力
し、さらに環境に応じて適応する一連の機構を解明する学問である。本科目では、人体の主要
な器官系の機能を個別に理解するのみならず、それらが情報伝達および統合調節の枠組みの中
でどのように相互連関しているかを体系的に把握することを目的とする。

個別学修目標
1）細胞・体液レベルから恒常性維持機構を説明できる。
2）神経系および内分泌系による調節機構を統合的に理解できる。
3）感覚入力から中枢統合に至る情報処理過程を説明できる。
4）中枢神経系の構造および高次機能を体系的に理解できる。
5）神経活動が筋収縮および筋の可塑的変化へ至る機構を説明できる。

準備学修
予習：各回の講義前に教科書該当箇所を精読し、主要概念および専門用語を整理すること。
復習：配布資料や設問を活用し、各器官系の機能を関連づけながら理解を再構築すること。
各回1時間程度の自主学修を目安とする。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇



【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回

担
当
教
員

黒坂 光寿
【ユニットⅠ：生体の基盤】生理学を学ぶための基礎知識①

内
容

生理学の勉強の仕方、書籍紹介、授業の進め方を説明する。
生理学の学問的意義を概説し、生体を機能的統合体として捉える視点を確立す
る。細胞の構造（核、細胞質、細胞膜）および主要な細胞内小器官の機能を整理
し、生体機能の最小単位としての細胞の役割を理解する。さらに、生体を構成す
る糖質・脂質・タンパク質・核酸の基本的性質およびエネルギー生成の概念を概
説し、生理機能の物質的基盤を把握する。

第2回

担
当
教
員

黒坂 光寿
【ユニットⅠ：生体の基盤】生理学を学ぶための基礎知識②

内
容

細胞膜の構造と選択的透過性を理解し、拡散・能動輸送などの物質輸送機構を整
理する。染色体およびゲノムの概念を概説し、遺伝情報が細胞機能を規定する仕
組みを理解する。さらに、組織の構成および体液区分（細胞内液・細胞外液）を
整理し、内部環境を一定に保つホメオスタシスの理論的枠組みを確立する。

第3回

担
当
教
員

黒坂 光寿
【ユニットⅡ：内部環境の維持】血液①：血液の組成と体液系における役割

内
容

血液を体液系の中核として位置づけ、その構成および基本機能を体系的に理解す
る。血液の有形成分および血漿成分を概観し、体液区分との関連を明確にする。
赤血球による酸素および二酸化炭素輸送機構を整理し、呼吸機能との連関を理解
する。さらに、アルブミンや電解質など血漿成分の役割を通して、浸透圧維持お
よびpH緩衝作用などの恒常性維持機構を統合的に把握する。

第4回

担
当
教
員

黒坂 光寿
【ユニットⅡ：内部環境の維持】血液②：生体防御と恒常性維持機構

内
容

白血球の種類と機能を整理し、自然免疫および獲得免疫の基本原理を理解する。
血小板および血液凝固機構を取り上げ、止血過程および線維素溶解との動的バラ
ンスを整理する。さらに、皮膚による第一防御および体温調節機構を含め、防御
反応と恒常性維持の関連を体系的に理解する。

第5回

担
当
教
員

黒坂 光寿
【ユニットⅢ：調節系】内臓機能の調節



内
容

自律神経系の構造および機能を概説し、交感神経系と副交感神経系の作用を比較
する。神経伝達物質と受容体の関係を整理し、神経性調節の特異性を理解する。
さらに、内分泌系およびホルモンの作用様式を概説し、神経性調節と内分泌性調
節が時間的特性の異なる統合機構として機能することを理解する。

第6回

担
当
教
員

黒坂 光寿
【ユニットⅣ：出力と適応】筋肉①：骨格筋の構造と収縮の基盤

内
容

骨格筋の階層的構造（筋・筋束・筋線維・筋原線維・サルコメア）を整理し、フ
ィラメント配列と横紋構造の関係を理解する。興奮収縮連関の基本概念を導入
し、筋収縮が電気的活動と分子機構の統合であることを把握する。

第7回

担
当
教
員

黒坂 光寿
【ユニットⅣ：出力と適応】筋肉②：筋の可塑性 ― 肥大と萎縮の生理学

内
容

筋肥大の機構を概説し、機械的負荷や神経活動が筋タンパク質合成を促進する過
程を理解する。筋線維タイプと機能特性の関連を整理する。さらに、不活動や神
経損傷などによる筋萎縮の機序を理解し、形態的変化と機能的変化の統合的理解
を深める。筋を動的に適応する組織として捉える視点を確立する。

第8回

担
当
教
員

黒坂 光寿
【ユニットⅣ：出力と適応】神経筋接合部：神経情報の運動への変換

内
容

運動神経終末における神経伝達物質放出機構を整理し、終板電位から筋活動電位
発生に至る過程を理解する。神経活動が機械的収縮へと変換される過程を体系的
に把握する。

第9回

担
当
教
員

黒坂 光寿
【ユニットⅤ：入力】感覚

内
容

刺激受容・変換・伝導の基本過程を整理し、感覚受容器の特性を理解する。視
覚、聴覚・平衡覚、味覚・嗅覚および疼痛機構を体系的に概説し、感覚情報が中
枢へ統合される過程を理解する。

第10回

担
当
教
員

黒坂 光寿
【ユニットⅥ：統合】中枢神経①

内
容

神経系の構造的および機能的分類を整理する。脊髄の反射機構および伝導路を理
解し、脳の主要構造と機能を体系的に把握する。脳神経の機能を通して中枢と末
梢の連関を理解する。

第11回

担
当
教
員

黒坂 光寿
【ユニットⅥ：統合】中枢神経②

内
容

脳波と睡眠、記憶、本能行動および情動行動を整理し、高次神経機能の基盤を理
解する。さらに、中枢神経系の障害を概説し、正常機能との対比を通して理解を
深化させる。

第12回

担
当
教
員

黒坂 光寿
【ユニットⅦ：情報の物理基盤】ニューロンの電気生理：膜電位と活動電位

内
容

イオン分布および電気化学的勾配を整理し、静止膜電位の成立機構を理論的に理
解する。電位依存性イオンチャネルの開閉機構を概説し、活動電位の発生・伝導



過程を把握する。神経情報が発火頻度として符号化される原理を理解する。

第13回

担
当
教
員

黒坂 光寿
【ユニットⅦ：情報の物理基盤】第13回 シナプス伝達と神経情報統合

内
容

神経伝達物質によるシナプス伝達機構を整理し、興奮性および抑制性シナプスの
概念を理解する。時間的・空間的加重を通して神経回路における情報統合の原理
を把握する。

第14回

担
当
教
員

黒坂 光寿
【ユニットⅧ：再統合】総まとめ

内
容

入力・統合・出力・適応という枠組みで講義全体を再構成し、生体を統合システ
ムとして理解する。

第15回

担
当
教
員

黒坂 光寿
【ユニットⅧ：再統合】知識到達確認・総括

内
容 学修到達度を確認し、講義全体を総括する。

評価方法とフィードバック方法
評価は小テスト30％および期末試験70％で評価する。
教科書
『人体の構造と機能（第5版）』
エレイン・N・マリーブ著、林正健二訳、医学書院
参考書
『トートラ人体解剖生理学（第11版）』
Gerard J. Tortora, Bryan Derrickson著、佐伯由佳 他編訳、丸善

『ガイトン生理学（第13版）』
John E. Hall著、石川義弘 他総監訳、ELSEVIER

『集中講義 生理学』
岡田隆夫編集、メジカルビュー社
オフィスアワー
随時（要事前連絡）
実務経験の有無
医学教育における生理学教育および研究活動の経験、ならびに国内外の研究施設における研究
経験を基盤として、理論的かつ実証的視点から、現象とその背景にある生理学的機序を構造的
に整理する教育を行う。



講義コード 5100701
講義名 生理学Ⅱ[理]
(副題)
代表ナンバリングコード 51L02-1007SR-00
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
時間 30.00
対象学年 1
必修/選択 必修
担当教員

氏名
神長 まどか

総合学修目標
生理学は正常なヒトのからだのしくみとはたらきを追求する学問である。正常な人体の機能を
正しく理解することは、疾病による人体機能の変化を理解する上で極めて重要である。この科
目では、理学療法士として患者に適切なリハビリテーションを実施する際に要する生理学的知
識を養うとともに、国家試験受験に必要な学力を身につけることを学修目標とする。
個別学修目標
1）生体の生命維持に必要な循環のしくみを説明できる。
2）生体の生命維持に必要なガス交換のしくみを説明できる。
3）生体の生命維持に必要な栄養素の摂取とさまざまな代謝産物の排出のしくみを説明できる。
4）調節系の一つとして内分泌のしくみを説明できる。
5）種の保存のしくみを説明できる。

準備学修
【予習（60分）】
①授業計画を参照し、教科書（各回の授業範囲に該当するページ）を読む。
教科書の内容で理解できなかった部分をチェックしておく。
②これまでに学修した内容と関連のある箇所があれば、配布済みの講義資料や教科書で確認す
る。
③初めて登場する専門用語の意味等をまとめておく。
【復習（60分）】
①もう一度教科書を読み、授業資料と照らし合わせる。
予習で理解できなかった箇所を確認する。
②授業終了時に配布する復習シートをやる。
クラスルームに正答を載せるので、自分で答え合わせをする。
③〇×問題集をやる。（正答はクラスルームを参照）
④復習して分からなかったことを質問する。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな



い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回

担
当
教
員

神長 まどか
内分泌系①

内
容

ホルモンの一般的な性質、主な内分泌腺、ホルモンの化学的分類、ホルモンの作
用機序、ホルモンの分泌調節について学修する。（教科書P.295－299）

第2回

担
当
教
員

神長 まどか
循環器系（心臓血管系）①

内
容

心臓の構造と血管の名称、体循環・肺循環、刺激伝導系、心筋の基本的性質、心
拍出量、心電図について学修する。（教科書P.341－352）

第3回

担
当
教
員

神長 まどか
循環器系（心臓血管系）②

内
容

心周期、血管、リンパ管について学修する。（教科
書P.350－351、354－355、381－385）

第4回

担
当
教
員

神長 まどか
循環器系③/確認テスト①

内
容

第1回確認テストを行う。（範囲：第1回～第3回）

血圧、循環の調節について学修する。（教科書P.335－372）

第5回

担
当
教
員

神長 まどか
呼吸器系①

内 呼吸器系の構造、呼吸の機序、肺気量について学修する。（教科書P.419－432）



容

第6回

担
当
教
員

神長 まどか
呼吸器系②

内
容

ガス交換、ガス運搬、呼吸の調節、呼吸器系による酸塩基平衡調節、異常呼吸に
ついて学修する。（教科書P.432－436）

第7回

担
当
教
員

神長 まどか
消化器系①

内
容

消化器系の構造、消化管の運動、消化管各部位のはたらきについて学修する。
（教科書P.447－468）

第8回

担
当
教
員

神長 まどか
消化器系②/確認テスト②

内
容

第2回確認テストを行う。（範囲：第4回～第7回）

各種栄養素の吸収、消化管ホルモン、肝臓のはたらきについて学修する。（教科
書P.447－468）

第9回

担
当
教
員

神長 まどか
栄養と代謝

内
容

各種栄養素、ATP合成、エネルギー代謝、代謝を調節するホルモンについて学修
する。（教科書P.470－480）

第10回

担
当
教
員

神長 まどか
体温とその調節

内
容

体温、熱産生と熱放散、体温調節のしくみについて学修する。（教科
書P.480－482）

第11回

担
当
教
員

神長 まどか
泌尿器系①

内
容

腎臓の構造、尿の生成、クリアランス、尿の特徴について学修する。（教科
書P.495－503）

第12回

担
当
教
員

神長 まどか
泌尿器系②/確認テスト③

内
容

第3回確認テストを行う。（範囲：第8回～第11回）

排尿反射、体液量・血漿浸透圧・血液pHの調節について学修する。（教科
書P.503－514）

第13回

担
当
教
員

神長 まどか
内分泌系②

内 視床下部、下垂体、甲状腺、副甲状腺、副腎皮質・副腎髄質のホルモンについ
て、第2回～第12回までの授業内容を参照しながら学修する。（教科



容 書P.300－312）

第14回

担
当
教
員

神長 まどか
生殖器系

内
容

性分化、男性生殖器、女性生殖器、性腺のホルモン、妊娠・分娩について学修す
る。（教科書P.523－550、312）

第15回

担
当
教
員

神長 まどか
まとめ

内
容

番外編の確認テストを行う。（範囲：第12回～第14回）
この講義全体の総まとめを行う。

評価方法とフィードバック方法
評価の内訳は、確認テスト30％、期末試験70％とする。
【確認テストの実施とフィードバック方法】
1）確認テストは30点満点で、合計3回実施する。3回の合計点数を平均して、成績評価に加え
る。
2）確認テストは授業の冒頭10分程度で実施するので、遅刻しないように留意すること。
遅刻・欠席で受けられなかった学生には追試験を実施するので受験すること。
（遅刻・欠席の理由により、評価基準は異なります。）
3）確認テストは実施した翌週の授業冒頭に返却し、解説を行う。
（確認テストの成績によって、面談や個別での学修指導を実施します。）

【期末試験の実施とフィードバック方法】
1）期末試験は1問2点・35問の70点満点で実施する。
2）試験の問題用紙は回収せず、正答と解説はクラスルームに掲載する。希望者には後日解説を
実施する。
教科書
人体の構造と機能（第5版）、エレイン N.マリーブ、スザンヌ M.ケラー著、藤本悦子監訳、医
学書院、定価5,830円（本体5,300円＋税10％）
参考書
ステップアップ生理学ノート（第3版）、増田敦子、サイオ出版、定価2,090円（本体1,900円）
オフィスアワー
オフィスアワー：月・火・水曜日の2限は5階医学教育センター室で質問対応します。
（それ以外でも在室していれば対応可能です。）
その他
【授業計画について】
授業の進行状況によって、授業計画が変更になる場合があります。それに伴って小テストの範
囲が変更になる場合は、授業中に口頭でお知らせする他、クラスルームにも変更内容を掲示し
ます。

【復習の習慣化】
この科目では、復習シートと〇×問題集を副教材として配布します。教科書・授業資料と併せ
て、復習に利用してください。



講義コード 5100801
講義名 生理学実習[理]
(副題)
代表ナンバリングコード 51P02-2008FR-00
講義開講時期 前期
講義区分 実習
基準単位数 1
時間 45.00
対象学年 2
必修/選択 必修
担当教員

氏名
増田 敦子
石井 成美
黒坂 光寿
神長 まどか

総合学修目標
１年次の講義で学んだ生理学の知識をもとに、基本的な実験や観察をとおして、生体の構造や
機能の理解を深める。そのために、学生自身が実験者・被験者となり、生理現象の観察と測定
を行い、得られたデータの処理・解析を通して、講義で得られた生体機能に関する知識の総合
的・体系的理解を目指す。
個別学修目標
１）心電計の操作により心電図を測定し、心筋の電気活動を説明することができる。
２）外的刺激による血圧変動から循環調節を説明することができる。
３）スパイロメータの操作により肺気量を測定し、呼吸調節の仕組みを説明することができ
る。
４）ブドウ糖負荷による血糖値の変動から、ホルモンによる血糖調節の仕組みを説明できる。
５）感覚から大脳皮質の機能局在を説明することができる。
６）腎臓による体液の量とpHの調節の仕組みを説明することができる。

準備学修
・予習として、①実施する実習内容について、実習書を熟読しておく(30分）。②事前レポート
を実習前週までに仕上げ、提出すること（30分）。
・復習として、①実習書に掲載されている復習と過去の国家試験問題を解いておく（60分）。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能



を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回

担
当
教
員

増田 敦子
ガイダンス（1）グループA・B合同（第2回目と連続）

内
容

・実習前の準備、実習中の注意事項など
・レポートの形式、図表の書き方、レポートのまとめ方など

第2回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
石井 成美
神長 まどか
ガイダンス（1）グループA・B合同（第1回目と連続）

内
容

・演習：グラフ用紙を使って手書きでグラフを作成し、気づいたことを書く。
（講義担当：増田）（学生へのラウンドによる個別指導：その他の教員）

第3回

担
当
教
員

増田 敦子
ガイダンス（2）グループA・B合同

内
容

・第2回目に提出した演習の返却と解説
・実習内容の具体的方法、使用する機器の使用方法など

第4回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
石井 成美
神長 まどか
心電図、グループA（第5、6回目と連続）

内
容

・標準の12誘導心電図を記録し、心臓の電気的興奮の発生の様子を知る。
・安静時および深呼吸時の心電図を記録し、安静時の心電図から平均電気軸を
求める。
AL:D
冒頭説明：増田（10分）、演習：全教員（80分）

第5回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
石井 成美
神長 まどか
心電図、グループA（第4、6回目と連続）



内
容

・標準の12誘導心電図を記録し、心臓の電気的興奮の発生の様子を知る。
・安静時および深呼吸時の心電図を記録し、安静時の心電図から平均電気軸を
求める。
AL:D
演習：全教員（90分）

第6回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
神長 まどか
心電図、グループA（第4、5回目と連続）

内
容

・深呼吸が心拍数に及ぼす影響についてレポートにまとめる。
AL:D
演習：全教員（90分）

第7回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
石井 成美
神長 まどか
心電図、グループB（第8、9回目と連続）

内
容

・標準の12誘導心電図を記録し、心臓の電気的興奮の発生の様子を知る。
・安静時および深呼吸時の心電図を記録し、安静時の心電図から平均電気軸を
求める。
AL:D
冒頭説明：増田（10分）、演習：全教員（80分）

第8回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
神長 まどか
心電図、グループB（第7、9回目と連続）

内
容

・標準の12誘導心電図を記録し、心臓の電気的興奮の発生の様子を知る。
・安静時および深呼吸時の心電図を記録し、安静時の心電図から平均電気軸を
求める。
AL:D
演習：全教員（90分）

第9回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
神長 まどか
心電図、グループB（第7、8回目と連続）

内
容

・深呼吸が心拍数に及ぼす影響についてレポートにまとめる。
AL:D
演習：全教員（90分）

第10回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
石井 成美
神長 まどか
肺気量と呼吸調節、グループA（第11、12回目と連続）

内
容

・スパイロメーターを用いて呼吸機能の測定を行う。
・肺気量および肺内酸素量の違いが息こらえ時間に与える影響を調べる。
AL:D
冒頭説明：増田（10分）、演習：全教員（80分）

第11回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
石井 成美
神長 まどか
肺気量と呼吸調節、グループA（第10、12回目と連続）

内
・スパイロメーターを用いて呼吸機能の測定を行う。
・肺気量および肺内酸素量の違いが息こらえ時間に与える影響を調べる。



容 AL:D
演習：全教員（90分）

第12回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
神長 まどか
肺気量と呼吸調節、グループA（第10、11回目と連続）

内
容

・呼吸機能の測定結果から換気障害の有無と種類について評価し、レポートに
まとめる。
AL:D
演習：全教員（90分）

第13回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
石井 成美
神長 まどか
肺気量と呼吸調節、グループB（第14、15回目と連続）

内
容

・スパイロメーターを用いて呼吸機能の測定を行う。
・肺気量および肺内酸素量の違いが息こらえ時間に与える影響を調べる。
AL:D
冒頭説明：増田（10分）、演習：全教員（80分）

第14回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
神長 まどか
肺気量と呼吸調節、グループB（第13、15回目と連続）

内
容

・スパイロメーターを用いて呼吸機能の測定を行う。
・肺気量および肺内酸素量の違いが息こらえ時間に与える影響を調べる。
AL:D
演習：全教員（90分）

第15回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
神長 まどか
肺気量と呼吸調節、Bグループ（第13、14回目と連続）

内
容

・呼吸機能の測定結果から換気障害の有無と種類について評価し、レポートに
まとめる。
AL:D
演習：全教員（90分）

第16回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
石井 成美
神長 まどか
循環調節、グループA（第17、18回目と連続）

内
容

・体位変換、運動および氷水刺激による血圧と心拍数の経時的変化に調べる。
AL:D
冒頭説明：増田（10分）、演習：全教員（80分）

第17回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
石井 成美
神長 まどか
循環調節、グループA（第16、18回目と連続）

内
容

・体位変換、運動および氷水刺激による血圧と心拍数の経時的変化に調べる。
AL:D
演習：全教員（90分）

担
当
教

増田 敦子
黒坂 光寿
神長 まどか



第18回 員 循環調節、グループA（第16、17回目と連続）

内
容

・神経系による循環調節の仕組みを考察し、レポートにまとめる。
AL:D
演習：全教員（90分）

第19回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
石井 成美
神長 まどか
循環調節、グループB（第20、21回目と連続）

内
容

・体位変換、運動および氷水刺激による血圧と心拍数の経時的変化に調べる。
AL:D
冒頭説明：増田（10分）、演習：全教員（80分）

第20回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
神長 まどか
循環調節、グループB（第19、21回目と連続）

内
容

・体位変換、運動および氷水刺激による血圧と心拍数の経時的変化に調べる。
AL:D
演習：全教員（90分）

第21回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
神長 まどか
循環調節、グループB（第19、20回目と連続）

内
容

・神経系による循環調節の仕組みを考察し、レポートにまとめる。
AL:D
演習：全教員（90分）

第22回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
石井 成美
神長 まどか
血糖調節、Aグループ（第23、24回目と連続）

内
容

・経口的にブドウ糖を負荷し、血糖の経時的変化を調べる。
AL:D
演習：全教員（90分）

第23回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
石井 成美
神長 まどか
血糖調節、Aグループ（第22、24回目と連続）

内
容

・経口的にブドウ糖を負荷し、血糖の経時的変化を調べる。
AL:D
演習：全教員（90分）

第24回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
神長 まどか
血糖調節、Aグループ（第22、23回目と連続）

内
容

・ブドウ糖負荷による血糖の変化から、ホルモンによる血糖調節について考察
し、レポートにまとめる。
AL:D
演習：全教員（90分）

担
当
教

増田 敦子
黒坂 光寿
石井 成美



第25回 員 神長 まどか
血糖調節、Bグループ（第26、27回目と連続）

内
容

・経口的にブドウ糖を負荷し、血糖の経時的変化を調べる。
AL:D
演習：全教員（90分）

第26回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
神長 まどか
血糖調節、Bグループ（第25、27回目と連続）

内
容

・経口的にブドウ糖を負荷し、血糖の経時的変化を調べる。
AL:D
演習：全教員（90分）

第27回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
神長 まどか
血糖調節、Bグループ（第25、26回目と連続）

内
容

・ブドウ糖負荷による血糖の変化から、ホルモンによる血糖調節について考察
し、レポートにまとめる。
AL:D
演習：全教員（90分）

第28回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
石井 成美
神長 まどか
感覚、グループA（第29、30回目と連続）

内
容

・皮膚感覚として、安静時と運動負荷後に身体各部の2点弁別閾を調べる。
・主観的な感覚の強さを重量感覚から調べる。
AL:D
演習：全教員（90分）

第29回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
石井 成美
神長 まどか
感覚、グループA（第28、30回目と連続）

内
容

・皮膚感覚として、安静時と運動負荷後に身体各部の2点弁別閾を調べる。
・主観的な感覚の強さを重量感覚から調べる。
AL:D
演習：全教員（90分）

第30回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
神長 まどか
感覚、Aグループ（第28、29回目と連続）

内
容

・感覚について以下の3点についてレポートにまとめる。①部位による2点弁別
閾の違い、②身体的疲労が2点弁別閾に及ぼす影響、③ウエーバーの法則
AL:D
演習：全教員（90分）

第31回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
石井 成美
神長 まどか
感覚、グループB（第32、33回目と連続）

内
容

・皮膚感覚として、安静時と運動負荷後に身体各部の2点弁別閾を調べる。
・主観的な感覚の強さを重量感覚から調べる。
AL:D



演習：全教員（90分）

第32回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
神長 まどか
感覚、グループB（第31、33回目と連続）

内
容

・皮膚感覚として、安静時と運動負荷後に身体各部の2点弁別閾を調べる。
・主観的な感覚の強さを重量感覚から調べる。
AL:D
演習：全教員（90分）

第33回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
神長 まどか
感覚、グループB（第31、32回目と連続）

内
容

・感覚について以下の3点についてレポートにまとめる。①部位による2点弁別
閾の違い、②身体的疲労が2点弁別閾に及ぼす影響、③ウエーバーの法則
AL:D
演習：全教員（90分）

第34回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
石井 成美
神長 まどか
腎機能、グループA（第35、36回目と連続）

内
容

・負荷なし、純水および生理的食塩水を負荷し、尿の量、pHおよび比重の経時
的変化を調べる。
AL:D
演習：全教員（90分）

第35回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
石井 成美
神長 まどか
腎機能、グループA（第34、36回目と連続）

内
容

・負荷なし、純水および生理的食塩水を負荷し、尿の量、pHおよび比重の経時
的変化を調べる。
AL:D
演習：全教員（90分）

第36回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
神長 まどか
腎機能、グループA（第34、35回目と連続）

内
容

・腎臓による体液の調節機構をホルモンから考察し、レポートにまとめる。
AL:D
演習：全教員（90分）

第37回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
石井 成美
神長 まどか
腎機能、グループB（第38、39回目と連続）

内
容

・負荷なし、純水および生理的食塩水を負荷し、尿の量、pHおよび比重の経時
的変化を調べる。
AL:D
演習：全教員（90分）

担
当
教

増田 敦子
黒坂 光寿
神長 まどか



第38回 員 腎機能、グループB（第37、39回目と連続）

内
容

・負荷なし、純水および生理的食塩水を負荷し、尿の量、pHおよび比重の経時
的変化を調べる。
AL:D
演習：全教員（90分）

第39回

担
当
教
員

増田 敦子
黒坂 光寿
神長 まどか
腎機能、グループB（第37、38回目と連続）

内
容

・腎臓による体液の調節機構をホルモンから考察し、レポートにまとめる。
AL:D
演習：全教員（90分）

第40回

担
当
教
員

増田 敦子
まとめ、グループA・B合同（第41回目と連続）

内
容

・実習で得られた結果のまとめと考察について解説する。
・復習問題、国家試験問題について解説する。

第41回

担
当
教
員

増田 敦子
まとめ、グループA・B合同（第40回目と連続）

内
容

・実習で得られた結果のまとめと考察について解説する。
・復習問題、国家試験問題について解説する。

評価方法とフィードバック方法
レポート40%、学期末試験60%、合計100%で評価する。
１）レポートは実習前の予習として提出する事前レポートと実習日に提出する実習レポートで
評価する。
２）事前レポートは実習日の前週までに提出されたものを評価対象とする。遅れた場合はその
理由により評価する。
３）期末試験は、実習内容に即した問題と実習書に掲載されている過去の国家試験問題の改変
を多肢選択問題で出題する。
４）期末試験の正解と講評はクラスルームに掲示する。
教科書
本学で作成した生理学実習書を配布する。
参考書
・1年次の「生理学Ⅰ・Ⅱ」で使用した教科書
エレインNマリーブ他著、藤本悦子監訳、人体の構造と機能（第5版）、医学書院、5,300円＋税
新訂
・生理学実習書 日本生理学会教育委員会監修 南江堂 4,000円＋税
オフィスアワー
【増田】
・月・金は2限目、火～木は3限目に教員室。それ以外でも在室していれば対応可能。
・クラスルームに掲示するメールアドレスでの質問などに対応可能。
【黒坂】
随時（要連絡）
【石井】
月曜日：1限、4限
火曜日：2限
水曜日：4限
木曜日：2限、3限
金曜日：2限



【神長】
月曜2限、水曜3・4限、木曜2限、金曜3・4限
実務経験の有無
有。この科目は看護師としての実務経験を活かして、リハビリテーションを実施する患者の身
体的状態を評価するために必要な基礎知識に関する講義を行うものである。
その他
１）ガイダンスまでにグループ分けのメンバー表をクラスルームに掲示する。
２）実習中は測定機器の数量や決められた測定時間により空き時間が生じる。したがって、実
習項目に関する内容の復習問題（課題）を課すので、生理学実習書だけでなく、1年次の生理
学Ⅰ・Ⅱの教科書を必ず持参すること。
３）予習として実習事前レポートを課すので、その提出がないと実習できないことがある。
４）実験により得られたデータは各自で作表・統計処理し、作図してレポートにまとめるの
で、定規と電卓などの計算機を用意すること。
５）完成したレポートの提出で実習終了となるので、実習がスムーズに進むようにあらかじめ
実習書を読んでおくこと。また、時間内に終わらない場合もあるので、アルバイトなどは入れ
ないことが望ましい。
６）特別の理由がなく遅刻をした場合、30分以内では3回で1回の欠席、30分以上では出席して
も欠席扱いとなる。



講義コード 5100902
講義名 臨床心理学
(副題)
代表ナンバリングコード 50L02-2001FE-00
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
時間 30.00
対象学年 2
必修/選択 〔理〕必修 〔整・看〕選択
担当教員

氏名
須藤 武司

総合学修目標
日々進化する医療や対人支援の場において、心理的ケアの側面が注目されている。
チーム医療の実践において、医師・看護師・理学療法士・柔道整復師・その他の医療専門職を
目指す学生が臨床心理学を学ぶことは、多職種が心理的ケアの側面から連携し、患者に対しよ
り適切な医療を提供するために不可欠である。
この科目では、医療従事者が臨床心理学を学ぶことの意義を中核に据え、心理的援助に関する
学問体系（心理療法の理論、心理臨床の実際、保健医療分野における心理的アセスメント、精
神医療、トラウマ、家族ならびに高齢者のケアなど）について広く学び、医療における心理的
問題への対処や、多職種連携を円滑に進められるための基本事項について理解する。
個別学修目標
・医療における「心と身体のつながり」について理解を深める
・チーム医療における他職種連携について具体的に述べる
・保健医療分野における心理臨床の実際について説明する
・地域支援の対象とその目的、理念について説明する
・保健医療分野、特に精神科、小児科、心療内科における心理臨床とその意義ついて説明する
・力動的視点に基づく家族関係理解について応用する
・トラウマ体験の理解と支援のための基本的視点を獲得する
準備学修
【事前学修】
授業前日までに次回授業内容に該当するテキストのページを読む。（60分）
【事後学修】
・テキストやノート等を活用した復習を丁寧に行う。特にミニッツペーパーで理解度が低い項
目については、次の回までに解消する。（30分）
・学術用語の定義や臨床心理学の諸理論など、重要箇所をノートに整理する。（30分）
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
空欄：
該当し
ない

【健康科学部 主体性・多様性尊重・協働性】① 豊かな感性を持ち、相手の立場に立っ
た思いやりを備え、他の人たちと相互に支え合うことができる。 ◎



【健康科学部 主体性・多様性尊重・協働性】②他者を尊重することができ、異なる文
化、価値観の多様性を受け入れることができる。 ◎

【健康科学部 知識・技能、思考力・判断力・表現力等能力】③健康を回復する手助け
として、健康レベルに応じて必要な知識・技術を用い、的確な医療の実践ができ、医
療専門職として社会で貢献できる。

〇

【健康科学部 主体性・多様性尊重・協働性】④医療職としての知識や技術の向上を目
指し、研鑽を続けることができる。
【健康科学部 主体性・多様性尊重・協働性】⑤質の高い医療の実践のため、他の専門
職との連携に配慮し、チーム医療の一員として力を発揮できる。 ◎

【健康科学部 思考力・判断力・表現力等能力】⑥地域の医療の諸課題とその背景を理
解し、地域医療に貢献することができる。

授業計画

第1回

担当
教員

須藤 武司
オリエンテーション：医療従事者が臨床心理学を学ぶ意義
「臨床心理学」の基本的な考え方

内容
授業の進め方や受講に関するルールについて説明し、合意形成をはかる。
医療従事者が臨床心理学を学ぶ必要性、ならびに臨床心理学の概要について説
明する。
（配布資料）

第2回
担当
教員

須藤 武司
精神分析理論と防衛機制

内容 精神分析理論と防衛機制について説明する。
（配布資料／テキスト第3章第2節 pp.38-41）

第3回

担当
教員

須藤 武司
心と身体のつながり（心身相関）

内容
医療における「心と身体のつながり」について説明する。
心身相関と情動の生理学のほか、脳腸相関／腸脳相関に関する研究についても
説明する。
（テキスト第1章 pp.1-17）

第4回

担当
教員

須藤 武司
保健医療分野での心理アセスメント

内容
心理アセスメントの考え方と代表的な種類について説明し、臨床現場で多く用
いられる神経心理学検査について体験的に理解する。
（テキスト第4章 pp.51-66）

第5回

担当
教員

須藤 武司
心理療法の理論と心理臨床の実際
カウンセリングとは何か

内容
主な心理療法の理論について説明する。
カウンセリングの定義と患者・医療者関係の特徴、面接による患者理解につい
て説明する。
（テキスト第2章 pp.18-34、第3章 pp.35-50、第13章 pp.204-214）

第6回
担当
教員

須藤 武司
地域心理支援的アプローチ

内容 地域支援の対象とその目的、理念について説明する。
（テキスト第5章 pp.67-80）

第7回

担当
教員

須藤 武司
精神科における心理臨床

内容
精神医療の概要、ならびに精神医療における心理支援の重要性について説明す
る。
（テキスト第6章 pp.85-102）



第8回

担当
教員

須藤 武司
小児科における心理臨床

内容
医療における「子ども憲章」、ならびに小児医療における心理臨床の特徴につ
いて説明する。
（テキスト第7章 pp.102-119）

第9回

担当
教員

須藤 武司
心療内科における心理臨床

内容
神経症や気分障害等、心療内科に受診する可能性のある疾患の特徴とその支援
について説明する。
（テキスト第8章 pp.120-136）

第10回
担当
教員

須藤 武司
発達心理学と高齢者における心理的ケア

内容 老年期における心理社会的発達課題と高齢者支援について説明する。
（テキスト第9章 pp.137-154）

第11回

担当
教員

須藤 武司
家族心理学と家族療法

内容
力動的な家族関係理解に基づく家族支援、ならびに主な家族療法について説明
する。
（テキスト第10章 pp.155-173）

第12回
担当
教員

須藤 武司
トラウマの理論とケアの実践

内容 トラウマ体験の概略と支援のための基本的視点について説明する。
（テキスト第11章 pp.174-191）

第13回

担当
教員

須藤 武司
保健医療分野での多職種連携・チーム医療

内容
チーム医療の基本的概念と多職種連携に必要な視点、および技術について説明
する。
（テキスト第12章 pp.192-203）
※ゲスト講師による講義［50分］および質疑応答［30分］、振り返り［10分］

第14回

担当
教員

須藤 武司
保健医療分野におけるセクシュアル・マイノリティの課題

内容
保健医療分野でのセクシュアル・マイノリティに関連する課題と現状について
説明する。
（配布資料）

第15回

担当
教員

須藤 武司
神経発達症の理解と支援

内容
神経発達症の基本知識とともに保健医療分野での課題や支援について説明す
る。
（配布資料）

評価方法とフィードバック方法
「総合学習目標」ならびに「個別学習目標」に対応し、授業の理解度および授業への貢献度
（30％）、定期試験（70％）によって評価（100％）する。
・授業の理解度および貢献度は毎回提出を求めるミニッツペーパーにより評価する
・受講生がミニッツペーパーに記載した質問等には授業冒頭で回答、講評する
・定期試験は、学修による知識、理解、問題解決能力を評価する目的で事例問題を含む客観試
験により行われる
教科書
竹森元彦（編著）『医療系のための臨床心理学』講談社 2,640円
参考書
下山晴彦（編著）『よくわかる臨床心理学 改訂新版』ミネルヴァ書房 3,300円



近藤直司・田中康雄・本田秀夫（編著）『こころの医学入門 医療・福祉・保健・心理専門職を
めざす人のために』中央法規出版 3,520円
田中正人（著）・齋藤勇（監修）『図解 心理学用語大全』誠文堂新光社 1980円
オフィスアワー
水曜昼休み・3限：550研究室
実務経験の有無
この科目は、教育・保健医療の各領域で心理臨床経験のある教員がその実務経験を活かし臨床
心理学について講義する。
その他
〇この科目は「講義」であるため、小グループによる話し合いは行わない。
〇大学のペーパーレス化の方針にしたがい、配布資料はすべてGoogle classroomからダウンロー
ドする。
〇教室環境の安全を確保し、全体の学修に支障を来さないことを目的に以下について理解を求
める。
・指定された座席で受講する。
・授業中の私語は講師および他の受講生に対する妨害行為と認定し、退室を求める。
・授業中、複数の学生が無断で一度に退室し、ある程度まとまった時間（10分程度）不在した
場合は欠席とする。なお、個人単位での手洗いまたは体調不良時の退室に関してはこれに該当
しない。
〇天候や感染症など社会情勢に応じて全15回のうち数回をオンデマンド授業とする場合があ
る。
〇この科目の基準単位数は「2」であるが、学科により以下の通り単位数が異なる。
〔理学療法学科〕2 〔整復医療・トレーナー学科〕2 〔看護学科〕1



講義コード 5101001
講義名 薬理学［理整］
(副題)
代表ナンバリングコード 51L02-3008FE-00
講義開講時期 前期前半
講義区分 講義
基準単位数 1
時間 15.00
対象学年 理学2年／整復3年
必修/選択 理学必修／整復選択
担当教員

氏名
檀 和夫

総合学修目標
内科系疾患の治療の中心をなす薬物療法について薬理学総論の基本的知識を習得する。さらに
各系統別疾患に用いられる薬物についてその種類、作用機序、投与方法、効果および副作用に
ついて学ぶ。
個別学修目標
１）薬物の作用機序、生体への効果、体内動態、有用性・有害性を説明できる。

２）各系統別疾患に用いられる薬物について説明できる。

３）薬物の主な副作用について説明できる。
準備学修
１回の講義で扱う範囲は広いため十分な予習・復習が不可欠である。授業計画に記載した毎回
のテーマにつき図書館で参考図書を読み事前に情報を得ておく（60分）、また講義後は授業内
容につき理解が不十分なところを補っておくこと（60分）。授業では学習内容の確認のため毎
回小テストを行う。

ディプロマポリシー
◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総



合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。
【整復医療・トレーナー学科 知識・技能、思考力・判断力・表現力等能力】①整復医
療、スポーツ医科学および保健体育に関する基礎的知識を理解し、専門的課題に応用
できる。

◎

【整復医療・トレーナー学科 知識・技能、思考力・判断力・表現力等能力】②柔道整
復師国家試験に求められる専門的知識と技能を体系的に修得し、各分野で専門職とし
て活用できる。

〇

【整復医療・トレーナー学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・
協働性】③医療、スポーツ、教育の専門職として自ら課題を発見し、倫理的かつ創造
的に解決できる。
【整復医療・トレーナー学科 主体性・多様性尊重・協働性】④高いコミュニケーショ
ン能力と人間性を備え、多職種連携を通じて幅広い分野で協働・活躍できる。
【整復医療・トレーナー学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑤柔道整復師業種・業務
の継承者としての自覚を持ち、責任感と国際的視野を備えて国内外で活躍できる。
【整復医療・トレーナー学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・
協働性】⑥科学的根拠に基づく情報分析力と実践的技術を備え、継続的に自己研鑽で
きる。

授業計画

第1回
担当教

員
檀 和夫
薬理学総論

内容 薬物の作用機序、薬の体内挙動、薬物の代謝・排泄、薬物の相互作用・副作
用

第2回
担当教

員
檀 和夫
感染症に対する薬物

内容 病原体、抗菌薬の作用機序、抗感染症薬各論

第3回
担当教

員
檀 和夫
抗がん薬・抗炎症薬

内容 抗がん薬の作用機序、抗がん薬各論、抗炎症薬

第4回
担当教

員
檀 和夫
神経系に作用する薬物

内容 自律神経作用薬、中枢神経に作用する薬物

第5回
担当教

員
檀 和夫
心臓・血管系に作用する薬物

内容 抗高血圧薬、狭心症治療薬、心不全治療薬、抗不整脈薬

第6回
担当教

員
檀 和夫
呼吸器・消化器系に作用する薬物

内容 鎮咳薬・去痰薬、気管支喘息治療薬、胃潰瘍・胃炎治療薬、制吐薬、下剤・
止痢薬

担当教 檀 和夫



第7回 員 血液・内分泌代謝系に作用する薬物
内容 血液疾患治療薬、輸液・輸血製剤、糖尿病治療薬

第8回
担当教

員
檀 和夫
薬物の副作用

内容 副作用の種類、重要な医薬品副作用

評価方法とフィードバック方法
定期試験100点（100%）で評価する。ただし、授業内小テストの内容を勘案する。
小テストの解説・講評は次回授業の冒頭で行う。また、Classroomにも詳細な解説を載せるため
よく読んでおくこと。
教科書
テキスト資料および画像資料を講義ごとに配布する。

参考書
参考文献：リハビリテーションのための薬理学・臨床薬理学 南江堂 3,800円＋税
オフィスアワー
月曜日および金曜日昼休み（12:10-13:00）、担当教員研究室。授業内容についての質問は授業
中、授業後およびオフィスアワーに受け付ける。研究室に在室時は随時受け付ける。またメー
ルでの質問も受け付ける（メールアドレス： dan@sbctmu.ac.jp）。

実務経験の有無
この科目は病院での医師としての実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、医薬品およ
び薬物療法について講義を行っている。



講義コード 5101101
講義名 微生物学・免疫学〔理・整〕
(副題)
代表ナンバリングコード 51L02-2009FE-00
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
時間 30.00
対象学年 2
必修/選択 選択
担当教員

氏名
中島 琢磨

総合学修目標
本講義では、感染症の原因となる微生物と免疫の基本を学び、生活や医療の実際において考
え、応用できる基盤の涵養を目標とする。

［学習の背景］
日常生活やスポーツ、遊びなどの中で、怪我やほこりの吸引など、「ばい菌」と接触する機会
は絶え間なく訪れる。中には、些細な傷から私達の体内に侵入し、命を奪う「ばい菌」もあ
る。それらは決して特殊なものではなく、私達の身の回りにいつも存在し、時には私達を護る
ことさえある。

このような「ばい菌」を微生物と呼び、微生物によって発症する疾患が感染症である。また、
感染症から私達自身を護っているのが免疫という仕組みである。感染症を起こす微生物とがど
のような存在か、どのような疾患の原因になるかについて知る事は、感染を予防する上でも、
感染症を治療する上でも重要である。

ところで、感染症が疑われるとき、私達は医師によって抗生薬の処方を受ける。抗菌薬を始め
とする医薬品の発達は感染症の脅威から私達を遠ざけているが、薬剤に耐性を持つ病原性微生
物が絶え間なく出現し続けていることを知っているだろうか。抗生薬を含む医薬品は、感染の
予防や治療において補助的な役割を果たすに過ぎない。医薬品の有無にかかわらず病原体と対
峙するのは、免疫である。

免疫は、感染症以外にも健康維持に重要な働きをするが、時として暴走し、感染症を重症化さ
せて死に導くだけでなく、誤作動して私達の健康を奪うことがある。関節や筋の炎症や変形、
筋無力症などの原因の多くが免疫の暴走によって起こる．従って、免疫系の構成とその働きや
役割、機能調節の仕組みを学ぶことは、身体機能の調節に関与する臨床家にとって重要であ
る。

本講義では、先に免疫のしくみについて学ぶ．
微生物学より免疫学を優先して学ぶのは、微生物の病原性や感染症の発症機序に免疫の働きが
大きく関わるからである．
免疫は多様な細胞群と体液に溶け込んでいる液性因子が複雑に連携し働くシステムなので、各
細胞や液性因子の役割や特徴を覚えなくてはならない．その知識は膨大となるが、それぞれの
細胞を特徴を持つキャラクターとして擬人化し、液性因子を「武器」「通信手段」などととら
えると「アーケードゲーム」のように理解しやすくなる．
講義では免疫の各キャラクターを理解しやすい教科書を利用して進めるが、残念ながらその教
科書には、誤解を招くような図も多く含まれるうえ、免疫学で学ぶ情報量が多いので自己学習
も必須である．従って授業に出席した上で自己学習に取り組むことになるが、重要ポイントは



復習課題として提示する．
個別学修目標
① 免疫のしくみについて基本的事項を説明できる
② アレルギーについて説明できる
③ 免疫の異常と自己免疫疾患について、基本的な事項を説明できる。
④ 感染とその経路、および感染症の予防について、基本的な事項を説明できる
⑤ 微生物（細菌・真菌・原虫・ウイルス）の種類と性質について、基本的な事項を説明できる
⑥ 感染症を増悪する免疫のしくみと敗血症について説明できる
⑦ 感染症と病原体の伝播、感染予防策や、感染症法とその対象について基本的事項を説明でき
る
⑧ 消毒や滅菌の必要性や方法について説明できる
⑨ ワクチン（予防接種）・血清療法についてメカニズムやリスクを説明できる
⑩ 主要な病原性微生物の特徴や性質について、感染症と関連付けて説明できる
準備学修
講義の範囲は多岐にわたり膨大である
従って講義中に触れない範囲の自習は必須であるから、自習でわからないところは必ず教員に
質問すること
講義以前に、以下の生物学の基本事項を理解している必要がある
１．細胞の種類やしくみ
２．人体の構造と機能
３．遺伝と遺伝子の構造・複製・発現のしくみ
４．タンパク質の性質

復習・自習課題・レポートなどはGoogle Classroomを利用し出題／提出を行うので、大学システ
ムの履修登録以外に、Classroomの「微生物学免疫学（前期）」に、必ず受講登録すること
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。



【整復医療・トレーナー学科 知識・技能、思考力・判断力・表現力等能力】①整復医
療、スポーツ医科学および保健体育に関する基礎的知識を理解し、専門的課題に応用
できる。

〇

【整復医療・トレーナー学科 知識・技能、思考力・判断力・表現力等能力】②柔道整
復師国家試験に求められる専門的知識と技能を体系的に修得し、各分野で専門職とし
て活用できる。
【整復医療・トレーナー学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・
協働性】③医療、スポーツ、教育の専門職として自ら課題を発見し、倫理的かつ創造
的に解決できる。

〇

【整復医療・トレーナー学科 主体性・多様性尊重・協働性】④高いコミュニケーショ
ン能力と人間性を備え、多職種連携を通じて幅広い分野で協働・活躍できる。
【整復医療・トレーナー学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑤柔道整復師業種・業務
の継承者としての自覚を持ち、責任感と国際的視野を備えて国内外で活躍できる。
【整復医療・トレーナー学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・
協働性】⑥科学的根拠に基づく情報分析力と実践的技術を備え、継続的に自己研鑽で
きる。

◎

授業計画

第1回
担当教員 中島 琢磨

免疫概論

内容
１．免疫の概念と免疫系の構成
２．自己と非自己の識別メカニズムの概要
３．免疫に関わる細胞群や液性因子の役割

第2回
担当教員 中島 琢磨

自然免疫

内容
１．自然免疫と獲得免疫の違いと連携
２．自然免疫のしくみ
３．炎症

第3回
担当教員 中島 琢磨

獲得免疫（１）

内容
１．獲得免疫成立のしくみと自然免疫との連携
２．Ｔ細胞の分化と役割
３．細胞性免疫

第4回
担当教員 中島 琢磨

獲得免疫（２）

内容
１．Ｂ細胞の分化と役割
２．抗体の分化と役割
３．液性免疫と抗体依存性細胞障害（ＡＤＣＣ）

第5回
担当教員 中島 琢磨

アレルギー

内容
１．アレルギーの種類と発症機序
２．アレルギーによって起こる障害と自己免疫疾患の関わり
３．感染症の悪化にも関わる血管炎の発症機序

第6回
担当教員 中島 琢磨

免疫異常と免疫不全

内容 １．自己免疫疾患の発症機序
２．免疫不全の発症機序

担当教員 中島 琢磨
感染症総論
１．感染症の発症機序と経過
２．病原体の種類



第7回
内容

３．敗血症と敗血症性ショック
４．感染源と感染経路
５．感染所の現状
６．感染の予防
７．感染症法等法令

第8回
担当教員

中島 琢磨
細菌学総論（１）
細菌の生物学

内容
１．細菌の生物学的特徴
２．細菌の分類
３．細菌の病原性（ビルレンス）

第9回

担当教員
中島 琢磨
細菌学総論（２）
抗菌薬と化学療法

内容

１．抗菌薬の種類と作用
２．抗菌薬の効果判定方法と効果的な抗菌薬選択方法
３．抗菌薬の投与経路と代謝
４．抗菌薬の副作用
５．抗菌薬の系統別作用機序と適用

第10回

担当教員
中島 琢磨
細菌学各論（１）
代表的グラム陽性細菌と感染症

内容

１．グラム陽性細菌の種類
２，ブドウ球菌群
３．黄色ブドウ球菌の病原性因子と感染症
４．レンサ球菌群
５．化膿レンサ球菌の病原性因子と感染症
６．薬剤耐性グラム陽性細菌と薬剤耐性獲得機序

第11回

担当教員
中島 琢磨
細菌学各論（２）
代表的グラム陰性細菌と感染症

内容
１．グラム陰性細菌の種類
２．腸内細菌科の細菌群の病原性因子と感染症・続発症
３．その他病原性グラム陰性細菌群の病原性因子と感染症
４．性感染症に関わるグラム陰性細菌と感染症

第12回

担当教員

中島 琢磨
細菌学各論（３）
芽胞形成細菌と感染症
抗酸菌と感染症
特殊な細菌と感染症

内容

１．クロストリジウム属細菌の病原性因子と感染症
２．ミコバクテリウム属細菌の病原性と感染症
３．スピロヘータと感染症
４．クラミジアと感染症
５．マイコプラズマと感染症
６．リケッチアと感染症

第13回

担当教員 中島 琢磨
ウイルス学（１）

内容
１．ウイルスの種類と構造
２．ウイルスの増殖メカニズム
３．抗ウイルス薬の種類と抗ウイルス作用
４．代表的ウイルス感染症と合併症・続発症（１）

担当教員 中島 琢磨
ウイルス学（２）



第14回
内容 １．代表的ウイルス感染症と合併症・続発症（２）

第15回

担当教員 中島 琢磨
真菌と寄生虫概論

内容

１．真菌の生物学的特徴と分類
２．抗真菌薬と種類と作用
３．真菌感染症の種類
４．寄生虫の生物学的特徴と分類
５．原虫と代表的感染症
６．蠕虫と代表的感染症

評価方法とフィードバック方法
定期試験８０％、小テスト（復習・自習課題）２０％、合計１００％
教科書
病気がみえる vol.6 免疫・膠原病・感染症 第2版 2018年9月発行 B5判 408頁
定価3,850円（本体3,500円＋税10％） ISBN978-4-89632-720-5
オフィスアワー
授業内容についての質問は授業中、授業後およびオフィスアワー（教員研究室）に受け付け
る。またメールでの質問も受け付けるが、メールは大学で配布されたアカウント（メールアド
レス）を用い、Google Classroomから送信すること
オフィスアワー；541室、月曜日昼休みと3限目，火曜日2限目と昼休み，水曜日3・4限目，木曜
日2限目
実務経験の有無
細菌・ウイルスの病原性遺伝子、毒性発現メカニズム、ヒト細胞による抵抗メカニズムや発癌
メカニズム、細胞死のメカニズムを細胞分子生物学レベルで解析してきた研究実績を持つ教員
が講義を担当する
その他
教科書は必帯です。
大学システムの履修登録以外に、Classroomの「微生物学免疫学（前期）」に、必ず受講登録す
ること
クラスルーム
https://classroom.google.com/c/ODI1NTU1ODI4MzE5?cjc=lxq4kdh2

https://classroom.google.com/c/ODI1NTU1ODI4MzE5?cjc=lxq4kdh2


講義コード 5101401
講義名 病理学
(副題)
代表ナンバリングコード 51L02-2009SR-00
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 1
時間 30.00
対象学年 2
必修/選択 必修
担当教員

氏名
有益 優

総合学修目標
病理学は、病因と病態を形態学的に解明する学問で、病気の背景にある細胞・組織・臓器の病
態を学び、機能が障害される原因と機序に関する理解を深める、医療従事者にとり必須の知識
である。

理学療法・リハビリテーションの視点から、身体機能の低下や障害の原因、機能の回復と促進
を図るための知識を習得する。
個別学修目標
人体における恒常性の破綻を、病因別に分類された基本型について学び、その知識をもとに、
臓器系統ごとに重要な症状や徴候が生じる機能障害の機序を理解し、説明できる。
準備学修
①予習：講義前に教科書の該当ページに目を通す（30分程度）。
②復習：講義で使われたプリント・レジュメの内容を確認する（30分程度）。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 〇



【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 〇

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

〇

授業計画

第1回

担当教
員

有益 優
病理学とは、病因（内因と外因）

内容
①病理学が医学や医療の中でどのような役割を担っているかについて理解す
ること
②病理学にはどのような内容が含まれているかについて理解すること
③病気の原因（病因）について理解すること

第2回
担当教

員
有益 優
細胞傷害

内容 ①細胞が刺激を受けた時に生じる適応現象について理解すること
②細胞傷害による変性について理解すること

第3回

担当教
員

有益 優
代謝障害

内容
①代謝障害（糖代謝異常、脂質代謝異常、蛋白・アミノ酸代謝異常など）に
ついて理解すること
②糖尿病性続発症について理解すること
③栄養欠乏症について理解すること

第4回
担当教

員
有益 優
循環障害（１）

内容 充血、うっ血、出血、血栓、虚血、梗塞について理解すること

第5回
担当教

員
有益 優
循環障害（２）

内容 高血圧、ショックについて理解すること

第6回

担当教
員

有益 優
炎症（１）

内容
①炎症の五兆について理解すること
②創傷治癒について理解すること
③炎症性細胞について理解すること

第7回

担当教
員

有益 優
炎症（２）

内容
①炎症の各型について理解すること
②慢性炎症について理解すること
③特異的慢性炎症について理解すること

第8回

担当教
員

有益 優
免疫（1）

内容
①免疫機構について理解すること
②免疫不全症について理解すること
③アレルギーについて理解すること

第9回

担当教
員

有益 優
免疫（2）

内容
①自己免疫疾患について理解すること
②膠原病について理解すること
③移植免疫について理解すること



第10回

担当教
員

有益 優
先天異常

内容
①先天異常の病因について理解すること
②遺伝子異常による疾患について理解すること
③染色体異常による疾患について理解すること
④薬物や感染症などによる先天異常疾患について理解すること

第11回

担当教
員

有益 優
腫瘍（１）

内容
①腫瘍の定義について理解すること
②がん遺伝子、がん抑制遺伝子について理解すること
③良性腫瘍と悪性腫瘍について理解すること

第12回

担当教
員

有益 優
腫瘍（２）

内容
①癌の特徴について理解すること
②がんの診断方法、全身症状について理解すること
③がんの治療について理解すること

第13回

担当教
員

有益 優
感染症（１）

内容
①感染症の定義について理解すること
②感染症を引き起こす病原体について理解すること
③感染防御機構、予防と治療について理解すること

第14回

担当教
員

有益 優
感染症（２）

内容
①感染症の定義について理解すること
②感染症を引き起こす病原体について理解すること
③感染防御機構、予防と治療について理解すること

第15回
担当教

員
有益 優
運動器の病理

内容 運動器の病理総論

評価方法とフィードバック方法
評価方法：定期試験100点（100%）で評価する。

フィードバック方法：定期試験：授業で正解と解説を含めて行った演習問題との対比対応を示
す形で、掲示板等で講評を掲載する。
教科書
テキスト 

標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 病理学 第５版 医学書院 5，060円
参考書
配布プリントは、授業前に配布します
オフィスアワー
Google ClassRoomのホームから質問等を受け付ける。
実務経験の有無
この科目は人体病理学的研究および分子病理学的研究、医学部病理学実習、医学部大学院講義
の実務経験を持つ教員等が、その実務経験を活かして、病理学概論の教育を行う。
その他
参考文献は適宜紹介する。



講義コード 5101501
講義名 病態生理学[理]
(副題)
代表ナンバリングコード 51L02-3010SE-00
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
時間 30.00
対象学年 3
必修/選択 選択
担当教員

氏名
神長 まどか
増田 敦子

総合学修目標
リハビリテーションの対象となる患者は、それが必要となった原因疾患だけでなく様々な疾患
を合併症として抱えていることが多い。患者さんの疾患を考えようとするとき、しばしば病名
に固執しがちである。しかし、本当に知らなければならないのは、今、その患者さんの中で何
が起こっているか、どうしてそうなっているのかである。それがわかっていなければ、どう対
応したらよいかわからない。同じ病名でも、人によって出てくる症状も異なる。そこで、日常
臨床で遭遇することの多い症状についての理解を深め、臨床の場で役立つ知識を習得すること
を目標とする。

個別学修目標
１）その症状の定義、起こるメカニズム、その症状をきたす疾患について述べることができ
る。
２）その症状を緩和するためのアプローチを、特に理学療法学的な視点で考えることができ
る。

準備学修
・予習として、テーマに関わる器官系の解剖学・生理学を1年次の教科書を読んで復習しておく
こと（60分）
・復習として、テーマに関連する過去の国家試験問題に取り組む（60分）。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能 ◎



を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回

担当
教員

神長 まどか
オリエンテーション

内容
授業の進め方、評価の方法、グループ分け、資料作成および発表における注意
点などのオリエンテーション

第2回
担当
教員

神長 まどか
増田 敦子
テーマ１：グループワーク

内容 テーマ１に関して、教員（神長・増田）指導のもと、グループごとにパワーポ
イントの資料や発表原稿作成など発表準備をグループで行う。AL:B

第3回
担当
教員

神長 まどか
増田 敦子
テーマ１：発表および質疑応答

内容 グループごとに発表し質疑応答を行う。AL:AC
発表会の進行は神長が行い、講評は増田が担当する。

第4回
担当
教員

神長 まどか
テーマ１：追加講義

内容 テーマ１に関して、発表内容に関連する過去の国家試験問題の解説などの追加
講義

第5回
担当
教員

神長 まどか
増田 敦子
テーマ２：グループワーク

内容 テーマ２に関して、教員（神長・増田）指導のもと、グループごとにパワーポ
イントの資料や発表原稿作成など発表準備をグループで行う。AL:B

第6回
担当
教員

神長 まどか
増田 敦子
テーマ２：発表および質疑応答

内容 グループごとに発表し質疑応答を行う。AL:AC
発表会の進行は神長が行い、講評は増田が担当する。

第7回
担当
教員

神長 まどか
テーマ２：追加講義

内容 テーマ２に関して、発表内容に関連する過去の国家試験問題の解説などの追加
講義
神長 まどか



第8回
担当
教員 増田 敦子

テーマ３：グループワーク

内容 テーマ３に関して、教員（神長・増田）指導のもと、グループごとにパワーポ
イントの資料や発表原稿作成など発表準備をグループで行う。AL:B

第9回
担当
教員

神長 まどか
増田 敦子
テーマ３：発表および質疑応答

内容 グループごとに発表し質疑応答を行う。AL:AC
発表会の進行は神長が行い、講評は増田が担当する。

第10回
担当
教員

神長 まどか
テーマ３：追加講義

内容 テーマ３に関して、発表内容に関連する過去の国家試験問題の解説などの追加
講義

第11回
担当
教員

神長 まどか
増田 敦子
テーマ４：グループワーク

内容 テーマ４に関して、教員（神長・増田）指導のもと、グループごとにパワーポ
イントの資料や発表原稿作成など発表準備をグループで行う。AL:B

第12回
担当
教員

神長 まどか
増田 敦子
テーマ４：発表および質疑応答

内容 グループごとに発表し質疑応答を行う。AL:AC
発表会の進行は神長が行い、講評は増田が担当する。

第13回
担当
教員

神長 まどか
テーマ４：追加講義

内容 テーマ４に関して、発表内容に関連する過去の国家試験問題の解説などの追加
講義

第14回
担当
教員

神長 まどか
まとめ

内容 練習問題を通して、全体のまとめをする。

第15回
担当
教員

神長 まどか
全体の総括

内容 ①知識到達確認試験（30分）、②回収後に説明・解説し、全体のまとめを行う
（60分）。

評価方法とフィードバック方法
１）授業中の発表25%、発表資料の完成度25%、認知到達確認試験50%、合計100%で評価する。
２）発表後の質疑応答に貢献した場合にはこれに加点する。
３）発表方法および発表資料の完成度については発表時に講評し、必要に応じて発表資料の修
正と再度の発表を求める。
４）認知到達確認試験終了後に解答・解説を行う。
教科書
・齊藤宣彦、看護につなげる病態生理学（プチナースBOOKS）、照林社、2,600円＋税
参考書
・人体の構造と機能（第４版）、エレインNマリーブ著、林正健二訳、医学書院、5,200円＋税
（1年次の生理学Ⅰ・Ⅱで使用した教科書）
・田中越郎、系統看護学 病態生理学、医学書院、2,300円＋税
オフィスアワー
【神長】
オフィスアワー：月・火・水の2限



それ以外でも在室していれば対応可能です。
【増田】
授業の前後で質問に対応します。
メールでも対応可能（メールアドレス：a-masuda@sbctmu.ac.jp）
実務経験の有無
有（増田）。この科目は看護師としての実務経験を活かして、リハビリテーションを施術する
患者の身体的状態を評価するために必要な基礎知識に関する講義を行うものである。
その他
１）授業はグループワークによるアクティブラーニングなので、履修者が4名に満たない場合は
原則開講しない。
２）ガイダンス時に発表のグループ分けを学生の希望を踏まえ、決定する。
３）基本的に学生のグループ発表に基づいて授業を進める。
４）パワーポイントを使用した発表ですので、その利用法を習得しておいてください。
５）発表グループ以外のときに活発な質疑応答ができるように、教科書を読んで、予習をして
おいてください。
６）グループワークのテーマは、①循環器系の異常としてショック、浮腫、②呼吸器系の異常
として呼吸困難、咳嗽、③消化器系の異常として嚥下困難、便秘と下痢、④血液の異常として
止血異常、貧血、⑤体温の異常として高体温、低体温、⑥平衡器官の異常としめまい、を挙げ
ておくが、学生の希望によりテーマは柔軟に変更する。
７）授業は、①グループワーク、②発表・質疑応答、③追加講義の3回を１つのクールとして進
めるが、①～③の授業回数は進行状況に応じて柔軟に変更する。
８）パワーポイントの資料・発表原稿の作成の準備は、講義室の他、図書館、情報処理教室等
の学内施設で行う。



講義コード 5101701
講義名 外科学
(副題)
代表ナンバリングコード 51L02-3011SE-00
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
時間 30.00
対象学年 3
必修/選択 整復：必修／理学：選択
担当教員

氏名
了德寺 大郎

総合学修目標
医療専門職としての外科学の基本的知識を習得する。外科学外科学総論・各論として、外科患
者の病態、手術侵襲、外科的感染症、ショック、腫瘍、外科的診断法、外科治療の実際、栄養
管理、周術期管理、外科手術、臓器移植、再生医療及びチーム医療の役割の実際を学ぶ。各論
では、消化器疾患、胸部外科、血管外科、および主要疾患の基礎知識、手術方法および合併症
について学ぶ。

整復DP1-①
個別学修目標
国家試験頻出の問題から用語・疾患解説を行い、総合的な病態理解を目標とする。
準備学修
予習は不要です。講義終了した日の夜に、30分程度教科書の該当ページを一読し理解を深めま
しょう。テスト前に教科書・配付資料で復習し、知識と理解の定着に努めるとよいでしょう。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ



ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。
【整復医療・トレーナー学科 知識・技能、思考力・判断力・表現力等能力】①整復医
療、スポーツ医科学および保健体育に関する基礎的知識を理解し、専門的課題に応用
できる。

◎

【整復医療・トレーナー学科 知識・技能、思考力・判断力・表現力等能力】②柔道整
復師国家試験に求められる専門的知識と技能を体系的に修得し、各分野で専門職とし
て活用できる。
【整復医療・トレーナー学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・
協働性】③医療、スポーツ、教育の専門職として自ら課題を発見し、倫理的かつ創造
的に解決できる。
【整復医療・トレーナー学科 主体性・多様性尊重・協働性】④高いコミュニケーショ
ン能力と人間性を備え、多職種連携を通じて幅広い分野で協働・活躍できる。
【整復医療・トレーナー学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑤柔道整復師業種・業務
の継承者としての自覚を持ち、責任感と国際的視野を備えて国内外で活躍できる。
【整復医療・トレーナー学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・
協働性】⑥科学的根拠に基づく情報分析力と実践的技術を備え、継続的に自己研鑽で
きる。

授業計画

第1回

担
当
教
員

了德寺 大郎
損傷 創傷治癒・炎症・熱傷

内
容 外科管理に必要な創傷管理について説明できる。

第2回

担
当
教
員

了德寺 大郎
無菌法 外科感染症 SSI

内
容

外科的治療に必須な患者の病態と看護、消毒・無菌法の理解、外科的感染症理解
し、概説できる。

第3回

担
当
教
員

了德寺 大郎
腫瘍各論①

内
容

各臓器の腫瘍に関する知識をつけ、各臓器の腫瘍の特徴を理解する。主な治療の
概要を理解し、概説することができる。

第4回

担
当
教
員

了德寺 大郎
腫瘍各論②

内
容

各臓器の腫瘍に関する知識をつけ、各臓器の腫瘍の特徴を理解する。主な治療の
概要を理解し、概説することができる。

担



第5回

当
教
員

了德寺 大郎
腫瘍総論

内
容

良性腫瘍・悪性腫瘍の特徴・腫瘍の定義、発癌、腫瘍の生物学的特徴、癌遺伝
子・癌抑制遺伝子、腫瘍の診断と基礎知識を取得し概要を説明・理解することが
できる。

第6回

担
当
教
員

了德寺 大郎
ショック・心肺蘇生

内
容

外科的治療を要する患者の病態、外科侵襲と生体反応、ショックの概念
を理解し、概説できる。

第7回

担
当
教
員

了德寺 大郎
臓器移植・再生医療・輸血・輸液

内
容 臓器移植、輸血療法、再生医療の考え方、問題点を概説できる。

第8回

担
当
教
員

了德寺 大郎
麻酔・周術期管理・クリニカルパス 緩和医療

内
容 栄養状態の評価、周術期の輸液・栄養管理および輸血療法を概説できる。

第9回

担
当
教
員

了德寺 大郎
胸部外科

内
容

胸部外科疾患の解剖を理解し、国家試験に頻出の疾患を理解し説明することがで
きる。胸部外傷疾患を理解することができる。

第10回

担
当
教
員

了德寺 大郎
血管外科

内
容

血管外科疾患の解剖を理解し、国家試験に頻出の疾患を理解し説明することがで
きる。

第11回

担
当
教
員

了德寺 大郎
腹部外科 上部

内
容

上部消化管外科疾患の解剖を理解し、国家試験に頻出の疾患を理解し説明するこ
とができる。

第12回

担
当
教
員

了德寺 大郎
腹部外科 下部

内
容

下部消化管外科疾患の解剖を理解し、国家試験に頻出の疾患を理解し説明するこ
とができる。

第13回

担
当
教
員

了德寺 大郎
腹部外科 肝胆膵

内 肝胆膵外科疾患の解剖を理解し、国家試験に頻出の疾患を理解し説明することが



容 できる。

第14回

担
当
教
員

了德寺 大郎
急性腹症

内
容 急性腹症疾患を理解し、国家試験に頻出の疾患を理解し説明することができる。

第15回

担
当
教
員

了德寺 大郎
予備講義日程

内
容 講義の補足点 テスト対策等フレキシブルに活用します。

評価方法とフィードバック方法
学期末試験（100点） 合計100点 テストは授業で行った範囲から出題します。

評価方法に関してはテスト、授業内で行うアンケートより多角的、包括的に評価します。

成績不良者に関しては、場合によってはレポート作成依頼などの追加指導を行います。
理解到達度を確認するために、確認テストを行い理解の乏しい領域は講義にて補足を行いフィ
ードバックを行う。
教科書
外科学概論（改訂第４版）、全国柔道整復学校協会・教科書委員会、南江堂、5，700円+税（予
価）
参考書
標準外科学第17版 監修 畠山勝義 編集 北野正剛 田邊稔 池田徳彦 医学書院 9，180円
オフィスアワー
成績不良者に関しては、場合によってはレポート作成依頼などの追加指導を行います。
理解到達度を確認するために、確認テストを行い理解の乏しい領域は講義にて補足を行いフィ
ードバックを行う。
実務経験の有無
この科目は病院、診療所での医師としての実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、外
科学の歴史と領域別専門分化の過程、損傷（創傷、熱傷）、外科で扱う感染症、腫瘍、ショッ
ク、輸血と輸液、滅菌と消毒、手術について講義を行っている科目です。
この科目は病院、診療所での医師としての実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、麻
酔（全身麻酔と局所麻酔）、移植、出血と止血、甲状腺・頸部の疾患、胸壁・呼吸器の疾患に
ついて講義を行っている科目です。
この科目は病院、診療所での医師としての実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、心
臓・脈管疾患、乳腺疾患（乳癌など）、腹部外科疾患（胃十二指腸潰瘍、胃癌、大腸癌など）
について講義を行っている科目です。
この科目は臨床医として外科診療の実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、外科的疾
患について、臨床に即した知識教授を行っている科目です。

この科目は臨床医としての実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、疾病の原因や経
過、回復の過程、治療に関わる病態の全般について講義を行っている科目です。
この科目は臨床医として感染症治療の実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、感染症
の診断・治療・予防に関する基本知識および具体的な対応のコツ等の教授を行っている科目で
す。
その他
2/3以上の出席がないと試験受験資格が得られません。
講義は席次を定め、着席の有無によって出席を取りますので、決められた席に座るようにして
ください。



担当教員実務経験の有無，有



講義コード 5101801
講義名 整形外科学Ⅰ[理]
(副題)
代表ナンバリングコード 51L02-2011SR-00
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
時間 30.00
対象学年 2
必修/選択 必修
担当教員

氏名
下小野田 一騎

総合学修目標
整形外科学Ⅰでは、身体を支持する骨格及び運動器に関する疾患・外傷・障害を中心に講義が行
なわれる。整形外科の取り扱う分野は、骨・関節・神経・筋肉などに関連し、局所の外傷から
全身に及ぶ炎症性・代謝性疾患まで多岐にわたる。また、小児から高齢者まで幅広い年齢層が
対象となるが、近年では高齢化社会に伴い、骨粗鬆症や変形性関節症などの加齢性疾患が社会
的にも大きな問題となっており、それらについての知識は必須のものとなりつつある。下記の
細目内容について講義が行われる。基本的な内容を主としている。講義はスライドおよび配付
資料によって行う。DP1
個別学修目標
1) 整形外科基礎科学について理解する．

2) 運動器疾患の概要・疫学・病態について理解する．

3) 運動器疾患の診察法・診断法を理解する．

4) 運動器疾患の治療法・後療法を理解する．
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総



合的に活用し、問題を解決することができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回
担当
教員

下小野田 一騎
整形外科とは・運動器の基礎知識 ①骨の基礎知識[下小野田]

内容

第2回
担当
教員

下小野田 一騎
運動器の基礎知識 ②関節の基礎知識③筋・靭帯・腱の基礎知識など[下小野
田]

内容

第3回
担当
教員

下小野田 一騎
整形外科診察法[下小野田]

内容

第4回
担当
教員

下小野田 一騎
整形外科検査法[下小野田]

内容

第5回
担当
教員

下小野田 一騎
整形外科的治療法 ①保存療法②観血的治療[下小野田]

内容

第6回
担当
教員

下小野田 一騎
骨・関節損傷総論 ①骨折総論 ②関節の損傷[下小野田]

内容

第7回
担当
教員

下小野田 一騎
スポーツ整形外科総論、リハビリテーション総論[下小野田]

内容

第8回
担当
教員

下小野田 一騎
疾患別各論 ①感染性疾患、骨端症[下小野田]

内容

第9回
担当
教員

下小野田 一騎
疾患別各論 ②骨腫瘍、軟部腫瘍[下小野田]

内容

第10回
担当
教員

下小野田 一騎
疾患別各論 ③非感染性軟部・骨関節疾患、運動器退行性疾患（変形性関節
症、関節リウマチ）[下小野田]

内容

第11回
担当
教員

下小野田 一騎
疾患別各論 ③非感染性軟部・骨関節疾患（その他）[下小野田]

内容

第12回
担当
教員

下小野田 一騎
疾患別各論 ④全身性の骨・軟部疾患[下小野田]



内容

第13回
担当
教員

下小野田 一騎
疾患別各論 ⑤四肢循環障害、脊髄腫瘍[下小野田]

内容

第14回
担当
教員

下小野田 一騎
疾患別各論 ⑥神経麻痺と絞扼性神経障害 [下小野田]

内容

第15回
担当
教員

下小野田 一騎
総まとめ［下小野田］

内容

評価方法とフィードバック方法
１）定期試験100％（合計100％）で評価する。

２）試験は国家試験方式に準ずる。

３）講義終了後、問題をGoogle Classroomに投稿する。
解答解説はGoogle Classroomに適宜投稿する。

４）定期試験:掲示板等で模範解答を掲載する。
参考書
参考文献
標準整形外科学 第15版 監修：井樋栄二 編集：田中栄 

医学書院 10450円

オフィスアワー
オフィスアワーは大学ポータルシステムで確認してください
実務経験の有無
この科目は臨床医として整形外科診療の実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、運動
器の外傷・疾患について、臨床に即した知識教授を行っている科目である。
その他
１）復習を重視する。（資料、問題で講義の復習をしっかり行う。）
２）講義はパワーポイント資料を用いて行う。
３）講義中の私語、携帯端末使用は原則禁止する。
４）Google Classroomを用いて情報共有を行う。



講義コード 5101901
講義名 整形外科学Ⅱ[理]
(副題)
代表ナンバリングコード 51L02-3012FE-00
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
時間 30.00
対象学年 3
必修/選択 選択
担当教員

氏名
下小野田 一騎

総合学修目標
整形外科学Ⅱでは、身体を支持する骨格及び運動器に関する疾患・外傷・障害を中心に講義が行
なわれる。整形外科の取り扱う分野は、骨・関節・神経・筋肉などに関連し、局所の外傷から
全身に及ぶ炎症性・代謝性疾患まで多岐にわたる。また、小児から高齢者まで幅広い年齢層が
対象となる。基本的な内容を主としている。講義はスライドおよび配付資料によって行う。DP1
個別学修目標
1) 整形外科基礎科学について理解する．

2) 運動器疾患の概要・疫学・病態について理解する．

3) 運動器疾患の診察法・診断法を理解する．

4) 運動器疾患の治療法・後療法を理解する．
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。



【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回 担当教員 下小野田 一騎
疾患別各論 ⑦腕神経叢麻痺・分娩麻痺、全身性神経・筋疾患[下小野田]

第2回 担当教員 下小野田 一騎
疾患別各論 ⑧小児整形外科学疾患・脊髄損傷[下小野田]

第3回 担当教員 下小野田 一騎
ロコモティブシンドローム[下小野田]

第4回 担当教員 下小野田 一騎
身体部位別各論 ①頚部[下小野田]

第5回 担当教員 下小野田 一騎
②胸部[下小野田]

第6回 担当教員 下小野田 一騎
③腰部[下小野田]

第7回 担当教員 下小野田 一騎
④肩関節・肩甲帯[下小野田]

第8回 担当教員 下小野田 一騎
⑤上腕・肘関節１[下小野田]

第9回 担当教員 下小野田 一騎
⑤上腕・肘関節2[下小野田]

第10回 担当教員 下小野田 一騎
⑥前腕・手関節[下小野田]

第11回 担当教員 下小野田 一騎
⑦手・手指⑧下腿・足関節[下小野田]

第12回 担当教員 下小野田 一騎
⑨骨盤・股関節[下小野田]

第13回 担当教員 下小野田 一騎
⑩大腿・膝関節[下小野田]

第14回 担当教員 下小野田 一騎
⑪足・足趾[下小野田]

第15回 担当教員 下小野田 一騎
総まとめ［下小野田］

評価方法とフィードバック方法
・レポート100％（合計100％）で評価する。

・レポート:その都度解説、講評する。
参考書
参考文献

標準整形外科学 第15版 監修：井樋栄二 編集：田中栄 

医学書院 10450円



オフィスアワー
オフィスアワーは大学ポータルシステムで確認してください
実務経験の有無
この科目は臨床医として整形外科診療の実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、運動
器の外傷・疾患について、臨床に即した知識教授を行っている科目である。
その他
１)講義はパワーポイント資料を用いて行う。
２)講義中の私語、携帯端末使用は原則禁止する。
３)Google Classroomを用いて情報共有を行う。



講義コード 5102101
講義名 精神医学
(副題)
代表ナンバリングコード 51L02-2014SE-00
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
時間 30.00
対象学年 2
必修/選択 理学療法学科：必修、整復医療・トレーナー学科：選択
担当教員

氏名
黒河内 敏成

総合学修目標
不安は脅威やストレスに対して生じる正常な感情である。不安が過度に強まれば行動が制限さ
れ、日常生活に支障をきたす一方、不安が極端に乏しい場合には危険を回避できず事故や不適
応につながる可能性がある。このように精神症状は「正常」と「異常」とを明確に二分できる
ものではなく、連続体として理解する視点が重要である。
精神疾患を学ぶことは、疾患そのものの理解にとどまらず、人間の心の働きやその多様性を理
解することにもつながる。現代社会では精神疾患に関する報道や社会的関心が高まっており、
医療者には正確な知識と適切な理解がこれまで以上に求められている。精神症状に対する不十
分な理解や誤った対応は、当事者の苦痛を増大させ、症状の悪化を招く可能性がある。
本授業では、医療者として必要とされる精神症状の基礎的知識を体系的に学ぶとともに、精神
疾患を「特別なもの」として捉えるのではなく、人間の精神活動の延長線上に位置づけて理解
する視点を養うことを目的とする。講義を通して、精神症状の理解、評価の基本的枠組み、そ
して臨床現場における適切な態度について学修する。
個別学修目標
精神疾患を有する患者さんと接する際にも、誤解や偏見による医療者と患者間の相互不利益を
生じることなく、治療関係を構築することができる。国家試験の精神科の問題に対応すること
ができる。
準備学修
特に指定なし。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科



学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 ◎

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

◎

【整復医療・トレーナー学科 知識・技能、思考力・判断力・表現力等能力】①整復医
療、スポーツ医科学および保健体育に関する基礎的知識を理解し、専門的課題に応用
できる。

〇

【整復医療・トレーナー学科 知識・技能、思考力・判断力・表現力等能力】②柔道整
復師国家試験に求められる専門的知識と技能を体系的に修得し、各分野で専門職とし
て活用できる。

◎

【整復医療・トレーナー学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・
協働性】③医療、スポーツ、教育の専門職として自ら課題を発見し、倫理的かつ創造
的に解決できる。

◎

【整復医療・トレーナー学科 主体性・多様性尊重・協働性】④高いコミュニケーショ
ン能力と人間性を備え、多職種連携を通じて幅広い分野で協働・活躍できる。 ◎

【整復医療・トレーナー学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑤柔道整復師業種・業務
の継承者としての自覚を持ち、責任感と国際的視野を備えて国内外で活躍できる。 〇

【整復医療・トレーナー学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・
協働性】⑥科学的根拠に基づく情報分析力と実践的技術を備え、継続的に自己研鑽で
きる。

◎

授業計画

第1回 担当教員 黒河内 敏成
精神医学概論

内容 精神医学を学ぶにあたって（児童精神科を参考に）

第2回 担当教員 黒河内 敏成
精神医学総論・統合失調症(1)

内容 精神科で扱う疾患、統合失調症の概論･症状

第3回 担当教員 黒河内 敏成
統合失調症(2)

内容 統合失調症の治療等

第4回 担当教員 黒河内 敏成
感情障害(1)

内容 双極性感情障害（躁うつ病）

第5回 担当教員 黒河内 敏成
感情障害(2)

内容 うつ病（抑うつ状態も含む）

第6回 担当教員 黒河内 敏成
依存症

内容 依存症メカニズム、アルコール依存症、薬物依存症
黒河内 敏成



第7回 担当教員 認知症
内容 認知症総論、認知症の各類型、BPSD

第8回 担当教員 黒河内 敏成
器質性精神障害

内容 症状性精神病を含む器質性精神障害

第9回 担当教員 黒河内 敏成
中間テスト

内容 テストと解説

第10回 担当教員 黒河内 敏成
神経症

内容 神経症の概念・不安障害・強迫性障害・PTSD等

第11回 担当教員 黒河内 敏成
摂食障害

内容 拒食症・過食症等

第12回 担当教員 黒河内 敏成
発達障害(1)

内容 発達障害総論。自閉症スペクトラム障害等。精神発達遅滞も扱う。

第13回 担当教員 黒河内 敏成
発達障害(2)

内容 注意欠陥多動性障害・学習障害等

第14回 担当教員 黒河内 敏成
睡眠障害・てんかん

内容 不眠症・過眠症・てんかん等

第15回 担当教員 黒河内 敏成
まとめと補足

内容 総括とテスト対策

評価方法とフィードバック方法
中間テスト：40%、期末テスト：60%

中間テストは第9回に実施します。中間テストの範囲は第7回までに扱った内容から出題しま
す。
中間テスト終了後に正解発表･解説を行います。

期末テストは終了後に掲示板等で正解と講評を掲載します。
教科書
教科書なし
参考書
標準理学療法学･作業療法学専門基礎分野 精神医学 医学書院 4,400円＋税

現代臨床精神医学 大熊輝雄 金原出版 7700円＋税
オフィスアワー
質問等は授業の前後で受け付けます。
実務経験の有無
この科目は精神医療の実務経験を持つ精神科専門医･精神保健指定医である教員が、その実務経
験を活かし、精神医学の概論･精神病理･診断･精神薬理･精神療法･その他治療等について講義を
行います。
その他



精神科は、初めて聞く慣れない言葉と多数向き合うこととなります。まずは、それらの精神科
専門用語に慣れ親しむことを目標に頑張っていきましょう。



講義コード 5102201
講義名 小児科学
(副題)
代表ナンバリングコード 51L02-2015SE-00
講義開講時期 後期前半
講義区分 講義
基準単位数 1
時間 15.00
対象学年 2
必修/選択 選択
担当教員

氏名
畠井 芳穂

総合学修目標
「小児科学」の授業を通して小児の発達や特有の生理を知り、更にどのような疾患が小児では
日常診療で扱われているかを深く学ぶことにより、成人とは違った小児期に特徴的な病態や疾
患の理解を深めることを目標とする。その結果、将来、医療現場で小児の診療に携わる機会に
遭遇したときの、基本的な知識と対応の仕方を身に付けることが可能となる。]

DP1-①
個別学修目標
①	小児の発達や生理を理解する。

②	実習に役立つ小児のフィジカルアセスメントを理解する。

③	日常診療で見られる代表的な疾患や病態について理解する。

④	小児の取り巻く社会・環境を理解する。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎



【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。
【整復医療・トレーナー学科 知識・技能、思考力・判断力・表現力等能力】①整復医
療、スポーツ医科学および保健体育に関する基礎的知識を理解し、専門的課題に応用
できる。

◎

【整復医療・トレーナー学科 知識・技能、思考力・判断力・表現力等能力】②柔道整
復師国家試験に求められる専門的知識と技能を体系的に修得し、各分野で専門職とし
て活用できる。
【整復医療・トレーナー学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・
協働性】③医療、スポーツ、教育の専門職として自ら課題を発見し、倫理的かつ創造
的に解決できる。

〇

【整復医療・トレーナー学科 主体性・多様性尊重・協働性】④高いコミュニケーショ
ン能力と人間性を備え、多職種連携を通じて幅広い分野で協働・活躍できる。
【整復医療・トレーナー学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑤柔道整復師業種・業務
の継承者としての自覚を持ち、責任感と国際的視野を備えて国内外で活躍できる。
【整復医療・トレーナー学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・
協働性】⑥科学的根拠に基づく情報分析力と実践的技術を備え、継続的に自己研鑽で
きる。

〇

授業計画

第1回 担当教員 畠井 芳穂
内容 第１回 小児科総論１ 小児の発達と生理

第2回 担当教員 畠井 芳穂
内容 第２回 小児科総論２ 小児のフィジカルアセスメント

第3回 担当教員 畠井 芳穂
内容 第３回 小児科各論１ アレルギー、呼吸器疾患

第4回 担当教員 畠井 芳穂
内容 第４回 小児科各論２ 感染症

第5回 担当教員 畠井 芳穂
内容 第５回 小児科各論３ 循環器疾患

第6回 担当教員 畠井 芳穂
内容 第６回 小児科各論４ 神経疾患、消化器疾患

第7回 担当教員 畠井 芳穂
内容 第７回 小児科各論５ 血液・腫瘍、腎臓疾患、演習問題

第8回 担当教員 畠井 芳穂
内容 第８回 小児科各論６ 新生児疾患、染色体異常、虐待

評価方法とフィードバック方法
小テスト（2０％）
→授業の冒頭で解説・講評する。
定期試験（８０％）
→掲示板などで正解と解説を掲示する。



教科書
本年度はなし
参考書
小児科学 第5版 （標準理学療法学・作業療法学専門基礎分野）4,300円 奈良 勲
実務経験の有無
この科目は医師の実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、実践的教育を行っている科
目です。
その他
各論では関連する疾患を予習しておく。

人数制限なし

担当教員実務経験の有無，有



講義コード 5102301
講義名 老年医学〔理〕
(副題)
代表ナンバリングコード 51L02-2013SR-00
講義開講時期 後期後半
講義区分 講義
基準単位数 1
時間 15.00
対象学年 2
必修/選択 必修
担当教員

氏名
阿部 吉伸

総合学修目標
現在日本の高齢化率は、2022年10月の総務省発表で29％と発表されている。つまり、国民の3人
に1人が65歳以上の高齢者であり、5人に1人が75歳以上となっている。

今後、医療従事者にはこの超高齢社会に対応するために、いかに老人の特性を理解し、診察す
るか、老年医学を学び実践することが求められる。ロコモティブシンドローム、フレイル、サ
ルコペニアの概念を学び、歩行障害や転倒骨折をいかに予防し、個々の疾病の診断・治療とと
もに身体ケア、心のケア、社会環境の整備、介護を考えていく必要がある。

日本は前述のとおり高齢化社会を超え、超高齢化社会となっている。今後この高齢化は日本で
はどんどん進行していくことが予測される。その背景、現状を把握し、高齢者の診かた、高齢
者特有の以下認知行動、睡眠障害、栄養、口腔機能、嚥下障害、排尿排便、慢性疾患、慢性疼
痛、褥瘡、コロナ、急性期疾患、感染症、がん、検査、治療、薬物、リハビリ、在宅ケア、地
域包括ケア、エンドケアといった高齢者特有の概念を通して、医療従事者として何をしたいの
か、何ができるのか、何が求められていくのかを考え、今後の自己研鑽につなげていく。
理学DP1-①
個別学修目標
高齢者の総合機能評価ができるようになる。

老化のメカニズムと予防、リハビリテーションを学ぶ。

高齢者が病気になった際に、どのような転機をたどるかの把握、どのような社会サービスが利
用できるのかの理解。

準備学修
テキスト：改訂版 健康長寿 診療ハンドブック 日本老年医学会を読み込んでおくこと。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該



当しな
い

【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 ◎

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

◎

授業計画

第1回

担
当
教
員

阿部 吉伸
高齢者診察の基礎知識

内
容 定義、健康寿命、高齢者に多い疾患、診療と予防の基礎知識を学ぶ。

第2回

担
当
教
員

阿部 吉伸
老年症候群と高齢者総合的機能評価

内
容

高齢者にありふれた多岐にわたる心身の諸症状・徴候を示す老年症候群の理解と
対処を学ぶ。さらに虚弱高齢者を身体面、精神・心理面、社会・環境面から評価
するツールの高齢者総合的機能評価（ＧＣＡ）の意義を考える。

第3回

担
当
教
員

阿部 吉伸
健康寿命延伸のスクリーニング検査と予防

内
容

健康寿命延伸には疾患に対する治療のみでなく予防医学的観点も重要である。加
齢に伴う恒常性・生理的予備能の低下により、ストレスに対する脆弱性が亢進し
た状態がフレイルであるが、これを適切に評価する方法を学ぶ。

第4回

担
当
教
員

阿部 吉伸
フレイル・サルコペニア

内
容

高齢による衰弱は要介護になる明らかな原因疾患が加齢にしか見いだせないこと
が多い。フレイルは精神心理的・社会的・身体的要因からなるが、加齢にともな
う骨格筋量の低下に歩行速度・握力などの身体機能の低下が合併したサルコペニ
アを学ぶ。

担
当 阿部 吉伸



第5回
教
員

骨粗鬆症と骨折、ロコモシンドローム

内
容

高齢者のＱＯＬおよび生命予後において、転倒・骨折予防が重要で、骨粗鬆症の
早期診断・早期治療が必要となる。運動器の障害により、立位・歩行機能が低下
した状態がロコモシンドロームであり、骨折予防のため転倒リスクを評価するこ
とを学ぶ。

第6回

担
当
教
員

阿部 吉伸
認知機能の低下と認知症

内
容

神経細胞の萎縮・脱落によって認知機能は低下し、老人斑や神経原線維変化が認
められる。軽度認知症(MCI)やアルツハイマー病はじめ高齢者認知症を理解する。

第7回

担
当
教
員

阿部 吉伸
高齢者と社会

内
容

健康長寿を達成するためには 栄養（食・口腔機能）、運動、社会参加の３つの柱
が重要である。地域・多職種・他科連携によるまちぐるみでの包括的アプローチ
を学ぶ。

第8回

担
当
教
員

阿部 吉伸
高齢者と在宅医療

内
容

高齢者の’終の棲家の確保’が課題である。尊厳ある死を迎えるために、地域格差も
あるなか、医療資源と社会資源をどのように配分して高齢者にできる医療を行う
かを考える。

評価方法とフィードバック方法
定期試験60点、課題（授業中に行う小テスト）40点で計100点とし、60点以上を合格とする。

授業への出席が、3分の2以下は「不可」となり、評価対象とならない。

受講環境の不備・トラブルなどといったやむを得ない事情があるものは追加課題を与え評価す
る。

追加課題は、小テスト8回分と期末テストを課し、合計60点以上を合格とする。

フィードバックは、メール、abe@sbc.or.jp、に質問があった場合のみ、個別に対応する。
教科書
テキスト：改訂版 健康長寿 診療ハンドブック 日本老年医学会 1，100円

参考書
参考文献：もう困らない！高齢者診療でよく出合う問題とその対応 羊土社 4，500円
オフィスアワー
質問等は授業の前後で受け付ける。
実務経験の有無
この科目は医師の実務経験と医学博士号を有する教員が、その実務経験と大学院教科過程で得
た知識や研究結果を生かし、実践的教育を行っている科目です。



講義コード 5102601
講義名 救急法[理]
(副題)
代表ナンバリングコード 51S02-1014SR-00
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
時間 30.00
対象学年 1
必修/選択 必修
担当教員

氏名
悳 秀彦
上岡 尚代

総合学修目標
国内・外の救急医療制度の仕組みとバイ・スタンダ―(そばに居合わせた人）として初期対応、
連携の重要性を理解すると共に、将来、医療従事者として基本となる傷病者の評価・観察法、
心肺蘇生、自動体外式除細動器(AED)の操作などの一次救命処置(BLS)及びその他のファースト
エイドの知識と基本スキルを習得し、有事の際に積極的に対応できる心構えを養
う。DP1-①、DP2-②､DP３-②に該当する
個別学修目標
①国内・外の救急医療制度の仕組みと一般市民の役割が理解出来る。また、事故現場での安全
確認及び傷病者の評価・観察、医療情報の取り方の基本が理解できるようになる。

②一次救命処置の概要がわかり、最新のガイドラインに基づく心肺蘇生の手順と根拠が理解で
きる。

③一次救命処置の手順を理解し、感染防御を踏まえた心肺蘇生、AEDによる除細動が行えるよ
うになる。

④実技評価基準に基づき、自分の一次救命処置の手順とスキルが確認が出来、修正出来る。

⑤出血の危険性、ショックの原因と症状の評価及び損傷血管に応じた出血コントロールが出来
るようになる。

⑥外傷に伴う感染防御などの安全対策、ドレッシングと三角巾による外傷の応急手当が行える
ようになる。

⑦ドレッシングと三角巾による応急手当の続きと巻軸包帯による包帯法が行えるようになる。

⑧目的に応じた三角巾と巻軸包帯法の続き、及び圧迫包帯による包帯法が行えるようになる。

⑨熱傷、暑熱寒冷障害、危険な動物、植物による事故など特殊なけがの予防と応急手当が理解
できるようになる。

⑩骨、関節、筋肉損傷の原因が理解出来、その評価と捻挫等の応急手当が行えるようになる。

⑪各損傷部位の評価と四肢の副子固定が行えるようになる。



⑫高エネルギー事故での防ぎえた外傷死の概念が理解出来、安全確保の方法、外傷患者の救命
処置の手順が理解出来る。

⑬高エネルギー事故での外傷患者救命処置、体位変換等の基本スキルが行えるようになる。

⑭救護者に安全なリフティングと傷病者の状態に則した移動、搬送が行えるようになる。

⑮災害時の心得と避難、救護活動の基本が理解できる。重要ポイントの振り返りが確認出来
る。
準備学修
「赤十字救急法基礎教本」「赤十字救急法講習教本」及び各学習項目に該当する内容の予習・
復習及びWeb上のクラスルームにアップロードされる配布補足資料(ppt)の復習をしてください。
（60分）
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 〇

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

〇

授業計画

第1回

担
当
教
員

悳 秀彦
救命の連鎖と救急医療制度の仕組みと救急現場での初期対応について

内
容

傷病者遭遇時の初期救急の重要性。効果的な救急医療サービスへの引き継ぎ。そ
の仕組みの理解及び状況評価、初期評価の方法と実習(テキスト・配布資料・動
画）一部、B

担
当 悳 秀彦



第2回 教
員

一次救命処置(BLS) その１

内
容

救急蘇生の歴史、バイスタンダーの果たす役割、手順の理解と実習(G2020)(テキ
スト・配布資料)

第3回

担
当
教
員

悳 秀彦
一次救命処置(BLS) その２

内
容

一次救命処置における心肺蘇生とAED訓練器を用いた実習及び気道異物除去、回
復体位などの実習(配布資料・テキスト・動画)

第4回

担
当
教
員

悳 秀彦
一次救命処置(BLS) その３

内
容 成人の一次救命処置の実技評価表に基づく実技評価試験(後日、集計と解説)

第5回

担
当
教
員

悳 秀彦
外傷の応急手当 その１

内
容

感染防御、損傷血管に応じた直接圧迫、間接圧迫、止血帯を用いた大出血のコン
トロール、ショックの評価と応急手当の実習(テキスト・配布資料・動画)

第6回

担
当
教
員

悳 秀彦
外傷の応急手当 その２

内
容

感染防御の標準予防策、ドレッシング、バンデージ使用の目的、バンデージと三
角巾による包帯法の実習(テキスト・配布資料)

第7回

担
当
教
員

悳 秀彦
外傷の応急手当 その３

内
容

ドレッシングと三角巾による包帯法の続き、外傷手当の目的に応じた巻軸包帯の
巻き方等の実習(テキスト・配布資料)

第8回

担
当
教
員

悳 秀彦
外傷の応急手当 その４

内
容

ドレッシングと三角巾による包帯法の続き、巻軸包帯の続き、及び圧迫包帯のつ
くり方と実習(テキスト・配布資料)

第9回

担
当
教
員

悳 秀彦
外傷の応急手当 その５

内
容

熱傷、凍傷、野生動物、生物による咬傷・刺傷など特殊なけがの予防と応急手
当(テキスト・配布資料・動画)

第10回

担
当
教
員

悳 秀彦
打撲・捻挫・脱臼・骨折の評価観察と応急手当 その１

内
容 DOTS評価、CMSチェックと捻挫の応急手当の実習(テキスト・配布資料)



第11回

担
当
教
員

悳 秀彦
打撲・捻挫・脱臼・骨折の評価観察と応急手当 その２

内
容 骨折の評価観察と副子固定の実習(テキスト・配布資料)

第12回

担
当
教
員

悳 秀彦
高エネルギー事故 その１
概要、評価

内
容

高エネルギー事故の概要。事故現場における安全確認の方法。傷病者へのアプロ
ーチ法等の手順と実習（テキスト・配布資料・動画）

第13回

担
当
教
員

悳 秀彦
高エネルギー事故 その２
初期対応、手順

内
容

高エネルギー事故での状況評価、初期評価、全身観察、体位変換・移動の実習
（テキスト・配布資料・動画）

第14回

担
当
教
員

悳 秀彦
リフティング・搬送法の実習

内
容

救助者複数での搬送、１名の救助者による緊急搬送、毛布、担架を使用した搬送
の実習（テキスト・配布資料）一部、E（シミュレーション）

第15回

担
当
教
員

悳 秀彦
災害時の心得及び重要ポイントの振り返り

内
容

災害時の心得の基本。日常の準備。災害発生時の避難行動の理解。全体を通じた
重要ポイントの振り返り、補足（テキスト・配布資料）

評価方法とフィードバック方法
実技評価(20％)＋定期試験(70％)＋課題レポート又は小テスト(10％)合計100%(点)を基準に総合
評価を行う。

準備学修欄参照。
フィードバックは次回の授業の冒頭及びGoogleクラスルームから行う。
教科書
テキスト

「赤十字救急法基礎講習教本」編集 日本赤十字社 発行所（株）日赤サービス 315円（税込）

「赤十字救急法講習教本」編集 日本赤十字社 発行所（株）日赤サービス 524円（税込）

および必要な資料等は随時配布。
参考書
〔2022年カリキュラム対応〕アスレティックトレーナー専門科目テキスト５巻 救急対応
実務経験の有無
北米ワシントン州救急医療士研修での現場経験、米国心臓協会BLSforHCインストラクター、日
本赤十字社救急法指導員として国内・外の医療機関、事業所、スポーツ団体での指導経験を有
する教員がその実務経験を生かし、実践的教育を行っている科目です。実務経験の有無 有
その他



原則として8回以降、授業の初めに三角巾等を用いた包帯法の基本及び不足分の実習を行う。

教材として、三角巾(サイズ：110×110×155cm)400円前後、伸縮包帯(幅5.0cm×伸張4.0m前後の標
準サイズ)300円前後を使用。

担当教員実務経験の有無，有



講義コード 5102702
講義名 ケアマネジメント論〔理〕
(副題) （自立・就労支援、地域包括ケアを含む）
代表ナンバリングコード 51L02-3015SR-00
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
時間 30.00
対象学年 3
必修/選択 必修
担当教員

氏名
山田 洋一
柊 幸伸

総合学修目標
1. 保健・医療・福祉制度の包括的理解： 介護保険制度を中心に、社会保障制度の仕組みと、そ
の中でのケアマネジメントの役割を正しく理解する。
2. ケアマネジメントプロセスの習得： アセスメントからケアプラン作成、モニタリングに至る
一連の流れを学び、生活課題を解決するための論理的思考を養う。
3. 多職種連携における理学療法士の役割の明確化：既履修科目「人間関係実践演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」
を踏まえ、 リハビリテーション専門職の視点（ICF：国際生活機能分類など）を活かし、チーム
ケアにおいてどのような提言・貢献ができるかを提示できる能力をグループワークを通し、身
につける。

DP1－①に該当する。

個別学修目標
1. ケアマネジメントに関する制度と基本理念
・ 介護保険法の目的と制度、「自立支援」の理念について説明できる。
・ 理学療法士として、ケアマネジメントの必要性について述べることができる。
2. ケアマネジメントの実践
・ ケアプランの構成要素を理解し、適切な目標設定（短期・長期）ができる。
・ アセスメントの手法（課題分析）を理解し、利用者のニーズを抽出できる。
3. リハビリテーション職としての視点
・ ICF（国際生活機能分類）に基づき、心身機能だけでなく「活動」や「参加」に着目したマネ
ジメント案を立案できる。
・ 福祉用具の選定や住宅改修の提案が、ケアプランにどう反映されるべきか提案できる。
準備学修
介護支援専門員（ケアマネジャー）の受験対策を意図した授業ではない。介護支援等の制度理
解については社会福祉制度論関連の知識、介護支援の方法論においては評価学とコミュニケー
ション論について事前に知識があると理解しやすい。
1. 反転学習：ケアマネジメント、介護保険制度を理解するために提示された資料・情報に基づ
き授業内では個人課題を進める時間を設ける。授業外学習では自身でまとめた課題を基に自習
をする(30分)
2. グループワーク：提示症例のケアマネジメント課題解決に必要な知識、情報をグループで分
担された役割を基に調べ、課題を完成するために自己学習をする(30分)
ディプロマポリシー

◎：強



く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 〇

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

◎

授業計画

第1回

担当
教員

山田 洋一
1. オリエンテーション
2. 授業内課題(個人ワーク)について
3. 症例課題(グループワーク)について
4. 授業内課題の実施

内容

1. 担当教員紹介、授業の目標と授業内容、ルールの確認、評価(小テスト、個
人課題、グループ課題、定期テスト)
2. 課題の進め方と提出期限、症例課題(グループワーク)との関連、課題解決に
必要な資料・情報の提示
3. 症例課題の内容、グループワークの進め方、グループ分け
4. 課題の実施
・ ICFについて"

第2回

担当
教員

山田 洋一
1. 授業課題の実施

内容
1. 課題の実施、課題内容について質疑応答（AL：E）
・ 地域包括ケアシステム
・ 介護保険概要"

第3回

担当
教員

山田 洋一
1. 授業内課題の実施

内容
1. 課題の実施、課題内容について質疑応答（AL：E)
・ 地域包括ケアシステム
・ 介護保険制度"

第4回
担当
教員

山田 洋一
1. 授業内課題の実施



内容 1. 課題の実施、課題内容について質疑応答（AL：E）
・ 介護保険サービスの内容"

第5回
担当
教員

山田 洋一
1. 授業内課題の実施

内容 1. 課題の実施、課題内容について質疑応答（AL：E）
・ 介護保険サービスの内容"

第6回

担当
教員

山田 洋一
1. 授業内課題の実施

内容
1. 課題の実施、課題内容について質疑応答（AL：E）
・ 認定調査
・ ケアマネージャーの役割
・ 介護保険サービスの利用の流れ"

第7回

担当
教員

山田 洋一
1. サービス担当者会議について

内容
1. サービス担当者会議（ALB,D）
・ 概要の講義
・ ロールプレー"

第8回

担当
教員

山田 洋一
柊 幸伸
1. "確認テスト
2. 授業内課題の振り返り
3. グループワーク説明"

内容
1. 授業内課題を範囲に確認テストを行う（山田60分、柊：60分）
2. 授業内課題の解説（山田：20分）
3. グループワーク症例課題について（山田：10分）

第9回

担当
教員

山田 洋一
柊 幸伸
1. 症例1課題グループワーク

内容
1. 症例1「要支援の運動器疾患」（AL：A,B）（山田：90分、柊：90分）
・ 役割分担
・ 課題の実施
・ 教員はチューターとしてラウンド"

第10回

担当
教員

山田 洋一
柊 幸伸
1. 症例1グループワーク
2. 課題発表"

内容
1. 症例1「要支援の運動器疾患」（AL：A,B,C）（山田：90分、柊：90分）
・ 課題の実施
・ 教員はチューターとしてラウンド
2. 予め指定したグループの発表(30分)"

第11回

担当
教員

山田 洋一
柊 幸伸
1. 症例2グループワーク

内容
1. 症例2「要介護の脳血管障害」（AL：A,B）（山田：90分、柊：90分）
・ 役割分担
・ 課題の実施
・ 教員はチューターとしてラウンド"

第12回

担当
教員

山田 洋一
柊 幸伸
1. 症例2グループワーク
2. 課題発表"
1. 症例2「要介護の脳血管障害」（AL：A,B,C）（山田：90分、柊：90分）
・ 課題の実施



内容 ・ 教員はチューターとしてラウンド
2. 予め指定したグループの発表(30分)"

第13回

担当
教員

山田 洋一
柊 幸伸
1. 症例3グループワーク

内容

1. 症例3「要支援から要介護へ区分変更申請された内部障害を合併した認知
症」（AL：A,B）（山田：90分、柊：90分）
・ 役割分担
・ 課題の実施
・ 教員はチューターとしてラウンド"

第14回

担当
教員

山田 洋一
柊 幸伸
1. 症例3グループワーク
2. 課題発表"

内容

1. 症例3「要支援から要介護へ区分変更申請された内部障害を合併した認知
症」（AL：A,B,C）（山田：90分、柊：90分）
・ 課題の実施
・ 教員はチューターとしてラウンド
2. 予め指定したグループの発表(30分)"

第15回

担当
教員

山田 洋一
柊 幸伸
1. 症例1・2・3課題の解説
2. 授業の総括
3. その他

内容
1. 症例ごとのケアマネジメント課題のポイントを解説する（山田：60分）
2. 授業の振り返りと質疑応答（山田：20分、柊20分）
3. 定期試験の内容について説明する（山田：10分）

評価方法とフィードバック方法
1. 確認テスト：30%
2. 授業内課題(個人ワーク)：5%
3. 課題（グループごと、発表を含む）：15%
4. 定期テスト：50%
以上で評価する。
グループワークはこの授業の評価対象のため、公認欠席以外は評定に影響します。
フィードバック
1. 確認テスト：試験終了後解説する
2. 課題：提出後公表し、講評する
3. 定期テスト：結果、質問は終了後希望者には個別に対応する
教科書
授業で使用する資料はクラスルームに投稿する。
参考書
1. 図解介護保険のしくみと使い方がわかる本 牛越博文 講談社 1,540円
2. 最新介護保険の基本と仕組みがよ～くわかる本 高室成幸 秀和システム 1,760円
3. 15レクチャー理学療法ﾃｷｽﾄ 地域理学療法学 石川朗 中山書店
オフィスアワー
質問等は随時受け付けます。研究室来訪時には公開しているオフィスアワーを参考の事。
実務経験の有無
介護支援専門員（ケアマネージャー）資格、ケアマネージャー実務者講習会講師、地域リハビ
リテーションの実務経験あり。
その他



1. 授業の多くは個人・グループワークが中心に実施するので、わからないことなどは積極的に
質問すること。
2. グループワーク活動の授業を欠席した場合には、評価に影響する可能性がある。



講義コード 5102901
講義名 画像診断学
(副題)
代表ナンバリングコード 51L02-3016SR-00
講義開講時期 後期前半
講義区分 講義
基準単位数 1
時間 15.00
対象学年 3
必修/選択 必修
担当教員

氏名
下小野田 一騎
山田 洋一

総合学修目標
現代の臨床医学において、画像医学は極めて重要な役割を果たしており、あらゆる疾患の診
断、治療に欠くべからざる存在となっている．これを反映して理学療法士の医学教育において
も画像診断の重要性が唱えられている．身体所見から考えられる運動器疾患の病態について、
画像診断を用いて確定診断を導き出すためには、どのような画像診断があるのか、その内容、
それらの基礎について講義する．当講座では運動器疾患の臨床診断の主となる画像診断につい
て読影可能になることを目標とする。また、運動器以外では理学療法士の出会うことの多い疾
患である脳出血・脳梗塞といった中枢神経疾患へのアプローチに重要な画像検査であ
るCT、MRI/MRAを学習し画像所見から診断や症状を読み取れることを目標とする。DP1
個別学修目標
（１）	理学療法士の診療対象となる骨関節疾患、脳血管疾患を重点的に扱う

（２）	各疾患の画像所見のみならず、その背景にある病態も理解できるようになる。

（３）	画像解剖、画像検査法など、画像診断の基礎となる知識が得られ説明できるようにな
る。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。



【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回
担当教

員 山田 洋一

内容 第１回	内科系 中枢神経疾患(頭部CTー頭部MRI/MRA) 山田

第2回
担当教

員 山田 洋一

内容 第２回	内科系 中枢神経疾患(頭部CTー頭部MRI/MRA) 山田

第3回
担当教

員 山田 洋一

内容 第３回	内科系 中枢神経疾患(頭部CTー頭部MRI/MRA) 山田

第4回
担当教

員 山田 洋一

内容 第４回	内科系 中枢神経疾患(頭部CTー頭部MRI/MRA) 山田

第5回
担当教

員 下小野田 一騎

内容 第５回	イントロダクション 各論1：運動器疾患①上肢(肩甲帯・肩関節、肘・
手・指関節）	下小野田

第6回
担当教

員 下小野田 一騎

内容 第６回	各論2：運動器疾患②下肢（股・膝関節）	下小野田

第7回
担当教

員 下小野田 一騎

内容 第７回	各論3：運動器疾患③下肢（足・膝関節）	下小野田

第8回
担当教

員 下小野田 一騎

内容 第８回	各論4：運動器疾患④下肢（頚・胸・腰椎）	下小野田

評価方法とフィードバック方法
定期試験、整形外科50点（50％）、内科系 中枢神経50点（50％）、合計100点（100％）の評価
とする。

定期試験:掲示板等で正解と講評を掲載する。

教科書
テキスト

ＰＴ・ＯＴのための画像診断マニュアル 



著者：百島祐貴 医学教育出版社 2970円

オフィスアワー
下小野田：オフィスアワーは大学ポータルシステムで確認してください
山田：オフィスアワーは大学ポータルシステムで確認してください
実務経験の有無
この科目は臨床医として整形外科・内科診療の実務経験を有する教員がその実務経験を活か
し、運動器疾患、中枢神経疾患の画像診断について、臨床に即した知識教授を行っている科目
である。
その他
運動器疾患
1) パワーポイント資料・各自端末（PC、タブレット）を用いながら講義を行う。
2) 学習状況に応じて授業計画は柔軟に変更する．
3）講義終了後、解答・解説はGoogle Classroomに掲示する。
中枢神経疾患
1）授業で使用するスライド等の資料はクラスルームに投稿し、印刷配布は行いません。
必要と思う箇所は各自で印刷してください。
2）国家試験では画像問題は必ず出題されます。
理解するためには何度も見て慣れることが大切です。



講義コード 5103001
講義名 内科学Ⅰ[理]
(副題)
代表ナンバリングコード 51L02-2017FR-00
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
時間 30.00
対象学年 2
必修/選択 必修
担当教員

氏名
松尾 洋史

総合学修目標
内科学は医学において最も根幹的な学問であり、知識として解剖学・組織学・生理学・生化学
を理解したうえで疾患の原因を理解し、原因に対する治療法として外科的手法に依存しない領
域までをカバーしている。その中には患者の病態把握のための医療面接や医療記録の書き方、
診察方法、所見の評価も含まれ、さらなる知識の獲得や情報共有のためにプレゼンテーション
をすることも求められる。このような一連のプロセスを実践するための基礎的な情報を提供
し、臓器および疾患への理解を深め、将来医療現場に出たときに速やかに医療情報を整理・活
用する土台を作ることを目標とする。
【理学：DP1-①,②】
個別学修目標
・医学の発展と問題点を理解できている。

・診療の一連の流れを理解できている。

・診察方法の概論を理解できている。

・診療録の意義と記録の仕方を理解できている。

・アレルギーの基礎知識と主要なアレルギー疾患が理解できている。

・膠原病の基礎知識と主要な膠原病疾患が理解できている。

・内分泌の基礎知識と主要な内分泌疾患が理解できている。

・代謝の基礎知識と主要な代謝性疾患が理解できている。

・循環器の基礎知識と主要な循環器疾患が理解できている。
準備学修
事前にclassroomに格納してあるスライドに目を通す（１０分）
事後は講義の内容を振り返り、小テストを受験する。（３０分）
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該



当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 ◎

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

◎

授業計画

第1回

担
当
教
員

松尾 洋史
医学総論①

内
容

自己紹介、医学とは何か、医の心とは、医学の成り立ち（歴史）、リハビリテー
ション医学と内科学のかかわり

第2回

担
当
教
員

松尾 洋史
医学総論②

内
容

診療の流れ、診断のプロセス、医療面接、診療録の記載方法(SOAP)、身体所見評
価法（視診、聴診、打診、触診）、バイタルサインの測定。

第3回

担
当
教
員

松尾 洋史
医学総論③

内
容

診断に有用な検査、 画像的評価方法（X線、CT、MRI、シンチグラフ ィ、透視な
ど）、生理学的評価方法（心電図、呼 吸機能検査、超音波など）、検体検査（血
液、喀 痰、髄液、胸水、腹水、染色体など）、内科的治療（薬物療法による留意
点）

第4回

担
当
教
員

松尾 洋史
アレルギー①

内
容

アレルギー総論、Ⅰ型アレルギー、Ⅱ型/Ⅲ型アレルギー、Ⅳ型/Ⅴ型アレルギー、ア
レルギー性疾患に用いられる検査など



第5回

担
当
教
員

松尾 洋史
アレルギー②

内
容

花粉症・アレルギー性鼻炎、気管支喘息、蕁麻疹・血管性浮腫、薬疹、食物アレ
ルギー、アナフィラキシーなど

第6回

担
当
教
員

松尾 洋史
膠原病①

内
容

膠原病総論、膠原病に多い関節症状や皮膚症状、膠原病の診断に有用な採血検
査、関節リウマチ、多発性筋炎・皮膚筋炎など

第7回

担
当
教
員

松尾 洋史
膠原病②

内
容

関節リウマチ、リウマチ熱、全身性エリテマトーデス(SLE)、多発性筋炎・皮膚筋
炎、強皮症・全身性硬化症、混合性結合組織病(MCTD)、Behcet病、血管炎症候
群・巨細胞性動脈炎、好酸球性多発血管炎性肉芽腫症、ベーチェット病など

第8回

担
当
教
員

松尾 洋史
内分泌①

内
容

内分泌総論、フィードバック調節機構、視床下部と下垂体、下垂体疾患、視床下
部疾患など

第9回

担
当
教
員

松尾 洋史
内分泌②

内
容

甲状腺の機能、甲状腺機能亢進症、甲状腺機能低下症、副甲状腺の機能、副甲状
腺機能亢進症、副甲状腺機能低下症、副腎の機能、コルチゾール、アルドステロ
ン、性ホルモンと副腎髄質など

第10回

担
当
教
員

松尾 洋史
代謝①

内
容

代謝総論、消化と吸収、代謝総論－栄養と異化・同化、糖尿病、脂質代謝総論、
脂質異常症、高尿酸血症・痛風など

第11回

担
当
教
員

松尾 洋史
代謝②

内
容

血糖調節、1型糖尿病、2型糖尿病、糖尿病治療薬、糖尿病合併症、脂質異常症、
高尿酸血症・痛風など

第12回

担
当
教
員

松尾 洋史
循環器①

内
容

心臓の解剖学、動脈・毛細血管・静脈、心臓の生理学、心臓の刺激伝道系、循環
調節機構、循環器の診察法、胸部X線検査、冠動脈カテーテル検査、心電図、心臓
超音波検査など

担
当 松尾 洋史



第13回 教
員

循環器②

内
容

高血圧症総論、虚血性心疾患総論、狭心症、心筋梗塞、心筋梗塞の合併症、弁膜
症、先天性心疾患、心筋症、心筋炎など

第14回

担
当
教
員

松尾 洋史
循環器③

内
容

心不全、不整脈総、不整脈各論
虚血性心疾患とリハビリテーション

第15回

担
当
教
員

松尾 洋史
循環器④

内
容

肺性心、大動脈解離と大動脈瘤、血管炎症候群、急性動脈閉塞症・閉塞性動脈硬
化症、深部静脈血栓症と肺血栓塞栓症など

評価方法とフィードバック方法
小テストにて評価※授業への出席3分の2以下は評価対象とならない（不可となる）

定期試験は行わない

① 試験は、各講義後の小テスト（全１５回予定）で評価します。
② 提出期限を過ぎての提出は８０点満点で採点します。
③最終的に、成績は全小テストの平均点で評価されます。
④授業を欠席した場合でも（実習等で公欠の場合も含む）、classroomに格納してあるスライド
を参照しながら受験してください。
⑤学期末の成績評価の時点で未提出の小テストがある場合、未提出回の点数は０点となります
ので必ず毎回小テストを受験するようにしてください。
⑥各小テストで60点以下の場合でも、再テストは行いません。

※ 受講環境の不備・トラブルなどといったやむを得ない事情があるものは適宜個別に対応しま
す。

フィードバック方法：
小テスト 授業毎にスライドにて解説
教科書
指定なし
参考書
参考書：
なるほどなっとく！内科学改訂３版 西南女学院大学 教授 浅野嘉延 編 南山堂
内科学 第4版 標準理学療法学・作業療法学
病気が見えるシリーズ(Medic Media)、Year note(Medic Media)、朝倉内科学(朝倉書店)をもとに資
料作成は行っている。

図表等は可能な限り出典を明示し紹介する。授業前後に授業で使用したスライドを添付する。
オフィスアワー
木曜日・１限
質問等は授業の前後、およびclassroom内コメントから受け付ける
実務経験の有無
この科目は実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、実践的教育を行っている科目で
す。
その他



質問はClassroomを介して、ないしはメールアドレス（h-matsuo@sbctmu.ac.jp）で受け付ける。
クラスルーム
https://classroom.google.com/c/NzM3NTYzOTY4Mjc2?hl=ja&cjc=tj5ya4a

https://classroom.google.com/c/NzM3NTYzOTY4Mjc2?hl=ja&cjc=tj5ya4a


講義コード 5103101
講義名 内科学Ⅱ[理]
(副題)
代表ナンバリングコード 51L02-2018SR-00
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
時間 30.00
対象学年 2
必修/選択 必修
担当教員

氏名
松尾 洋史

総合学修目標
内科学は医学において最も根幹的な学問であり、知識として解剖学・組織学・生理学・生化学
を理解した上で疾患の原因を理解し、原因に対する治療法として外科的手法に依存しない領域
までをカバーしている。その中には患者の病態把握のための医療面接や医療記録の書き方、診
察方法、所見の評価も含まれ、さらなる知識の獲得や情報共有のためにプレゼンテーションを
することも求められる。このような一連のプロセスを実践するための基礎的な情報を提供し、
臓器および疾患への理解を深め、将来医療現場に出たときに速やかに医療情報を整理・活用す
る土台を作ることを目標とする。
【理学：DP1-①,②】
個別学修目標
・医学の発展と問題点を理解できている。

・診療の一連の流れを理解できている。

・診察方法の概論を理解できている。

・診療録の意義と記録の仕方を理解できている。

・呼吸器の基礎知識と主要な呼吸器疾患が理解できている。

・消化器の基礎知識と主要な消化器疾患が理解できている。

・造血器の基礎知識と主要な造血器疾患が理解できている。

・腎・泌尿器の基礎知識と主要な腎・泌尿器疾患が理解できている。

・感染症・中毒の基礎知識と主要な感染症・中毒疾患が理解できている。
準備学修
事前にclassroomに格納してあるスライドに目を通す（１０分）
事後は講義の内容を振り返り、小テストを受験する。（３０分）
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該



当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 ◎

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

◎

授業計画

第1回

担
当
教
員

松尾 洋史
呼吸器疾患① 総論

内
容

解剖、ガス交換、低酸素血症、呼吸機能検査、身体診察、胸部レントゲン／CT検
査、気管支鏡検査など

第2回

担
当
教
員

松尾 洋史
呼吸器疾患② 各論１

内
容

閉塞性肺疾患：気管支喘息、COPD、DPB／気管支拡張症
間質性肺疾患：特発性肺繊維症、じん肺
アレルギー性肺疾患：好酸球性肺炎、過敏性肺炎、アレルギー性気管支肺アスペ
ルギルス症、サルコイドーシス、Good pasture症候群など

第3回

担
当
教
員

松尾 洋史
呼吸器疾患③ 各論２

内
容

肺腫瘍
LAM
睡眠時無呼吸症候群
過換気症候群
など

担
当
教
員

松尾 洋史
呼吸器疾患④ 各論３



第4回

内
容

ARDS
肺高血圧症
肺動静脈瘻
肺胞蛋白症
肺分画症
縦隔腫瘍
急性縦隔炎・縦隔気腫
胸水
胸膜炎
膿胸
悪性胸膜中皮腫
など

第5回

担
当
教
員

松尾 洋史
消化器疾患 食道、胃・十二指腸、小腸、大腸①

内
容

消化管の解剖学・組織学、消化器症状、消化器の検査、食道疾患（逆流性食道炎
など）、胃・十二指腸の疾患（胃・十二指腸潰瘍など）、ヘリコバクター・ピロ
リ、アニサキス症など

第6回

担
当
教
員

松尾 洋史
消化器疾患 食道、胃・十二指腸、小腸、大腸②

内
容

小腸・大腸の解剖学、機能性消化管障害、腸閉塞・イレウス、炎症性腸疾患（ク
ローン病、潰瘍性大腸炎、急性虫垂炎、腹膜炎など）、虚血性腸疾患など

第7回

担
当
教
員

松尾 洋史
消化器疾患 食道、胃・十二指腸、小腸、大腸③

内
容

腫瘍性消化器疾患（口腔・咽頭の癌、食道癌、胃癌、大腸癌）、その他の大腸疾
患など

第8回

担
当
教
員

松尾 洋史
消化器 肝・胆・膵①

内
容

肝臓の解剖学・組織学、肝臓の働き、肝臓による症候、肝臓の検査、ウイルス性
肝炎、肝硬変、肝障害（アルコール性/非アルコール性）、薬剤性肝炎、自己免疫
性肝炎、門脈圧亢進症・食道静脈瘤など

第9回

担
当
教
員

松尾 洋史
消化器 肝・胆・膵②

内
容

胆嚢・胆道の解剖学、膵臓の解剖学、胆嚢・胆汁の働き、胆道・膵臓の検査、胆
道の疾患（胆嚢炎、胆石など）、膵臓の疾患（膵炎など）、肝・胆・膵の腫瘍性
疾患（肝細胞癌、膵癌など）

第10回

担
当
教
員

松尾 洋史
造血器①

内
容

血液学総論（血球の分化と各血球の役割）、血液学検査、血液型、輸血療法(輸血
の種類、有害事象)、貧血総論、貧血各論（鉄血欠乏性貧血、再生不良性貧血な
ど）、止血機構、止血機構の異常（特発性血小板減少性紫斑病、血栓性血小板減
少性紫斑病、血友病など）

担



第11回
当
教
員

松尾 洋史
造血器②

内
容

白血球総論、白血球の異常、造血器腫瘍（急性白血病、慢性骨髄性白血病な
ど）、リンパ系腫瘍（悪性リンパ腫、多発性骨髄腫など）

第12回

担
当
教
員

松尾 洋史
腎・泌尿器①

内
容

腎・泌尿器系の解剖学と役割、腎・泌尿器系の検査(腎機能検査、蛋白尿・血尿な
ど)、腎・泌尿器系の症状、急性腎障害、腎不全と腎代替療法、糸球体疾患（ネフ
ローゼ症候群、IgA腎症）、尿細管・間質性疾患、腎血管系疾患、全身疾患に伴う
腎疾患など

第13回

担
当
教
員

松尾 洋史
腎・泌尿器②

内
容 尿路結石、尿路感染症、尿路の腫瘍、下部尿路障害など

第14回

担
当
教
員

松尾 洋史
感染症・免疫

内
容

感染症総論、感染経路、医療関連感染症、予防方法(スタンダードプリコーション
とは)、感染症の用語（日和見感染、敗血症、性感染症、母子感染症）、感染症法
とその取扱い、検査方法、感染症の薬剤、細菌感染、ウイルス感染、真菌症など
運動と免疫能

第15回

担
当
教
員

松尾 洋史
中毒

内
容

中毒症総論、医薬品中毒（睡眠薬、抗うつ薬、アスピリン、アセトアミノフェン
など）、工業用品による中毒（有機溶剤中毒、金属中毒）、有毒ガス中毒、農薬
中毒（有機リン系、パラコート系など）、薬物中毒・依存、食中毒、松本サリン
事件・地下鉄サリン事件など

評価方法とフィードバック方法
小テストにて評価※授業への出席3分の2以下は評価対象とならない

定期試験は行わない

① 試験は、各講義後の小テスト（全１５回予定）で評価します。
② 提出期限を過ぎての提出は８０点満点で採点します。
③最終的に、成績は全小テストの平均点で評価されます。
④授業を欠席した場合でも（実習等で公欠の場合も含む）、classroomに格納してあるスライド
を参照しながら受験してください。
⑤学期末の成績評価の時点で未提出の小テストがある場合、未提出回の点数は０点となります
ので必ず毎回小テストを受験するようにしてください。
⑥各小テストで60点以下の場合でも、再テストは行いません。

※ 受講環境の不備・トラブルなどといったやむを得ない事情があるものは適宜個別に対応しま
す。

フィードバック方法：小テスト 授業毎にスライドにて解説



教科書
指定なし
参考書
参考書：
なるほどなっとく！内科学改訂３版 西南女学院大学 教授 浅野嘉延 編 南山堂
内科学 第4版 標準理学療法学・作業療法学
病気が見えるシリーズ(Medic Media)、Year note(Medic Media)、朝倉内科学(朝倉書店)をもとに資
料作成は行っている。

図表等は可能な限り出典を明示し紹介する。授業前後に授業で使用したスライドを添付する。
オフィスアワー
木曜日・１限
質問等は授業の前後、およびクラスルーム内コメントから受け付ける
実務経験の有無
この科目は医師の実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、実践的教育を行っている科
目です。
その他
質問はClassroomを介して、ないしはメールアドレス（h-matsuo@sbctmu.ac.jp）で受け付ける。



講義コード 5103201
講義名 神経内科学Ⅰ
(副題)
代表ナンバリングコード 51L02-3019FR-00
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
時間 30.00
対象学年 3
必修/選択 必修
担当教員

氏名
檀 和夫

総合学修目標
超高齢化社会を迎える今後の医療においてリハビリテーション医療の重要性は今後さらに大き
くなっていく。近年リハビリテーション医療の範囲は拡大しつつあるが、リハビリテーション
医療の大きな領域の一つが神経筋骨格系疾患の障害を軽減するためのリハビリテーションであ
ることに変わりはない。この科目ではその神経筋骨格系疾患を理解するための神経内科学の基
礎を学習することを目標とする。同一年度に学習する重要な各神経筋疾患を理解するための神
経内科学 IIの内容と合わせて学習することにより神経内科学が総合的に理解できるよう配慮して
いる。
個別学修目標
１）人体の神経系の構造と機能を説明できる。
２）神経筋疾患の主な症候について説明できる。
３）脳疾患の代表的症候について説明できる。
４）神経学的診察と検査法について説明できる。
準備学修
理学療法士国家試験で求めている基本的医学知識を修得することを目標としており、十分な予
習、復習が不可欠である。授業計画に記載した毎回のテーマにつきテキストの該当ページを読
み事前に予習をしておく（60分）。さらに各回の授業内容を神経内科学 IIの該当箇所も併せて学
習することが望まれる（60分）。また講義後は授業内容につき理解が不十分なところを補って
おくこと（60分）。学習内容の確認のため毎回小テストを行う。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科



学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回
担当教員 檀 和夫

神経系の構造と機能 I

内容 中枢神経系、末梢神経系の構造と機能 I テキストp13-31

第2回 担当教員 檀 和夫
神経系の構造と機能 II

内容 中枢神経系と末梢神経系の構造と機能 II テキストp13-31

第3回 担当教員 檀 和夫
意識障害

内容 意識障害の分類、脳死、植物状態 テキストp68-71

第4回 担当教員 檀 和夫
頭痛、めまい、失神

内容 頭痛の分類、めまい・失神の原因 テキストp72-75

第5回
担当教員 檀 和夫

運動麻痺

内容 運動麻痺の種類、錐体路徴候、筋萎縮 テキストp76-85

第6回 担当教員 檀 和夫
不随意運動、運動失調

内容 錐体外路徴候、運動失調の分類と検査法 テキストp86-95

第7回 担当教員 檀 和夫
感覚障害

内容 感覚障害の分類と特徴 テキストp96-103

第8回 担当教員 檀 和夫
高次脳機能障害総論・失語症

内容 高次脳機能障害の概要、失語症の種類 テキストp104-115

第9回 担当教員 檀 和夫
高次脳機能障害：失認、失行

内容 失認の定義と種類、失行の定義と種類 テキストp117-133

第10回 担当教員 檀 和夫
高次脳機能障害：記憶障害

内容 記憶のメカニズム、記憶障害の分類 テキストp134-139

第11回 担当教員 檀 和夫
構音障害、嚥下障害



内容 構音障害の定義と分類、嚥下のメカニズムと嚥下障害 テキストp149-160

第12回 担当教員 檀 和夫
その他の代表的症候

内容 頭蓋内圧亢進、脳ヘルニア テキストp161-166

第13回 担当教員 檀 和夫
神経学的診察

内容 神経学的診察の要点 テキストp34-49

第14回 担当教員 檀 和夫
神経学的検査法 I

内容 画像診断、神経生理学的検査 テキストp50-59

第15回 担当教員 檀 和夫
神経学的検査法 II

内容 腰椎穿刺、眼底検査、その他の検査 テキストp60-66

評価方法とフィードバック方法
定期試験 100点（100%）で評価する。ただし授業内小テストの内容も勘案する。
小テストの解答・講評はClassroomに詳細な解説を載せるため必ず読んでおくこと。また次回授
業の冒頭でも解答・講評をする。

教科書
テキスト 標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 神経内科学 第6版 川平和美編 医学書院
5,800円＋税

参考書

オフィスアワー
月曜日および金曜日昼休み（12:10-13:00）、担当教員研究室。授業内容についての質問は授業
中、授業後およびオフィスアワーに受け付ける。研究室に在室中は随時受け付ける。またメー
ルでの質問も受け付ける（メールアドレス： dan@sbctmu.ac.jp)。
実務経験の有無
この科目は病院での医師としての実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、神経内科学
の総論について講義を行っている。



講義コード 5103301
講義名 神経内科学Ⅱ
(副題)
代表ナンバリングコード 51L02-3020SR-00
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
時間 30.00
対象学年 3
必修/選択 必修
担当教員

氏名
檀 和夫

総合学修目標
超高齢化社会を迎える今後の医療においてリハビリテーション医療の重要性は今後さらに大き
くなっていく。近年リハビリテーション医療の範囲は拡大しつつあるが、リハビリテーション
医療の大きな領域の一つが神経筋骨格系疾患の障害を軽減するためのリハビリテーションであ
ることに変わりはない。この科目ではそのリハビリテーション技能を習得するために必須の重
要な個々の神経内科疾患の原因・症状・所見・治療法を学習することを目標とする。同一年度
に学習する神経内科学の基礎である神経内科学 Iの内容と合わせて学習することにより神経内科
学が総合的に理解できるよう配慮している。
個別学修目標
１）神経内科学およびリハビリテーション医療で最も重要な脳血管障害について説明できる。
２）認知症、脳腫瘍、脳外傷など脳疾患について説明できる。
３）重要な変性性疾患および脱髄性疾患について説明できる。
４）主な筋疾患につて説明できる。
５）神経系の主な感染性疾患について説明できる。
６）神経疾患としての中毒性疾患、栄養障害について説明できる。
７）主な小児の神経疾患について説明できる。
８）神経疾患にみられる合併症について説明できる。
準備学修
理学療法士国家試験で求めている基本的医学知識を修得することを目標としており、十分な予
習、復習が不可欠である。授業計画に記載した毎回のテーマにつきテキストの該当ページを読
み事前に予習をしておく（60分）。さらに各回の授業内容と関連した神経内科学 Iの該当箇所も
併せて学習することが望まれる（60分）。また講義後は授業内容につき理解が不十分なところ
を補っておくこと（60分）。学習内容の確認のため毎回小テストを行う。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎



【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回 担当教員 檀 和夫
脳血管障害 I:種類

内容 脳血管障害の種類と症状 テキストp168-176

第2回 担当教員 檀 和夫
脳血管障害 II：検査と治療

内容 診断のための主な検査と主な治療 テキストp176-197

第3回 担当教員 檀 和夫
認知症

内容 認知症の分類と症状 テキストp227-246

第4回 担当教員 檀 和夫
脳腫瘍

内容 脳腫瘍の種類と症状、治療 テキストp198-204

第5回 担当教員 檀 和夫
脳外傷

内容 外傷性脳損傷の種類と症状、治療 テキストp205-211

第6回
担当教員 檀 和夫

脊髄疾患

内容 脊髄疾患の種類と症状 テキストp212-226

第7回 担当教員 檀 和夫
変性疾患・脱髄疾患

内容 主な変性疾患と脱髄疾患の種類と症状 テキストp260-268

第8回 担当教員 檀 和夫
パーキンソン病、その他の変性疾患

内容 錐体外路の変性疾患の種類、症状、治療 テキストp247-259

第9回 担当教員 檀 和夫
末梢神経障害

内容 末梢神経障害の種類と治療 テキストp269-277

第10回 担当教員 檀 和夫
筋疾患

内容 筋ジストロフィーと重症筋無力症 テキストp281-294



第11回 担当教員 檀 和夫
感染性疾患 I：髄膜炎、脳炎

内容 髄膜炎、脳炎、脳膿瘍の症状、治療 テキストp295-299

第12回 担当教員 檀 和夫
感染性疾患 II：その他の感染症

内容 その他の神経系感染症の症状と治療 テキストp300-303

第13回 担当教員 檀 和夫
中毒性疾患・栄養障害

内容 中毒性疾患の原因物質、栄養欠乏を起こす栄養素と症状 テキストp304-308

第14回 担当教員 檀 和夫
小児神経疾患

内容 脳性麻痺、その他先天性疾患 テキストp309-331

第15回 担当教員 檀 和夫
神経疾患の合併症

内容 廃用症候群その他合併症の概要 テキストp334-345

評価方法とフィードバック方法
定期試験 100点（100%）で評価する。ただし授業内小テストの内容も勘案する。
小テストの解答・講評はClassroomに詳細な解説を載せるため必ず読んでおくこと。また次回授
業の冒頭でも解答・講評をする。

教科書
テキスト 標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 神経内科学 第6版 川平和美編 医学書院
5,800円＋税
オフィスアワー
月曜日および金曜日昼休み（12:10-13:00）、担当教員研究室。授業内容についての質問は授業
中、授業後およびオフィスアワーに受け付ける。研究室に在室時は随時受け付ける。またメー
ルでの質問も受け付ける（メールアドレス： dan@sbctmu.ac.jp)。
実務経験の有無
この科目は病院での医師としての実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、神経内科学
の重要な疾患について講義を行っている。



講義コード 5104902
講義名 予防とコンディショニング（実習を含む）［理］
(副題)
代表ナンバリングコード 51P10-1004SO-00
講義開講時期 後期
講義区分 実習
基準単位数 1
時間 30.00
対象学年 1
必修/選択 自由
担当教員

氏名
桑井 太陽
上岡 尚代

総合学修目標
理学療法士、JSPO-AT の役割における「安全・健康管理およびスポーツ外傷・障害の予防」の
位置づけを理解した上で、科学的根拠に基づいた予防対応を組織的に計画し実践するために必
要な知識、態度や技能を習得することをねらいとする。

【理学療法学科DP③、DP④、DP⑤、DP⑧に該当する。】

個別学修目標
・安全・健康管理およびスポーツ外傷・障害の予防の目的や意義および理学療法士、 JSPO-
ATとして果たすべき役割について説明できる。
・スポーツ外傷・障害の予防の概念や発生要因について理解し、科学的根拠に基づいたスポー
ツ外傷・障害の予防を計画し実践できる。
・安全・健康管理およびスポーツ外傷・障害予防に関連する対象者の基本データを収集する目
的や意義、医師を含めた医.科学スタッフとの連携、更には各種データの活用法について理解
し、安全・健康管理およびスポーツ外傷・障害予防を検討する際の根拠となる各種評価を組織
的に計画し実践できる。
・安全・健康管理およびスポーツ外傷・障害へ影響を及ぼしうる各種要因を理解し、科学的根
拠に基づいた予防対応を計画し実践できる。
準備学修
・解剖学・生理学で学んだ知識を応用した、専門的トレーニング理論及び実技、指導法を学ぶ
ため、前述の科目を十分に復習することが求められる。
・授業で習得したストレッチングやテーピングなどは、繰り返しの練習で習得される事から、
日ごろから実習室を活用して継続的に練習することが求められる。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い



【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 〇

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

◎

授業計画

第1回

担
当
教
員

桑井 太陽
スポーツ現場における安全・健康管理及びスポーツ外傷・障害予防の概念

内
容

・スポーツ現場における安全・健康管理及びスポーツ外傷・障害予防の意義・ス
ポーツ現場における安全管理・組織と役割、ICTやIoTの活用

第2回

担
当
教
員

上岡 尚代
桑井 太陽
スポーツ現場におけるスポーツ外傷・障害・事故・疾病の実態

内
容

・重篤なスポーツ外傷・障害・事故の実態 ・運動器のスポーツ外傷・障害の実
態 ・スポーツに関連する内科的疾患の理解と実態

第3回

担
当
教
員

桑井 太陽
科学的根拠に基づいたスポーツ外傷・障害予防プログラムの実際（前十字/足関
節捻挫）

内
容

・膝前十字靭帯損傷の疫学 ・危険因子・受傷メカニズム ・ACL損傷の予防プロ
グラム ・足関節捻挫の疫学 ・危険因子・受傷メカニズム ・足関節捻挫の予防プ
ログラム

第4回

担
当
教
員

桑井 太陽
科学的根拠に基づいたスポーツ外傷・障害予防プログラムの実際（肉離れ/投球
障害）

内
容

・肉離れの疫学 ・危険因子・受傷メカニズム ・肉離れの予防プログラム ・投球
障害の疫学・危険因子・受傷メカニズム ・投球障害の予防プログラム

第5回

担
当
教
員

桑井 太陽
スポーツ外傷・障害に対する予防手段１

内
容

・装具・防具について ・ストレッチング理論（柔軟体操も含む） ・柔軟体操お
よびストレッチング実技①上肢



第6回

担
当
教
員

桑井 太陽
スポーツ外傷・障害に対する予防手段2

内
容 ・柔軟体操およびストレッチング実技②下肢、体幹、他

第7回

担
当
教
員

桑井 太陽
スポーツ外傷・障害に対する予防手段3

内
容

・テーピング理論 ・テーピング実技 基礎技術（切る、貼る等）・アーチ、足関
節①

第8回

担
当
教
員

上岡 尚代
桑井 太陽
スポーツ外傷・障害に対する予防手段4

内
容 ・テーピング実技 足関節②

第9回

担
当
教
員

桑井 太陽
スポーツ外傷・障害に対する予防手段5

内
容 ・テーピング実技 足関節③

第10回

担
当
教
員

桑井 太陽
スポーツ外傷・障害に対する予防手段6

内
容 ・テーピング実技 膝関節、肉離れ

第11回

担
当
教
員

桑井 太陽
スポーツ外傷・障害に対する予防手段7

内
容 ・テーピング実技 肘関節、手、手指、肩

第12回

担
当
教
員

桑井 太陽
安全・健康管理およびスポーツ外傷・障害への影響を及ぼしうる各種要因への対
応１

内
容 ・用具・防具・設備

第13回

担
当
教
員

桑井 太陽
安全・健康管理およびスポーツ外傷・障害への影響を及ぼしうる各種要因への対
応2

内
容 ・競技・種目特性

第14回

担
当
教
員

桑井 太陽
安全・健康管理およびスポーツ外傷・障害への影響を及ぼしうる各種要因への対
応3

内 ・予防・再発予防としての動作の見方① ・走動作、跳動作、方向転換動作、投



容 球動作

第15回

担
当
教
員

上岡 尚代
桑井 太陽
安全・健康管理およびスポーツ外傷・障害への影響を及ぼしうる各種要因への対
応4

内
容

・予防・再発予防ととしての動作の見方② ・打撃動作、泳動作、あたり動作、
滑走動作

評価方法とフィードバック方法
１．コンディショニング理論、ストレッチ理論、テーピング理論筆記試験（40％）

２．ストレッチ実技試験（20％）

３．テーピング実技試験(40％）足関節（20％）、膝関節（20%）

フィードバックは、全てクラスルームから行います。
教科書
〔2022年カリキュラム対応〕アスレティックトレーナーT専門科目テキスト２巻 安全・健康管
理およびスポーツ外傷・障害の予防 

オフィスアワー
月・水・木・金 2～3限（授業以外の時間） メールにて適宜時間相談します。
実務経験の有無
修士号及びJSPO-AT免許を有し、日本代表チームを含むスポーツ現場で５年以上のATのコンデ
ィショニングの実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、実践的教育を行っている。
その他
・実技の際は運動のできる服装で受講すること
・テーピング用品に関しては自己負担となる。
・２班に分けて実技を行う。A班上岡 B班桑井



講義コード 5105001
講義名 神経解剖学
(副題)
代表ナンバリングコード 51L02-2021FR-00
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
時間 30.00
対象学年 2
必修/選択 必修
担当教員

氏名
足立 和隆

総合学修目標
①「神経解剖学」では、脳や脊髄の構造と神経ネットワークの学習を通じて、運動・感覚・高
次脳機能（記憶、情動など）がどのような仕組みで制御されているかを知り、さらにその破綻
により生じる病態について理解できることを目標とする。
②理学療法学科DP2-①に該当する。
個別学修目標
目標
①脳を構成しているニューロンとグリアの形態と機能について説明できる。
②複雑な脳の構造や区画の形成を発生学の観点から説明できる。
③脳のある領域の入・出力と機能を説明できる。
④反射の神経回路の求心部と出力部を説明できる。
⑤上行路（感覚路）と運動路（下行路）について説明できる。
準備学修
教科書における該当範囲の説明文ををあらかじめ読み（30分）、図に関しては、解剖学、組織
学のテキストも参照しながら、それらの概要をしっかりと記憶する（30分）ようにしてくださ
い。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総



合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 ◎

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

◎

授業計画

第1回

担
当
教
員

足立 和隆
神経解剖学（序論と概観）1

内
容

神経解剖学の用語と慣例、神経細胞(ニューロン）の構造、刺激伝達の仕組み、
神経伝達物質、グリアの概要について学ぶ。中枢神経系、末梢神経系、体性神経
系、自律神経系の概要を学ぶ。

第2回

担
当
教
員

足立 和隆
神経解剖学（序論と概観）2 中枢神経系の発生・解剖学的構造の概観

内
容

外胚葉から神経管と神経堤が生じ、前者から脳と脊髄、後者から末梢神経系がで
きる。脳の解剖学的構造と主要な感覚性神経路・運動性神経路について学ぶ。

第3回

担
当
教
員

足立 和隆
神経解剖学（序論と概観）3 臨床診断の基本

内
容

神経学的疾患を紹介し、その病因について、神経系とどのように関連するか理解
し、学ぶ。

第4回

担
当
教
員

足立 和隆
神経系の細胞、末梢神経系

内
容

神経細胞（ニューロン）の構造、神経伝達物質、神経膠細胞（グリア）の詳細に
ついて学ぶ。末梢神経について、構造およびその障害について学ぶ。

第5回

担
当
教
員

足立 和隆
自律神経系、中枢神経系の被覆

内
容

交感神経系と副交感神経系の概要について学ぶ。頭蓋の構造、脳髄膜について学
ぶ。

第6回

担
当
教
員

足立 和隆
脳室系、中枢神経系の血管系

内
容

脳室系の局所解剖、脳脊髄液の環流について学ぶ。脳、脊髄へ血液を供給する血
管について学ぶ。

担
当 足立 和隆



第7回 教
員

脊髄 1

内
容 脊髄の構造と脊髄反射について学ぶ。

第8回

担
当
教
員

足立 和隆
脊髄 2

内
容 脊髄の伝導路について学ぶ。

第9回

担
当
教
員

足立 和隆
脳幹

内
容 脳幹の構造と働きについて理解し、障害との関連についても学ぶ。

第10回

担
当
教
員

足立 和隆
脳神経と脳神経核

内
容 12対ある脳神経の詳細と脳神経核の位置と働きを学ぶ。

第11回

担
当
教
員

足立 和隆
小脳

内
容 小脳の外観と微視的な内部構造、さらに小脳の機能解剖学について学ぶ。

第12回

担
当
教
員

足立 和隆
視床

内
容 視床の構造と働きについて学ぶ。

第13回

担
当
教
員

足立 和隆
大脳半球と大脳皮質

内
容 大脳半球の構造と大脳皮質の機能局在について学ぶ。

第14回

担
当
教
員

足立 和隆
大脳基底核

内
容 大脳基底核の構造と働きを理解し、学ぶ。

第15回

担
当
教
員

足立 和隆
視覚系、視床下部、辺縁系、嗅覚系

内
容

視覚系の構造と働き、視床下部、辺縁系、嗅覚系の構造と働きについて理解し、
学習する。



評価方法とフィードバック方法
第5回と第10回に小テストを行い、それまでの講義内容に関して知識の再確認を行う。これに
は、教科書の参照を認める。それぞれ5点満点とし、期末試験の成績に加点する。
期末試験では、資料の参照は不可となり、試験は、選択問題、○×問題、空欄の穴埋め問題によ
って構成される。
小テストは返却、解説し期末試験は、問題並びに正答をクラスルームにアップロードする。
教科書
イラストレイテッドカラーテキスト「神経解剖学」A.R.Crossman, D.Neary著 水野昇、野村嶬監
訳 ELSEVIER,三輪書店(5,800円+税)
参考書
・プロメテウス解剖学アトラス 解剖学総論/運動器系 第4版 医学書院 14,300円(税込)
・プロメテウス解剖学アトラス 頭頸部/神経解剖 第3版 医学書院 13,200円(税込)
・プロメテウス解剖学アトラス 胸部/腹部・骨盤部 第3版 医学書院 13,200円(税込)
オフィスアワー
非常勤講義室 火曜日：9：00～9：30
実務経験の有無
1996年から筑波大学体育専門学群および大学院における解剖学講義の担当、2000年から埼玉県
立大学の理学療法・作業療法学科における解剖学講義、実習の担当のほか、柔道整復、理学療
法、義肢装具、看護各系の大学、専門学校における解剖学の講義、ドイツのケルン大学医学部
の解剖学実習における3学期間の指導。
その他
神経系は身体の感覚を脳に伝え、各筋や腺に指令を出すだけでなく、脳の内部では様々な思
考、記憶、感情、欲求等が実施、コントロールされている。神経系、とくに脳が損傷を受ける
と、運動機能の障害は他人がみてわかるが、後者の障害は他人はもとより、本人も気づかない
ことが多い。理学療法士は、これらの機能回復にも積極的に手助けするということも知ってお
こう。そのためには、神経系の構造をしっかりと理解しておこう。



講義コード 5105102
講義名 衛生学・公衆衛生学［理］
(副題)
代表ナンバリングコード 51L02-2022SE-00
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
時間 30.00
対象学年 2
必修/選択 選択
担当教員

氏名
木谷 誠一
西田 博

総合学修目標
理学療法士は、まずは自らの臨床現場でのプロフェッショナルでなければならない。超高齢社
会の進行に伴って、地域におけるリハビリテーションの役割が重要視されてきた。ポストコロ
ナの時代の中、病院内での役割も忘れてはならない。このように、社会に対して広い視野を持
ち現前の患者に対応することも大切である。本講座では、公衆衛生の立場から社会医学的な知
識やセンスを身につけてもらうこと、理学療法・リハビリ医療を中心に、チーム医療スタッフ
として必要な実践知の会得を目差している。
個別学修目標
① 衛生学・公衆衛生の概要を理解する。
② 感染症対策等公衆衛生活動の実際を理解する。
③ 保健医療行政の概要について理解する。
④ 理学療法士がチーム医療の一員として働く意義を会得する。
⑤ 社会医学の領域における多様な課題についての基本的な事項を理解する。
すなわち下記のように、健康の概念、予防医学の基礎・健康増進から始まり、さらに感染症対
策を知り、ライフサイクルに応じた母子保健、学校保健、産業保健、成人・高齢者保健、精神
保健地域保健、および国際保健、環境衛生の各応用領域の基礎を幅広く学ぶ。その上で、地域
保健と保健医療福祉の制度及び医療法・医療安全の確保について学ぶ。公衆衛生における実践
感覚を身に着けるため、行政サイドの観点からの講義も企画している。将来理学療法士として
働く際、医療現場での柔軟な対応力を身につけることを目差す。
準備学修
できるだけ教科書に沿って講義を行う。各回の講義の主題（トピック）に相当する部分を教科
書で事前に読み込んでおくこと（60分。”復習予習のポイント”を毎回提示するので、各自、予習
復習に活用してほしい。また、トピックに関する近年のニュース（話題）を、具体的に調べ
て、興味を高めて、学習効率を高めてほしい。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い



【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 〇

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

◎

授業計画

第1回

担
当
教
員

木谷 誠一
オリエンテーション、公衆衛生と健康、リハビリテーションの概念

内
容

公衆衛生の歴史と健康の概念、予防医学,地域リハビリテーションについて考え
る。

第2回

担
当
教
員

木谷 誠一
成人保健と健康増進、運動

内
容 健康増進法・健康日本21、生活習慣病、特定健診・特定保健指導について学ぶ

第3回

担
当
教
員

木谷 誠一
成人・高齢者保健

内
容 成人の生活習慣病・高齢者医療確保法、介護保険法について学ぶ

第4回

担
当
教
員

木谷 誠一
母子保健

内
容 主な母子保健施策・母子保健法について学ぶ

第5回

担
当
教
員

木谷 誠一
感染症対策

内
容 感染症の成り立ち、感染症法・検疫法について学ぶ。

担



第6回
当
教
員

木谷 誠一
コロナ感染症等主要感染症への対策

内
容 予防接種、コロナ感染症、主要感染症の実態について学ぶ

第7回

担
当
教
員

木谷 誠一
公害から地球環境問題まで

内
容 公害の歴史、大気汚染・水質汚濁、環境基本法について学ぶ

第8回

担
当
教
員

西田 博
日本の法体系と行政サービス

内
容

日本の医療従事者は、人間の身体・生命に直接的な影響を及ぼす行為を日常業務
としている。日本国憲法をはじめ刑法。民法および行政サービスを円滑に行う法
規体系を学ぶ。

第9回

担
当
教
員

西田 博
社会保障・社会福祉

内
容

すべての国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利（憲法２５条生存
権）を有する。社会保障は、この権利を保障するものである。特に所得保障と社
会福祉について学ぶ。

第10回

担
当
教
員

木谷 誠一
精神保健福祉

内
容

日本の日本の精神保健福祉の歴史と現状および精神保健福祉法や社会復帰対策に
ついて学ぶ。

第11回

担
当
教
員

木谷 誠一
学校保健安全

内
容 学校保健行政・学校保健安全法・学校感染症について学ぶ

第12回

担
当
教
員

木谷 誠一
産業保健

内
容 産業保健・労働基準法・労働安全衛生法について学ぶ

第13回

担
当
教
員

木谷 誠一
地域保健・一部国際保健

内
容

保健所の業務を定めた地域保健法を中心に、地域の医療・保健を調べ、その課題
と可能性について考える。一部国際保健との関連についても言及する。

第14回

担
当
教
員

木谷 誠一
医療法と医療提供体制



内
容

刻々と改正されている医療法・医療計画・地域医療構想について調べ、日本の超
高齢社会の課題について考える。

第15回

担
当
教
員

木谷 誠一
医療保険・医療経済および総まとめ

内
容

日本の医療保険制度と国民医療費について学ぶ。 復習項目をすべて総おさらい
する。

評価方法とフィードバック方法
期末に実施する定期筆記試験（100点満点）を評価の基礎点とする。

ただし、受講する人数が小数の場合は、レポート提出や、プレゼンテーションや質疑応答の内
容により評価することがある。レポート内容やプレゼンテーションの出来具合を紹介・解説
し、講評し、総合学習のきっかけとしたい。その点につき、全員の履修届確認後、詳しく説明
する予定である。 

教科書
公衆衛生が見える（最新版2026-2027） 医療情報科学研究所（編）メディックメディア 4200円
＋税

参考書
オフィスアワー
木曜日午前１時限，２時限
実務経験の有無
有：医学研究者としての活動および臨床医師としての臨床経験、公衆衛生活動としての行政経
験（キャリア）を有する教員が行っている科目です。



講義コード 5200201
講義名 運動学実習
(副題)
代表ナンバリングコード 51P04-2001SR-00
講義開講時期 後期
講義区分 実習
基準単位数 1
時間 45.00
対象学年 2
必修/選択 必修
担当教員

氏名
加藤 宗規
平野 正広
荒井 沙織
一色 員子
酒井 実希

総合学修目標
運動学で学習した人体の構造と運動について実習を通じてさらに一層理解を深め、理学療法に
おける専門科目の基本的知識とする。

理学療法学科DP1-5
個別学修目標
①筋の起始・停止を骨格標本上でも示すことができ、運動を三次元的に説明できる。

②筋の支配神経、髄節、その他その筋についての必要知識を理解し説明できる。

③人の姿勢と動作を筋電図のデータから力学的、生理学的、運動学的に説明できる。

④機器を用いた等尺性筋力や等速性筋力評価について実施できるとともに、生理学的解釈がで
きる。

⑤人の立位などの姿勢、歩行などの動作を観察および三次元動作解析装置による解析により力
学的、生理学的、運動学的に説明できる。

⑥肢節の質量により関節に生じるモーメント、筋の作用により生じるモーメントなど、重心や
筋によるモーメントを推測、説明できる。
準備学修
実験前には実験に必要な基礎の講義資料を再度見直して、スムーズに実験が進められるように
準備する(所要時間約45分)。筋の機能解剖の次の授業回には指定された筋の起始・停止、支配神
経・髄節、作用を覚えたうえで参加できるように復習をしておく（所要時間60分）。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する



選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回

担
当
教
員

加藤 宗規
オリエンテーション，実習に必要な知識①筋の機能解剖、バイオメカニクス
AL:B

内
容

1-8班合同：義肢装具室
1 オリエンテーション：授業、実験と課題の進め方、班分けと授業スケジュー
ル、課題と成績判定
2 （実習①）筋の機能解剖、バイオメカニクスの基礎知識
［アクティブラーニングＢグループワーク］

第2回

担
当
教
員

平野 正広
実習に必要な知識②筋力

内
容

第１回と連続・1-8班合同：義肢装具室
（実験②）筋力測定：筋力、筋力測定（ハンドヘルドダイナモメーター、等速性
筋力測定機器）

第3回

担
当
教
員

一色 員子
酒井 実希
実習に必要な知識③バランス測定［一色］60分
実習に必要な知識④筋電図［酒井］30分

内
容

1-8班合同：義肢装具室
（実習③）バランス測定：バランス、バランス測定（重心動揺計、イクイテス
ト、ファンクショナルリーチテスト、ファンクショナルバランステスト、タイム
ドアップアンドゴーテスト、片脚立ち）
（実習④）筋電図：筋電図、筋電図の測定方法

担
当
教

酒井 実希
荒井 沙織
実習に必要な知識④筋電図［酒井］30分



第4回 員 実習に必要な知識⑤歩行観察・三次元動作解析［荒井］60分

内
容

第３回と連続・1-8班合同：義肢装具室
（実習④）筋電図：筋電データのみかた
（実習⑤）歩行観察・三次元動作解析：歩行観察のポイント、10m歩行、三次元
動作解析装置を用いた椅子からの立ち上がり解析方法とデータのみかた

第5回

担
当
教
員

加藤 宗規
平野 正広
一色 員子
荒井 沙織
酒井 実希
実習１日目① AL:B
実習①筋の機能解剖・バイオメカニクス［加藤］、実習②筋力測定［平野］、実
習③バランス測定［一色］、実習④筋電図［酒井］、実習⑤歩行観察・三次元動
作解析［荒井］

内
容

アクティブラーニング：Ｂグループワーク
1-4班：実習①筋の機能解剖・バイオメカニクス：義肢装具室［加藤宗規］
5班：実習②筋力測定［平野正広］
6班：実習③バランス測定［一色員子］
7班：実習④筋電図［酒井実希］
8班：実習⑤歩行観察・三次元動作解析［荒井沙織］

第6回

担
当
教
員

加藤 宗規
平野 正広
一色 員子
荒井 沙織
酒井 実希
実験１日目② AL:B

内
容

第5回と連続

第7回

担
当
教
員

加藤 宗規
平野 正広
一色 員子
荒井 沙織
酒井 実希
実習２日目① AL:B
実習①筋の機能解剖・バイオメカニクス［加藤］、実習②筋力測定［平野］、実
習③バランス測定［一色］、実習④筋電図［酒井］、実習⑤歩行観察・三次元動
作解析［荒井］

内
容

アクティブラーニング：Ｂグループワーク
5-8班：実習①筋の機能解剖・バイオメカニクス：義肢装具室［加藤宗規］
1班：実習②筋力測定［平野正広］
2班：実習③バランス測定［一色員子］
3班：実習④筋電図［酒井実希］
4班：実習⑤歩行観察・三次元動作解析［荒井沙織］

第8回

担
当
教
員

加藤 宗規
平野 正広
一色 員子
荒井 沙織
酒井 実希
実験２日目② AL:B

内
容 第7回と連続

担
当
教
員

加藤 宗規
実習①バイオメカニクス AL:B



第9回

内
容

アクティブラーニング：Ｂグループワーク
1-8班：実習①バイオメカニクス：義肢装具室
力学計算演習

第10回

担
当
教
員

加藤 宗規
実習①バイオメカニクス AL:B

内
容 第9回と連続

第11回

担
当
教
員

加藤 宗規
平野 正広
一色 員子
荒井 沙織
酒井 実希
実習３日目① AL:B
実習①筋の機能解剖・バイオメカニクス［加藤］、実習②筋力測定［平野］、実
習③バランス測定［一色］、実習④筋電図［酒井］、実習⑤歩行観察・三次元動
作解析［荒井］

内
容

アクティブラーニング：Ｂグループワーク
1-4班：実習①筋の機能解剖・バイオメカニクス：義肢装具室［加藤宗規］
6班：実習②筋力測定［平野正広］
7班：実習③バランス測定［一色員子］
8班：実習④筋電図［酒井実希］
5班：実習⑤歩行観察・三次元動作解析［荒井沙織］

第12回

担
当
教
員

加藤 宗規
平野 正広
一色 員子
荒井 沙織
酒井 実希
実習３日目② AL:B

内
容 第11回と連続

第13回

担
当
教
員

加藤 宗規
平野 正広
一色 員子
荒井 沙織
酒井 実希
実習４日目 実習① AL:B

内
容

アクティブラーニング：Ｂグループワーク
5-8班：実習①筋の機能解剖・バイオメカニクス：義肢装具室［加藤宗規］
2班：実習②筋力測定［平野正広］
3班：実習③バランス測定［一色員子］
4班：実習④筋電図［酒井実希］
1班：実習⑤歩行観察・三次元動作解析［荒井沙織］

第14回

担
当
教
員

加藤 宗規
平野 正広
一色 員子
荒井 沙織
酒井 実希
実習４日目② AL:B

内
容 第13回と連続

担



第15回

当
教
員

加藤 宗規
実習①筋の機能解剖・バイオメカニクス

内
容

アクティブラーニング：Ｂグループワーク
1-8班：義肢装具室
実習①筋の機能解剖・バイオメカニクスの前半の振り返り、小テストと解説

第16回

担
当
教
員

加藤 宗規
平野 正広
一色 員子
荒井 沙織
酒井 実希
実習５日目① AL:B
実習①筋の機能解剖・バイオメカニクス［加藤］、実習②筋力測定［平野］、実
習③バランス測定［一色］、実習④筋電図［酒井］、実習⑤歩行観察・三次元動
作解析［荒井］

内
容

アクティブラーニング：Ｂグループワーク
1-4班：実習①筋の機能解剖・バイオメカニクス：義肢装具室［加藤宗規］
7班：実習②筋力測定［平野正広］
8班：実習③バランス測定［一色員子］
5班：実習④筋電図［酒井実希］
6班：実習⑤歩行観察・三次元動作解析［荒井沙織］

第17回

担
当
教
員

加藤 宗規
平野 正広
一色 員子
荒井 沙織
酒井 実希
実習５日目② AL:B

内
容 第16回と連続

第18回

担
当
教
員

加藤 宗規
平野 正広
一色 員子
荒井 沙織
酒井 実希
実習６日目① AL:B

内
容

アクティブラーニング：Ｂグループワーク
1-4班：実習①筋の機能解剖・バイオメカニクス：義肢装具室［加藤宗規］
7班：実習②筋力測定［平野正広］
8班：実習③バランス測定［一色員子］
5班：実習④筋電図［酒井実希］
6班：実習⑤歩行観察・三次元動作解析［荒井沙織］

第19回

担
当
教
員

加藤 宗規
平野 正広
一色 員子
荒井 沙織
酒井 実希
実習６日目② AL:B

内
容 第18回と連続

担
当
教

加藤 宗規
平野 正広
一色 員子
荒井 沙織
酒井 実希
実習７日目① AL:B



第20回
員 実習①筋の機能解剖・バイオメカニクス［加藤］、実習②筋力測定［平野］、実

習③バランス測定［一色］、実習④筋電図［酒井］、実習⑤歩行観察・三次元動
作解析［荒井］

内
容

アクティブラーニング：Ｂグループワーク
1-4班：実習①筋の機能解剖・バイオメカニクス：義肢装具室［加藤宗規］
4班：実習②筋力測定［平野正広］
1班：実習③バランス測定［一色員子］
2班：実習④筋電図［酒井実希］
3班：実習⑤歩行観察・三次元動作解析［荒井沙織］

第21回

担
当
教
員

加藤 宗規
平野 正広
一色 員子
荒井 沙織
酒井 実希
実習７日目② AL:B

内
容 第20回と連続

第22回

担
当
教
員

加藤 宗規
平野 正広
一色 員子
荒井 沙織
酒井 実希
実習８日目① AL:B
実習①筋の機能解剖・バイオメカニクス［加藤］、実習②筋力測定［平野］、実
習③バランス測定［一色］、実習④筋電図［酒井］、実習⑤歩行観察・三次元動
作解析［荒井］

内
容

アクティブラーニング：Ｂグループワーク
1-4班：実習①筋の機能解剖・バイオメカニクス：義肢装具室［加藤宗規］
8班：実習②筋力測定［平野正広］
5班：実習③バランス測定［一色員子］
6班：実習④筋電図［酒井実希］
7班：実習⑤歩行観察・三次元動作解析［荒井沙織］

第23回

担
当
教
員

加藤 宗規
平野 正広
一色 員子
荒井 沙織
酒井 実希
実習８② AL:B

内
容 第22回と連続

評価方法とフィードバック方法
実験②-⑤課題20％、定期試験（筆記）80％
成績フィードバック希望者には個別にフィードバックをする。
教科書
1年次「運動学Ⅰ」・「解剖学」のテキスト
参考書
①臨床運動学 石川朗ほか 中山書店 2,400円＋税
②プロメテウス解剖学第2版 坂井建雄/松村讓兒監訳 医学書院（2025年に第3版に改訂予定）
③臨床にいかす表面筋電図 山本澄子編集 医学書院 4,950円
④印象から始める歩行分析 エキスパートは何を考え,どこを見ているのか? 盆子原秀三・山本澄
子 医学書院 4,400円



オフィスアワー
加藤宗規：水曜日1限目，そのほかメールにて随時受付 mu-kato(a)sbctmu.ac.jp：(a)は@
他の教員のオフィスアワーは一覧表を参照
実務経験の有無
この科目は、基礎理学療法に多くの業績を持ち、基礎理学療法分野で専門理学療法士を有する
教員をはじめ、理学療法の基本的対象となる運動について、多角的に多くの実務経験を有する
教員が小グループで実際に実習を通じてその経験を活かして指導する。
その他
【注意事項】実習項目②～⑤に欠席や公認欠席等にて参加できなかった場合、異なる日の参加
希望があれば加藤まで申し出ること。ただし、実験課題点は与えない。受講登録者を8班に分け
る（男女別にして、学籍番号順に1-8班・1-8班……）。



講義コード 5200301
講義名 臨床運動学実習
(副題)
代表ナンバリングコード 51P04-3002FR-00
講義開講時期 前期
講義区分 実習
基準単位数 1
時間 45.00
対象学年 3
必修/選択 必修
担当教員

氏名
盆子原 秀三

総合学修目標
DP2

病院施設での臨床実習に備え運動学、運動学実習で学んだ知識を基に、臨床での主要疾患にお
ける諸動作を理解することを目的とする。観察による分析を主体とし統合的な解釈ができる能
力を養う。
個別学修目標
1) 動作分析において運動学的用語で表すことができる。

2） ビデオによる障害像を観察することにより健常からの逸脱動作を識別することが出来る、ま
たその動作を模倣し筋活動や力学的な作用を用いて説明できる。また主原因による動作と代償
動作を分けることができる。

3) 観察による歩行分析の推論的過程を行い、それを文章化して表すことが出来る。

4) グループワークによる課題の遂行と結果のプレゼンテーションを通して発表能力を身に付け
る。

準備学修
教科書のページを指定するので事前学習をすること。（60分）
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎



【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回
担当
教員

盆子原 秀三
オリエンテーション

内容 授業内容を説明する 課題(グループワーク)の説明 ポートフォリオ、ルーブリ
ック評価についての説明

第2回
担当
教員

盆子原 秀三
動作分析について

内容 レディネス①

第3回
担当
教員

盆子原 秀三
床上動作

内容 寝返りから起き上がり、立ち上がり動作の分析の仕方

第4回
担当
教員

盆子原 秀三
ビデオ観察

内容 各疾患においての典型的な動作における観察の仕方 レディネス②

第5回
担当
教員

盆子原 秀三
床上動作の観察から分析へ（１）

内容 課題：片麻痺症例A 起き上がり動作の解釈；筋活動・力学的

第6回
担当
教員

盆子原 秀三
床上動作の観察から分析へ（２）

内容 課題：片麻痺症例B レディネス③ 逸脱動作の解釈

第7回
担当
教員

盆子原 秀三
床上動作の観察から分析へ（３）

内容 課題：片麻痺症例C

第8回
担当
教員

盆子原 秀三
逸脱動作の解釈のしかた：床上動作

内容 各課題の共通点と特徴について

第9回
担当
教員

盆子原 秀三
課題発表会

内容 グループで発表会をおこなう

第10回
担当
教員

盆子原 秀三
ポートフォリオ、ルーブリック評価（自己評価）

内容 発表において自己評価をおこなう

第11回
担当
教員

盆子原 秀三
観察による歩行分析について



内容 動きの印象とその印象を決定する歩行のメカニズム （テキスト第１～２章）

第12回
担当
教員

盆子原 秀三
分析に必要な観察の視点

内容 各歩行相でのクリティカルイベントについて （テキスト第３章）

第13回

担当
教員

盆子原 秀三
歩行の力学的な解釈

内容
床反力の波形は何を意味しているのか

筋電図の波形は何を意味しているのか

第14回
担当
教員

盆子原 秀三
印象に影響を与える逸脱した動き

内容 典型的な異常歩行の特徴（テキスト第４章）

第15回
担当
教員

盆子原 秀三
データ・フォームによる分析

内容 ＯＧＩＧ歩行分析シートを活用した分析のしかた（テキスト５章）

第16回
担当
教員

盆子原 秀三
観察カードによる歩行分析（１）

内容 課題：整形外科疾患症例A 歩行での相分けの作業（テキスト６章）

第17回
担当
教員

盆子原 秀三
観察カードによる歩行分析（２）

内容 課題：整形外科疾患症例B KJ法による分析手順（テキスト６章）

第18回
担当
教員

盆子原 秀三
観察カードによる歩行分析（３）

内容 課題：片麻痺症例A KJ法による関連付け（テキスト６章）

第19回
担当
教員

盆子原 秀三
観察カードによる歩行分析（４）

内容 課題：片麻痺症例B

第20回
担当
教員

盆子原 秀三
逸脱動作の解釈のしかた：歩行動作

内容 各課題の共通点と特徴について

第21回
担当
教員

盆子原 秀三
課題発表会

内容 グループで課題についてプレゼンをおこなう。質疑応答により観察のポイン
ト、解釈のしかたについて伝える。

第22回
担当
教員

盆子原 秀三
ポートフォリオ、ルーブリック評価（自己評価）

内容 プレゼンを行う、また聞くことで、今回の実習の到達目標に対する自己評価を
おこなう。

第23回
担当
教員

盆子原 秀三
実際の臨床場面での評価 総括

内容 総括をおこなう。

評価方法とフィードバック方法
本試験（80％）小テスト（10％）、課題発表（10％）により評価する。毎回の講義終了後に到
達度チェックをする、これをもって出席と認める。次回講義のはじめに総評を公開する。運動
学から運動学実習、そして臨床運動学と系統的な学びなので、理学療法士にとって重要な科目
である。よって原則的には欠席を認めない。特にグループ課題での欠席は個別に課題提出を指
示する。
教科書



印象から始める歩行分析 盆子原秀三・山本澄子 医学書院 4，400円

参考書
観察による歩行分析 キルステンゲッツ・ノイマン 医学書院 5，500円

オフィスアワー
（盆子原）月曜日および木曜日昼休み（12:10-13:00）、担当教員研究室。授業内容についての質
問は授業中、授業後およびオフィスアワーに受け付ける。またメールでの質問も受け付ける
（メールアドレス：bonkohara@sbctmu.ac.jp）。
実務経験の有無
この科目は病院での臨床経験のある教員が、その実務経験を活かして、臨床での基本的な知識
と評価治療プロセスでの運動学の活用についての考え方について講義する。
その他
課題発表があります。ゼミでのプレゼン資料の作成 等において準備してください。この講義に
おけるルーブリックを示しますので、ありのままの現状を表出してください。

担当教員実務経験の有無，有



講義コード 5200401
講義名 理学療法学概論
(副題)
代表ナンバリングコード 51L04-1003FR-00
講義開講時期 前期前半
講義区分 講義
基準単位数 1
時間 15.00
対象学年 1
必修/選択 必修
担当教員

氏名
武内 朗
加藤 宗規
盆子原 秀三
山田 洋一
平野 正広
荒巻 英文
荒井 沙織
澤 広太

総合学修目標
理学療法の成り立ちやリハビリテーションとの関係性をはじめとして、基本となる法律、対象
となる医療や介護、健康分野における役割を学修する。また医療を担う理学療法士に必要な資
質（適性）を理解し、医療人としての自覚を高め、社会人としての人格形成に努める。
さらに障がい構造を理解したうえで、理学療法の展開に関わる知識を学修し、専門分野学修の
基礎とする。
また1～8回の講義で得た知識を基に、実際に病院を見学することで、理学療法（士）の役割、
活動を具象化し、自身の理学療法士像の構築につなげる。
個別学修目標
①医学および理学療法の歴史の概略、リハビリテーションとの関係性を理解する。
②理学療法士の基本となる法律制度、関連法規、および社会的な位置づけを理解する。
③理学療法士として必要な倫理と資質（適性）を理解する。
④理学療法の方法を理解する。
⑤理学療法士の対象を理解する。
⑥リハビリテーションにおけるチーム医療を理解する。
⑦理学療法を展開するうえで、必要な安全管理等をを理解する。
⑧病院での理学療法士業務を見学し、理学療法士の役割や活動内容を理解する。
準備学修
公益社団法人 日本理学療法士協会 資料動画を視聴する。
・理学療法って何だろう
・笑顔をあきらめない
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該



当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 ◎

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

〇

授業計画

第1回

担
当
教
員

武内 朗
授業ガイダンス 医学・理学療法の歴史 リハビリテーションと理学療法の関係

内
容

授業の進行および成績評価方法の説明。
理学療法の歩みと発展の概略を学修する。
リハビリテーションの定義を理解し、その種類を学修する。
リハビリテーションチームの構成を理解する。

改訂第2版 PTスタートガイド 基礎運動療法概論 （以下教科書）第12章、
第1章、第2章

第2回

担
当
教
員

武内 朗
理学療法（士）の定義 理学療法教育制度

内
容

理学療法（士）の定義を学修する。
理学療法士の仕事、理学療法の対象を学修する。
理学療法士への道を学修する。
教育制度における諸外国との違いを学修する。

教科書：第1章、第2章、第11章、第12章

第3回

担
当
教
員

武内 朗
理学療法士の倫理や適性

医療職として必要とされる倫理、適正について学修する。
理学療法士に求められる職業倫理を学修する。



内
容

理学療法士に必要な接遇、医療面接、インフォームドコンセントについて学修す
る。
ハラスメントや産業衛生について学修する。
個人情報保護について学修する。

教科書：第8章、第9章、第13章

第4回

担
当
教
員

武内 朗
理学療法の方法

内
容

理学療法療法と関連職種について学修する。
理学療法における筋力増強、関節可動域運動、基本動作練習など運動療法、物理
療法や徒手療法、日常生活活動練習、義肢・装具療法について基本事項を学修す
る。

教科書：第1章、第2章、第3章、第4章

第5回

担
当
教
員

武内 朗
理学療法の対象と役割

内
容

理学療法の対象疾患の概略を学修し専門理学療法過程への基礎とする。
理学療法の健康分野への関わりを学修する。
理学療法士の役割について学修する。

教科書：第5章、第6章

第6回

担
当
教
員

武内 朗
障がいの概念と理学療法の流れ

内
容

障がいに関わる国際分類を理解し、理学療法の流れの基礎を学修する。
理学療法を展開するうえでのエビデンスについて学修する。
理学療法の流れについて学修する。
障がいの概念について学修する
バリアフリーとユニバーサルデザインについて学修する。

教科書：第7章、第8章

第7回

担
当
教
員

武内 朗
理学療法士の職域 関連法規

内
容

理学療法士に関わる関連法規を学修する。
理学療法士の組織を理解する。

教科書：第11章、第1章

第8回

担
当
教
員

武内 朗
理学療法の安全管理、まとめ
早期臨床体験見学実習ガイダンス

内
容

理学療法を展開するうえで必要な安全管理を学修する。
リスク管理、感染予防、個人情報保護などについて学修する。
実習のポイントや注意事項を説明する。

教科書：第9章、第13章



評価方法とフィードバック方法
評価方法は、定期試験60点（60％）、小テスト20点（20％）、早期臨床体験見学実習での事前
学習における課題レポート10点（10％）、見学終了後の課題レポート10点（10％）の合
計100点。
小テストは授業の進行状態によるが、事前に実施日を伝え実施する。欠席の場合、原則0点とす
る。
早期臨床体験見学実習に参加するためには、事前学習の受講が必須であり、実習前後のレポー
ト提出が必要である。

筆記試験は授業中または事前に学習ポイントを伝える。試験終了後、試験内容について個別対
応する。さらに早期臨床体験見学実習後のレポートで、1～8回までの学修がどのように身につ
いたかを確認する。
教科書
改訂第2版 PTスタートガイド 基礎理学療法概論 監修：網本和、編集：加藤宗規 メジカルビュ
ー社 定価4,400円
参考書
理学療法概論 第2版 庄本康治 編集 羊土社 3,800円＋税
理学療法学概論 第4版 千住秀明 監修 神陵文庫 4,950円（税込）
オフィスアワー
火曜日3，4限 水曜日4限 金曜日1，2限 学生部長室
実務経験の有無
臨床で経験した事例を紹介することで、理学療法士像や活動をイメージし易いようにしてい
く。
その他
授業中、適宜専門用語の説明を行うが、授業内容の理解のため、不明な点等あれば気軽に質問
するようにしてもらいたい。
授業に関する諸注意は別途説明する。
授業の一環として、理学療法学概論講義終了後、早期臨床体験見学実習をゼミごとに実施す
る。参加するにあたり、事前学習に出席したうえで、設定された日時に早期臨床体験見学実習
に出席しなければならない。詳細については講義予定後半に発表する。



講義コード 5200601
講義名 理学療法学研究法特論
(副題)
代表ナンバリングコード 50L04-3001SE-00
講義開講時期 後期前半
講義区分 講義
基準単位数 1
時間 15.00
対象学年 3
必修/選択 選択
担当教員

氏名
加藤 宗規

総合学修目標
①理学療法の実践において、書籍や文献に用いられている研究・統計に関する基礎用語を理解
する。

②理学療法分野における先行研究を読んで、その内容を理解する。

③卒業課題研究を想定した理学療法分野における、シングルケーススタディや群間比較のデザ
インを用いた研究を立案、実施できる。

理学療法学科DP-③④
個別学修目標
①研究デザインとして、シングルケース、群間比較研究を理解する。

②研究に必要な統計を理解、実施する。

③先行研究を読んでまとめる。

④卒業課題研究を行うと仮定して、実際に実行が可能である研究を立案する。
準備学修
研究計画や論文抄読の指示があった場合には自宅で作成する。
①「文献を読もう（１－３）」の事前学習として、読む予定の文献に目を通し、理解できない
統計や専門用語をチェックするとともに、自分で調べられる範囲で調べておく。そして、授業
時に担当教員から補足の説明を受けて、授業中にあらためて読み直すようにする。
②「卒業課題研究の立案」の1回目の事前学習として、学生を対象として実施可能であろう研究
テーマ案を２・３個挙げておき、授業時に担当教員に伝えて絞り込み・修正をしていく。ま
た、その後は授業で指導を受けたことをもとに自宅でも計画を進め、授業7回目の前にプレゼン
テーション準備、授業8回目の翌週までに完成・提出する。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
空欄：
該当し



ない
【健康科学部 主体性・多様性尊重・協働性】① 豊かな感性を持ち、相手の立場に立っ
た思いやりを備え、他の人たちと相互に支え合うことができる。
【健康科学部 主体性・多様性尊重・協働性】②他者を尊重することができ、異なる文
化、価値観の多様性を受け入れることができる。
【健康科学部 知識・技能、思考力・判断力・表現力等能力】③健康を回復する手助け
として、健康レベルに応じて必要な知識・技術を用い、的確な医療の実践ができ、医
療専門職として社会で貢献できる。

◎

【健康科学部 主体性・多様性尊重・協働性】④医療職としての知識や技術の向上を目
指し、研鑽を続けることができる。 ◎

【健康科学部 主体性・多様性尊重・協働性】⑤質の高い医療の実践のため、他の専門
職との連携に配慮し、チーム医療の一員として力を発揮できる。
【健康科学部 思考力・判断力・表現力等能力】⑥地域の医療の諸課題とその背景を理
解し、地域医療に貢献することができる。

授業計画

第1回

担当
教員

加藤 宗規
理学療法と研究法

内容
①臨床において用いられる研究デザイン（シングルケーススタディ、群間比較
のデザイン）
②先行研究の検索（英文、和文）［アクティブラーニング：Ｅ ICT活用による
検索と学習］AL:E含む

第2回

担当
教員

加藤 宗規
シングルケーススタディ、先行研究

内容
①シングルケーススタディについて、その各種デザインを理解する。
②先行研究を読もう（１）［アクティブラーニング：Ｅ ICT活用による検索と
学習］AL:E含む

第3回

担当
教員

加藤 宗規
群間比較の理解、基本統計量、先行研究

内容

①群間比較について、その各種デザインを理解する。
②基本統計量：平均値・中央値、標準偏差・四分位範囲 ［アクティブラーニン
グ：Ｅ ICT活用による検索と学習］AL:E含む
②先行研究を読もう（２）［アクティブラーニング：Ｅ ICT活用による検索と
学習］AL:E含む

第4回

担当
教員

加藤 宗規
統計、先行研究

内容

①統計の必要性といろいろな統計方法：パラメトリックとノンパラメトリッ
ク、差の検定
②統計ソフトを使った統計 AL:B含む
③先行研究を読もう（３）［アクティブラーニング：Ｅ ICT活用による検索と
学習］AL:E含む

第5回

担当
教員

加藤 宗規
統計（２）、研究テーマ

内容

①いろいろな統計方法：相関、回帰分析、割合
②統計ソフトを使った統計：相関係数、ｔ検定 ［アクティブラーニング：Ｅ
ICT活用による検索と学習］AL:E含む
③研究計画の立案（１）テーマの立案 ［アクティブラーニング：Ｅ ICT活用に
よる検索と学習］AL:E含む

第6回

担当
教員

加藤 宗規
グラフ、先行研究、研究計画
①グラフの種類と作成方法



内容
②先行研究を読もう（３） ［アクティブラーニング：Ｅ ICT活用による検索と
学習］AL:E含む
③研究計画の立案（２）方法の立案① ［アクティブラーニング：Ｅ ICT活用に
よる検索と学習］AL:E含む

第7回

担当
教員

加藤 宗規
表、研究計画

内容

①表の種類と作り方
②研究計画の立案（３）方法と立案と結果の予測 ［アクティブラーニング：Ｅ
ICT活用による検索と学習］AL:E含む
③（進行により）研究計画の立案（４）研究計画のプレゼンテーション準備
［アクティブラーニング：Ｅ ICT活用による検索と学習］AL:E含む

第8回

担当
教員

加藤 宗規
学会発表と論文、研究計画

内容
①基本的な学会発表抄録、投稿論文の形式を理解する。
②研究計画（４）計画のプレゼンテーションとディスカッション ［アクティブ
ラーニング：プレゼンテーション・ディスカッション］AL:AC含む

評価方法とフィードバック方法
授業内で行う課題（2-8回目：70％）、卒業課題研究計画課題（30％） 成績のフィードバック希
望者には個別にフィードバックをする。
教科書
テキスト 特に指定しない。資料を適宜配布
参考書
参考書籍
①標準理学療法学 専門分野「理学療法研究法 第3版」：内山靖・島田裕之編集，医学書院，定
価5,170円，ISBN 978-4-260-01547-9
②最新理学療法学講座「理学療法研究法」：対馬栄輝編著，医歯薬出版株式会社，定
価4,620円，ISBN 978-4-263-26735-6
③Ｒコマンダーで簡単！医療系データ解析：対馬栄輝著，東京図書，定価3,520円IBBN 978-4-
489-02358-3
オフィスアワー
水曜日1限目。その他メールにて随時受け付けるmu-kato(a)sbctmu.ac.jp。［メールアドレス
の(a)は@］
実務経験の有無
この科目は多くの研究業績と大学院生などの研究指導の実績がある教員がその経験を活かして
指導にあたります。
その他
4年次の卒業課題研究の履修には、当科目を受講しておくことが望ましい。



講義コード 5200701
講義名 日常生活活動学
(副題)
代表ナンバリングコード 51L04-1004SR-00
講義開講時期 後期前半
講義区分 講義
基準単位数 1
時間 15.00
対象学年 1
必修/選択 必修
担当教員

氏名
荒井 沙織

総合学修目標
疾患や障害の種類、理学療法を提供する場面を問わず、日常生活活動（Activities of Daily
Living：ADL）の評価は理学療法士にとって必須の能力である。
本授業では、ADLの概念と範囲を理解するとともに、生活の質（Quality of Life：QOL）との関
連、ADL評価の目的および代表的な評価方法について学ぶ。
さらに、ADLを支援する各種福祉用具・支援機器の役割について理解し、対象者の生活を支え
る視点を身に付けることを目標とする。
個別学修目標
本授業を通して、学生は以下の事項ができるようになることを目標とする。
① ADLの概念と範囲、および国際生活機能分類（ICF）の構成要素について説明することができ
る。
② ADLとQOLの関係を説明し、代表的なQOL評価尺度を分類することができる。
③ 理学療法におけるADL評価の位置づけ、目的、活用方法および代表的な評価法の概要を説明
することができる。
④ ADLを支援する自助具、日常生活用具、歩行補助具、車椅子について、名称・機能・適応を
説明し、基本的なチェックアウトを実施することができる。
準備学修
講義後は内容を振り返り、略語や専門用語の意味をまとめておくこと（30分）。
講義内で出題した問題の答えをまとめておくこと（30分）。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科



学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 ◎

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

〇

授業計画

第1回
担当
教員

荒井 沙織
ADLの概念と範囲、国際生活機能分類とADL

内容 ADLの概念とその範囲、国際生活機能分類の基本概念と特徴を理解する。

第2回
担当
教員

荒井 沙織
基本的ADL、手段的ADL、ADLとQOL

内容 基本的ADLと手段的ADLの範囲、ADLとQOLの関連について理解する。

第3回
担当
教員

荒井 沙織
ADLの評価

内容 ADL評価の目的、評価方法、評価結果の活用について理解する。

第4回
担当
教員

荒井 沙織
代表的なADLの評価指標

内容 Barthel Indexと機能的自立度評価法（Functional Independence Measure; FIM)につ
いて評価項目や特徴を理解する。

第5回

担当
教員

荒井 沙織
小テスト
ADLに関わる基本動作、運動学的分析、バランスの評価

内容
第1-4回の範囲の小テストを実施する。
運動学的分析、基本動作、バランスの評価方法について基礎知識、評価項目や
特徴、対象を理解する。

第6回
担当
教員

荒井 沙織
ADLを支援する機器①歩行補助具

内容 ADLにおける歩行の重要性、歩行補助具の機能と応用、歩行の目的と歩行補助
具の役割を理解する。

第7回
担当
教員

荒井 沙織
ADLを支援する機器②車椅子

内容 車椅子の種類とそれぞれの機能、採寸とチェックアウト項目、介助方法を理解
する。

第8回
担当
教員

荒井 沙織
ADLを支援する機器③日常生活用具・自助具

内容 自助具、日常生活用具が果たす役割、処方・作成上で基本的な留意事項、代表
的な自助具・日常生活用具の具体的な使用（役割）を理解する。

評価方法とフィードバック方法
定期試験85点（85％）、小テスト15点（15％）、合計100点（100％）で評価する。
定期試験：正答の開示等は行わない。希望者のみ点数を開示する。



小テスト：講義の中で解説・講評する。
教科書
『標準理学療法学 専門分野 日常生活活動学・生活環境学 第6版』編著：奈良 勲、出版社：医学
書院、定価：5,940円（税込み)
参考書
『実践リハビリテーション・シリーズ 脳卒中の機能評価―SIASとFIM［基礎編］』編著：千野
直一、出版社：金原出版、定価：2,860円（税込み)
※その他、適宜紹介する。
オフィスアワー
月曜日・3限、水曜日・2限、531教員研究室
実務経験の有無
この科目は理学療法士の実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、実践的教育を行って
いる科目である。
その他
授業に関する諸注意は初回授業時に説明する。



講義コード 5200801
講義名 日常生活活動学実習
(副題)
代表ナンバリングコード 51P04-2005FR-00
講義開講時期 前期
講義区分 実習
基準単位数 1
時間 45.00
対象学年 2
必修/選択 必修
担当教員

氏名
山田 洋一
武内 朗
兎澤 良輔
荒井 沙織

総合学修目標
リハビリテーション医学において日常生活活動（ADL）を理解することは重要である。この授
業では、１年次履修科目「日常生活活動学」を踏まえ、理学療法の代表的な疾患・障害対象者
のADL上の問題と評価、基本的な対応方法を実習を通して理解することを目標にする。

個別学修目標
1. 代表的な疾患・障害ごとの特性を理解する前に、基礎医学的観点から障害を捉えるため、基
本的な人間工学的知識を、実習を通して理解する。
以下の代表的な疾患・障害ごとの実習を含めた授業は、履修学生を4グループに分け、担当教員
の授業をローテーションする。
2. 脳血管障害等による片麻痺について障害の理解、ADL評価、ADL指導、必要な環境整備につ
いて講義と実習を通して理解ができる。
3. 脊髄損傷による四肢麻痺、対麻痺について障害の理解、ADL評価、ADL指導、必要な環境整
備について講義と実習を通して理解ができる。
4. 脳性麻痺による運動障害について障害の理解、ADL評価、ADL指導、必要な環境整備につい
て講義と実習を通して理解ができる。
5. 神経筋疾患・難病による運動障害について障害の理解、ADL評価、ADL指導、必要な環境整
備について講義と実習を通して理解ができる。
6. 股・膝関節人工関節置換術後のリスク、運動障害について障害の理解、ADL評価、ADL指
導、必要な環境整備について講義と実習を通して理解ができる。
7. 下肢切断による運動障害について障害の理解、ADL評価、ADL指導、必要な環境整備につい
て講義と実習を通して理解ができる。
8. 視覚障害(ロービジョン)の障害の理解、ADL評価、ADL指導、必要な環境整備について講義と
実習を通して理解ができる。
9. 関節リウマチによる運動障害について障害の理解、ADL評価、ADL指導、必要な環境整備に
ついて講義と実習を通して理解ができる。
10. 呼吸・循環器疾患による運動障害について障害の理解、ADL評価、ADL指導、必要な環境整
備について講義と実習を通して理解ができる。
準備学修
この科目を理解するためには、毎回授業前後に予習と復習が重要です（予習、復習
は30～60分）。



1. 教科書の通読、専門用語など重要用語の抜き出しをしておく（自身で調べられることは自習
しておく）。
2. 予習ポイントについては、クラスルームの資料も参考にする。
3. 「解剖学」「生理学」「運動学」で学修した知識と連携する（いずれの科目も人間の身体に
ついて学ぶ科目で全て関連する）。
4. 実習における技能の習得は、反復練習が必要なため、授業以外に学生同士で練習をする。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 ◎

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

〇

授業計画

第1回

担
当
教
員

山田 洋一
武内 朗
兎澤 良輔
荒井 沙織
1. オリエンテーション

内
容

1. オリエンテーション：担当教員の紹介、シラバス確認（授業内容、課題、試験
等について）、受講に当たってルールを確認する。

担
当
教
員

山田 洋一
武内 朗
兎澤 良輔
荒井 沙織
第2から4回
1. 身体計測
2. ADLに関わる計測
3. 車いすと適合採寸



第2回

4. 歩行・応用歩行、車いす駆動計測

内
容

授業内課題：担当教員が助言、指導を行う。（山田：90分、武内：90分、兎
澤：90分、荒井：90分）
4グループに分かれ1-4の計測を行う。
担当
1G：武内、2G：兎澤、3G：荒井、4G：山田
自身の人体寸法、およびADLに関連する空間の寸法を計測して、身体活動のサイ
ズ感覚などを理解する。また、歩行、階段昇降など移動前後の循環機能を計測
し、移動に伴う負荷を理解する。
1. 人体寸法の計測
・ 身長、上肢長、肩幅（両側肩峰）、立位・椅座位での上肢のリーチ範囲を計
測し記録する。
2. 指定した学内備品の寸法を計測を行い、サイズ感覚を身につける。
・ 階段寸法（蹴上、踏み面、手すりの高さ・直径）
・ 洋式トイレのドア開口幅、便器の高さ
3. 車いすのサイズ計測と適合サイズの算出する。
4. 移動運動に伴うバイタルの変化を理解する。
・ 自由歩行、歩行補助具（T-cane、多脚杖）、階段移動前後のバイタルを記録す
る。
・ 車いす駆動（両上肢駆動、片手片足駆動）前後のバイタルを記録する。

第3回

担
当
教
員

山田 洋一
武内 朗
兎澤 良輔
荒井 沙織
第2回と連続
1. 身体計測
2. ADLに関わる計測
3. 車いすと適合採寸
4. 歩行・応用歩行、車いす駆動計測

内
容

授業内課題：担当教員が助言、指導を行う。（山田：90分、武内：90分、兎
澤：90分、荒井：90分）
4グループに分かれ1-4の計測を行う。
担当
1G：武内、2G：兎澤、3G：荒井、4G：山田
自身の人体寸法、およびADLに関連する空間の寸法を計測して、身体活動のサイ
ズ感覚などを理解する。また、歩行、階段昇降など移動前後の循環機能を計測
し、移動に伴う負荷を理解する。
1. 人体寸法の計測
・ 身長、上肢長、肩幅（両側肩峰）、立位・椅座位での上肢のリーチ範囲を計
測し記録する。
2. 指定した学内備品の寸法を計測を行い、サイズ感覚を身につける。
・ 階段寸法（蹴上、踏み面、手すりの高さ・直径）
・ 洋式トイレのドア開口幅、便器の高さ
3. 車いすのサイズ計測と適合サイズの算出する。
4. 移動運動に伴うバイタルの変化を理解する。
・ 自由歩行、歩行補助具（T-cane、多脚杖）、階段移動前後のバイタルを記録す
る。
・ 車いす駆動（両上肢駆動、片手片足駆動）前後のバイタルを記録する。

担
当
教
員

山田 洋一
武内 朗
兎澤 良輔
荒井 沙織
1. 身体計測
2. ADLに関わる計測
3. 車いすと適合採寸
4. 歩行・応用歩行、車いす駆動計測



第4回

内
容

授業内課題：担当教員が助言、指導を行う。（山田：90分、武内：90分、兎
澤：90分、荒井：90分）
4グループに分かれ1-4の計測を行う。
担当
1G：武内、2G：兎澤、3G：荒井、4G：山田
自身の人体寸法、およびADLに関連する空間の寸法を計測して、身体活動のサイ
ズ感覚などを理解する。また、歩行、階段昇降など移動前後の循環機能を計測
し、移動に伴う負荷を理解する。
1. 人体寸法の計測
・ 身長、上肢長、肩幅（両側肩峰）、立位・椅座位での上肢のリーチ範囲を計
測し記録する。
2. 指定した学内備品の寸法を計測を行い、サイズ感覚を身につける。
・ 階段寸法（蹴上、踏み面、手すりの高さ・直径）
・ 洋式トイレのドア開口幅、便器の高さ
3. 車いすのサイズ計測と適合サイズの算出する。
4. 移動運動に伴うバイタルの変化を理解する。
・ 自由歩行、歩行補助具（T-cane、多脚杖）、階段移動前後のバイタルを記録す
る。
・ 車いす駆動（両上肢駆動、片手片足駆動）前後のバイタルを記録する。

第5回

担
当
教
員

山田 洋一
武内 朗
兎澤 良輔
荒井 沙織
第4回と連続
1. 身体計測
2. ADLに関わる計測
3. 車いすと適合採寸
4. 歩行・応用歩行、車いす駆動計測

内
容

授業内課題：担当教員が助言、指導を行う。（山田：90分、武内：90分、兎
澤：90分、荒井：90分）
4グループに分かれ1-4の計測を行う。
担当
1G：武内、2G：兎澤、3G：荒井、4G：山田
自身の人体寸法、およびADLに関連する空間の寸法を計測して、身体活動のサイ
ズ感覚などを理解する。また、歩行、階段昇降など移動前後の循環機能を計測
し、移動に伴う負荷を理解する。
1. 人体寸法の計測
・ 身長、上肢長、肩幅（両側肩峰）、立位・椅座位での上肢のリーチ範囲を計
測し記録する。
2. 指定した学内備品の寸法を計測を行い、サイズ感覚を身につける。
・ 階段寸法（蹴上、踏み面、手すりの高さ・直径）
・ 洋式トイレのドア開口幅、便器の高さ
3. 車いすのサイズ計測と適合サイズの算出する。
4. 移動運動に伴うバイタルの変化を理解する。
・ 自由歩行、歩行補助具（T-cane、多脚杖）、階段移動前後のバイタルを記録す
る。
・ 車いす駆動（両上肢駆動、片手片足駆動）前後のバイタルを記録する。

第6回

担
当
教
員

山田 洋一
武内 朗
兎澤 良輔
荒井 沙織
グループに分かれ、講義、実習を行う
1. 片麻痺（武内）
2. 脳性麻痺（兎澤）
3. 人工股関節全置換術後（荒井）
4. 関節リウマチ（山田）



内
容

1G. 片麻痺：障害像、ADL評価、ADLの実際と指導、APDL、高次脳機能障害
（武内：90分）
2G. 脳性麻痺：障害像、ADL評価、ADLの実際と指導、APDL（兎澤：90分）
3G. 人工股関節全置換術後：THAのリハ、ADLの実際と指導（荒井：90分）
4G. 関節リウマチ：障害像、ADL評価、ADLの実施と指導、APDL（山
田：90分）

第7回

担
当
教
員

山田 洋一
武内 朗
兎澤 良輔
荒井 沙織
第6回と連続
グループに分かれ、講義、実習を行う
1. 片麻痺（武内）
2. 脳性麻痺（兎澤）
3. 人工股関節全置換術後（荒井）
4. 関節リウマチ（山田）

内
容

1G. 片麻痺：障害像、ADL評価、ADLの実際と指導、APDL、高次脳機能障害
（武内：90分）
2G. 脳性麻痺：障害像、ADL評価、ADLの実際と指導、APDL（兎澤：90分）
3G. 人工股関節全置換術後：THAのリハ、ADLの実際と指導（荒井：90分）
4G. 関節リウマチ：障害像、ADL評価、ADLの実施と指導、APDL（山
田：90分）

第8回

担
当
教
員

山田 洋一
武内 朗
兎澤 良輔
荒井 沙織
グループに分かれ、講義、実習を行う
1. 片麻痺（武内）
2. 脳性麻痺（兎澤）
3. 人工股関節全置換術後（荒井）
4. 関節リウマチ（山田）

内
容

2G. 片麻痺：障害像、ADL評価、ADLの実際と指導、APDL、高次脳機能障害
（武内：90分）
3G. 脳性麻痺：障害像、ADL評価、ADLの実際と指導、APDL（兎澤：90分）
4G. 人工股関節全置換術後：THAのリハ、ADLの実際と指導（荒井90分）
1G. 関節リウマチ：障害像、ADL評価、ADLの実施と指導、APDL（山
田：90分）

第9回

担
当
教
員

山田 洋一
武内 朗
兎澤 良輔
荒井 沙織
第8回と連続
グループに分かれ、講義、実習を行う
1. 片麻痺（武内）
2. 脳性麻痺（兎澤）
3. 人工股関節全置換術後（荒井）
4. 関節リウマチ（山田）

内
容

2G. 片麻痺：障害像、ADL評価、ADLの実際と指導、APDL、高次脳機能障害
（武内：90分）
3G. 脳性麻痺：障害像、ADL評価、ADLの実際と指導、APDL（兎澤：90分）
4G. 人工股関節全置換術後：THAのリハ、ADLの実際と指導（荒井：90分）
1G. 関節リウマチ：障害像、ADL評価、ADLの実施と指導、APDL（山
田：90分）
山田 洋一
武内 朗



第10回

担
当
教
員

兎澤 良輔
荒井 沙織
グループに分かれ、講義、実習を行う
1. 片麻痺（武内）
2. 脳性麻痺（兎澤）
3. 人工股関節全置換術後（荒井）
4. 関節リウマチ（山田）

内
容

3G. 片麻痺：障害像、ADL評価、ADLの実際と指導、APDL、高次脳機能障害
（武内：90分）
4G. 脳性麻痺：障害像、ADL評価、ADLの実際と指導、APDL（兎澤：90分）
1G. 人工股関節全置換術後：THAのリハ、ADLの実際と指導（荒井：90分）
2G. 関節リウマチ：障害像、ADL評価、ADLの実施と指導、APDL（山
田：90分）

第11回

担
当
教
員

山田 洋一
武内 朗
兎澤 良輔
荒井 沙織
第10回と連続
グループに分かれ、講義、実習を行う
1. 片麻痺（武内）
2. 脳性麻痺（兎澤）
3. 人工股関節全置換術後（荒井）
4. 関節リウマチ（山田）

内
容

3G. 片麻痺：障害像、ADL評価、ADLの実際と指導、APDL、高次脳機能障害
（武内：90分）
4G. 脳性麻痺：障害像、ADL評価、ADLの実際と指導、APDL（兎澤：90分）
1G. 人工股関節全置換術後：THAのリハ、ADLの実際と指導（荒井：90分）
2G. 関節リウマチ：障害像、ADL評価、ADLの実施と指導、APDL（山
田：90分）

第12回

担
当
教
員

山田 洋一
武内 朗
兎澤 良輔
荒井 沙織
グループに分かれ、講義、実習を行う
1. 片麻痺（武内）
2. 脳性麻痺（兎澤）
3. 人工股関節全置換術後（荒井）
4. 関節リウマチ（山田）

内
容

4G. 片麻痺：障害像、ADL評価、ADLの実際と指導、APDL、高次脳機能障害
（武内：90分）
1G. 脳性麻痺：障害像、ADL評価、ADLの実際と指導、APDL（兎澤：90分）
2G. 人工股関節全置換術後：THAのリハ、ADLの実際と指導（荒井：90分）
3G. 関節リウマチ：障害像、ADL評価、ADLの実施と指導、APDL（山
田：90分）

第13回

担
当
教
員

山田 洋一
武内 朗
兎澤 良輔
荒井 沙織
第12回と連続
グループに分かれ、講義、実習を行う
1. 片麻痺（武内）
2. 脳性麻痺（兎澤）
3. 人工股関節全置換術後（荒井）
4. 関節リウマチ（山Dあ）
4G. 片麻痺：障害像、ADL評価、ADLの実際と指導、APDL、高次脳機能障害



内
容

（武内：90分）
1G. 脳性麻痺：障害像、ADL評価、ADLの実際と指導、APDL（兎澤：90分）
2G. 人工股関節全置換術後：THAのリハ、ADLの実際と指導（荒井：90分）
3G. 関節リウマチ：障害像、ADL評価、ADLの実施と指導、APDL（山
田：90分）

第14回

担
当
教
員

山田 洋一
武内 朗
兎澤 良輔
荒井 沙織
1. 前半授業振り返り
2. 小括

内
容

前半授業（第2～13回）の理解度を確認する。（山田：90分、武内：90分、兎
澤：90分、荒井：90分）
1. 個人ワーク
・ 第2～13回課題
・ 振り返り
2. 小括
・ 各疾患の実習のポイント
3. 第15回以降の授業について説明をする。
4. 前半実技課題について説明をする。

第15回

担
当
教
員

山田 洋一
武内 朗
兎澤 良輔
荒井 沙織
グループに分かれ、講義、実習を行う
1. 脊損（武内）
2. 神経筋疾患・難病（兎澤）
3. 下肢切断、ロービジョン（荒井）
4. 呼吸器・循環器疾患（山田）

内
容

1G. 脊髄損傷：障害像、評価、ADLの実際と指導、APDL（武内：90分）
2G. 神経筋疾患・難病：障害像、Parkinson病・脊髄小脳変性症・筋萎縮性側索硬
化症・多発性硬化症・筋ジストロフィーのADL（兎澤：90分）
3G. 下肢切断：障害像、断端管理、下肢切断者ADLの実際と指導（荒井：90分）
ロービジョン：障害像、ADLの実際と指導
4G. 呼吸器疾患：障害像、ADLの実際と指導（山田：90分）
循環器疾患：障害像、ADLの実際と指導

第16回

担
当
教
員

山田 洋一
武内 朗
兎澤 良輔
荒井 沙織
第15回連続
グループに分かれ、講義、実習を行う
1. 脊損（武内）
2. 神経筋疾患・難病（兎澤）
3. 下肢切断、ロービジョン（荒井）
4. 呼吸器・循環器疾患（山田）

内
容

1G. 脊髄損傷：障害像、評価、ADLの実際と指導、APDL（武内：90分）
2G. 神経筋疾患・難病：障害像、Parkinson病・脊髄小脳変性症・筋萎縮性側索硬
化症・多発性硬化症・筋ジストロフィーのADL（兎澤：90分）
3G. 下肢切断：障害像、断端管理、下肢切断者ADLの実際と指導（荒井：90分）
ロービジョン：障害像、ADLの実際と指導
4G. 呼吸器疾患：障害像、ADLの実際と指導（山田：90分）
循環器疾患：障害像、ADLの実際と指導
山田 洋一



第17回

担
当
教
員

武内 朗
兎澤 良輔
荒井 沙織
グループに分かれ、講義、実習を行う
1. 脊損（武内）
2. 神経筋疾患・難病（兎澤）
3. 下肢切断、ロービジョン（荒井）
4. 呼吸器・循環器疾患（山田）

内
容

2G. 脊髄損傷：障害像、評価、ADLの実際と指導、APDL（武内：90分）
3G. 神経筋疾患・難病：障害像、Parkinson病・脊髄小脳変性症・筋萎縮性側索硬
化症・多発性硬化症・筋ジストロフィーのADL（兎澤：90分）
4G. 下肢切断：障害像、断端管理、下肢切断者ADLの実際と指導（荒井：90分）
ロービジョン：障害像、ADLの実際と指導
1G. 呼吸器疾患：障害像、ADLの実際と指導（山田：90分）
循環器疾患：障害像、ADLの実際と指導

第18回

担
当
教
員

山田 洋一
武内 朗
兎澤 良輔
荒井 沙織
第17回連続
グループに分かれ、講義、実習を行う
1. 脊損（武内）
2. 神経筋疾患・難病（兎澤）
3. 下肢切断、ロービジョン（荒井）
4. 呼吸器・循環器疾患（山田）

内
容

2G. 脊髄損傷：障害像、評価、ADLの実際と指導、APDL（武内：90分）
3G. 神経筋疾患・難病：障害像、Parkinson病・脊髄小脳変性症・筋萎縮性側索硬
化症・多発性硬化症・筋ジストロフィーのADL（兎澤：90分）
4G. 下肢切断：障害像、断端管理、下肢切断者ADLの実際と指導（荒井：90分）
ロービジョン：障害像、ADLの実際と指導
1G. 呼吸器疾患：障害像、ADLの実際と指導（山田：90分）
循環器疾患：障害像、ADLの実際と指導

第19回

担
当
教
員

山田 洋一
武内 朗
兎澤 良輔
荒井 沙織
グループに分かれ、講義、実習を行う
1. 脊損（武内）
2. 神経筋疾患・難病（兎澤）
3. 下肢切断、ロービジョン（荒井）
4. 呼吸器・循環器疾患（山田）

内
容

3G. 脊髄損傷：障害像、評価、ADLの実際と指導、APDL（武内：90分）
4G. 神経筋疾患・難病：障害像、Parkinson病・脊髄小脳変性症・筋萎縮性側索硬
化症・多発性硬化症・筋ジストロフィーのADL（兎澤：90分）
1G. 下肢切断：障害像、断端管理、下肢切断者ADLの実際と指導（荒井：90分）
ロービジョン：障害像、ADLの実際と指導
2G. 呼吸器疾患：障害像、ADLの実際と指導（山田：90分）
循環器疾患：障害像、ADLの実際と指導

担
当
教
員

山田 洋一
武内 朗
兎澤 良輔
荒井 沙織
第19回連続
グループに分かれ、講義、実習を行う
1. 脊損（武内）
2. 神経筋疾患・難病（兎澤）



第20回 3. 下肢切断、ロービジョン（荒井）
4. 呼吸器・循環器疾患（山田）

内
容

3G. 脊髄損傷：障害像、評価、ADLの実際と指導、APDL（武内：90分）
4G. 神経筋疾患・難病：障害像、Parkinson病・脊髄小脳変性症・筋萎縮性側索硬
化症・多発性硬化症・筋ジストロフィーのADL（兎澤：90分）
1G. 下肢切断：障害像、断端管理、下肢切断者ADLの実際と指導（荒井：90分）
ロービジョン：障害像、ADLの実際と指導
2G. 呼吸器疾患：障害像、ADLの実際と指導（山田：90分）
循環器疾患：障害像、ADLの実際と指導

第21回

担
当
教
員

山田 洋一
武内 朗
兎澤 良輔
荒井 沙織
グループに分かれ、講義、実習を行う
1. 脊損（武内）
2. 神経筋疾患・難病（兎澤）
3. 下肢切断、ロービジョン（荒井）
4. 呼吸器・循環器疾患（山田）

内
容

4G. 脊髄損傷：障害像、評価、ADLの実際と指導、APDL（武内：90分）
1G. 神経筋疾患・難病：障害像、Parkinson病・脊髄小脳変性症・筋萎縮性側索硬
化症・多発性硬化症・筋ジストロフィーのADL（兎澤：90分）
2G. 下肢切断：障害像、断端管理、下肢切断者ADLの実際と指導（荒井：90分）
ロービジョン：障害像、ADLの実際と指導
3G. 呼吸器疾患：障害像、ADLの実際と指導（山田：90分）
循環器疾患：障害像、ADLの実際と指導

第22回

担
当
教
員

山田 洋一
武内 朗
兎澤 良輔
荒井 沙織
第21回連続
グループに分かれ、講義、実習を行う
1. 脊損（武内）
2. 神経筋疾患・難病（兎澤）
3. 下肢切断、ロービジョン（荒井）
4. 呼吸器・循環器疾患（山田）

内
容

4G. 脊髄損傷：障害像、評価、ADLの実際と指導、APDL（武内：90分）
1G. 神経筋疾患・難病：障害像、Parkinson病・脊髄小脳変性症・筋萎縮性側索硬
化症・多発性硬化症・筋ジストロフィーのADL（兎澤：90分）
2G. 下肢切断：障害像、断端管理、下肢切断者ADLの実際と指導（荒井：90分）
ロービジョン：障害像、ADLの実際と指導
3G. 呼吸器疾患：障害像、ADLの実際と指導（山田：90分）
循環器疾患：障害像、ADLの実際と指導

第23回

担
当
教
員

山田 洋一
武内 朗
兎澤 良輔
荒井 沙織
1. 後半授業振り返り
2. 総括

内
容

後半受業（第15～22回）の理解度を確認する。（山田：90分、武内：90分、兎
澤：90分、荒井：90分）
1. 個人ワーク
・ 第15～22回課題
・ 振り返り
2. 小括
・ 各疾患の実習のポイント



3. 後半実技課題について説明をする。
4. この授業の総括をする。

評価方法とフィードバック方法
1. 全授業の1/3（8回）以上の欠席は科目未履修となる
2. 評価は以下の内容で行う
① 定期試験：50％
② 実技試験：40％（提出された2つの実技動画をルーブリック評価する）
③ 提出課題：10%（課題は期限内に提出すること）
3. この授業はグループ行動が多いため，個々の協調性，積極性，公平性，リーダーシップなど
社会人として必要な資質が求められる．再三の注意にも関わらず改善が認められない場合には
評価に影響することもある
フィードバック
① 定期試験：結果、質問は希望者個別に随時対応する
② 実技試験：結果、質問は希望者個別に随時対応する

教科書
1年次履修科目「日常生活活動学」で使用した教科書をそのまま使用します。
PT標準理学療法学専門分野 日常生活活動学・生活環境学第6版 鶴見隆正・他 医学書院 5,940円
（税込）

参考書
必要な授業資料はクラスルームに投稿するので、各自ダウンロード、印刷すること。
オフィスアワー
各教員の別途提示案内資料を確認すること。
実務経験の有無
この科目は急性期病院、回復期病院、老人保健施設、診療所での臨床経験があり、幅広い疾患
の日常生活活動に関わる理学療法を行ってきた経験を活かした実践的教育を行う科目です。
その他
1. 授業のグループ分け(1G～4G）は履修登録後行い第1回授業及びクラスルームに発表する。
2. 授業に関する掲示はクラスルームを使用するので必ず確認をすること.
3. 実習はスクラブを着用して参加すること。
4. 授業の妨害、迷惑行為、教員の注意を守らない者は退室を命じることがある。

担当教員実務経験の有無，有



講義コード 5201001
講義名 機能能力診断学実習
(副題)
代表ナンバリングコード 51P04-2006SR-00
講義開講時期 後期
講義区分 実習
基準単位数 1
時間 45.00
対象学年 2
必修/選択 必修
担当教員

氏名
荒巻 英文
一色 員子
酒井 実希

総合学修目標
本科目では理学療法評価学Ⅰに引き続き、理学療法士およびアスレティックトレーナー（AT）に
必要とされる検査・測定および評価について、その意義と目的を学び、具体的な評価プロセス
の理解・実践できる能力の習得を目標とする。
個別学修目標
①徒手筋力検査の意義と目的を理解し、正確に検査することができる。
②整形外科的検査の意義と目的を理解し、正確に検査することができる。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 〇

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深



め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

〇

授業計画

第1回
担当教

員
荒巻 英文
徒手筋力検査1

内容 総論

第2回
担当教

員

荒巻 英文
一色 員子
酒井 実希
徒手筋力検査2【荒巻（90分）：グループA、一色（90分）：B、酒井
（90分）：C】

内容 股関節1 AL：D

第3回
担当教

員

荒巻 英文
一色 員子
酒井 実希
徒手筋力検査3【荒巻（90分）：グループA、一色（90分）：B、酒井
（90分）：C】

内容 股関節2 AL：D

第4回
担当教

員

荒巻 英文
一色 員子
酒井 実希
徒手筋力検査4【荒巻（90分）：グループA、一色（90分）：B、酒井
（90分）：C】

内容 膝・足関節 AL：D

第5回
担当教

員

荒巻 英文
一色 員子
酒井 実希
徒手筋力検査5【荒巻（90分）：グループA、一色（90分）：B、酒井
（90分）：C】

内容 足部、足趾 AL：D

第6回
担当教

員

荒巻 英文
一色 員子
酒井 実希
徒手筋力検査6【荒巻（90分）：グループA、一色（90分）：B、酒井
（90分）：C】

内容 肩甲帯1 AL：D

第7回
担当教

員

荒巻 英文
一色 員子
酒井 実希
徒手筋力検査7【荒巻（90分）：グループA、一色（90分）：B、酒井
（90分）：C】

内容 肩甲帯2 AL：D

第8回
担当教

員

荒巻 英文
一色 員子
酒井 実希
徒手筋力検査8【荒巻（90分）：グループA、一色（90分）：B、酒井
（90分）：C】

内容 肩関節1 AL：D



第9回
担当教

員

荒巻 英文
一色 員子
酒井 実希
徒手筋力検査9【荒巻（90分）：グループA、一色（90分）：B、酒井
（90分）：C】

内容 肩関節2 AL：D

第10回
担当教

員

荒巻 英文
一色 員子
酒井 実希
徒手筋力検査10【荒巻（90分）：グループA、一色（90分）：B、酒井
（90分）：C】

内容 肘関節、前腕 AL：D

第11回
担当教

員

荒巻 英文
一色 員子
酒井 実希
徒手筋力検査11【荒巻（90分）：グループA、一色（90分）：B、酒井
（90分）：C】

内容 手関節、手指 AL：D

第12回
担当教

員

荒巻 英文
一色 員子
酒井 実希
徒手筋力検査12【荒巻（90分）：グループA、一色（90分）：B、酒井
（90分）：C】

内容 母指 AL：D

第13回
担当教

員

荒巻 英文
一色 員子
酒井 実希
徒手筋力検査13【荒巻（90分）：グループA、一色（90分）：B、酒井
（90分）：C】

内容 頸部 AL：D

第14回
担当教

員

荒巻 英文
一色 員子
酒井 実希
徒手筋力検査14【荒巻（90分）：グループA、一色（90分）：B、酒井
（90分）：C】

内容 体幹 AL：D

第15回
担当教

員
荒巻 英文
徒手筋力検査15

内容 徒手筋力検査の要点、実技・筆記試験概要

第16回
担当教

員

一色 員子
荒巻 英文
酒井 実希
整形外科的検査1【荒巻（90分）：グループA、一色（90分）：B、酒井
（90分）：C】

内容 頸部疾患 AL：D

第17回
担当教

員

一色 員子
荒巻 英文
酒井 実希
整形外科的検査2【荒巻（90分）：グループA、一色（90分）：B、酒井
（90分）：C】

内容 胸郭出口症候群および胸椎部疾患 AL：D
一色 員子



第18回
担当教

員
荒巻 英文
酒井 実希
整形外科的検査3【荒巻（90分）：グループA、一色（90分）：B、酒井
（90分）：C】

内容 腰部疾患、仙腸関節疾患 AL：D

第19回
担当教

員

一色 員子
荒巻 英文
酒井 実希
整形外科的検査4【荒巻（90分）：グループA、一色（90分）：B、酒井
（90分）：C】

内容 肩・肘・手関節疾患 AL：D

第20回
担当教

員

一色 員子
荒巻 英文
酒井 実希
整形外科的検査5【荒巻（90分）：グループA、一色（90分）：B、酒井
（90分）：C】

内容 指・股関節疾患 AL：D

第21回
担当教

員

一色 員子
荒巻 英文
酒井 実希
整形外科的検査6【荒巻（90分）：グループA、一色（90分）：B、酒井
（90分）：C】

内容 膝関節疾患 AL：D

第22回
担当教

員

一色 員子
荒巻 英文
酒井 実希
整形外科的検査7【荒巻（90分）：グループA、一色（90分）：B、酒井
（90分）：C】

内容 足関節疾患、その他の疾患 AL：D

第23回
担当教

員
荒巻 英文
機能能力診断における要点

内容 各検査法の要点、国家試験問題の紹介と解説

評価方法とフィードバック方法
定期試験80点（80％）、実技試験20点（20％）、合計100点（100％）で評価する。
その都度解説、講評する。
教科書
①『新・徒手筋力検査法 原著第10版』 津山直一・中村耕三 訳 協同医書出版 8,580円
②『理学療法評価学 第6版補訂版』 松澤正・江口勝彦 金原出版 6,820円
参考書
PT・OTのための測定評価DVD Series6『整形外科的検査』 伊藤俊一 監 三輪書店 4,180円
オフィスアワー
月・火・金曜昼休憩、水曜2限、518教員研究室
実務経験の有無
この科目は理学療法士の実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、実践的教育を行って
いる科目である。
その他
①実習の授業においては、肌を裸出可能な服装（ジャージ、Tシャツ、短パンなど）を着用のこ
と。
②実技は3グループに分かれて進行する。学籍番号1～30：グループA、31～60：B、61～：Cと
する。



③適宜プリント資料を配付するが、授業は主に教科書の範囲である。
④学修量が非常に多い科目である。集中して受講し、毎回の復習を欠かさないことが肝要であ
る。
⑤授業に関する諸注意については別途説明する。



講義コード 5201101
講義名 神経診断学
(副題)
代表ナンバリングコード 51L04-3007FR-00
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 1
時間 30.00
対象学年 3
必修/選択 必修
担当教員

氏名
田邉 勇人

総合学修目標
神経筋疾患の理解に必要な神経解剖を理解する。疾患名と主要な症状、および症状と疾患名、
障害部位の対応を理解する。これらにより、疾患名、障害部位から症状とリハを行うにあたっ
ての評価を挙げることができるようにする。
個別学修目標
①中枢および末梢神経、筋の解剖と機能を理解する。
②主な神経・筋疾患の原因、症状、治療を理解する。
③症状から疾患名、障害部位を理解する。
④症状に関連する検査を理解する。

準備学修
授業中はしっかり講義に集中して理解してください。覚えるのではなく教官の講義が理解でき
るかどうかを重視します。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。



【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回

担
当
教
員

田邉 勇人
大脳の動脈、機能局在、障害部位と症状

内
容 ①大脳の構造と機能、②脳の機能局在と症状

第2回

担
当
教
員

田邉 勇人
間脳、大脳辺縁系、大脳基底核、脳幹、小脳の解剖と機能、障害

内
容

①間脳、大脳辺縁系、大脳基底核、脳幹、小脳の構造と機能、②それらの障害と
症状

第3回

担
当
教
員

田邉 勇人
頭部CTやMRI画像①

内
容 ①頭部CT、MRI（MRAを含む）の特徴、②各スライスで確認できる主な部位

第4回

担
当
教
員

田邉 勇人
頭部CTやMRI画像②

内
容

とくに脳血管障害に関し、梗塞・出血部位を特定し、症状を想定する演習を行
う。

第5回

担
当
教
員

田邉 勇人
脳幹、小脳の障害部位と症状

内
容

中脳、橋、延髄、小脳の機能、障害部位と症状の関連を理解し、症状から障害部
位を想定できるようになる。

第6回

担
当
教
員

田邉 勇人
意識、記憶、随意運動、筋緊張のみかた

内
容

①JCS、GCS、②HDS-R、MMSEほか、③SIAS、BRSほか、④MAS、腱反射ほ
か、⑤その他：病的反射ほか

第7回

担
当
教
員

田邉 勇人
脳神経のみかた①

内
容

脳神経の種類と各機能を理解し、ⅠからⅥ脳神経の検査を実施できるようにな
る。



第8回

担
当
教
員

田邉 勇人
脳神経のみかた②

内
容 ⅦからⅫ脳神経の各検査ができるようになる。

第9回

担
当
教
員

田邉 勇人
運動失調のみかた

内
容

失調症状とその評価を理解し、脊髄性失調・小脳性失調・迷路性失調の判別がで
きるようになる。

第10回

担
当
教
員

田邉 勇人
感覚のみかた

内
容

感覚の種類、感覚受容器からの経路を理解する。各感覚の検査ができるようにな
る。

第11回

担
当
教
員

田邉 勇人
脊髄の障害部位と症状

内
容

脊髄の解剖と機能を理解し、障害部位（疾患）と症状を結び付けることができる
ようになる。

第12回

担
当
教
員

田邉 勇人
末梢神経と筋力・筋電図検査、感覚検査

内
容

末梢神経の構造、各末梢神経の機能を理解し、筋力検査、筋電図検査（神経伝導
速度検査含む）、感覚検査結果から障害された末梢神経を判断できるようにな
る。

第13回

担
当
教
員

田邉 勇人
自律神経のみかた

内
容

自律神経の構造と作用、症状を理解する。自律神経がかかわる自律神経反射、体
温調節、Hormer症候群、起立性低血圧、畜尿と排尿・神経因性膀胱、排便と便秘
を理解する。

第14回

担
当
教
員

田邉 勇人
その他の検査

内
容 血液検査、髄液検査、筋生検について理解する。

第15回

担
当
教
員

田邉 勇人
ケーススタディ

内
容

提示した症例の現病歴から検査結果から疾患名、障害部位を特定することができ
る。

担
当
教

田邉 勇人
まとめ、解説、総括



第16回 員
内
容 まとめ、重要項目の解説、総括

評価方法とフィードバック方法
授業態度状況10点（10％）
定期試験90点（90％）
フィードバック方法はクラスルーム、オフィスアワーをもって実施する。
教科書
①わかる医学 for Comedical リブロサイエンス

参考書
授業中に紹介します
オフィスアワー
授業日時以外、時間はメールにて連絡をください。
実務経験の有無
あり。救急医学（ER)を中心に臨床で実務を経験。
その他
科目は「診断」であり症状から診断をする流れですが、理学療法士として診断名から症状を想
定し、それに対する評価ができるようになることが重要です。



講義コード 5201301
講義名 基礎運動療法学
(副題)
代表ナンバリングコード 51L04-1008SR-00
講義開講時期 後期前半
講義区分 講義
基準単位数 1
時間 15.00
対象学年 1
必修/選択 必修
担当教員

氏名
石井 成美

総合学修目標
1）運動療法は理学療法の中核的治療手技であり、解剖学、生理学、運動学に基づいた応用科学
である。本講義においては、運動療法の歴史、概念を学修し、適切な運動療法の実施に必要な
基礎理論を学修する。

2）理学療法学科 DP1-①に該当する。
個別学修目標
① 運動療法の歴史、定義、概要について理解することができる。

② 運動療法に必要な基礎を理解し、説明できる。

③ 運動療法の定義、目的、種類、対象について説明できる。

④ 関節可動域訓練や筋力増強訓練など、理学療法において基本的な運動療法を理解し、説明で
きる。
準備学修
解剖学Ⅰや生理学Ⅰなど学習した科目の復習を行うこと。特に骨や筋肉を中心に行うと良い。
（30分）
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること



ができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回

担当
教員

石井 成美
運動療法の概念

内容
運動療法の歴史、定義、目的、種類について学習する。
運動療法の歴史を学ぶことで、運動療法の基本的な考え方や、現状・今後の
方向性について理解する。

第2回
担当
教員

石井 成美
運動療法の基礎

内容 関節構造と運動、筋収縮について学習する。

第3回
担当
教員

石井 成美
関節の機能の基礎

内容 運動の種類、関節運動の種類・目的、制限因子、関節の遊び、凹凸の法則に
ついて学習する。

第4回

担当
教員

石井 成美
基本的な運動療法（関節可動域運動）

内容
関節可動域運動、種類と適応・方法、ストレッチングについて学習する。
第1,2回目の授業の理解度を確認するために、小テストを実施する。（小テス
トは成績に反映される）

第5回
担当
教員

石井 成美
基本的な運動療法（筋力増強運動）

内容 筋力増強運動、骨格筋の萎縮と肥大、運動の強度・期間について学習する。

第6回

担当
教員

石井 成美
基本的な運動療法（筋持久力増強運動）

内容
筋力増強運動の方法、筋持久力・全身持久力の評価と運動について学習す
る。
第3,4回目の授業の理解度を確認するために、小テストを実施する。（小テス
トは成績に反映される）

第7回

担当
教員

石井 成美
基本的な運動療法（協調性運動・筋弛緩運動）

内容
協調性運動、筋弛緩運動について学習する。
第5,6回目の授業の理解度を確認するために、小テストを実施する。（小テス
トは成績に反映される）

第8回

担当
教員

石井 成美
基本的な運動療法（神経生理学的アプローチ）

内容
神経生理学的アプローチ、痛みに対する運動療法について学習する。
また、第1～7回で学習した内容をもとに、様々な運動療法の概要について理
解する。



評価方法とフィードバック方法
定期試験本試験（90％）と適宜行う小テスト（10％）によって評価を行う。

小テストの点数結果は、希望者のみ口頭で伝える。
本試験の点数結果は、希望者のみ口頭で伝える。
教科書
特に定めず
授業資料を配布
参考書
参考文献
1）シンプル理学療法シリーズ 運動療法学テキスト 改訂第3版 細田多穂 監修 南江堂
5，500円(税込)
2）標準理学療法学 運動療法学各論 第5版 吉尾雅春 編集 医学書院 6,600円（税込）
3）Crosslink理学療法学テキスト 運動療法学 対馬栄輝 編集 メジカルビュー社 5,720円（税込）
4）15レクチャーシリーズ 理学療法テキスト 運動療法学 石川朗 編集 中山書店 2,640（税込）

オフィスアワー
月曜日：1限、4限
火曜日：2限
水曜日：4限
木曜日：2限、3限
金曜日：2限
土曜日：週休
実務経験の有無
この科目は、臨床における整形外科系障害の理学療法の実務経験を活かし、理学療法の基本的
な概念やその種類や目的について講義を行っている科目です。
その他
授業の進行状況に応じて小テストの内容、実施時間等は変更あり。変更内容はクラスルームに
て通知予定。



講義コード 5201401
講義名 基礎運動療法学実習
(副題)
代表ナンバリングコード 51P04-1009SR-00
講義開講時期 後期後半
講義区分 実習
基準単位数 1
時間 45.00
対象学年 1
必修/選択 必修
担当教員

氏名
武内 朗
一色 員子
石井 成美

総合学修目標
①後期前半で学修した基礎運動療法学の知識を基に、基本となる運動療法技術を理解し、実施
できるようになる。
②ベッド上の移動および移乗動作を対象者の状況に合わせ実施することができる。

個別学修目標
①関節構造及び関節外運動（骨運動）と関節内運動（副運動）を理解したうえで、体幹、四肢
に対する関節可動域運動を実施できる。
②筋の走行を理解した上で、体幹および上下肢のストレッチングを実施できる。
③筋の走行を理解した上で、体幹および上下肢の等尺性収縮による筋力増強を実施できる。
④運動失調の障害像を理解したうえで、運動失調に対する運動療法を理解し、一部を実施でき
る。
⑤様々な状態の対象者に対するトランスファーができる。
⑥寝返りをはじめとした臥位から立位までの基本動作を理解し実施できる。
⑦臨床で用いられる各種治療体操を理解する。
準備学修
当科目では解剖学、運動学の知識が基本となるため、前期に実施される解剖学を理解しておく
ことが重要。また1年後期に実施される運動学Ⅰの教科書に目を通しておくことを推奨する。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎



【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 〇

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回

担当
教員

武内 朗
授業ガイダンス 運動療法の基本概念

内容
授業の進め方、注意事項、試験方法についての説明。
基本的運動療法について学修する。
関節可動域制限、最終域感、関節運動学について学修する。

第2回

担当
教員

武内 朗
一色 員子
石井 成美
関節可動域運動１ 頸部、肩甲帯および周辺部位の触診と他動的関節可動域運動
（以下p-ROMex.）

内容

頸部、肩甲骨、肩鎖・胸鎖関節の触診を学修する。
頸部、肩甲帯、肩甲帯周囲のp-ROMex.実技を行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：Aグループ（以下A）・一色（90分）：Bグループ（以下B）・
石井（90分）：Cグループ（以下C）】

第3回

担当
教員

武内 朗
一色 員子
石井 成美
関節可動域運動２ 肩関節、肘関節、の触診とp-ROMex.

内容

肩（肩甲上腕）関節、肘関節の触診を学修する。
肩（肩甲上腕）関節、肘関節における関節の遊びを理解し、遊び運動を実践す
る。
上記関節で構成運動を考慮しながらp-ROMex.実技を行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：B・一色（90分）：C・石井（90分）：A】

第4回

担当
教員

武内 朗
一色 員子
石井 成美
関節可動域運動３ 前腕、手関節、手指の触診とp-ROMex.

内容

前腕、手関節、手指の触診を学修する。
前腕、手関節、手指における関節の遊びを理解し、遊び運動を実践する。
上記関節で構成運動を考慮しながらp-ROMex.実技を行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：C・一色（90分）：A・石井（90分）：B】



第5回

担当
教員

武内 朗
一色 員子
石井 成美
関節可動域運動３ 胸腰部、股関節の触診とp-ROMex.

内容

胸腰部、股関節周囲の触診を学修する。
股関節における関節の遊びを理解し、遊び運動を実践する。
上記関節で構成運動を考慮しながらp-ROMex.実技を行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：A・一色（90分）：B・石井（90分）：C】

第6回

担当
教員

武内 朗
一色 員子
石井 成美
関節可動域運動４ 膝関節、足関節、足部のp-ROMex.

内容

膝関節、足関節周囲の触診を学修する。
膝関節、足関節における関節の遊びを理解し、遊び運動を実践する。
上記関節で構成運動を考慮しながらp-ROMex.実技を行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：Ｂ・一色（90分）：Ｃ・石井（90分）：Ａ】

第7回

担当
教員

一色 員子
武内 朗
石井 成美
ストレッチングの概略
ストレッチング１ 頚部、体幹

内容

ストレッチング実施にあたり、筋の起始・停止、骨標本を用い筋の走行につい
て学修する。
頚部、体幹の主要筋に対するストレッチングの実技を行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：Ｃ・一色（90分）：Ａ・石井（90分）：Ｂ】

第8回

担当
教員

一色 員子
武内 朗
石井 成美
ストレッチング２ 上肢（肩・肘・手周囲）のストレッチング

内容
上肢（肩・肘・手周囲）の主要筋に対するストレッチングの実技を行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：Ａ・一色（90分）：Ｂ・石井（90分）：Ｃ】

第9回

担当
教員

一色 員子
武内 朗
石井 成美
ストレッチング３ 下肢（股・膝周囲）のストレッチング

内容
下肢（股・膝周囲）の主要筋に対するストレッチングの実技を行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：Ｂ・一色（90分）：Ｃ・石井（90分）：Ａ】

第10回

担当
教員

一色 員子
武内 朗
石井 成美
ストレッチング４ 下肢（膝・足周囲）のストレッチング まとめ

内容

下肢（膝・足周囲）の主要筋に対するストレッチングの実技を行う。
これまで学修したストレッチングを振り返り、代表者のデモンストレーション
を行う。



実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：Ｃ・一色（90分）：Ａ・石井（90分）：Ｂ】

第11回

担当
教員

石井 成美
武内 朗
一色 員子
筋力増強運動１ 頚部、体幹、上肢（肩周囲）の筋力増強

内容
頚部、体幹、上肢（肩周囲）の主要筋に対する筋力増強の実技を行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：Ａ・一色（90分）：Ｂ・石井（90分）：Ｃ】

第12回

担当
教員

石井 成美
武内 朗
一色 員子
筋力増強運動２ 上肢（肘、手周囲）の筋力増強

内容
上肢（肘、手周囲）の主要筋に対する筋力増強の実技を行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：Ｂ・一色（90分）：Ｃ・石井（90分）：Ａ】

第13回

担当
教員

石井 成美
武内 朗
一色 員子
筋力増強運動３ 下肢（股周囲）の筋力増強

内容
下肢（股周囲）の主要筋に対する筋力増強運動の実技を行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：Ｃ・一色（90分）：Ａ・石井（90分）：Ｂ】

第14回

担当
教員

石井 成美
武内 朗
一色 員子
筋力増強運動４ 下肢（膝・足周囲）の筋力増強 まとめ

内容

下肢（膝・足周囲）の主要筋に対する筋力増強運動の実技を行う。
これまで学修した筋力増強を振り返り、指名したグループによるデモンストレ
ーションを行い、個々に不足している部分を確認する時間を設ける。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：A・一色（90分）：B・石井（90分）：C】

第15回

担当
教員

武内 朗
一色 員子
石井 成美
基本動作１ 基本動作について学修する。寝返り動作、臥位から立位までの姿勢
変換

内容

基本動作における姿勢変換について、臨床で用いられる変換順序をを学修す
る。
寝返り動作、臥位から立位に至る姿勢変換の実技を行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：B・一色（90分）：C・石井（90分）：A】

第16回

担当
教員

武内 朗
一色 員子
石井 成美
基本動作２ 寝返り動作、起き上がり動作のハンドリング
寝返り動作では、上肢または下肢を介してのハンドリングを行う。
起き上がり動作は、臥位から長座位、また臥位からベッド端坐位への姿勢変換



内容 のハンドリングを行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：C・一色（90分）：A・石井（90分）：B】

第17回

担当
教員

武内 朗
一色 員子
石井 成美
基本動作３ 長座位から立位へのハンドリング

内容

長座位から膝立ち位、片膝立ち位を介して立位までの姿勢変換ハンドリング
（前方介入、後方介入）を行う。
長座位から四つ這い位、高這い位を介して立位までの姿勢変換ハンドリングを
行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：A・一色（90分）：B・石井（90分）：C】

第18回

担当
教員

武内 朗
一色 員子
石井 成美
基本動作４ 膝立ち位、四つ這い位での運動 片麻痺者の立ちしゃがみ動作

内容

膝立ち位での歩行介助、横すわり位から四つ這い位への姿勢変換ハンドリン
グ、四つ這い位での運動介入を行う。
これまでの基本動作実技を応用して片麻痺者の長座位から立位までの姿勢変換
を学修する。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：B・一色（90分）：C・石井（90分）：A】

第19回

担当
教員

武内 朗
一色 員子
石井 成美
トランスファー１ 理論的背景とベッド上での上下左右への移動

内容

ベッド上移動時の基本を理解し体験する。
ベッド上の上下左右への移動の実技を行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：C・一色（90分）：A・石井（90分）：B】

第20回

担当
教員

武内 朗
一色 員子
石井 成美
トランスファー２ トランスファー、車いす姿勢の矯正

内容
重介助、軽介助別に対象者の車椅子⇔ベッドトランスファーの実技を行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：A・一色（90分）：B・石井（90分）：C】

第21回

担当
教員

武内 朗
協調性運動障害に対する運動療法

内容
運動失調について学修する。
協調性運動障害に対する運動療法の理論的背景、運動療法を学修する。
リズミックスタビリゼーションについて学修し、実技を行う。実技は教員のデ
モンストレーション後、学生相互で実技練習を行う。

第22回

担当
教員

武内 朗
治療体操 運動療法のポイント解説

内容
臨床で実施される代表的な治療体操を学修し、一部体験する。
これまで学修した運動療法についてそれぞれのポイントについて振り返りを行
う。



第23回

担当
教員

武内 朗
一色 員子
石井 成美
実技内容総括 理解度確認

内容
当講義で学修した基礎運動療法技術の理解度を確認する。
確認後、各自に今後学修すべきポイントについてフィードバックを行う。
【武内（90分）：B・一色（90分）：C・石井（90分）：A】

評価方法とフィードバック方法
定期試験筆記70点（70％） 実技試験30点（30%）、合計100点で評価を行う。
成績判定は筆記、実技の合計が60％以上を合格とする

実技試験では、試験後各自に今後学習すべきポイントを指導する。筆記試験は事前にポイント
を再学習したものから出題し、試験終了後、希望者に試験内容について個別対応する。
教科書
特に定めず
授業資料を配布
参考書
参考文献
理学療法学ゴールドマスターテキスト2 運動療法学 柳澤健編 メジカルビュー社 
5，292円（税込）
標準理学療法学 総論 第4版 吉尾雅春 編集 医学書院 5，076円（税込）
オフィスアワー
月曜日3，4限 水曜日1，2限 学生部長室
実務経験の有無
臨床場面では様々な運動療法が展開されているが、教科書から理解しづらい理学療法士の構え
や立ち位置、身体の使い方など効率的な動き方を理学療法士の豊富な実務経験を持つ教員が伝
えていく予定
その他
１）クラスをA，B，C３グループに分け、３人の教員がそれぞれグループを持ち回り、少人
数、個別対応の機会を増やすことで理解力の向上を図る。
２）Aグループ：学籍番号51125000台、51126000台下2桁1～20、Bグループ：51126000台
下2桁21～47、Cグループ：51126000台下2桁48～末尾
３）実技の場合、原則として指定のスクラブを着用すること。また身だしなみについてはクラ
スルームに掲載する「実技を含む講義の身だしなみについて」に則る。



講義コード 5201501
講義名 応用運動療法学
(副題)
代表ナンバリングコード 51L04-3010SE-00
講義開講時期 後期後半
講義区分 講義
基準単位数 1
時間 15.00
対象学年 3
必修/選択 選択
担当教員

氏名
柊 幸伸

総合学修目標
客観的な理学療法評価の手法を学ぶ。
小型センサの特徴を学ぶ。（加速度とは何か、角速度とは何か）
計測値の分析方法を学ぶ。
個別学修目標
１．加速度・角速度が説明できる。

２．角速度から移動角度が算出できる。

３．動作を加速度・角速度から分析し、説明できる。

４．動作時の加速度・角速度を小型センサで計測することができる。

ディプロマポリシー
◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。



【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回 担当教員 柊 幸伸
理学療法の問題点

内容

第2回 担当教員 柊 幸伸
科学的な理学療法

内容 ・理学療法における計測機器

第3回 担当教員 柊 幸伸
科学的な理学療法

内容 ・理学療法に応用できる計測機器

第4回 担当教員 柊 幸伸
科学的な理学療法

内容 ・機器を用いた理学療法評価

第5回 担当教員 柊 幸伸
科学的な理学療法

内容 ・機器を用いた理学療法評価

第6回 担当教員 柊 幸伸
科学的な理学療法

内容 ・機器を用いた理学療法評価

第7回 担当教員 柊 幸伸
科学的な理学療法

内容 ・学習成果の発表

第8回 担当教員 柊 幸伸
これからの理学療法

内容 ・可能性と応用への挑戦

評価方法とフィードバック方法
授業内での発表30%、レポート課題70%
教科書
資料を配布します
参考書
山本澄子、石井慎一郎、江原義弘・著：『基礎バイオメカニクス』第2版、医歯薬出版、3,900＋
税

オフィスアワー
火曜日・終日、金曜日・3,4限 540教員研究室
実務経験の有無
この科目は理学療法士の実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、実践的教育を行って
いる科目である。



その他
理学療法を科学的にするための方略を考えます。
今後の理学療法の変化に対応できる技術を身につけましょう。



講義コード 5201901
講義名 義肢装具学実習
(副題)
代表ナンバリングコード 51P04-3011FR-00
講義開講時期 前期
講義区分 実習
基準単位数 1
時間 45.00
対象学年 3
必修/選択 必修
担当教員

氏名
澤 広太
柊 幸伸

総合学修目標
・義肢装具学についての基本的な知識・理解をもとに結果の解釈や考察を交え、臨床実習およ
び国家試験における総合的な力を身につける。
・疾患に関する知識・理解について洞察し、「異常と正常」における基本事項が説明できる力
を身につける。
・異常歩行および異常動作について学習し、基本的な技術を実演できる力を身につける。
理学療法学科DP1-①、➁
理学療法学科DP2-①、➁
理学療法学科DP3-①、➁
個別学修目標
①機能評価および治療に必要な知識と理解ができるようになる。
②義肢装具の種類と特徴を理解、解釈、洞察し、口述することができ、処方・適合・チェック
アウトの実演ができるようになる。
③義肢装具の修正過程（静的、動的）を理解し、基本的な修正および実演ができるようにな
る。
準備学修
「義肢装具学」、「バイオメカニクス理論」を復習しておくこと。
総論、各論のそれぞれにおいて学習（復習・予習）をして授業に臨むこと。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科



学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 ◎

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回
担当
教員

澤 広太
オリエンテーション

内容 義肢装具を理解するための知識を確認する。
澤（90分）

第2回
担当
教員

澤 広太
義肢総論

内容 義肢の基本的事項と仕組み、特徴について理解する。
澤（90分）

第3回

担当
教員

澤 広太
義肢装具を理解するための運動学

内容
義肢装具のチェックアウト時に運動学的な視点での考察ができるようになるた
めの基礎知識を理解する。
澤（90分）

第4回

担当
教員

澤 広太
切断総論

内容
切断の概要･統計について理解する。
切断と離断について理解する。
澤（90分）

第5回

担当
教員

澤 広太
切断術、術後管理、術後リスク管理

内容
リジッドドレッシングおよびソフトドレッシング法などの断端管理、断端長と
義足、断端評価について理解する。
澤（90分）

第6回

担当
教員

澤 広太
大腿切断・下腿切断①

内容

【大腿切断】
切断部位と変形・拘縮、義足に関する基礎知識について理解する。
ソケットの種類と特徴、膝継手の種類と特徴について理解する。
義足の種類と特徴、切断者の能力と義足の適応、大腿義足のコントロールにつ
いて理解する。

【下腿切断】
切断部位と変形・拘縮、義足に関する基礎知識について理解する。
ソケットの種類と特徴、足継手の種類と特徴について理解する。
義足の種類と特徴、切断者の能力と義足の適応、下腿義足のコントロールにつ
いて理解する。
澤（90分）



第7回

担当
教員

澤 広太
大腿切断・下腿切断②

内容

【大腿切断】
切断部位と変形・拘縮、義足に関する基礎知識について理解する。
ソケットの種類と特徴、膝継手の種類と特徴について理解する。
義足の種類と特徴、切断者の能力と義足の適応、大腿義足のコントロールにつ
いて理解する。

【下腿切断】
切断部位と変形・拘縮、義足に関する基礎知識について理解する。
ソケットの種類と特徴、足継手の種類と特徴について理解する。
義足の種類と特徴、切断者の能力と義足の適応、下腿義足のコントロールにつ
いて理解する。
澤（90分）

第8回

担当
教員

澤 広太
柊 幸伸
義足体験①

内容

大腿義足経験を通して、大腿義足の評価・フィッティング・理学療法を学び、
考案していく。
各グループにおいて上記実施する。
グループA：澤（90分）、グループB：柊（90分）

【課題】
大腿義足の経験レポートの作成をする。（レポート課題：20％）

第9回

担当
教員

澤 広太
柊 幸伸
義足体験②

内容

大腿義足経験を通して、大腿義足の評価・フィッティング・理学療法を学び、
考案していく。
各グループにおいて上記実施する。
グループA：澤（90分）、グループB：柊（90分）

【課題】
大腿義足の経験レポートの作成をする。（レポート課題：20％）

第10回

担当
教員

澤 広太
柊 幸伸
義足体験③

内容

大腿義足経験を通して、大腿義足の評価・フィッティング・理学療法を学び、
考案していく。
各グループにおいて上記実施する。
グループA：澤（90分）、グループB：柊（90分）

【課題】
大腿義足の経験レポートの作成をする。（レポート課題：20％）

第11回

担当
教員

澤 広太
義足歩行①

内容
正常動作と異常動作分析に必要な知識の確認をする。
理解と分析方法の具体的な実演を行い、理解する。
澤（90分）

第12回

担当
教員

澤 広太
義足歩行②

内容
理学療法評価の理解と分析方法について実習を行う。
評価ー修正ー分析の手順を踏み、動作分析の質を高める。
澤（90分）



第13回

担当
教員

澤 広太
義足歩行③

内容
理学療法評価ー修正ー分析の手順から、治療ポイントを理解する。
疾患固有の評価、治療の立案を行い、歩行学習理論を学ぶ。
澤（90分）

第14回

担当
教員

澤 広太
義足の適合判定と修正手続き

内容
大腿義足・股義足・膝義足におけるベンチアライメント、スタティックアライ
メント、ダイナミックアライメントについて理解する。
修正や調整の方法を理解し実演する。
澤（90分）

第15回

担当
教員

澤 広太
足部切断と離断①
サイム義足、足部の義足①

内容
基本的な足部における義足（スタティックアライメント、ダイナミックアライ
メント）について理解する。
切断部位と変形・拘縮、サイム切断の特徴について理解する。
澤（90分）

第16回

担当
教員

澤 広太
足部切断と離断②
サイム義足、足部の義足②

内容
基本的な足部における義足（スタティックアライメント、ダイナミックアライ
メント）について理解する。
切断部位と変形・拘縮、サイム切断の特徴について理解する。
澤（90分）

第17回

担当
教員

澤 広太
ADLとQOL（満足度）①

内容
義足使用者および装具装着者におけるADLとQOLの理学療法評価が実施できる
ようになる。
澤（90分）

第18回

担当
教員

澤 広太
ADLとQOL（満足度）②

内容
義足使用者および装具装着者におけるADLとQOLの理学療法評価が実施できる
ようになる。
実際の体験義足を用いたADL場面での使用・評価と考察
澤（90分）

第19回

担当
教員

澤 広太
義手・上肢装具

内容
肩義手、上腕義手、前腕義手の特徴と構成部品について理解する。
義手のチェックアウトを理解する。
上肢装具の基本的なアライメント・フィッティング調整を理解し、実演する。
澤（90分）

第20回

担当
教員

澤 広太
義足・装具の症例①

内容
総合的な義足・装具を理解し、症例の動作分析を行う。
定期試験を想定した調整方法や練習も行う。
澤（90分）

第21回

担当
教員

澤 広太
義足・装具の症例②

内容
総合的な義足・装具を理解し、症例の動作分析を行う。
定期試験を想定した調整方法や練習も行う。
澤（90分）



第22回

担当
教員

澤 広太
装具療法と義肢療法まとめ（発表あり）
KAFO、AFO、義足歩行について

内容

【理学療法：評価・介入】
一連の流れ、症例の提示によりディスカッションを行う。
ICFやQOL・ADLの観点から理学療法の項目・評価指標や手順のまとめを行
い、発表する。
澤（90分）

第23回

担当
教員

澤 広太
義肢装具学における要点（授業のまとめ）

内容
総合的な義足・装具を理解する。
定期試験を想定した知識の確認と国家試験対策を行う。
澤（90分）

評価方法とフィードバック方法
定期試験80点（80％）、課題レポート20点（20％）、その他発表の際などの意欲・関心・態度
（加点＋α有り）をもって合計100点（100％）により評価する。
フィードバック方法はクラスルーム、オフィスアワーをもって実施する。
教科書
高田治実：監修，『PT・OTビジュアルテキスト 義肢・装具学』，羊土社，6，800円＋税
石川朗 総編集、佐竹將宏 責任編集：第2版 理学療法テキスト 装具学、15レクチャーシリーズ
石川朗 総編集、佐竹將宏 責任編集：第2版 理学療法テキスト 義肢学、15レクチャーシリーズ
参考書
細田多穂：監修，『シンプル理学療法学シリーズ 義肢装具学テキスト 改訂第3版』，南江
堂，5，200円＋税
日本整形外科学会，公益社団法人 日本リハビリテーション医学会：監修，『義肢装具のチェッ
クポイント 第9版』，7,800円＋税
オフィスアワー
質問等は随時受け付けます。
研究室来訪は公開しているオフィスアワーを参考にしてください。
実務経験の有無
この科目は理学療法士の実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、実践的教育を行って
いる科目である。
その他
・必要に応じ、資料を配付する。
・義肢装具学・バイオメカニクス理論の予習・復習を欠かさないこと。（60分程度）
・担当教員実務経験の有無：有
・オフィスアワー：月～金・2または3限



講義コード 5202301
講義名 神経系障害理学療法学
(副題)
代表ナンバリングコード 51L04-2012FR-00
講義開講時期 前期前半
講義区分 講義
基準単位数 1
時間 15.00
対象学年 2
必修/選択 必修
担当教員

氏名
荒井 沙織

総合学修目標
①中枢神経の解剖と機能を理解し、脳血管障害、運動失調などの神経疾患の病態を学ぶ。脳血
管障害を中心とした種々の機能評価（神経系評価、理学療法評価、高次脳機能障害評価、嚥下
障害評価）の意義や方法を学ぶ。また、脳血管障害の理学療法の実際を体験し、病態の理解と
理学療法評価を立案する力を養うことを目標とする。

②理学療法学科DP1,2に該当する。
個別学修目標
1）中枢神経とその機能解剖を理解することができる。

2）脳血管障害とその他神経疾患の病態・神経診断を理解することができる。

3）脳血管障害とその他神経疾患の機能評価や理学療法を理解し実践できる。

4）脳血管障害の合併症、高次脳機能障害、嚥下障害を理解することができる。

5）脳血管障害症例に対し、理学療法評価を立案することができる。
準備学修
授業最後に次回の予習について説明する。中枢神経疾患の病態・症状・評価に関して、教科書
を使用し事前にまとめる作業をし予習しておくこと。（60分）
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 〇



【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回
担当教員 荒井 沙織

中枢神経とその障害の概略

内容 １章：神経系の機能と構造（機能解剖）
２章：中枢神経障害とは（概要）

第2回 担当教員 荒井 沙織
脳血管障害の診断と急性期治療

内容 ３章：脳血管障害の診断（画像の見方など）、急性期治療

第3回 担当教員 荒井 沙織
脳血管障害の評価

内容 ４章：評価項目とその方法

第4回
担当教員 荒井 沙織

高次脳機能障害と理学療法

内容 ５章：高次脳機能障害とは（概要から症状、理学療法士の関わり方）
６章：評価と理学療法（評価方法から実際の介入まで）

第5回 担当教員 荒井 沙織
脳血管障害の理学療法の実際とADL①

内容 ７章：脳血管障害の合併症、嚥下障害

第6回
担当教員 荒井 沙織

脳血管障害の理学療法の実際とADL②

内容 ８章：理学療法の実際とADL（回復期）
９章：理学療法の実際とADL（維持期）

第7回
担当教員 荒井 沙織

パーキンソン病と理学療法

内容 １０章：パーキンソン病とは（概要から治療まで）
１１章：パーキンソン病の理学療法の実際

第8回
担当教員 荒井 沙織

運動失調と理学療法

内容 １２章：運動失調とは（概要から治療まで）
１３章：小脳性運動失調の理学療法の実際

評価方法とフィードバック方法
・授業課題8％、小テスト（5回目講義冒頭）12％、定期試験80％の合計100％で評価する。
※課題：授業冒頭で解説・講評する。
※小テスト：希望者には定期試験終了後に講評する。（531研究室）



※定期試験：希望者には定期試験終了後に講評する。（531研究室）
・授業課題の内容は初回講義で説明する。
・課題は提出期限を設け、提出期限が過ぎた場合はその課題は一切受け付けない（やむを得な
い理由は除く）。
教科書
テキスト
①PT・OTビジュアルテキスト 神経障害理学療法学 第2版 潮見 泰藏 羊土社 5，000円＋税
参考書
参考文献
①病気がみえる７脳・神経 医療情報科学研究所編 メディックメディア 3，800円+税
②PT・OTのための高次脳機能障害ABC 網本和編 文光堂 5，500円+税
③実践リハビリテーション・シリーズ 脳卒中の機能評価―SIASとFIM［基礎編］千野 直一・他
金原出版2,600円+税 
※その他、適宜紹介する
オフィスアワー
授業前後に随時質問を受け付ける。また、メールでの質問も受け付ける。
s-arai@sbctmu.ac.jp
オフィスアワー：月曜日（3限）水曜日（2限）金曜日（1限）531研究室
実務経験の有無
この科目は地域の総合病院又はリハビリテーション病院での臨床経験があり、主として神経障
害理学療法の実務をしていた経験を活かし、脳血管障害の病態を詳しく講義する科目です。病
巣による症状の違いなどを理解し、症状に合わせた理学療法を選択できるための基礎知識を理
解することの重要性を伝えてます。
その他
・学修範囲が広いため、毎時間の予習・復習を行うこと。
・授業課題の内容は初回講義で説明する。



講義コード 5202401
講義名 神経系障害理学療法学実習
(副題)
代表ナンバリングコード 51P04-2013SR-00
講義開講時期 後期
講義区分 実習
基準単位数 1
時間 45.00
対象学年 2
必修/選択 必修
担当教員

氏名
武内 朗
荒井 沙織
澤 広太

総合学修目標
脳卒中片麻痺について、病態像から障害を理解し、評価から治療の流れを学ぶ。評価過程では
評価の意義とデータの捉え方（結果の解釈）、評価と治療との関連、理学療法手技への展開を
学ぶ。
さらに片麻痺の急性期、回復期、維持期での理学療法を学び、特に回復期の理学療法につい
て、基本的な手技を理解し、目的に応じ実践できるようになることを目標とする。
評価ではBrunnstrom stageやSIASを実施できるようにする。
個別学修目標
１）脳卒中片麻痺の病態像を理解する。
２）脳卒中片麻痺の特徴を理解し、障害像をイメージできるようになる。
３）Brunnstrom stageやSIASを理解し、実施できるようにする。
４）高次脳機能障害について理解する。
５）脳卒中片麻痺に対する基本的な理学療法手技を理解し、実施できる。
６）治療とADL改善との関わりを理解し、ADL面での介入方法を学修する。
準備学修
脳卒中の病態像は中枢神経の構造と機能の理解が基本となるため、関連する神経解剖学、生理
学では筋系・神経系・感覚系、また人間発達学における原始反射、姿勢反射・反応について復
習する。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎



【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

◎

授業計画

第1回

担
当
教
員

武内 朗
授業ガイダンス、脳卒中の障害像１

内
容

授業の進行、試験方法について説明する。
脳卒中片麻痺者の動画を視聴し、障害像のイメージを形成する。
脳卒中の疫学、陽性徴候と陰性徴候、痙縮（痙性）について学修する。

第2回

担
当
教
員

武内 朗
脳卒中の障害像２

内
容

連合反応、連合反応の影響、共同運動について学修する。
片麻痺者が示す連合反応や共同運動を動画視聴し、模倣を行うことにより理解を
深める。

第3回

担
当
教
員

武内 朗
脳卒中の障害像３

内
容

脳卒中片麻痺にみられる諸症状について学修する。 
クローヌスなどイメージしにくい現象について動画を視聴し理解を深める。

第4回

担
当
教
員

武内 朗
脳卒中の障害像４

内
容

押す人症候群、肩の痛みについて学修する。
上記症状とADLとの関係について学習する。

第5回

担
当
教
員

武内 朗
脳卒中片麻痺の評価の目的、流れ、リスク管理

内
容

脳卒中片麻痺の評価の意義、流れを学修する。
質的評価と量的評価について学修する。
理学療法の中止基準等、リスク管理を学修する。

担
当
教

武内 朗
急性期から維持期における理学療法



第6回 員

内
容

急性期、回復期、維持期における理学療法の目的を理解し、各段階での理学療法
を学修する。

第7回

担
当
教
員

荒井 沙織
澤 広太
武内 朗
Brunnstrom Recovery Stage test: ①上肢

内
容

上肢のBrunnstrom Recovery Stageの基本的概念を理解する。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、臨床場面を想定し学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：Aグループ（以下A）・荒井（90分）：Bグループ（以下B）・
澤（90分）：Cグループ（以下C）】

第8回

担
当
教
員

荒井 沙織
澤 広太
武内 朗
Brunnstrom Recovery Stage test: ②手指

内
容

手指のBrunnstrom Recovery Stageの基本的概念を理解する。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、臨床場面を想定し学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：B・荒井（90分）：C・澤（90分）：A】

第9回

担
当
教
員

荒井 沙織
澤 広太
武内 朗
Brunnstrom Recovery Stage test: ③下肢

内
容

下肢のBrunnstrom Recovery Stageの基本的概念を理解する。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、臨床場面を想定し学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：C・荒井（90分）：A・澤（90分）：B】

第10回

担
当
教
員

荒井 沙織
澤 広太
武内 朗
Brunnstrom Recovery Stage test: ④OSCEによるBRST実技

内
容

各グルーにおいて、OSCEにより片麻痺者のBRSTを実践し、実際に実施できる能
力を身につける。
【武内（90分）：A・荒井（90分）：B・澤（90分）：C】

第11回

担
当
教
員

武内 朗
荒井 沙織
澤 広太
脳卒中片麻痺患者の背臥位での特徴と対策

内
容

脳卒中片麻痺者の背臥位での特徴を学修し、模倣することで、普段行っている動
作への影響を体験する。
上記の対象者に対する介入を教員のデモンストレーション後、各グループにおい
て担当教員の指導の下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：B・荒井（90分）：C・澤（90分）：A】

第12回

担
当
教
員

武内 朗
荒井 沙織
澤 広太
背臥位での治療手技 体幹と上肢

内
容

腹側筋群の強化および体幹の協調された活動および上肢の屈筋痙性に対する介入
を教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の下、学
生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：C・荒井（90分）：A・澤（90分）：B】



第13回

担
当
教
員

武内 朗
荒井 沙織
澤 広太
背臥位での治療手技 下肢 寝返り・起き上がり動作

内
容

下肢の選択的活動を目的とした介入、寝返りや起き上がりの介入を教員のデモン
ストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の下、学生相互で実技練
習を行う。
【武内（90分）：A・荒井（90分）：B・澤（90分）：C】

第14回

担
当
教
員

武内 朗
荒井 沙織
澤 広太
端坐位での介入 起き上がり動作 端坐位姿勢評価、体幹アライメント調整

内
容

端坐位での正しい姿勢の働きかけやバランス運動などを教員のデモンストレーシ
ョン後、各グループにおいて担当教員の指導の下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：B・荒井（90分）：C・澤（90分）：A】

第15回

担
当
教
員

武内 朗
荒井 沙織
澤 広太
端坐位での治療手技 上肢、下肢への介入

内
容

端坐位での上肢、下肢に対する介入を教員のデモンストレーション後、各グルー
プにおいて担当教員の指導の下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：C・荒井（90分）：A・澤（90分）：Ｂ】

第16回

担
当
教
員

武内 朗
荒井 沙織
澤 広太
立ち上がり動作と立位での介入 正常動作 立位バランス運動

内
容

歩行につながる立ち上がり動作、左右の対称性を保った立位に対する介入を教員
のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の下、学生相互
で実技練習を行う。
【武内（90分）：Ａ・荒井（90分）：Ｂ・澤（90分）：Ｃ】

第17回

担
当
教
員

武内 朗
荒井 沙織
澤 広太
立位での体幹、上肢への介入、バランスボール等の活用

内
容

立位での体幹、上肢、バランス改善のための介入を教員のデモンストレーション
後、各グループにおいて担当教員の指導の下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：Ｂ・荒井（90分）：Ｃ・澤（90分）：Ａ】

第18回

担
当
教
員

武内 朗
荒井 沙織
澤 広太
異常歩行の特徴、原因の学習 歩行介入 
11～18回のまとめ

内
容

片麻痺の特徴的な歩行に対し、立脚期、遊脚期での介入を教員のデモンストレー
ション後、各グループにおいて担当教員の指導の下、学生相互で実技練習を行
う。
【武内（90分）：Ｃ・荒井（90分）：Ａ・澤（90分）：Ｂ】

第19回

担
当
教
員

荒井 沙織
片麻痺者の評価 SIAS①

内
容

SIASについて基本概念を理解する。
運動項目検査を動画、デモンストレーション後、学生相互で実技練習を行い、対
象者に実施できるようにする。



第20回

担
当
教
員

荒井 沙織
片麻痺者の評価 SIAS②

内
容

感覚項目・その他の検査をデモンストレーション後、学生相互で実技練習を行
い、対象者に実施できるようにする。

第21回

担
当
教
員

澤 広太
高次脳機能障害の評価①

内
容

高次脳機能障害を理解する。
高次脳機能障害の基本的な評価を理解する。

第22回

担
当
教
員

澤 広太
高次脳機能障害の評価②

内
容

高次脳機能障害における基本的評価項目を挙げ、教員の指導の下、対象者に実施
できるようにする。

第23回

担
当
教
員

武内 朗
荒井 沙織
澤 広太
Brunnstrom Recovery Stage Test および SIAS の理解度確認

内
容

上記テストの理解度を各グループにて確認する。
確認後、各自に今後学修すべきポイントについてフィードバックを行う。
【武内：Ａ・荒井：Ｂ・澤：Ｃ】

評価方法とフィードバック方法
評価方法は筆記試験80点（80％）、実技試験20点（20%）で、合計100点とする。
筆記試験の内訳は武内配点50点（50％）、荒井配点・澤配点30点（30％）とする。
武内配点50点のうち20点は小テスト、定期試験30点で判定する。小テストは授業中に2回実施す
る。
実技試験の内容については授業内で説明する。
小テスト、筆記試験、実技試験のフィードバックは、希望者に定期試験終了後に講評する。
（学生部長室）
教科書
テキスト
特に定めず、授業資料を配布する。

参考書
１．ビジュアル実践リハ 脳・神経系リハビリテーション 潮見泰蔵編 羊土社 6,000円（税別）
２．ステップス・トゥ・フォロー改定第2版 パトリシア・Ｍ.デーヴィス 冨田昌夫 監訳 シュプ
リンガ‐・ジャパン 4，800円（税別）
3．クロスリンク 理学療法学テキスト 神経系障害理学療法学Ⅰ 鈴木俊明編 メジカルビュー社
4，400円（税込）
オフィスアワー
武内 月曜日3，4限 水曜日1，2限 学生部長室
実務経験の有無
この科目は臨床経験があり、主として神経障害理学療法の実務をしていた経験を活かし、脳血
管障害の病態を詳しく講義する科目です。脳卒中片麻痺の症状に対する評価や治療について理
解することの重要性を伝えてます。
その他
１）クラスをA，B，C３グループに分け、３人の教員がそれぞれグループを持ち回り、少人



数、個別対応の機会を増やすことで理解力の向上を図る。
２）Aグループ：学籍番号51124000台、51125000台下2桁1～30、Bグループ：51126000台
下2桁31～60、Cグループ：51126000台下2桁61～末尾
３）実技の場合、原則として指定のスクラブを着用すること。また身だしなみについてはクラ
スルームに掲載する「実技を含む講義の身だしなみについて」に則る。



講義コード 5202501
講義名 神経系障害理学療法学演習
(副題)
代表ナンバリングコード 51S04-3014SR-00
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
時間 30.00
対象学年 3
必修/選択 必修
担当教員

氏名
加藤 宗規

総合学修目標
中枢神経系の解剖と機能、疾患の病態を理解したうえで、脳卒中をはじめとした中枢神経障
害、パーキンソン病をはじめとした神経筋疾患、末梢神経損傷の病態、評価と介入について演
習により理解する。

理学療法学科DP1-4
個別学修目標
①中枢神経系の解剖と機能を説明できる。

②脳血管障害の分類、その原因と症状を説明できる。

③脳血管障害患者の標準的評価を説明できるとともに学生同士で実施できる。

④脳血管障害患者の評価結果について、事例を通して説明できる。

⑤脳血管障害患者の標準的介入を説明できるとともに学生同士で実施できる。

⑥その他の神経・筋疾患について基本的な病態と症状を説明できる。

⑦脳血管障害、神経・筋疾患について、国家試験の過去問題を解くことができる。
準備学修
次回の範囲について教科書を読んでおくこと（所要時間約60分）。そのほか、授業前・後の課
題を指定する場合がある（所要時間約30分）。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎



【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回

担当
教員

加藤 宗規
①第1章 総論
1 神経障害と理学療法
2 脳画像の見方

内容

（AL:B含む）
1 神経系の機能と構造
2 神経障害の定義
3 神経障害に対する理学療法介入
4 神経障害に対する理学療法の考え方
5 神経障害に共通する理学療法アプローチの進め方
6 脳画像の見方［アクティブラーニング：Ｂグループワーク，Ｃプレゼンテー
ション］

第2回

担当
教員

加藤 宗規
第2章 中枢神経障害と理学療法

内容

（AL:B含む）
1 脳卒中 急性期
＜症状・障害の理解＞①疾患の概要、②疫学、③病態生理、④症状、⑤治療
＜理学療法の理論と実際＞①一般的な理学療法介入の考え方（方針）、②症例
紹介、③理学療法の実践、④リスク
［アクティブラーニング：Ｂグループワーク，Ｃプレゼンテーション］

第3回

担当
教員

加藤 宗規
第2章 中枢神経障害と理学療法
2 脳卒中 回復期①

内容
（AL:B含む）
2 脳卒中 回復期
＜症状・障害の理解＞①疾患の概要、②疫学、③病態生理、④症状
［アクティブラーニング：Ｂグループワーク，Ｃプレゼンテーション］

第4回

担当
教員

加藤 宗規
第2章 中枢神経障害と理学療法
2 脳卒中 回復期②

内容

（AL:B含む）
＜症状・障害の理解＞⑤治療
＜理学療法の理論と実際＞①一般的な理学療法介入の考え方（方針）、②症例
紹介、③理学療法の実践、④リスク



［アクティブラーニング：Ｂグループワーク，Ｃプレゼンテーション］

第5回

担当
教員

加藤 宗規
第2章 中枢神経障害と理学療法
3 脳卒中 維持期

内容

（AL:B含む）
＜症状・障害の理解＞①疾患の概要、②症状、③治療
＜理学療法の理論と実際＞①一般的な理学療法介入の考え方（方針）、②症例
紹介、③理学療法の実践、④リスク
［アクティブラーニング：Ｂグループワーク，Ｃプレゼンテーション］

第6回

担当
教員

加藤 宗規
第2章 中枢神経障害と理学療法
1-3 脳卒中

内容

（AL:B含む）
7 高次脳機能障害
＜症状・障害の理解＞①疾患の概要、②症状、③治療
＜理学療法の理論と実際＞①一般的な理学療法介入の考え方（方針）、②症例
紹介、③理学療法の実践、④リスク
［アクティブラーニング：Ｂグループワーク，Ｃプレゼンテーション］

第7回

担当
教員

加藤 宗規
第2章 中枢神経障害と理学療法
4 頭部外傷
5 脳腫瘍

内容

（AL:B含む）
10 外傷性脳損傷
＜症状・障害の理解＞①疾患の概要、②疫学、③病態生理、④症状、⑤治療
＜理学療法の理論と実際＞①一般的な理学療法介入の考え方（方針）、②症例
紹介、③理学療法の実践、④リスク
11 脳腫瘍
＜症状・障害の理解＞①疾患の概要、②疫学、③病態生理、④症状、⑤治療
＜理学療法の理論と実際＞①一般的な理学療法介入の考え方（方針）、②症例
紹介、③理学療法の実践、④リスク
［アクティブラーニング：Ｂグループワーク，Ｃプレゼンテーション］

第8回

担当
教員

加藤 宗規
第2章 中枢神経疾患と理学療法
1 パーキンソン病

内容

（AL:B含む）
4 パーキンソン病
＜症状・障害の理解＞①疾患の概要、②疫学、③病態生理、④症状、⑤治療
＜理学療法の理論と実際＞①一般的な理学療法介入の考え方（方針）、②症例
紹介、③理学療法の実践、④リスク
［アクティブラーニング：Ｂグループワーク，Ｃプレゼンテーション］

第9回

担当
教員

加藤 宗規
第2章 中枢神経疾患と理学療法
5 脊髄小脳変性症

内容

（AL:B含む）
5 脊髄小脳変性症
＜症状・障害の理解＞①疾患の概要、②疫学、③病態生理、④症状、⑤治療
＜理学療法の理論と実際＞①一般的な理学療法介入の考え方（方針）、②症例
紹介、③理学療法の実践、④リスク
［アクティブラーニング：Ｂグループワーク，Ｃプレゼンテーション］

担当
教員

加藤 宗規
第2章 中枢神経疾患と理学療法
8 筋萎縮性側索硬化症
9 多発性硬化症



第10回

内容

（AL:B含む）
8 筋萎縮性側索硬化症
＜症状・障害の理解＞①疾患の概要、②疫学、③病態生理、④症状、⑤治療
＜理学療法の理論と実際＞①一般的な理学療法介入の考え方（方針）、②症例
紹介、③理学療法の実践、④リスク
9 多発性硬化症
＜症状・障害の理解＞①疾患の概要、②疫学、③病態生理、④症状、⑤治療
＜理学療法の理論と実際＞①一般的な理学療法介入の考え方（方針）、②症例
紹介、③理学療法の実践、④リスク
［アクティブラーニング：Ｂグループワーク，Ｃプレゼンテーション］

第11回

担当
教員

加藤 宗規
第3章 末梢神経筋疾患と理学法
3 筋ジストロフィー
4 多発性筋炎・皮膚筋炎

内容

（AL:B含む）
5 進行性筋ジストロフィー
＜症状・障害の理解＞①疾患の概要、②疫学、③病態生理、④症状、⑤治療
＜理学療法の理論と実際＞①一般的な理学療法介入の考え方（方針）、②症例
紹介、③理学療法の実践、④リスク
6 多発性筋炎・皮膚筋炎
＜症状・障害の理解＞①疾患の概要、②疫学、③病態生理、④症状、⑤治療
＜理学療法の理論と実際＞①一般的な理学療法介入の考え方（方針）、②症例
紹介、③理学療法の実践、④リスク
［アクティブラーニング：Ｂグループワーク，Ｃプレゼンテーション］

第12回

担当
教員

加藤 宗規
第4章 末梢神経筋疾患と理学療法
2 末梢神経損傷

内容

（AL:B含む）
2 末梢神経損傷
＜症状・障害の理解＞①疾患の概要、②疫学、③病態生理、④症状、⑤治療
＜理学療法の理論と実際＞①一般的な理学療法介入の考え方（方針）、②症例
紹介、③理学療法の実践、④リスク
［アクティブラーニング：Ｂグループワーク，Ｃプレゼンテーション］

第13回

担当
教員

加藤 宗規
第3章 末梢神経筋疾患と理学療法
1 ニューロパチーとギラン・バレー症候群
第2章 中枢神経疾患と理学療法
6 脊髄疾患

内容

（AL:B含む）
1 ニューロパチーとギラン・バレー症候群
＜症状・障害の理解＞①疾患の概要、②疫学、③病態生理、④症状、⑤治療
＜理学療法の理論と実際＞①一般的な理学療法介入の考え方（方針）、②症例
紹介、③理学療法の実践、④リスク
8 脊髄疾患
＜症状・障害の理解＞①疾患の概要、②疫学、③病態生理、④症状、⑤治療
［アクティブラーニング：Ｂグループワーク，Ｃプレゼンテーション］

第14回

担当
教員

加藤 宗規
第2章 中枢神経疾患と理学療法
8 脊髄疾患

内容

（AL:B含む）
8 脊髄疾患
＜理学療法の理論と実際＞①一般的な理学療法介入の考え方（方針）、②症例
紹介、③理学療法の実践、④リスク
［アクティブラーニング：Ｂグループワーク，Ｃプレゼンテーション］
加藤 宗規



第15回

担当
教員

第3章 末梢神経筋疾患と理学療法
5 重症筋無力症
第4章 認知症と理学療法
1 認知症
2 脳血管障害患者の精神症状

内容

（AL:B含む）
5 重症筋無力症
＜症状・障害の理解＞①疾患の概要、②疫学、③病態生理、④症状、⑤治療
＜理学療法の理論と実際＞①一般的な理学療法介入の考え方（方針）、②症例
紹介、③理学療法の実践、④リスク
1 認知症
＜症状・障害の理解＞①疾患の概要、②疫学、③病態生理、④症状、⑤治療
＜理学療法の理論と実際＞①一般的な理学療法介入の考え方（方針）、②症例
紹介、③理学療法の実践、④リスク
2 脳血管障害患者の精神症状
＜症状・障害の理解＞①疾患の概要、②疫学、③病態生理、④症状、⑤治療
＜理学療法の理論と実際＞①一般的な理学療法介入の考え方（方針）、②症例
紹介、③理学療法の実践、④リスク
［アクティブラーニング：Ｂグループワーク，Ｃプレゼンテーション］

評価方法とフィードバック方法
授業中の課題：45％、授業外の課題：5％、筆記試験：50％
成績フィードバック希望者には個別にフィードバックをする。
教科書
テキスト
①PT・OTビジュアルテキスト「神経障害理学療法学」第2版 潮見泰藏 羊土社 6.380円＋税
⇒2年次「神経系障害理学療法学」のテキストとして購入済み
参考書
①リハビリテーション効果を最大限に引き出すコツ第3版 山﨑裕司・山本淳一編集 三輪書店
3,600円＋税
⇒2年次「理学療法カウンセリング」のテキストとして購入済み
②病気がみえる７脳・神経 医療情報科学研究所編 メディックメディア 3,900円＋税
オフィスアワー
水曜日１限目。そのほかメールにて随時受け付けるmu-kato(a)sbctmu.ac.jp。メールアドレス
の(a)は@
実務経験の有無
この科目は、脳血管障害（脳卒中）をはじめ神経系障害者のリハビリテーションに多くの臨床
実績を持ち、使用するテキストでも執筆をしている教員がその経験を活かして解説する。



講義コード 5202601
講義名 内部障害理学療法学
(副題)
代表ナンバリングコード 51L04-3015FR-00
講義開講時期 前期後半
講義区分 講義
基準単位数 1
時間 15.00
対象学年 3
必修/選択 必修
担当教員

氏名
今村 創

総合学修目標
酸素運搬系障害（呼吸・循環・代謝障害）に対する適切な評価および理学療法が展開できるよ
うに基本的な知識や病態生理を理解する。また、それらの障害特性に対する理学療法の役割に
ついて学ぶ。
個別学修目標
1) 酸素運搬系障害の機序について、その解剖・生理・病態より理解することができる
2) 呼吸障害の理学療法評価、理学療法、理学療法の役割、リスク管理について理解することが
できる
3) 循環障害の理学療法評価、理学療法、理学療法の役割、リスク管理について理解することが
できる
4) 代謝障害の理学療法評価、理学療法、理学療法の役割、リスク管理について理解することが
できる
準備学修
1) 呼吸に関わる解剖・生理学の復習をする。特に、肺区域、スパイロメトリー、血液ガスを復
習する（60分）。
2) 循環に関わる解剖・生理学の復習をする。特に、心臓の解剖、体循環と肺循環、血液の流
れ、刺激伝導系、代謝当量を復習する（60分）。
3) 代謝に関わる解剖・生理学の復習をする。特に、エネルギー供給系、糖尿病の病態生理・合
併症、低血糖症状を復習する（60分）。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科



学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 〇

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

〇

授業計画

第1回
担当教

員
今村 創
内部障害理学療法学総論、代謝障害①

内容 酸素運搬系障害と生活習慣病の概念、糖尿病の生理学、病態生理、理学療法
評価

第2回
担当教

員
今村 創
代謝障害②

内容 糖尿病の理学療法（総論）、リスク管理、理学療法の役割

第3回
担当教

員
今村 創
呼吸障害①

内容 呼吸障害の解剖・生理・病態生理・疾患・理学療法評価

第4回
担当教

員
今村 創
呼吸障害②

内容 呼吸障害の理学療法（総論）、リスク管理、理学療法の役割

第5回
担当教

員
今村 創
循環障害①

内容 循環障害の解剖・生理・病態生理・疾患（心疾患、大動脈疾患、心不全）

第6回
担当教

員
今村 創
循環障害②

内容 循環障害の理学療法評価、理学療法（総論）

第7回
担当教

員
今村 創
循環障害③

内容 循環障害の理学療法、リスク管理、理学療法の役割

第8回
担当教

員
今村 創
まとめ

内容 呼吸・循環・代謝障害のまとめ、症例検討

評価方法とフィードバック方法
定期試験70点（70％）、授業内課題30点（30％）、合計100点（100％）で評価する。
定期試験：本試験終了後、希望者に対して講評する。
授業内課題：次週の授業冒頭で解説する。
教科書
最新理学療法学講座 内部障害理学療法学 第2版 高橋哲也 編 医歯薬出版株式会社 5,200円+税
参考書
1．理学療法テキスト『内部障害理学療法学 呼吸 第3版』編集者：石川朗 出版社：中山書店 定



価：2,600円+税
2．理学療法テキスト『内部障害理学療法学 循環・代謝 第3版』編集者：石川朗 出版社：中山
書店 定価：2,600円+税
3. 病気がみえる「循環器」第5版、メディックメディア編、医療情報研究所、3，600円
4. 病気がみえる「呼吸器」第4版、メディックメディア編、医療情報研究所、4,100円
5. 病気がみえる「糖尿病・代謝・内分泌」第3版、メディックメディア編、医療情報研究
所、3，400円
オフィスアワー
質問等は授業の前後もしくはメールでの質問も受け付ける。
s-imamura@sbctmu.ac.jp
オフィスアワー：月曜4限、水曜日1・2限・助教室。
実務経験の有無
この科目は理学療法士の実務経験を有する教員が、病院で呼吸・循環・代謝領域に関わる理学
療法の臨床経験を活かし、内部障害に関する理学療法（運動療法、その他）について実践的教
育を行っている科目です。
その他
授業内容と評価方法他の詳細は、第1回オリエンテーションにて説明する。



講義コード 5203101
講義名 老年期障害理学療法学演習
(副題)
代表ナンバリングコード 51S04-3016FE-00
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 1
時間 30.00
対象学年 3
必修/選択 選択
担当教員

氏名
柊 幸伸

総合学修目標
リハビリテーションプロセスでの老年期障害に対しての位置付けを明確に表し、老年期障害の
成因、病態（疾患）、予後に関する知識から、機能障害の回復促進及び健康維持と障害予防等
に対応する理学療法を総合的に学習する。

理学療法学科DP1－①

個別学修目標
①リハプロセスのなかでの老年期障害（維持期リハ）に対しての位置付けを説明できる。
②加齢による機能低下と疾患に関する評価ができる。
③体力の維持･向上のための具体的な対策を考案し、説明できる。 
④理学療法実施時のリスク管理の意義を理解し、適切なリスク管理の項目が説明できる。
⑤高齢者の加齢的変化を考慮した理学療法プログラムが作成できる。
準備学修
授業時に次回の予習について説明する。その内容について教科書や資料を用いて予習しておく
こと。（60分）
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総



合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回

担
当
教
員

柊 幸伸
ライフステージと高齢者像

内
容 高齢者とはいかなるものかを理解する。

第2回

担
当
教
員

柊 幸伸
加齢に伴う心身機能の変化

内
容

高齢者に理学療法を行うために必要な加齢に伴う心身機能の変化について理解す
る。

第3回

担
当
教
員

柊 幸伸
老年症候群

内
容

老年症候群が理学療法を行う際の治療プログラムの立案、およびその進行に及ぼ
す影響を理解する。

第4回

担
当
教
員

柊 幸伸
高齢者の生活機能評価

内
容 高齢者の生活機能を評価する方法について理解し、その技術を習得する。AL：B

第5回

担
当
教
員

柊 幸伸
高齢者の健康寿命の延伸

内
容

介護予防現場で適切な指導が行えるように、運動介入の効果について理解する。
高齢者の転倒や骨折の現状と課題を理解し、予防法について考察する。

第6回

担
当
教
員

柊 幸伸
高齢者の理学療法を行ううえでの留意事項

内
容

高齢者の理学療法を行ううえでの留意事項として、一般的特徴や理学療法におけ
るリスク管理について理解する。

第7回

担
当
教

柊 幸伸
高齢者の骨・関節障害と理学療法① 大腿骨頸部骨折



員
内
容

高齢の大腿骨頸部骨折患者の生活機能の改善のため、障害像や治療法についての
理解を深め、最適な理学療法プログラムの立案・遂行能力を習得する。AL：B

第8回

担
当
教
員

柊 幸伸
高齢者の骨・関節障害と理学療法② 変形性膝関節症

内
容

高齢の変形性膝関節症患者の生活機能の改善のため、障害像や治療法についての
理解を深め、最適な理学療法プログラムの立案・遂行能力を習得する。AL：B

第9回

担
当
教
員

柊 幸伸
高齢者の中枢神経障害と理学療法① 脳血管障害（脳卒中）

内
容

高齢の脳血管障害（脳卒中）患者の生活機能の改善のため、障害像や治療法につ
いての理解を深め、最適な理学療法プログラムの立案・遂行能力を習得す
る。AL：B

第10回

担
当
教
員

柊 幸伸
高齢者の中枢神経障害と理学療法② Parkinson病

内
容

高齢の Parkinson病患者の生活機能の改善のため、障害像や治療法についての理
解を深め、最適な理学療法プログラムの立案・遂行能力を習得する。AL：B

第11回

担
当
教
員

柊 幸伸
高齢者の代謝障害と理学療法（糖尿病）

内
容

高齢の糖尿病患者の生活機能の改善のため、障害像や治療法についての理解を深
め、最適な理学療法プログラムの立案・遂行能力を習得する。AL：B

第12回

担
当
教
員

柊 幸伸
高齢者の循環障害と理学療法（心疾患）

内
容

高齢の心疾患患者の生活機能の改善のため、障害像や治療法についての理解を深
め、最適な理学療法プログラムの立案・遂行能力を習得する。AL：B

第13回

担
当
教
員

柊 幸伸
高齢者の呼吸器障害と理学療法（呼吸器疾患）

内
容

高齢の呼吸器疾患患者の生活機能の改善のため、障害像や治療法についての理解
を深め、最適な理学療法プログラムの立案・遂行能力を習得する。AL：B

第14回

担
当
教
員

柊 幸伸
地域高齢者と理学療法士

内
容 介護保険３施設で行われる入所リハビリテーションの違いを理解する。

第15回

担
当
教
員

柊 幸伸
高齢社会の課題と展望

内
容 わが国の高齢化の実態を理解する。地域包括ケアシステムの概念を理解する。



評価方法とフィードバック方法
定期試験100点（100％）によって評価する。
教科書
テキスト
『シンプル理学療法学シリーズ 高齢者理学療法学テキスト』監修：細田多穂 出版社：南江堂
定価：3800円＋税

参考書
参考テキスト
『Crosslink 理学療法学テキスト 高齢者理学療法学』編集：池添冬芽 出版社：株式会社メジカル
ビュー社 定価：5,280＋税
『標準PT/OT 老年学 第5版』 シリーズ監修：奈良 勲 / 鎌倉 矩子 編集：大内 尉義 医学書院 定
価：4,600円＋税
オフィスアワー
火曜日・終日、金曜日・3,4限 540教員研究室
実務経験の有無
この科目は理学療法士の実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、実践的教育を行って
いる科目である。
その他
・学修範囲が多岐にわたるので、毎回の復習を欠かさないこと。（指定教科書を読み、授業内
容に該当する箇所をまとめておくこと：60分）



講義コード 5203202
講義名 地域リハビリテーション概論
(副題)
代表ナンバリングコード 51L04-2017FR-00
講義開講時期 前期後半
講義区分 講義
基準単位数 1
時間 15.00
対象学年 2（2023年度入学生：3）
必修/選択 必修
担当教員

氏名
一色 員子

総合学修目標
理学療法士が関わる地域リハビリテーション領域を中心に、地域リハビリテーションの考え
方、多職種連携、関連する制度、代表的な疾患と障害・生活を理解する。

個別学修目標
①地域リハビリテーションの定義について理解することができる。

②地域リハビリテーションに関わる職種、多職種連携の目的と方法について理解することがで
きる。

③医療保険、介護保険、障害者総合支援法、地域包括ケアシステムの仕組みを理解することが
できる。

④代表的な疾患の病態を理解し、必要な環境整備、生活指導、リスクを理解することができ
る。
準備学修
教科書（範囲は初回講義時に資料を配布する）を読み、制度、疾患の概要の理解をするととも
に、各疾患の病態や障害像をまとめておくこと（60分）。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること



ができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 ◎

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

〇

授業計画

第1回

担当教
員

一色 員子
オリエンテーション、地域リハビリテーションの定義、地域・対象のとらえ
方

内容
講義の進め方、評価方法・基準について説明する。
地域リハビリテーションの定義を理解する。
地域のとらえ方、対象のとらえ方を理解する。

第2回

担当教
員

一色 員子
多職種連携の理解、理学療法士の役割

内容
多職種連携の方法、目的を理解する。

地域における理学療法士の役割、地域との関わり方を理解する。

第3回
担当教

員
一色 員子
制度の理解①医療保険、介護保険

内容 医療保険制度の特徴を理解する。
介護保険制度の仕組み、サービスを理解する。C

第4回
担当教

員
一色 員子
制度の理解②障害者総合支援法、地域包括ケアシステム

内容 障害者総合支援法の目的、仕組み、サービスを理解する。
地域包括ケアシステムの概要を理解する。C

第5回

担当教
員

一色 員子
小テスト、疾患と障害、生活の理解①小児期

内容
1-4回の範囲の小テストを実施する。
脳性麻痺、重症心身障害、二分脊椎、筋ジストロフィー、発達障害の病態を
理解する。
生活上の配慮、衛生・健康管理、環境整備を理解する。C

第6回
担当教

員
一色 員子
疾患と障害、生活の理解②成人期（脳血管障害）

内容 脳血管障害における社会復帰上の特徴を理解する。
復職、福祉的就労、介護の各ゴールについて理解する。C

第7回

担当教
員

一色 員子
疾患と障害、生活の理解③成人期（難病）

内容
難病について理解する。
パーキンソン病、脊髄小脳変性症、多系統萎縮症、筋萎縮性側索硬化症の病
態を理解する。
リスク、環境整備、生活指導を理解する。C

担当教
員

一色 員子
疾患と障害、生活の理解④老年期（高齢期）



第8回
内容 老年症候群を理解する。

高齢者の生活、生活支援のポイントを理解する。C

評価方法とフィードバック方法
【評価方法】
定期試験80点（80％）、小テスト20点（20％）、合計100点（100％）で評価する。
【フィードバック方法】
定期試験：正答の開示は行わず、希望者に点数のみ開示する（533教員研究室）。
小テスト：講義の中で解説・講評する。
教科書
『Crosslink 理学療法学テキスト 地域理学療法学』編集：浅川康吉、出版社：株式会社メジカル
ビュー社、定価：4500円+税

参考書
適宜紹介する。
オフィスアワー
月曜日2・3限、火曜日2限・昼休み、3限、水曜日2限（533教員研究室）
実務経験の有無
この科目は理学療法士の実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、実践的教育を行って
いる科目である。
その他
その他、講義に関する諸注意は初回に説明する。
クラスルーム
https://classroom.google.com/c/ODU3Njc5NDEyNzk0

https://classroom.google.com/c/ODU3Njc5NDEyNzk0


講義コード 5203301
講義名 地域リハビリテーション理学療法学
(副題)
代表ナンバリングコード 51L04-3018SR-00
講義開講時期 後期後半
講義区分 講義
基準単位数 1
時間 15.00
対象学年 3
必修/選択 必修
担当教員

氏名
荒巻 英文

総合学修目標
本科目では地域リハビリテーション概論の知識を基に、介護保険をはじめとする諸制度や関わ
り、地域理学療法の評価・プログラムの立案・実践課程、様々な施設での実際について学習す
る。
個別学修目標
①地域理学療法の目的や具体的内容について理解できる。
②地域における理学療法士の役割と活動内容について理解できる。
③地域におけるアセスメントから援助目標の設定までの枠組みについて理解できる。
④介護予防の具体的内容について理解できる。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 〇

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 〇



【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

◎

授業計画

第1回
担当教員 荒巻 英文

地域理学療法

内容 地域在住高齢者の理学療法アルゴリズム
入所リハビリテーション

第2回
担当教員 荒巻 英文

地域理学療法ガイドライン

内容
通所・訪問リハビリテーション
産業理学療法
OSCE課題1（問診、高次脳機能障害の推測） AL：D

第3回 担当教員 荒巻 英文
ケーススタディ1（脳卒中）

内容 プレゼン系グループワーク（問題点、介入） AL: B

第4回
担当教員 荒巻 英文

脳卒中の訪問リハビリテーション

内容 脳卒中の理学療法アルゴリズム
OSCE課題2（反射検査、片麻痺機能検査） AL：D

第5回 担当教員 荒巻 英文
ケーススタディ2（神経難病）

内容 プレゼン系グループワーク（問題点、介入） AL: B

第6回
担当教員 荒巻 英文

神経難病の訪問リハビリテーション

内容 神経難病の理学療法アルゴリズム
OSCE課題3（運動失調検査、立位バランスの評価） AL：D

第7回 担当教員 荒巻 英文
ケーススタディ3（認知症）

内容 プレゼン系グループワーク（問題点、介入） AL: B

第8回
担当教員 荒巻 英文

認知症の通所リハビリテーション

内容
認知症の理学療法ガイドライン
OSCE課題4（運動覚検査、視野検査） AL：D
地域理学療法における要点

評価方法とフィードバック方法
定期試験90点（90％）、グループ課題10点（10％）、合計100点（100％）で評価する。
その都度解説、講評する。
教科書
Crosslink 理学療法学テキスト『地域理学療法学』
浅川康吉 編 メジカルビュー社 4,950円
参考書
①シンプル理学療法学シリーズ『地域リハビリテーション学テキスト 改訂第3版』
備酒信彦・樋口由美・対馬栄輝 編 南江堂 4,840円
②『理学療法ガイドライン 第2版』 公益社団法人 日本理学療法士協会 監 医学書院 6,050円
③『PT・OTのための臨床技能とOSCE コミュニケーションと介助・検査測定編 第2版』
才藤 栄一 監 金原出版 5,950円



オフィスアワー
月・金曜昼休憩、火・水曜2限、518教員研究室
実務経験の有無
この科目は理学療法士の実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、実践的教育を行って
いる科目である。
その他
①ケーススタディでは10グループ前後に分かれ進行する。
②適宜プリント資料を配付するが、授業は主に教科書の範囲である。
③授業に関する諸注意については別途説明する。



講義コード 5203601
講義名 理学療法治療学演習
(副題)
代表ナンバリングコード 51S04-3019SR-00
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
時間 30.00
対象学年 3
必修/選択 必修
担当教員

氏名
今村 創
山之口 美喜生

総合学修目標
１）理学療法における治療理論と原理を理解する
２）理学療法評価における問題点と理学療法との関連性を理解する
３）クリニカルリーズニングの方法をおおまかに理解する
個別学修目標
１）理学療法における治療理論の概略を説明できる
２）疾患や対象者の背景から必要な評価を立案できる
３）評価での問題点から適切な理学療法の組み立てを作成できる
４）理学療法の方法および実施の際のリスクを説明できる
準備学修
下記について文献や書籍を読み、情報をまとめておく。
運動器障害：変形性股関節症の疾患概要、治療方法、理学療法（60分）
中枢神経障害：脳卒中、パーキンソン病の疾患概要、治療方法、理学療法（60分）
内部障害：心不全の疾患概要、治療方法、理学療法（60分）
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎



【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 〇

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

〇

授業計画

第1回
担当教

員
今村 創
授業オリエンテーション、理学療法における治療理論の実際

内容 模擬症例での評価項目～治療計画立案までのプロセス

第2回
担当教

員
今村 創
運動器障害①

内容 変形性関節症におけるクリニカルリーズニング・評価項目の決定 AL:B

第3回
担当教

員
今村 創
運動器障害②

内容 変形性関節症における問題点抽出・理学療法計画 AL:B

第4回
担当教

員
今村 創
運動器障害③

内容 変形性関節症における理学療法の組み立てと考察 AL:B、C

第5回
担当教

員
今村 創
運動器障害④

内容 理学療法評価の実際：現職者による実演

第6回
担当教

員
今村 創
内部障害①

内容 心不全におけるクリニカルリーズニング・評価項目の決定 AL:B

第7回
担当教

員
今村 創
内部障害②

内容 心不全における問題点抽出・理学療法計画 AL:B

第8回
担当教

員
今村 創
内部障害③

内容 心不全における理学療法の組み立てと考察 AL:B、C

第9回
担当教

員
今村 創
中枢神経障害1-①

内容 脳卒中におけるクリニカルリーズニング・評価項目の決定 AL:B

第10回
担当教

員
今村 創
中枢神経障害1-②

内容 脳卒中における問題点抽出・理学療法計画 AL:B

第11回
担当教

員
今村 創
中枢神経障害1-③

内容 脳卒中における理学療法の組み立てと考察 AL:B、C

第12回
担当教

員
山之口 美喜生
中枢神経障害2-①

内容 パーキンソン病関連疾患における問題点抽出のしかた
担当教 山之口 美喜生



第13回 員 中枢神経障害2-②
内容 パーキンソン病関連疾患における運動療法の組み立て方の演習

第14回
担当教

員
山之口 美喜生
中枢神経障害2-③

内容 パーキンソン病関連疾患における問題点抽出と運動療法との関連性

第15回
担当教

員
山之口 美喜生
中枢神経障害2-④

内容 具体的症例（パーキンソン病）の観察と評価を通した統合的な動作の解析に
基づく介入の考察

評価方法とフィードバック方法
定期試験（今村50％）、レポート課題（今村30％、山之口20％）により評価する。
レポート課題は提出期限を設け、期限後の提出は一切受け付けない（公欠等やむを得ない場合
を除く）。
筆記試験：本試験終了後、希望者に対して講評する。
レポート：希望者に対して講評する。
なお、救済のための再試験は山之口20%分についてはこれを行わず、再試験実施の場合はレポー
ト課題点数分は同点とする。
教科書
教科書なし

参考書
①基本編・ケースで学ぶ理学療法臨床思考 第2版 有馬慶美、他 文光堂 7,920円（税込）
②症例動画でわかる理学療法臨床推論 統合と解釈実践テキスト 豊田輝 羊土社 5,940円（税込）
③WEB動画も活用してスッキリ整理！理学療法のプロセスと臨床推論 上杉雅之 金光堂 4,840円
（税込）
オフィスアワー
質問等は授業の前後もしくは、メールでの質問も受け付ける。
s-imamura@sbctmu.ac.jp
オフィスアワー：（今村）月曜4限、水曜1,2限・助教室 ・（山之口）別途オフィスアワーの表
による。
実務経験の有無
この科目は理学療法士の実務経験を有する教員が、総合病院での運動器障害、中枢神経障害、
内部障害に関わる理学療法経験を活かし、各疾患に関わる理学療法評価～治療計画の立案につ
いて実践的教育を行う。
その他
授業内容と評価方法他の詳細は、第1回オリエンテーションにて説明する。



講義コード 5203801
講義名 理学療法特講Ⅱ
(副題)
代表ナンバリングコード 51S04-4020YR-00
講義開講時期 通年
講義区分 演習
基準単位数 2
時間 60.00
対象学年 4
必修/選択 必修
担当教員

氏名
盆子原 秀三
増田 敦子
加藤 宗規
武内 朗
山田 洋一
平野 正広
荒巻 英文
兎澤 良輔
町田 志樹
荒井 沙織
一色 員子
石井 成美
澤 広太
酒井 実希
今村 創
柊 幸伸

総合学修目標
①理学療法学全般における知識の統合をおこなう。
②特に前半においては、解剖・生理・運動学での基礎知識の理解を深める。
③座学のみならず実技演習を通して理解を深める。
④理学療法学科DP1-①、DP2-②に相当。
個別学修目標
①基礎・臨床医学分野（解剖学、生理学、運動学、人間発達学、病理学、精神医学、臨床心理
学、内科学、整形外科学、神経内科学、小児科学、老年医学、リハビリテーション概論他）に
おける重要ポイントを理解することができる。
②理学療法分野（理学療法概論、理学療法評価学（実技を含む）、理学療法治療学（運動療法
総論・各論、物理療法、義肢・装具療法）、日常生活活動学、リスク管理、地域リハビリテー
ション他）における重要ポイントを理解することができる。
③合格基準を超えることができる。
準備学修
予め出題範囲、その傾向について、国家試験対策本にて調べておくこと（90分）。
ディプロマポリシー



◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回

担
当
教
員

盆子原 秀三
理学療法学における知識統合の方法と、効果的な学習戦略について

内
容

理学療法学全般における知識統合についての説明をおこなう。
臨床に役立つ運動学、かつ重要な分野に関して説明する。	

第2回

担
当
教
員

盆子原 秀三
荒巻 英文
一色 員子
酒井 実希
実地問題対策(関節可動域測定）実技A：盆子原（90分）B:荒巻（90分）C:一色
（90分）D:酒井（90分）

内
容

血圧測定・肢長・周径・関節可動域検査・徒手筋力検査・感覚検査・腱反射・病
的反射・BSR・SIAS-M・整形外科的検査の復習をおこない、臨床場面に則した実
施問題に対して対策をおこなう。	

第3回

担
当
教
員

盆子原 秀三
荒巻 英文
一色 員子
酒井 実希
実地問題対策(関節可動域測定）実技A：盆子原（90分）B:荒巻（90分）C:一色
（90分）D:酒井（90分）

内
容

血圧測定・肢長・周径・関節可動域検査・徒手筋力検査・感覚検査・腱反射・病
的反射・BSR・SIAS-M・整形外科的検査の復習をおこない、臨床場面に則した実

	



施問題に対して対策をおこなう。

第4回

担
当
教
員

山田 洋一
平野 正広
澤 広太
実地問題対策（徒手筋力検査）実技A：山田（90分）B:平野（90分）C:澤
（90分）

内
容

血圧測定・肢長・周径・関節可動域検査・徒手筋力検査・感覚検査・腱反射・病
的反射・BSR・SIAS-M・整形外科的検査の復習をおこない、臨床場面に則した実
施問題に対して対策をおこなう。

第5回

担
当
教
員

山田 洋一
平野 正広
澤 広太
実地問題対策（徒手筋力検査）実技A：山田（90分）B:平野（90分）C:澤
（90分）

内
容

血圧測定・肢長・周径・関節可動域検査・徒手筋力検査・感覚検査・腱反射・病
的反射・BSR・SIAS-M・整形外科的検査の復習をおこない、臨床場面に則した実
施問題に対して対策をおこなう。

第6回

担
当
教
員

兎澤 良輔
今村 創
石井 成美
実地問題対策（整形外科疾患）実技A：兎澤（90分）B:今村（90分）C:石井
（90分）

内
容

血圧測定・肢長・周径・関節可動域検査・徒手筋力検査・感覚検査・腱反射・病
的反射・BSR・SIAS-M・整形外科的検査の復習をおこない、臨床場面に則した実
施問題に対して対策をおこなう。

第7回

担
当
教
員

武内 朗
荒井 沙織
澤 広太
実地問題対策（中枢神経疾患）実技A：武内（90分）B:荒井（90分）C:澤
（90分）

内
容

血圧測定・肢長・周径・関節可動域検査・徒手筋力検査・感覚検査・腱反射・病
的反射・BSR・SIAS-M・整形外科的検査の復習をおこない、臨床場面に則した実
施問題に対して対策をおこなう。

第8回

担
当
教
員

町田 志樹
解剖学

内
容

解剖学：骨格系、筋系、神経系、脈管系、内臓系、感覚器系、体表解剖、細胞の
構造と機能、その他	
過去問から学習ポイントや必修ポイントを示し、各自の不足点を理解できるよう
にする。

第9回

担
当
教
員

町田 志樹
解剖学

内
容

解剖学：骨格系、筋系、神経系、脈管系、内臓系、感覚器系、体表解剖、細胞の
構造と機能、その他
過去問から学習ポイントや必修ポイントを示し、各自の不足点を理解できるよう
にする。

第10回

担
当
教
員

増田 敦子
生理学



内
容

生理学：筋、神経、感覚、言語機能、運動、自律神経、呼吸、循環、血液、免
疫、その他	
過去問から学習ポイントや必修ポイントを示し、各自の不足点を理解できるよう
にする。

第11回

担
当
教
員

増田 敦子
生理学

内
容

生理学：筋、神経、感覚、言語機能、運動、自律神経、呼吸、循環、血液、免
疫、その他
過去問から学習ポイントや必修ポイントを示し、各自の不足点を理解できるよう
にする。

第12回

担
当
教
員

加藤 宗規
研究法

内
容

研究法：統計学・コミュニケーション方法
過去問から学習ポイントや必修ポイントを示し、各自の不足点を理解できるよう
にする。	

第13回

担
当
教
員

加藤 宗規
精神医学、臨床心理学

内
容

精神医学：精神障害、症候と診断、薬物療法、精神療法、感情障害、躁うつ病、
統合失調症、感情障害、てんかん、神経症、認知症、知的障害、行動障害、中
毒、その他 
臨床心理学：防衛機制、心理発達、心理検査、心理療法、性格、障害受容、記
憶、転移、学習、その他
過去問から学習ポイントや必修ポイントを示し、各自の不足点を理解できるよう
にする。

第14回

担
当
教
員

荒井 沙織
神経内科学

内
容

神経内科学：脳血管疾患、変性疾患、脱髄疾患、末梢神経疾患、神経筋接合部、
筋疾患、その他
過去問から学習ポイントや必修ポイントを示し、各自の不足点を理解できるよう
にする。	

第15回

担
当
教
員

一色 員子
リハビリテーション概論、リハビリテーション医学・地域リハビリテーション、
理学療法学概論、病理学

内
容

・リハビリテーション概論：障害の評価（ICIDH、ICF）、リハ概念、ノーマライ
ゼーション、PT・OT法、関連法規、感染予防 
・リハビリテーション医学・地域リハビリテーション：健康と疾病、クリニカル
パス、廃用症候群、地域リハシステム、バリアフリー、その他	
・理学療法学総論：理論的背景、基本的運動療法、エネルギー消費、運動強度、
てこ、モーメント、その他	
・病理学：創傷、組織の病理変化、奇形、循環障害、変性疾患、進行性疾患、炎
症、腫瘍、感染症、標準予防策
過去問から学習ポイントや必修ポイントを示し、各自の不足点を理解できるよう
にする。

担
当 盆子原 秀三



第16回
教
員

運動学 上肢・体幹

内
容

運動学：力学基礎、運動、四肢・体幹の運動、姿勢、歩行、運動学習、その他
過去問から学習ポイントや必修ポイントを示し、各自の不足点を理解できるよう
にする。	

第17回

担
当
教
員

盆子原 秀三
運動学 下肢

内
容

運動学：力学基礎、運動、四肢・体幹の運動、姿勢、歩行、運動学習、その他
過去問から学習ポイントや必修ポイントを示し、各自の不足点を理解できるよう
にする。	

第18回

担
当
教
員

盆子原 秀三
臨床運動学

内
容

運動学：力学基礎、運動、四肢・体幹の運動、姿勢、歩行、運動学習、その他
過去問から学習ポイントや必修ポイントを示し、各自の不足点を理解できるよう
にする。	

第19回

担
当
教
員

石井 成美
運動療法基礎

内
容

運動療法基礎：運動療法学：運動生理、運動の種類、筋力、筋持久力、筋力増
強、ROM運動、ストレッチング、治療体操、その他	
過去問から学習ポイントや必修ポイントを示し、各自の不足点を理解できるよう
にする。

第20回

担
当
教
員

荒巻 英文
物理療法学

内
容

物理療法学：温熱・寒冷療法、電気刺激療法、電磁波療法、光線療法、超音波療
法、水治療法、牽引療法、その他	
過去問から学習ポイントや必修ポイントを示し、各自の不足点を理解できるよう
にする。

第21回

担
当
教
員

兎澤 良輔
整形外科学

内
容

整形外科学：骨折・脱臼、脊髄損傷、RA、関節症、脊柱、上肢、下肢傷害・疾
患、小児整形、骨粗鬆証症、切断、その他	
過去問から学習ポイントや必修ポイントを示し、各自の不足点を理解できるよう
にする。

第22回

担
当
教
員

兎澤 良輔
整形外科系障害理学療法

内
容

整形外科系障害理学療法：骨折・脱臼、脊髄損傷、RA、関節症、脊柱、上肢、
下肢傷害・疾患、小児整形、骨粗鬆証症、切断、その他	
過去問から学習ポイントや必修ポイントを示し、各自の不足点を理解できるよう
にする。

担
当 酒井 実希



第23回
教
員

人間発達学、小児科学、発達障害理学療法

内
容

人間発達：発達段階、身体発達、運動発達、発達障害、原始姿勢反射
過去問から学習ポイントや必修ポイントを示し、各自の不足点を理解できるよう
にする。

第24回

担
当
教
員

武内 朗
中枢神経系障害理学療法（脳血管疾患）

内
容

中枢神経疾患：脳血管疾患 疾患と理学療法、その他	
過去問から学習ポイントや必修ポイントを示し、各自の不足点を理解できるよう
にする。

第25回

担
当
教
員

盆子原 秀三
脊髄損傷

内
容

脊髄損傷 疾患と理学療法、その他
過去問から学習ポイントや必修ポイントを示し、各自の不足点を理解できるよう
にする。

第26回

担
当
教
員

山田 洋一
日常生活活動学

内
容

日常生活活動学：概念と分類、疾患別ADL指導、その他 生活環境整備、リスク
管理：リハビリテーション関連機器、車椅子、歩行器、その他 疾患別リスク管理
過去問から学習ポイントや必修ポイントを示し、各自の不足点を理解できるよう
にする。

第27回

担
当
教
員

澤 広太
義肢装具学Ⅰ

内
容

義肢・装具学：断端管理、股・大腿・下腿義足、体幹装具、上・下肢装具、その
他	
過去問から学習ポイントや必修ポイントを示し、各自の不足点を理解できるよう
にする。

第28回

担
当
教
員

柊 幸伸
義肢装具学Ⅱ

内
容

異常歩行、義肢装具適合	
過去問から学習ポイントや必修ポイントを示し、各自の不足点を理解できるよう
にする。

第29回

担
当
教
員

今村 創
内部障害理学療法

内
容

内部障害理学療法：呼吸器疾患：間質性肺疾患、慢性閉塞性肺疾患、呼吸理学療
法、その他 循環器疾患：心筋梗塞、狭心症、術後の理学療法、心不全、その他
過去問から学習ポイントや必修ポイントを示し、各自の不足点を理解できるよう
にする。

担
当
教

平野 正広
内部障害理学療法・高齢者



第30回 員

内
容

内部障害理学療法、高齢者：代謝疾患：糖尿病、その他 高齢者障害：その他	
過去問から学習ポイントや必修ポイントを示し、各自の不足点を理解できるよう
にする。

評価方法とフィードバック方法
筆記試験 100％
・基礎・臨床医学分野、理学療法専門分野から合わせて午前午後100問ずつ、計200問とする。
午前・午後各20問、計40問の実地問題（配点3点、120点満点）と、午前・午後各80問、計160問
の一般問題（配点1点160点満点）で、その総得点は280点満点。168点以上、あるいは正答
率60％以上（小数点以下を四捨五入しない）を合格とする。
・また理学療法特講Ⅱの全講義終了後、本試験2回を実施する。両方を合算し正答率が60％以上
を合格とする。再試験は実施しない。
・出題傾向、難易度は国家試験レベルとする。
・試験結果はAD、あるいは学科長（副学科長）によって個別に対応する。
教科書
テキスト 
特に定めず

参考書
参考文献
・クエスチョン・バンク 理学療法士・作業療法士 国家試験問題解説 医療情報科学研究所編
メディックメディア株式会社発行「共通問題」4,500円＋税「専門問題」4,500円＋税 
・理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント 医歯薬出版編 医歯薬出版株式会社
「基礎PT学」4,700円＋税「障害別PT治療学」4,700円＋税「専門基礎分野臨床医学」4,400円＋
税 
「専門基礎分野基礎医学」4,200円＋税 
・国試の達人 PT･OTシリーズ 理学療法科学学会編 アイペック
オフィスアワー
担当教員が複数のため、質問などは該当教員のオフィスアワーを確認すること。
前半の第1回講義および実地問題対策の実技編（2回～7回）は、臨床実習に行っていない期間に
おこなう。予め出席リストを提示するので、自分が講義を受ける期間を確認すること。実技編
においては実習着を着用すること。
実務経験の有無
この科目は、臨床での実務経験を持つ教員等が、その実務経験を活かして、理学療法プロセス
での重要なポイントの教育を行う。
その他
・担当する教員の授業スケジュール等により講義の順が変更されるため、シラバスに記載され
ている項目の順番通りには開講はできない。予定が決まり次第クラスルームで周知する。
・授業の進行および詳細についてはオリエンテーションやクラスルーム等で説明をする。



講義コード 5203901
講義名 理学療法管理経営学
(副題)
代表ナンバリングコード 51L04-3021SR-00
講義開講時期 後期後半
講義区分 講義
基準単位数 1
時間 15.00
対象学年 3
必修/選択 必修
担当教員

氏名
山之口 美喜生

総合学修目標
理学療法士養成過程における必修科目となっている（国家試験出題範囲）。
医療組織において、かつては医師が医療方針と管理経営(運営)の両方の決定権者であり、現在は
コメディカルと呼ばれているが古くにはパラメディカルと呼ばれた理学療法士等の医療従事者
は経営管理には関わらない職種であるとされてきた。
しかし、1940年代以降、米国を中心に病院管理と経営が体系化され、日本においても厳しい医
療経営環境の中で病院の管理運営の方法が注目され病院管理学や病院経営学が確立されてき
た。
このような背景の中で、病院組織内の「各部門の管理運営」についてもその必要性と重要性が
認識され、昨今は理学療法(ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ)部門においても収支管理や人事管理を要求されるように
なっている。
本講義は、将来理学療法士としてそのような環境の現場で働くことになる学生が、この経営管
理の考え方を理解し組織運営における様々な基礎的知識を習得することを目的とする。
個別学修目標
①医療における経営と管理について基本的理解を深める。
②病院の全体的な医事管理・人事管理・物品管理を理解し、原価や人件費等のコストを理解す
る。
③我が国の医療保険制度と診療報酬制度を理解し、理学療法部門としての経営管理を理解す
る。
準備学修
特に予習の必要はないが、授業を受講した後は資料と講義内容を復習し、次回の授業の基礎と
なるよう理解を深めておくこと。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎



【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 〇

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

◎

授業計画

第1回
担当
教員

山之口 美喜生
管理経営学で何を学ぶのか。管理、運営、経営について

内容 〇将来のキャリアアップにつながる知識や考え方を理解する
〇自身の人生設計が経営の基本であることを理解する

第2回
担当
教員

山之口 美喜生
病院の「組織」について

内容 〇治療を目的とした業務組織体と管理運営で統率された企業体としての二面性
を学習する

第3回
担当
教員

山之口 美喜生
損益管理表の読み方と演習

内容 〇部門管理者として経営提言の思考ができるように損益管理の理解を深める

第4回
担当
教員

山之口 美喜生
実際の例を使って「経営」を理解する

内容 〇実際の損益管理表を使った経営者としてのリアルな疑似体験を通して学習す
る

第5回
担当
教員

山之口 美喜生
病院の「医事管理」について

内容 〇医療事務の内容理解と医療行為の「おカネ化」の流れの学習する

第6回
担当
教員

山之口 美喜生
「病院会計」「経営分析」について

内容 〇企業体として重要な構成要件である「カネ」の流れと重要性を再度整理しま
とめる

第7回
担当
教員

山之口 美喜生
「人事管理」「物品管理」の初歩的理解について

内容 〇企業体として重要な構成要件である「ヒト」と「モノ」について学習する

第8回
担当
教員

山之口 美喜生
管理経営の基本のまとめと復習

内容 〇病院組織としての管理経営と理学療法士としての部門管理は基本的に同じで
あることをおさらいし理解する

評価方法とフィードバック方法



小テスト（20点）と筆記試験（定期試験）（80点）の合計で評価する。
なお、文部科学省および厚生労働省の定める単位付与指針（成績評価は100％出席を前提とす
る）に従い、本学『履修の手引き』による公認欠席・公認遅刻以外の欠席・遅刻に対しては厳
格に対応する。
上記評価を最終評価とし、再試験での救済は原則行わない。なお、救済の再試験を行う場合は
皆出席および遅刻または欠席が各１回までの受講生を対象とする。
教科書
Web（classroom）上、もしくは紙プリントで資料を配布する。

参考書
特に指定はありません。興味のある分野を学習してください。

オフィスアワー
質問等は随時受け付けます。研究室来訪時には公開しているオフィスアワーを参考にしてくだ
さい。
実務経験の有無
この講義は理学療法(リハビリテーション)部門責任者の傍ら、病院事務長(事務局長)および病院
管理者(副院長)等の臨床と管理経営の実務を経験してきた現職の大学学長により、組織管理経営
の実務的授業を行う。
その他
座席は指定とする。
なお、自然災害等の止むを得ない状況の時に遠隔授業を行うこともあります。



講義コード 5204001
講義名 卒業課題研究
(副題)
代表ナンバリングコード 50S04-4002YE-00
講義開講時期 通年
講義区分 演習
基準単位数 2
時間 60.00
対象学年 4
必修/選択 選択
担当教員

氏名
加藤 宗規

総合学修目標
①これまで学習してきた基礎・臨床医学、理学療法専門科目に関する知識と技術をもとに、学
生が希望するテーマについて、研究テーマの発見から解決までを経験することにより、論理的
な思考と行動について理解する。

②論文にまとめ、発表まで行うことにより、論理的文章作成とプレゼンテーションを経験する
ことにより、卒業後の学会発表や論文作成などの研究活動を行うための基礎とする。

理学療法学科DP④
個別学修目標
①自ら研究テーマを発見し、仮説を立てることができる。

②仮説を証明するための調査対象と方法を立案できる。

③関連する先行研究を検索することができる。

④対象に対するリスクに配慮し、測定を行うことができる。

⑤測定結果の集計と解析ができる。

⑥結果について、先行研究とも比較しながら理論的な考察ができる。

⑦一連の過程について文章化して論文を作成できる。

⑧論文を要約して資料を作成し、プレゼンテーションができる。

準備学修
研究計画など、指定がある場合は自宅で準備する。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
空欄：



該当し
ない

【健康科学部 主体性・多様性尊重・協働性】① 豊かな感性を持ち、相手の立場に立っ
た思いやりを備え、他の人たちと相互に支え合うことができる。
【健康科学部 主体性・多様性尊重・協働性】②他者を尊重することができ、異なる文
化、価値観の多様性を受け入れることができる。
【健康科学部 知識・技能、思考力・判断力・表現力等能力】③健康を回復する手助け
として、健康レベルに応じて必要な知識・技術を用い、的確な医療の実践ができ、医
療専門職として社会で貢献できる。
【健康科学部 主体性・多様性尊重・協働性】④医療職としての知識や技術の向上を目
指し、研鑽を続けることができる。 ◎

【健康科学部 主体性・多様性尊重・協働性】⑤質の高い医療の実践のため、他の専門
職との連携に配慮し、チーム医療の一員として力を発揮できる。
【健康科学部 思考力・判断力・表現力等能力】⑥地域の医療の諸課題とその背景を理
解し、地域医療に貢献することができる。

授業計画

第1回

担
当
教
員

加藤 宗規
卒業論文テーマの考案説明

内
容 卒業試験のテーマの探し方から決定するまでの流れを解説する

第2回

担
当
教
員

加藤 宗規
テーマ考案のための文献検索

内
容

卒業論文のテーマを決めるにあたり、先行研究検索をして参考になる研究を探
す。（AL:B）

第3回

担
当
教
員

加藤 宗規
テーマ決定のための文献①

内
容

卒業論文のテーマを決めるにあたり、先行研究を読み概要をまとめる。
（AL:B）

第4回

担
当
教
員

加藤 宗規
テーマ決定のための文献②

内
容 第3回で扱った先行研究以外の先行研究を読み概要をまとめる。（AL:B）

第5回

担
当
教
員

加藤 宗規
テーマ話し合い

内
容

先行研究テーマについて、グループ内でディスカッションする。［アクティブ
ラーニング：Ａディスカッション］（AL:A）

第6回

担
当
教
員

加藤 宗規
テーマ決定



内
容 各自のテーマを決定する。［アクティブラーニング：Ｄ実習］

第7回

担
当
教
員

加藤 宗規
研究計画の立案説明

内
容 研究計画の立て方について解説する。

第8回

担
当
教
員

加藤 宗規
研究計画の立案

内
容 決まったテーマについて、対象や方法をグループ内で検討する。（AL:A）

第9回

担
当
教
員

加藤 宗規
被験者への説明書と承諾書の説明と立案

内
容

被験者への説明書と承諾書の作成方法を解説するとともに、使用するそれらを
検討して作成する。［アクティブラーニング：Ｄ実習］（AL:A）

第10回

担
当
教
員

加藤 宗規
被験者の募集

内
容 立案された研究計画に基づき、被験者を募集する。（AL:B）

第11回

担
当
教
員

加藤 宗規
被験者への説明と承諾

内
容

被験者に研究の概要を説明するとともに、承諾を得る。［アクティブラーニン
グ：Ｄ実習］（AL:B）

第12回

担
当
教
員

加藤 宗規
被験者の測定①

内
容 被験者no.1-3測定。（AL:B）

第13回

担
当
教
員

加藤 宗規
被験者の測定②

内
容 被験者no.1-3測定。［アクティブラーニング：Ｄ実習］（AL:B）

第14回

担
当
教
員

加藤 宗規
被験者の測定③

内
容 被験者no.4-6測定。［アクティブラーニング：Ｄ実習］（AL:B）

担
当 加藤 宗規



第15回 教
員

被験者の測定④

内
容 被験者no.7-9測定。［アクティブラーニング：Ｄ実習］（AL:B）

第16回

担
当
教
員

加藤 宗規
被験者の測定⑤

内
容 被験者no.10-12測定。［アクティブラーニング：Ｄ実習］（AL:B）

第17回

担
当
教
員

加藤 宗規
被験者の測定⑥

内
容 被験者no.13-15測定。［アクティブラーニング：Ｄ実習］（AL:B）

第18回

担
当
教
員

加藤 宗規
データ入力

内
容

被験者no.1-15のデータをエクセルファイルに入力。［アクティブラーニング：
Ｄ実習］（AL:B）

第19回

担
当
教
員

加藤 宗規
データ統計解析方法の検討

内
容

得られたデータをソフトを用いて統計解析するさいに用いる適切な統計手法を
講義により理解する。

第20回

担
当
教
員

加藤 宗規
統計

内
容

検討された統計手法をソフトを用いて実行する。［アクティブラーニング：Ｄ
実習］（AL:B）

第21回

担
当
教
員

加藤 宗規
論文骨子の検討

内
容

論文の骨子となる構成を検討する。また、担当教員からフィードバックを受け
る。［アクティブラーニング：Ｄ実習］（AL:B）

第22回

担
当
教
員

加藤 宗規
論文作成①

内
容

研究の背景について先行研究内容を引用しながらまとめる。また、担当教員か
らフィードバックを受ける。［アクティブラーニング：Ｄ実習］（AL:B）

第23回

担
当
教
員

加藤 宗規
論文作成②

内
容

研究の背景とリンクした形となるように研究目的をまとめる。また、担当教員
からフィードバックを受ける。［アクティブラーニング：Ｄ実習］（AL:B）



第24回

担
当
教
員

加藤 宗規
論文作成③

内
容

対象と方法をまとめる。また、担当教員からフィードバックを受ける。［アク
ティブラーニング：Ｄ実習］（AL:B）

第25回

担
当
教
員

加藤 宗規
論文作成④

内
容

統計も含めた結果をまとめる。また、担当教員からフィードバックを受ける。
［アクティブラーニング：Ｄ実習］（AL:B）

第26回

担
当
教
員

加藤 宗規
論文作成⑤

内
容

考察の骨子を補足する文献を探索する。また、担当教員からフィードバックを
受ける。［アクティブラーニング：Ｄ実習］（AL:B）

第27回

担
当
教
員

加藤 宗規
論文作成⑥

内
容

考察をまとめる。また、担当教員からフィードバックを受ける。［アクティブ
ラーニング：Ｄ実習］（AL:B）

第28回

担
当
教
員

加藤 宗規
論文作成⑦

内
容

全体の文章つながり、誤字脱字など全体の再確認をする。また、担当教員から
フィードバックを受ける。［アクティブラーニング：Ｄ実習］（AL:B）

第29回

担
当
教
員

加藤 宗規
論文作成⑧

内
容

授業の2日前までに提出した修正論文について、担当教員からフィードバックを
受け再修正をする。［アクティブラーニング：Ｄ実習］（AL:B）

第30回

担
当
教
員

加藤 宗規
論文完成・提出

内
容

指定したフォームに図表も組み込み、論文を完成させて提出する。［アクティ
ブラーニング：Ｄ実習］（AL:B）

評価方法とフィードバック方法
課題遂行と提出100％（研究は個人で行い、学会発表抄録あるいは論文を作成すること）
論文完成後、希望者には成績をフィードバックする。
教科書
特に指定しない。計画する研究内容に応じて、研究デザインや統計等の書籍・資料を提示す
る。

参考書



①臨床研究の教科書第2版 研究デザインとデータ処理のポイント 川村孝 医学書院 定価 4,620円
（本体4,200円＋税）
②Rコマンダーで簡単！医療系データ解析 対馬栄輝 東京図書 3,200円＋税

オフィスアワー
水曜日1限目、その他随時mu-kato(a)sbctmu.ac.jpにて受け付ける。［アドレスの(a)は@］
実務経験の有無
この科目は多くの研究実績を持ち、臨床に従事する理学療法士や大学院生など多くの研究指導
を積んでいる教員がその経験を活かして指導にあたります。
その他
必要な知識として「理学療法研究法特論」の履修をしていることが望ましい。



講義コード 5204101
講義名 運動学Ⅰ
(副題)
代表ナンバリングコード 51S04-1022SR-00
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
時間 30.00
対象学年 1
必修/選択 必修
担当教員

氏名
盆子原 秀三
加藤 宗規

総合学修目標
運動学とは生体の構造と機能の関係を理解することを目的とした学問であり、解剖学、生理
学、物理学の応用学としての側面も持つ。本講では運動学Ⅱ、運動学実習、臨床運動学実習を履
修する上で必要となる運動器の機能を中心に学習する。（理学療法学科DP1-①に該当する）
個別学修目標
1. 運動器の構造と関節の形態、機能を説明できる。
2. 随意運動について説明することができる。
3. それぞれの関節での動きを筋の起始停止での作用を通して説明できる。
4. 正常歩行での各相についておおまかに説明することができる。
準備学修
筋骨格系の解剖学の知識が必須となる。この知識がなければ授業内容の理解が困難となってし
まうため、前期の解剖学Ⅰの復習を求める。(60分）
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ



ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回

担
当
教
員

盆子原 秀三
オリエンテーション、運動学概論

内
容 運動学で何を学ぶか 身体の構造と機能について 運動の自由度とは何か？

第2回

担
当
教
員

盆子原 秀三
関節の構造

内
容 関節の動きを構成する要因とは何か？てこの原理による関節の動きについて

第3回

担
当
教
員

盆子原 秀三
随意運動について

内
容 人はなぜ立っていることができるのか？

第4回

担
当
教
員

盆子原 秀三
発達と機能

内
容

直立、二足歩行によってどのように形態が変化したか？小テスト①関節の構造 て
こ

第5回

担
当
教
員

盆子原 秀三
加藤 宗規
肩甲帯と肩関節の運動 クラスを2分する：学籍番号前半のグループは盆子原が主
題における講義をおこなう（90分）、学籍番号後半のグループは別部屋で加藤が
主題における講義をおこなう（90分）

内
容 肩の回旋筋腱板、肩甲上腕リズムとは何か？

第6回

担
当
教
員

盆子原 秀三
加藤 宗規
肘・手の運動 クラスを2分する：学籍番号前半のグループは盆子原が主題におけ
る講義をおこなう（90分）、学籍番号後半のグループは別部屋で加藤が主題にお
ける講義をおこなう（90分）

内
容 肘は屈伸と前腕の回内外が可能である、なぜか？

第7回

担
当
教

盆子原 秀三
加藤 宗規
骨盤帯と股関節の運動 クラスを2分する：学籍番号前半のグループは盆子原が主
題における講義をおこなう（90分）、学籍番号後半のグループは別部屋で加藤が



員 主題における講義をおこなう（90分）
内
容 股関節は骨盤の動きと連動している。小テスト②肩肘手

第8回

担
当
教
員

盆子原 秀三
加藤 宗規
膝関節の動き クラスを2分する：学籍番号前半のグループは盆子原が主題におけ
る講義をおこなう（90分）、学籍番号後半のグループは別部屋で加藤が主題にお
ける講義をおこなう（90分）

内
容 膝の役割は何だろう？

第9回

担
当
教
員

盆子原 秀三
加藤 宗規
足関節・足部の動き クラスを2分する：学籍番号前半のグループは盆子原が主題
における講義をおこなう（90分）、学籍番号後半のグループは別部屋で加藤が主
題における講義をおこなう（90分）

内
容 足部は捻挫が多い、なぜだろう？

第10回

担
当
教
員

盆子原 秀三
加藤 宗規
体幹（頸椎、胸椎、腰椎）と胸郭の運動 クラスを2分する：学籍番号前半のグル
ープは盆子原が主題における講義をおこなう（90分）、学籍番号後半のグループ
は別部屋で加藤が主題における講義をおこなう（90分）

内
容 頸椎、胸椎、腰椎での異なる動きの原因は何か？小テスト③骨盤・股膝足

第11回

担
当
教
員

盆子原 秀三
加藤 宗規
筋の起始停止 クラスを2分する：学籍番号前半のグループは盆子原が主題におけ
る講義をおこなう（90分）、学籍番号後半のグループは別部屋で加藤が主題にお
ける講義をおこなう（90分）

内
容 主要な筋の起始停止、作用、神経支配、髄節 骨モデルを活用

第12回

担
当
教
員

盆子原 秀三
バランスについて

内
容 バランスとは何か？

第13回

担
当
教
員

盆子原 秀三
運動・動作の分析

内
容 運動・動作分析の方法、運動学習とパフォーマンス 小テスト④頸部・体幹

第14回

担
当
教
員

盆子原 秀三
姿勢について

内
容 立位姿勢アライメントと重心の関係、主要姿勢筋の働き

第15回

担
当
教

盆子原 秀三
歩行について



員
内
容 正常歩行と歩行周期（時間および空間パラメータ、ケイデンス）

評価方法とフィードバック方法
定期試験（学期末テスト70%・小テスト30%）によって行う。毎回の講義終了後に到達度チェッ
クをする、これをもって出席と認める。次回講義のはじめに総評を公開する。小テストは解
説、模範解答を公開する。
教科書
筋学ハンドブック 飯島治之・盆子原秀三 著 医歯薬出版 2,530円
参考書
・筋骨格系のキネシオロジー（原著第3版）、Donald A. Neumann 著、医歯薬出版、12，500円
・エッセンシャル・キネシオロジー（原書第2版）、Paul Jackson Mansfield、Donald A. Neumann
著、南江堂、5,800円
・基礎運動学（第6版補訂）、中村隆一、斎藤宏、長崎浩著、医歯薬出版、7,200円
オフィスアワー
（盆子原）月曜日および木曜日昼休み（12:10-13:00）、担当教員研究室。授業内容についての質
問は授業中、授業後およびオフィスアワーに受け付ける。またメールでの質問も受け付ける
（メールアドレス：bonkohara@sbctmu.ac.jp）。

（加藤）水曜日および金曜日1限：521教員研究室
実務経験の有無
この科目は病院での臨床経験のある教員が、その実務経験を活かして、運動学の基本的な知識
と評価治療プロセスでの運動学の活用についての考え方について講義する。
その他
授業内容、授業構成についてはオリエンテーション時に説明する。
毎回の出席カードの問題を解いて提出してください。この出席カードの提出をもって出席扱い
とします。運動学Ⅱ・運動学実習に繋がる重要な科目である。原則的には欠席は認めない。



講義コード 5204201
講義名 運動学Ⅱ
(副題)
代表ナンバリングコード 51S04-2023FR-00
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 1
時間 30.00
対象学年 2
必修/選択 必修
担当教員

氏名
盆子原 秀三
酒井 実希

総合学修目標
人の身体構造を理解した上での、実際の人の運動、行動について理解する。解剖学、生理学に
加え、力学を中心にした運動法則に基づいて人の体における基本的な運動から応用された動作
や行為にいてるまでの仕組みを理解する。人の運動を構造的に理解し、姿勢制御や運動学習と
いった神経生理学的な視点からも、運動がどのように行われ、学習されているのか、その理解
を深める。
個別学修目標
1)日常生活での単純な動作において運動学的観点から分析することができる。
2)関節の回転軸における筋の走行において、その作用を理解することができる。
3)姿勢制御における理論を説明することができる
4)歩行における客観的要因と主観的要因について説明できる。
5)歩行における筋活動と床反力との関係性についておおまかに説明できる。
準備学修
1年次に履修した「運動学Ⅰ」「解剖学Ⅰ・Ⅱ」の資料を復習すること（30分）。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎



【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 〇

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

〇

授業計画

第1回

担
当
教
員

盆子原 秀三
酒井 実希
オリエンテーション、生体力学

内
容

盆子原（60分）酒井（30分）グループワークでの手順。てこの原理、トルク、関
節モーメントについて

第2回

担
当
教
員

盆子原 秀三
酒井 実希
上肢帯と上肢の運動（1）

内
容

実技：A；盆子原（90分）B；酒井（90分）肩甲上腕リズムについて 課題①上肢の
外転運動において肩甲骨の上方回旋がどのように変化していくのか？触診による
骨評点の変化を把握する

第3回

担
当
教
員

盆子原 秀三
酒井 実希
上肢帯と上肢の運動（2）

内
容

実技：A；盆子原（90分）B；酒井（90分）肩甲上腕リズムについて 課題②上肢の
外転運動、また肩甲骨の上方回旋にかかわる筋群の列挙、また各筋の起始停止、
神経支配、代償運動の理解

第4回

担
当
教
員

盆子原 秀三
酒井 実希
上肢帯と上肢の運動(3)

内
容

実技：A；盆子原（90分）B；酒井（90分）課題①壁を押す際の関節の動き 肘関
節90度から壁を前方に押す際に働く関節、どんな変化をしているのかについて表
す 
小テスト①第2・3回の課題の筋（起始停止・作用・神経支配・髄節）

第5回

担
当
教
員

盆子原 秀三
酒井 実希
上肢帯と上肢の関節運動（4）

内
容

実技：A；盆子原（90分）B；酒井（90分）肘関節90度から壁を前方に押す際の活
動する筋群、起始停止、神経支配について

第6回

担
当
教
員

盆子原 秀三
酒井 実希
下肢帯と下肢の運動（1）

内
容

実技：A；盆子原（90分）B；酒井（90分）骨盤の前傾後傾とは 課題：骨盤の前傾
後傾をどう確認するか、骨評点。腰椎、大腿骨との関連を理解する。 課題レポー
ト提出【1】課題4・5に関して



第7回

担
当
教
員

盆子原 秀三
酒井 実希
下肢帯と下肢の運動（2）

内
容

実技：A；盆子原（90分）B；酒井（90分）骨盤の前傾後傾とは 課題：骨盤の前傾
後傾の動きに関与している筋群について、起始停止、神経支配、短縮による代償
運動について理解する。

第8回

担
当
教
員

盆子原 秀三
酒井 実希
下肢帯と下肢の運動（3）

内
容

実技：A；盆子原（90分）B；酒井（90分）課題：体幹まっすぐと前傾でのスクワ
ット 股関節、膝関節、足関節の角度の変化、各関節の動きにかかわる筋群につい
て、起始停止、神経支配、2つの動作での筋活動に差がある原因を探る。課題レポ
ート【2】提出：第6・7回課題のレポート

第9回

担
当
教
員

盆子原 秀三
酒井 実希
下肢帯と下肢の運動（4）

内
容

実技：A；盆子原（90分）B；酒井（90分）足関節の背屈と底屈 課題：足関節の底
背屈の角度を計測する。膝伸展位と30度屈曲位での比較をおこなう。それに関与
する筋群について起始停止、神経支配 2つの動きに差が生じる理由について言及
する。

第10回

担
当
教
員

盆子原 秀三
酒井 実希
姿勢（1）

内
容

実技：A；盆子原（90分）B；酒井（90分）姿勢の変化による基底面積、重心の位
置の変化について理解する 小テスト②第6～9回講義；下肢の筋：起始停止、作
用、神経支配、髄節

第11回

担
当
教
員

盆子原 秀三
酒井 実希
姿勢(2)

内
容

実技：A；盆子原（90分）B；酒井（90分）安静立位姿勢での身体重心、重心線が
通る骨評点について、立位での運動制御について理解する

第12回

担
当
教
員

盆子原 秀三
酒井 実希
歩行(1)

内
容

実技：A；盆子原（90分）B；酒井（90分）客観的評価 10ｍ歩行、ステップ、スト
ライド距離、ケーデンス 歩行速度での変化を理解する

第13回

担
当
教
員

盆子原 秀三
酒井 実希
歩行(2)

内
容

実技：A；盆子原（90分）B；酒井（90分）歩行相でのクリティカル・イベントを
理解する

第14回

担
当
教
員

盆子原 秀三
酒井 実希
歩行(3)

内 実技：A；盆子原（90分）B；酒井（90分）各歩行相での筋活動と床反力において



容 理解する

第15回

担
当
教
員

盆子原 秀三
酒井 実希
総括

内
容 酒井（90分）これまでの学修のまとめをおこなう

評価方法とフィードバック方法
授業参加度（プレゼン）：10点、小テスト①②：20点、課題:10点、定期試験：60点とする。毎
授業後に出席カードを提出すること。これに質問が設けられているので解答し提出すること。
このカードを持って出席とみなす。授業の振り返りはクラスルームにておこなう。運動学Ⅱは必
修であり理学療法士を目指す者にとっては骨幹をなす科目である、何らかの理由がない限りは
欠席を認めない。
教科書
関節学ハンドブック 医歯薬出版株式会社
参考書
「筋学ハンドブック」飯島治之・盆子原秀三著：医歯薬出版（2024年） 「観察による歩行分
析」キルステン・ゲッツ・ノイマン著：医学書院（2005年）
筋骨格系のキネシオロジー（原著第3版）、Donald A. Neumann 著、医歯薬出版、
エッセンシャル・キネシオロジー（原書第2版）、Paul Jackson Mansfield、Donald A. Neumann
著、南江堂
基礎運動学（第6版補訂）、中村隆一、斎藤宏、長崎浩著、医歯薬出版
オフィスアワー
（盆子原）月曜日および木曜日昼休み（12:10-13:00）、担当教員研究室。授業内容についての質
問は授業中、授業後およびオフィスアワーに受け付ける。またメールでの質問も受け付ける
（メールアドレス：bonkohara@sbctmu.ac.jp）。

（酒井）月曜日および金曜日昼休み：助教室
実務経験の有無
この科目は病院での臨床経験のある教員が、その実務経験を活かして、運動学の基本的な知識
と評価治療プロセスでの運動学の活用についての考え方について講義する。
その他
この科目は、運動学Ⅰの知識の応用編である。さらに運動学実習の基礎となる科目である。さら
に臨床運動学実習が続く。



講義コード 5204301
講義名 医療情報学
(副題)
代表ナンバリングコード 51L04-3024SE-00
講義開講時期 後期前半
講義区分 講義
基準単位数 1
時間 15.00
対象学年 3
必修/選択 選択
担当教員

氏名
山之口 美喜生

総合学修目標
IT 世代である学生たちにとって情報機器の取り扱いは日常的風景であるが、しかしそこで扱わ
れる情報そのものには極めて重要な問題が内包されている。医療界においても情報化デジタル
化の進歩発展は目覚しいものがある。それは診療受付のコンピュータ化にはじまり、電子カル
テの導入普及が進み、遠隔地における医師同士の情報交換が普通となり、検査指示や処方箋も
システムでペーパレスかつリアルタイムとなり、診療費の保険請求いわゆるレセプトも電子請
求が可能となった。数年後には医療現場で従事することになる学生たちにとって、臨床で必要
となる「情報技術(IT)」の知識・スキルの基礎を学ぶだけでなく、何よりそこにおける「個人情
報の取り扱い」を法的かつ倫理的に理解することは極めて重要である。本講義はこれらを一括
りにして「医療情報」としてとらえ、その基本的な情報取扱いのスキル獲得とあわせて、その
取り扱いに際しての情報保護の意識を身に付けることを目的とする。
個別学修目標
①医療情報システムについて理解する。
②情報処理を担うコンピュータやネットワーク、データベースに基礎を理解する。
③電子カルテ等に関する基本的知識を習得する。
④各医療関係法律による守秘義務と問題点について理解する。
⑤個人情報保護法による個人情報の保護について理解する。
準備学修
毎日使っているスマホやタブレットやPCについて、使って当たり前ではなく、このように便利
に使えるにはどのような技術が使われているのかや個人情報漏洩のリスクについて思慮し、疑
問があれば自分なりに事前に調べておくこと。理学療法は理系の知識が必須であり、この授業
でも10進法と2進法について講義を行う。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。



【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 ◎

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

〇

授業計画

第1回
担当
教員

山之口 美喜生
医療情報学をなぜ学ぶか

内容 医療における情報処理技術（IT）利用の意義と情報保護の重要性について理解
を深める。

第2回
担当
教員

山之口 美喜生
医療システムと情報処理の基礎を学ぶ

内容 コンピュータの基礎・ネッﾄワークの基礎・ データベースの基礎を学び、医療
における情報処理技術（IT）の基本的概念を理解する。

第3回
担当
教員

山之口 美喜生
医療における情報処理技術（IT）の活用を理解する

内容 IT技術が病院情報システム等でどのように使われているかを学び、コミュニケ
ーションのツールとしての活用を理解する。

第4回

担当
教員

山之口 美喜生
医療情報システム管理と情報セキュリティ管理

内容
実際に使用される医療支援ソフトの全体像を知り将来扱うことになるその理解
を深める。
ハードとソフト・ネットワーク・ユーザ・障害等のIT技術の問題点にも目を向
け情報管理の大切さを学ぶ。

第5回
担当
教員

山之口 美喜生
医療法と個人情報保護法について－歴史と背景－

内容 個人情報に対する保護的価値観の変遷と変化を知ってその意味を考察する。

第6回
担当
教員

山之口 美喜生
医療法と個人情報保護法について－守秘義務と法としての理解－

内容 医療法等により医療従事者の守秘義務が規程されているが、その法と個人情報
保護法との関係を整理しその意味と知見を得る。

第7回
担当
教員

山之口 美喜生
個人情報保護法について－その理念と実際－

内容 個人情報の扱いの実際を知り更に問題点を考察する。

第8回
担当
教員

山之口 美喜生
個人情報保護法について－新ガイドライン－

内容 【まとめ】新ガイドラインと医療の現場での個人情報保護について考察する。



評価方法とフィードバック方法
小テスト（20点）と筆記試験（定期試験）（80点）の合計で評価する。
なお、文部科学省および厚生労働省の定める単位付与指針（成績評価は100％出席を前提とす
る）に従い、本学『履修の手引き』による公認欠席・公認遅刻以外の欠席・遅刻に対しては厳
格に対応する。
上記評価を最終評価とし、再試験での救済は原則行わない。なお、救済の再試験を行う場合は
皆出席および遅刻または欠席が各１回までの受講生を対象とする。

教科書
Web（classroom）上もしくは紙プリントで資料を配布する。
参考書
Word.Excel.PowerPoint等の基本的スキルやネットワークの入門編程度の解説書に目を通しておく
と授業が理解しやすくなると思われる。、
オフィスアワー
質問等は随時受け付けます。研究室来訪時には公開しているオフィスアワーを参考に。
実務経験の有無
この講義は、総合病院内の電子カルテを含むICT導入及びLANシステム構築等の実務経験を有
し、かつ管理責任者として個人情報を含む院内ガバナンス担当の経験を有した講師が、より実
際に即した授業を行う。
その他
座席は指定とする。
なお、自然災害等の止むを得ない状況の時に遠隔授業を行うこともあります。



講義コード 5204401
講義名 理学療法評価学Ⅰ
(副題)
代表ナンバリングコード 51S04-2025FR-00
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 2
時間 60.00
対象学年 2
必修/選択 必修
担当教員

氏名
武内 朗
荒巻 英文
兎澤 良輔

総合学修目標
理学療法士およびアスレティックトレーナー（AT）にとって評価は、まず対象者の状態を捉え
るために必要な情報を取り出すことから始まる。続いてその情報を整理し、対象者の個別的問
題点を絞り込み（統合）、そして病態像を把握（解釈）し、対応策を考察することである。さ
らにこの統合と解釈を基に、理学療法プログラムあるいはトレーニング目標を立案、設定し、
途中効果判定を行う一連の過程を習得することを目標とする。
個別学修目標
理学療法士およびアスレティックトレーナー（AT）における評価の意義と目的を理解し、基礎
となる検査・測定の基本手技を実施できるよう、実技を通して習得することを目標とする。
① 評価の意義と目的、構成要素、進め方を理解する。
② バイタルサインの意義と目的を理解し、正確に測定することができる。
③ 形態測定の意義と目的を理解し、正確に測定することができる。
④ 関節可動域測定の意義と目的を理解し，正確に測定することができる。
⑤ 感覚検査および痛みの評価の意義と目的を理解し、正確に測定することができる。
⑥ 反射検査の意義と目的を理解し、正確に測定することができる。
⑦ 筋緊張検査、協調性検査の意義と目的を理解し、正確に測定することができる。
準備学修
1年次に学修した解剖学、生理学を復習し、講義に臨むことを推奨する。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎



【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回

担当
教員

武内 朗
授業ガイダンス 理学療法評価の基礎

内容

授業概要、試験方法、授業中の注意事項の説明。
理学療法評価の目的と意義について学修する。
国際障害分類による問題点の整理を学修する。

理学療法評価学テキスト 改訂第3版(以下教科書)第1章

第2回

担当
教員

武内 朗
理学療法評価の構成

内容
評価を構成する項目の目的や内容について学修する。

教科書 第1章

第3回

担当
教員

武内 朗
理学療法評価の過程１

内容

評価の進め方について学修する。
情報収集について学修する。
医療面接（問診）について学修する。

教科書 第2章

第4回

担当
教員

武内 朗
理学療法評価の過程２

内容

観察、検査測定について学修する。
統合と解釈について学修する。
目標設定と治療プログラムの立案について学修する。

教科書 第2章

第5回

担当
教員

武内 朗
荒巻 英文
兎澤 良輔
バイタルサイン１ 脈拍、呼吸、意識レベル

内容

バイタルサインの基本を学修する。
脈拍、呼吸、意識レベルの基礎知識を学修する。
総頚動脈、上腕動脈、橈骨動脈、大腿動脈、後脛骨動脈、足背動脈を蝕知す
る。
脈拍、呼吸数を測定する。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の



下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：Aグループ(以下A )・荒巻（90分）：Bグループ（以下B）・
兎澤（90分）：Cグループ（以下C）】

教科書 第4章

第6回

担当
教員

武内 朗
荒巻 英文
兎澤 良輔
バイタルサイン２ 血圧

内容

血圧についての基礎知識を学修する。
アネロイド血圧計を用い血圧を測定する。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
デモンストレーション後、担当教員の指導の下、学生同士で血圧を測定する。
【武内（90分）：B・荒巻（90分）：C・兎澤（90分）：A】

教科書 第4章

第7回

担当
教員

武内 朗
荒巻 英文
兎澤 良輔
形態測定１ 意義と目的、ランドマーク 上肢長①

内容

形態計測の意義と目的について学修する。
計測に必要なランドマークを学修する。
上肢長・下肢長、周径の計測について基本的な知識を学修する。
上肢長を計測する。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：C・荒巻（90分）：A・兎澤（90分）：B】

教科書 第8章

第8回

担当
教員

武内 朗
荒巻 英文
兎澤 良輔
形態測定２ 上肢長②、下肢長

内容

上肢長（上腕長、前腕長、手長）を計測する。
下肢長を計測する。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：A・荒巻（90分）：B・兎澤（90分）：C】

教科書 第8章

第9回

担当
教員

武内 朗
荒巻 英文
兎澤 良輔
形態測定３ 上肢・下肢周径 胸囲、腹囲

内容

上腕・前腕周径を計測する。
大腿・下腿周径を計測する。
胸囲、腹囲を計測する。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：B・荒巻（90分）：C・兎澤（90分）：A】

教科書 第8章

担当
武内 朗
荒巻 英文



第10回

教員 兎澤 良輔
形態測定４ 形態測定演習

内容

教員が提示した課題に対し、学生同士で肢長・周径の測定を行う。
課題遂行により各自の不十分な点を見出し、形態測定をより正確に行えるよう
にする。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：C・荒巻（90分）：A・兎澤（90分）：B】

第11回

担当
教員

荒巻 英文
武内 朗
兎澤 良輔
関節可動域検査（ROMT）１ ROM障害、意義と目的 
頸部のROMT

内容

ROMTの意義と目的、検査の実際について学修する。
頸部の測定肢位、基本軸、移動軸について学修する。
頸部のROMTを行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：A・荒巻（90分）：B・兎澤（90分）：C】

教科書 第9章

第12回

担当
教員

荒巻 英文
武内 朗
兎澤 良輔
ROMT２ 肩甲帯、胸腰部

内容

肩甲帯、胸腰部の測定肢位、基本軸、移動軸について学修する。
肩甲帯、胸腰部のROMTを行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：B・荒巻（90分）：C・兎澤（90分）：A】

教科書 第9章

第13回

担当
教員

荒巻 英文
武内 朗
兎澤 良輔
ROMT３ 肩関節、肘関節、前腕

内容

肩関節、肘関節、前腕の測定肢位、基本軸、移動軸について学修する。
肩関節、肘関節、前腕のROMTを行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：C・荒巻（90分）：A・兎澤（90分）：B】

教科書 第9章

第14回

担当
教員

荒巻 英文
武内 朗
兎澤 良輔
ROMT４ 手関節、手指

内容

手関節、手指の測定肢位、基本軸、移動軸について学修する。
手関節、手指のROMTを行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：A・荒巻（90分）：B・兎澤（90分）：C】

教科書 第9章
兎澤 良輔



第15回

担当
教員

武内 朗
荒巻 英文
ROMT５ 肩甲帯、胸腰部、上肢のROMT演習

内容

教員が提示した課題に対し、学生同士でROMTを行う。
課題遂行により各自の不十分な点を見出し、ROMTをより正確に行えるように
する。
【武内（90分）：B・荒巻（90分）：C・兎澤（90分）：A】

教科書 第9章

第16回

担当
教員

兎澤 良輔
武内 朗
荒巻 英文
ROMT６ 股関節

内容

股関節の測定肢位、基本軸、移動軸について学修する。
股関節のROMTを行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：C・荒巻（90分）：A・兎澤（90分）：B】

教科書 第9章

第17回

担当
教員

兎澤 良輔
武内 朗
荒巻 英文
ROMT７ 膝関節、足関節

内容

膝関節、足関節の測定肢位、基本軸、移動軸について学修する。
膝関節、足関節のROMTを行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：A・荒巻（90分）：B・兎澤（90分）：C】

教科書 第9章

第18回

担当
教員

兎澤 良輔
武内 朗
荒巻 英文
ROMT８ ROMTの解釈 下肢のROMT演習

内容

検査結果の解釈、制限因子と治療方法の選択について学修する。
教員が提示した課題に対し、学生同士でROMTを行う。
課題遂行により各自の不十分な点を見出し、ROMTをより正確に行えるように
する。
【武内（90分）：B・荒巻（90分）：C・兎澤（90分）：A】

第19回

担当
教員

武内 朗
感覚検査１ 感覚の分類・伝導路、感覚障害、感覚検査

内容
感覚障害について学修する。
感覚検査の目的、方法、記載について学修する。

教科書 第6章

第20回

担当
教員

武内 朗
荒巻 英文
兎澤 良輔
感覚検査２ 表在感覚、深部感覚 複合感覚

内容

表在感覚、深部感覚、複合感覚検査を行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。



【武内（90分）：C・荒巻（90分）：A・兎澤（90分）：B】

教科書 第6章

第21回

担当
教員

武内 朗
荒巻 英文
兎澤 良輔
感覚検査３ 感覚検査演習

内容
教員が提示した課題に対し、学生同士で感覚検査を行う。
課題遂行により各自の不十分な点を見出し、感覚検査をより正確に行えるよう
にする。
【武内（90分）：A・荒巻（90分）：B・兎澤（90分）：C】

第22回

担当
教員

武内 朗
感覚検査 痛みの評価

内容
痛みの定義、分類、症状などを学修する。
痛みの評価法を学修する。

教科書 第12章

第23回

担当
教員

武内 朗
反射検査１ 反射の意味 
表在反射

内容

反射についての基礎知識を学修する。
反射弓の中枢を学修する。
検査器具や使用方法を理解する。
表在反射について学修する。

教科書 第7章

第24回

担当
教員

武内 朗
荒巻 英文
兎澤 良輔
反射検査2 深部反射、病的反射

内容

代表的な深部反射を行う。
代表的な病的販社を行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：B・荒巻（90分）：C・兎澤（90分）：A】

教科書 第7章

第25回

担当
教員

武内 朗
協調性検査１ 協調性障害、運動失調の分類

内容

動画により運動失調者の動作を確認する。
協調性障害に関する基礎知識を学修する。
協調性障害に対する検査を学修する。

第17章、16章

第26回

担当
教員

武内 朗
荒巻 英文
兎澤 良輔
協調性検査２ 各種検査方法の実践

内容

測定異常の検査、返還運動障害の検査、平衡機能の検査を行う。
実技は教員のデモンストレーション後、各グループにおいて担当教員の指導の
下、学生相互で実技練習を行う。
【武内（90分）：C・荒巻（90分）：A・兎澤（90分）：B】

17章、16章



第27回

担当
教員

武内 朗
筋緊張検査

内容

筋緊張について基礎知識を学修する。
筋緊張亢進・低下 痙縮・固縮を学修する。
筋緊張検査を行う。 

教科書 第13章

第28回

担当
教員

武内 朗
荒巻 英文
兎澤 良輔
感覚検査、反射検査、協調性検査演習

内容

教員が提示した課題に対し、学生同士で感覚検査、反射検査、協調性検査を行
う。
課題遂行により各自の不十分な点を見出し、可動域測定をより正確に行えるよ
うにする。
【武内（90分）：A・荒巻（90分）：B・兎澤（90分）：C】

第29回

担当
教員

武内 朗
荒巻 英文
兎澤 良輔
検査測定 理解度確認①

内容
講義で学修した実技の理解度を把握し、臨床で活用できるよう、修正すべき点
について指導を行っていく。
【武内（90分）：B・荒巻（90分）：C・兎澤（90分）：A】

第30回

担当
教員

武内 朗
荒巻 英文
兎澤 良輔
検査測定 理解度確認②

内容
講義で学修した実技の理解度を把握し、臨床で活用できるよう、修正すべき点
について指導を行っていく。
【武内（90分）：C・荒巻（90分）：A・兎澤（90分）：B】

評価方法とフィードバック方法
定期試験筆記70点（70％） 実技試験30点（30%）によって評価を行う。
成績判定は筆記、実技の合計が60％以上を合格とする。

実技試験では、試験後今後学習すべき点を指摘し、学習のポイントを指導する。筆記試験は事
前にポイントを絞り出題内容を伝えていることから、試験終了後、希望者に試験内容について
個別対応する。
教科書
理学療法評価学テキスト 改訂第3版 細田多穂監修 南江堂 6,500円（+税10％）

参考書
理学療法評価学 第6版補訂版 松澤正・江口勝彦 著 金原出版 6,200円（税別）
CrossLink 理学療法学テキスト 理学療法評価学 中山恭秀編集 MEDICAL VIEW 5,500円
（+税10％）
神経診察クローズアップ 正しい病巣診断のコツ 鈴木則宏編 メジカルビュー社 7,000円（税
別）→最新刊
オフィスアワー
火曜日3，4限 水曜日1，2限 金曜日1，2限 学生部長室
実務経験の有無
教科書や配布資料などからでは理解しづらい対象者との位置関係、身体の用い方、器具の使用
方法等をつたえ、正確な測定ができるよう指導していく。



その他
１）実技ではA、B、Cの3グループに分け、3人の教員が各グループを担当し、細かな指導によ
り学生の理解力及び能力の向上を図る。
２）Aグループ：学籍番号51124000台、51125000台下2桁1～20、Bグループ：51125000台
下2桁21～47、Cグループ：51125000台下2桁48～末尾
３）評価器具として、メジャー、角度計、ハンマー等を使用する。評価器具の購入希望者は各
自で購入
４）実技の場合、原則として指定のスクラブを着用すること。また身だしなみについてはクラ
スルームに掲載する「実技を含む講義の身だしなみについて」に則る。
５）必要に応じて資料を配付するが、予習をして授業に臨むと理解が深まる。
６）学修量が非常に多い科目である。授業を集中して受講し、毎回の復習を欠かさないことが
肝要である。
７）授業に関する諸注意については別途説明する。



講義コード 5204701
講義名 物理療法学総論
(副題) （実習を含む）
代表ナンバリングコード 51P04-3026FR-00
講義開講時期 前期
講義区分 実習
基準単位数 1
時間 45.00
対象学年 3
必修/選択 必修
担当教員

氏名
荒巻 英文
兎澤 良輔
澤 広太

総合学修目標
本科目では物理療法の各療法による物理的刺激手段で、生体の働きを変化させることを学習す
る。各論として、各種物理療法の理論を学ぶ。実技では物理療法の手技や生体の反応を確認
し、治療における必要な基礎知識を習得する。
個別学修目標
①物理療法の定義・原理方法を説明できる。
②温熱・寒冷・光線・水治・電気・牽引療法の生理作用と臨床効果、基本的実施方法とリスク
について説明し、実施できる。
③実習では学生主導型のグループ学習方式で行うので、各グループで協力体制を取り授業に臨
める。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 〇



【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 〇

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

〇

授業計画

第1回
担当教

員
荒巻 英文
物理療法総論1

内容 物理療法の定義、分類
温熱療法概論

第2回
担当教

員
荒巻 英文
物理療法総論2

内容 物理療法実習の手引き

第3回
担当教

員
荒巻 英文
温熱療法

内容 概論

第4回
担当教

員

荒巻 英文
兎澤 良輔
澤 広太
温熱療法実習 【荒巻（90分）：グループA、兎澤（90分）：B、澤
（90分）：C】

内容 ホットパック（湿熱法・乾熱法）、パラフィン浴 AL：D

第5回
担当教

員
荒巻 英文
極超短波療法

内容 概論

第6回
担当教

員

荒巻 英文
兎澤 良輔
澤 広太
極超短波療法実習 【荒巻（90分）：グループA、兎澤（90分）：B、澤
（90分）：C】

内容 極超短波 AL：D

第7回
担当教

員
荒巻 英文
超音波療法

内容 概論

第8回
担当教

員

荒巻 英文
兎澤 良輔
澤 広太
超音波療法実習 【荒巻（90分）：グループA、兎澤（90分）：B、澤
（90分）：C】

内容 超音波 AL：D

第9回
担当教

員
荒巻 英文
寒冷療法

内容 概論

第10回
担当教

員

荒巻 英文
兎澤 良輔
澤 広太
寒冷療法実習 【荒巻（90分）：グループA、兎澤（90分）：B、澤
（90分）：C】



内容 クリッカー、コールドパック、持続的冷却装置、極低温療法 AL：D

第11回
担当教

員
荒巻 英文
光線療法

内容 概論

第12回
担当教

員

荒巻 英文
兎澤 良輔
澤 広太
光線療法実習 【荒巻（90分）：グループA、兎澤（90分）：B、澤
（90分）：C】

内容 赤外線、レーザー AL：D

第13回
担当教

員
荒巻 英文
水治療法

内容 概論

第14回
担当教

員

荒巻 英文
兎澤 良輔
澤 広太
水治療法実習 【荒巻（90分）：グループA、兎澤（90分）：B、澤
（90分）：C】

内容 渦流浴、気泡浴、交代浴 AL：D

第15回
担当教

員
荒巻 英文
電気刺激療法1

内容 概論

第16回
担当教

員

荒巻 英文
兎澤 良輔
澤 広太
電気刺激療法実習1 【荒巻（90分）：グループA、兎澤（90分）：B、澤
（90分）：C】

内容 神経・筋電気刺激療法 AL：D

第17回
担当教

員
荒巻 英文
電気刺激療法2

内容 概論

第18回
担当教

員

荒巻 英文
兎澤 良輔
澤 広太
電気刺激療法実習2 【荒巻（90分）：グループA、兎澤（90分）：B、澤
（90分）：C】

内容 経皮的末梢神経電気刺激療法、干渉波電気刺激療法 AL：D

第19回
担当教

員
荒巻 英文
電気刺激療法3

内容 概論

第20回
担当教

員

荒巻 英文
兎澤 良輔
澤 広太
電気刺激療法実習3 【荒巻（90分）：グループA、兎澤（90分）：B、澤
（90分）：C】

内容 機能的電気刺激療法、筋電図バイオフィードバック療法 AL：D

第21回
担当教

員
荒巻 英文
牽引療法

内容 概論
荒巻 英文
兎澤 良輔



第22回
担当教

員 澤 広太
牽引療法実習 【荒巻（90分）：グループA、兎澤（90分）：B、澤
（90分）：C】

内容 頸椎・腰椎牽引 AL：D

第23回
担当教

員
荒巻 英文
物理療法における要点

内容 国家試験問題の紹介と解説
レポート課題

評価方法とフィードバック方法
定期試験80点（80％）、実習課題20点（20%）、合計100点（100％）で評価する。
その都度解説、講評する。
教科書
『理学療法学テキストⅨ 物理療法 第2版』 千住秀明 監 神陵文庫 4,950円
参考書
PT・OTビジュアルテキスト『エビデンスから身につける物理療法 第1版』
庄本康治 編 羊土社 5,720円
オフィスアワー
月・火・木・金曜昼休憩、水曜2限、518教員研究室
実務経験の有無
この科目は理学療法士の実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、実践的教育を行って
いる科目である。
その他
①実習の授業においては、肌を裸出可能な服装（ジャージ、Tシャツ、短パンなど）を着用のこ
と。
②実習は3グループに分かれて進行する。学籍番号1～30：グループA、31～61：B、62～：Cと
する。
③使用教室はグループA：義肢装具実習室、B：水治療法実習室、C：理学療法評価実習室とす
る。各グループは約30分毎にローテーションし、国家試験対策および実習を行う。
④適宜プリント資料を配付するが、授業は主に教科書の範囲である。
⑤授業に関する諸注意については別途説明する。



講義コード 5204801
講義名 整形外科系障害理学療法学
(副題)
代表ナンバリングコード 51L04-2027FR-00
講義開講時期 前期後半
講義区分 講義
基準単位数 1
時間 15.00
対象学年 2
必修/選択 必修
担当教員

氏名
兎澤 良輔

総合学修目標
骨や関節といった解剖学的な基礎の知識を深め、代表的な整形外科疾患の病態像と障害、各疾
患に対する整形外科的評価や理学療法介入の基礎を理解することを目的とする
個別学修目標
① 代表的な整形外科疾患に対する基本病態について説明できる

② 代表的な整形外科疾患に対する整形外科的評価項目を説明できる

③ 代表的な整形外科疾患に対する基本的な理学療法介入を説明できる
準備学修
解剖学について教科書を使用して運動器に関する領域（骨、関節、筋、末梢神経など）を中心
に復習してください（60分）
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。



【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 〇

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

〇

授業計画

第1回
担当
教員

兎澤 良輔
オリエンテーション、整形外科系障害理学療法学の基礎

内容 授業の進め方と授業内容，成績評価の説明、整形外科領域における理学療法の
役割や基礎について講義を行う

第2回
担当
教員

兎澤 良輔
骨折・脱臼

内容 主要な骨折や脱臼についての病態の基礎知識や評価、理学療法介入について講
義を行う

第3回
担当
教員

兎澤 良輔
変形性関節症

内容 変形性膝関節症、変形性股関節症についての病態の基礎知識や評価、理学療法
介入について講義を行う

第4回
担当
教員

兎澤 良輔
関節リウマチ

内容 関節リウマチについての病態の基礎知識や評価、理学療法介入について講義を
行う

第5回
担当
教員

兎澤 良輔
頸・腰部疾患

内容 主要な頸部や腰部の疾患についての病態の基礎知識や評価、理学療法介入につ
いて講義を行う

第6回
担当
教員

兎澤 良輔
上肢の疾患

内容 主要な上肢の疾患についての病態の基礎知識や評価、理学療法介入について講
義を行う

第7回
担当
教員

兎澤 良輔
スポーツ外傷

内容 主に下肢のスポーツ外傷についての病態の基礎知識や評価、理学療法介入につ
いて講義を行う

第8回
担当
教員

兎澤 良輔
総まとめ

内容 これまでの講義で学んだ内容の総復習および理解度の確認を行う

評価方法とフィードバック方法
・ 定期テスト（70%）、授業内確認テスト（30％）で評価する

・ フィードバック：オフィスアワーに希望者にフィードバックする
教科書
『標準整形外科学』 第15版 編集者：井樋栄二・吉川秀樹・津村弘・田中栄・高木理彰、出版
社：医学書院、10450円（税込）
オフィスアワー



水曜日 2限 503研究室
実務経験の有無
この科目は臨床経験で主として整形疾患理学療法の実務をしていた経験を活かし、臨床で担当
することの多い疾患を中心に講義しています



講義コード 5204901
講義名 整形外科系障害理学療法学実習
(副題)
代表ナンバリングコード 51P04-2028SR-00
講義開講時期 後期
講義区分 実習
基準単位数 1
時間 45.00
対象学年 2
必修/選択 必修
担当教員

氏名
柊 幸伸
石井 成美
今村 創

総合学修目標
整形外科系の疾患による障害について理解し、具体的な理学療法についての知識、理解を深
め、その技術について実習を通して基本的事項を身につける。
個別学修目標
1) 医療職を目指すにあたり、感性豊かな人間性と倫理観を備え、人間の尊厳を考えることがで
きる。
2) 整形外科系疾患の病態、障害、理学療法について理解することができる。
3) 整形外科系疾患による障害に対する理学療法の評価および治療の基本的技術を身につけるこ
とができる。
準備学修
教科書を用いて予習（15分）をし、講義後は教科書、配布資料を用いて復習（30分）をするこ
と。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇



【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 〇

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

〇

授業計画

第1回
担当教

員
柊 幸伸
整形外科の理学療法
組織の再生・修復

内容 オリエンテーション
皮膚、靭帯、腱、骨、関節軟骨、筋、末梢神経、炎症のみかた

第2回
担当教

員
今村 創
急性期の整形外科理学療法

内容 急性期の整形外科理学療法

第3回
担当教

員
柊 幸伸
肩複合体の解剖学・運動学

内容 肩複合体を構成する関節とその機能
肩複合体を構成する筋とその機能

第4回
担当教

員
柊 幸伸
肩複合体の外傷・障害

内容 肩複合体の外傷・障害の評価
肩複合体の外傷・障害の治療

第5回
担当教

員
柊 幸伸
肘と前腕の解剖学・運動学

内容 肘と前腕を構成する関節とその機能
肘と前腕を構成する筋とその機能

第6回
担当教

員
柊 幸伸
肘と前腕の外傷・障害

内容 肘と前腕の外傷・障害の評価
肘と前腕の外傷・障害の治療

第7回
担当教

員
柊 幸伸
体幹の解剖学・運動学

内容 体幹を構成する関節とその機能
体幹を構成する筋とその機能

第8回
担当教

員
柊 幸伸
体幹の外傷・障害

内容 体幹の外傷・障害の評価
体幹の外傷・障害の治療

第9回
担当教

員
柊 幸伸
股関節の解剖学・運動学

内容 股関節とその機能
股関節を構成する筋とその機能

第10回
担当教

員
柊 幸伸
股関節の外傷・障害
股関節の外傷・障害の評価



内容 股関節の外傷・障害の治療

第11回
担当教

員
柊 幸伸
膝関節の解剖学・運動学

内容 膝関節とその機能
膝関節を構成する筋とその機能

第12回
担当教

員
柊 幸伸
膝関節の外傷・障害

内容 膝関節の外傷・障害の評価
膝関節の外傷・障害の治療

第13回
担当教

員
柊 幸伸
足部の解剖学・運動学

内容 足部の関節とその機能
足部を構成する筋とその機能

第14回
担当教

員
柊 幸伸
足部の外傷・障害

内容 足部の外傷・障害の評価
足部の外傷・障害の治療

第15回

担当教
員

柊 幸伸
手の解剖学・運動学
手の外傷・障害

内容
手の関節とその機能
手を構成する筋とその機能
手の外傷・障害の評価
手の外傷・障害の治療

第16回
担当教

員

柊 幸伸
今村 創
石井 成美
整形外科系理学療法

内容 整形外科系理学療法のまとめ
（筆記テスト）

第17回

担当教
員

今村 創
石井 成美
柊 幸伸
整形外科的テスト

内容
上肢（肩関節、肘関節、前腕・手関節）の主な整形外科的テストの概要説
明、実技
【実技指導】 A：今村 創 B：石井 成美 C：柊 幸伸

第18回

担当教
員

今村 創
石井 成美
柊 幸伸
整形外科的テスト

内容
上肢（肩関節、肘関節、前腕・手関節）の主な整形外科的テストの概要説
明、実技
【実技指導】 A：今村 創 B：石井 成美 C：柊 幸伸

第19回
担当教

員

今村 創
石井 成美
柊 幸伸
整形外科的テスト

内容 下肢（股関節、膝関節、足関節）の主な整形外科的テストの概要説明、実技
【実技指導】 A：今村 創 B：石井 成美 C：柊 幸伸

担当教
今村 創
石井 成美



第20回 員 柊 幸伸
整形外科的テスト

内容 下肢（股関節、膝関節、足関節）の主な整形外科的テストの概要説明、実技
【実技指導】 A：今村 創 B：石井 成美 C：柊 幸伸

第21回

担当教
員

今村 創
石井 成美
柊 幸伸
整形外科系理学療法の実践

内容
関節拘縮や筋の伸張性低下に対するモビライゼーションやストレッチングの
概要説明、実技など
【実技指導】 A：今村 創 B：石井 成美 C：柊 幸伸

第22回

担当教
員

今村 創
石井 成美
柊 幸伸
整形外科系理学療法の実践

内容
関節拘縮や筋の伸張性低下に対するモビライゼーションやストレッチングの
概要説明、実技など
【実技指導】 A：今村 創 B：石井 成美 C：柊 幸伸

第23回
担当教

員

柊 幸伸
今村 創
石井 成美
整形外科系理学療法

内容 整形外科的テスト、整形外科系理学療法の実践
（実技テスト）

評価方法とフィードバック方法
筆記試験70点（70％）、実技試験30点（30％）の合計100点（100％）で評価する。
筆記試験・実技試験：本試験終了後、希望者に対して講評する。

教科書
1.『筋骨格系のキネシオロジー』 原著第3版、原著者：Donald A. Neumann 監訳者：PAUL D.
Andrew、有馬慶美、日高正巳 出版社：医歯薬出版、12,500円＋税
参考書
1．『標準整形外科学』 第16版、編集：田中栄、髙木理彰、松田秀一、谷口昇、今釜史郎 出版
社：医学書院、9,500円＋税
2．15レクチャーシリーズ 理学療法テキスト 『運動器障害 理学療法学Ⅰ』、総編集：石川朗 責
任 編集：河村廣幸、出版社：中山書店、2600円
3．15レクチャーシリーズ 理学療法テキスト 『運動器障害 理学療法学Ⅱ』、総編集：石川朗 責
任 編集：河村廣幸、出版社：中山書店、2640円
4．『整形外科疾患の理学療法 改訂第2版』、監修：冨士武史、出版社：金原出版、7150円
5．『脊髄損傷リハビリテーションマニュアル』、編集：神奈川リハビリテーション病院 脊髄損
傷リハビリテーションマニュアル編集委員会、出版社：医学書院、5720円
オフィスアワー
柊：火曜日午後、金曜日午前、540室
今村：火曜日2,3限、助教室
石井：月曜日2,3限、助教室
質問等は授業の前後で受け付ける。また、Google classroomで受け付ける。
実務経験の有無
この科目は、理学療法士の実務経験を有する教員が、病院やクリニックで整形外科系障害に関
わる理学療法の臨床経験を活かし、各病期に関わる関する評価、理学療法、装具療法、その他
を含む実践的教育を行っている科目です。



その他
① 実技演習では実習着を着用すること。
② 実技演習のグループ分けは、該当授業の最初に発表する。



講義コード 5205001
講義名 整形外科系障害理学療法学演習
(副題)
代表ナンバリングコード 51P04-3029SR-00
講義開講時期 後期
講義区分 実習
基準単位数 1
時間 30.00
対象学年 3
必修/選択 必修
担当教員

氏名
兎澤 良輔
荒巻 英文
石井 成美

総合学修目標
本科目ではこれまで学習した整形外科に関する講義内容を整理・統合しながら、実技演習形式
により知識・技術を高めることを目標とする。
個別学修目標
① 整形外科系疾患に関する病態、機能・能力障害の特性などが理解できる。

② 整形外科系疾患に関する問題点を整理し、基本的な理学療法プログラムを立案できる。

③ 触診技術・評価技術・治療技術を習得する。
準備学修
各疾患について整形外科系理学療法学、整形外科系理学療法学実習で使用した資料や教科書を
用いて予習（20分）を行い、講義後は復習（30分）を行い次の講義に備えること。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎



【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回
担当
教員

兎澤 良輔
オリエンテーション，運動器領域の理学療法総論

内容 授業の進め方や評点方法についての説明，運動器領域の理学療法の現状や求め
られるスキルについての講義

第2回
担当
教員

兎澤 良輔
荒巻 英文
石井 成美
上肢の疾患に対する評価・運動療法①：

内容 肩関節周囲炎の基礎知識、理学療法評価、治療の実技を行う
【実技指導】A：兎澤（90分） B：荒巻（90分） C：石井（90分）

第3回
担当
教員

兎澤 良輔
荒巻 英文
石井 成美
上肢の疾患に対する評価・運動療法②：

内容 腱板損傷の基礎知識、理学療法評価、治療の実技を行う
【実技指導】A：兎澤（90分） B：荒巻（90分） C：石井（90分）

第4回
担当
教員

兎澤 良輔
荒巻 英文
石井 成美
上肢の疾患に対する評価・運動療法③：

内容 胸郭出口症候群の基礎知識、理学療法評価、治療の実技を行う
【実技指導】A：兎澤（90分） B：荒巻（90分） C：石井（90分）

第5回
担当
教員

兎澤 良輔
荒巻 英文
石井 成美
腰部に対する評価・運動療法①：

内容 非特異的腰痛の基礎知識、理学療法評価、治療の実技を行う
【実技指導】A：荒巻（90分） B：石井（90分） C：兎澤（90分）

第6回
担当
教員

兎澤 良輔
荒巻 英文
石井 成美
腰部に対する評価・運動療法②：

内容 腰部脊柱管狭窄症の基礎知識、理学療法評価、治療の実技を行う
【実技指導】A：荒巻（90分） B：石井（90分） C：兎澤（90分）

第7回
担当
教員

兎澤 良輔
荒巻 英文
石井 成美
腰部に対する評価・運動療法③：

内容 腰椎椎間板ヘルニアの基礎知識、理学療法評価、治療の実技を行う
【実技指導】A：荒巻（90分） B：石井（90分） C：兎澤（90分）



第8回
担当
教員

兎澤 良輔
荒巻 英文
石井 成美
下肢の疾患に対する評価・運動療法①：

内容 変形性股関節症の基礎知識、理学療法評価の実技を行う
【実技指導】A：石井（90分） B：兎澤（90分） C：荒巻（90分）

第9回
担当
教員

石井 成美
兎澤 良輔
荒巻 英文
下肢の疾患に対する評価・運動療法②：

内容 超音波診断装置を用いた画像評価の基礎について実技を行う
【実技指導】A：石井（90分） B：兎澤（90分） C：荒巻（90分）

第10回
担当
教員

兎澤 良輔
荒巻 英文
石井 成美
下肢の疾患に対する評価・運動療法③：

内容 変形性膝関節症の基礎知識、理学療法評価の実技を行う
【実技指導】A：石井（90分） B：兎澤（90分） C：荒巻（90分）

第11回
担当
教員

石井 成美
兎澤 良輔
荒巻 英文
下肢の疾患に対する評価・運動療法④：

内容 超音波診断装置を用いた膝関節の評価方法について実技を行う
【実技指導】A：石井（90分） B：兎澤（90分） C：荒巻（90分）

第12回
担当
教員

兎澤 良輔
荒巻 英文
石井 成美
下肢の疾患に対する評価・運動療法⑤：

内容 足関節捻挫の基礎知識、理学療法評価の実技を行う
【実技指導】A：石井（90分） B：兎澤（90分） C：荒巻（90分）

第13回
担当
教員

石井 成美
兎澤 良輔
荒巻 英文
下肢の疾患に対する評価・運動療法⑥：

内容 超音波診断装置を用いた足関節の評価の実技を行う
【実技指導】A：石井（90分） B：兎澤（90分） C：荒巻（90分）

第14回
担当
教員

兎澤 良輔
荒巻 英文
石井 成美
下肢の疾患に対する評価・運動療法⑦：

内容 上肢・腰部・下肢疾患の講義の各要点を総括し、実技の総復習を行う
【実技指導】A：石井（90分） B：兎澤（90分） C：荒巻（90分）

第15回
担当
教員

兎澤 良輔
荒巻 英文
石井 成美
整形外科系障害理学療法学演習の要点の総括

内容 上肢・腰部・下肢疾患の講義の各要点を総括し、知識の総復習を行う
【実技指導】A：兎澤（90分） B：荒巻（90分） C：石井（90分）

評価方法とフィードバック方法
① 定期試験（70%）、実技試験（30%）により評価する。定期試験は授業内の内容から出題す
る。



② 実技試験は、授業中に紹介した実技をいくつか選択して実施してもらう。
③ 実技試験のフィードバックは採点結果をクラスルームにて実施する。
④ 定期試験（本試験）のフィードバックは希望者のみ個別にフィードバックする。
教科書
『運動器疾患の「なぜ？」がわかる臨床解剖学』第2版 編著：工藤慎太郎 医学書院 4,800円（税
抜）
参考書
『標準整形外科学』 第15版 編集者：井樋栄二・吉川秀樹・津村弘・田中栄・高木理彰、出版
社：医学書院、10450円（税込）
『関節機能解剖学に基づく整形外科運動療法ナビゲーション 上肢・体幹』 整形外科リハビリテ
ーション学会、メジカルビュー 6800円（税抜）
『関節機能解剖学に基づく整形外科運動療法ナビゲーション 下肢』 整形外科リハビリテーショ
ン学会、メジカルビュー 6800円（税抜）
オフィスアワー
水曜日・2限・503研究室
実務経験の有無
この科目は臨床経験で主として整形疾患理学療法の実務をしていた経験を活かし、臨床で担当
することの多い各部位の機能解剖学を学び、実技を踏まえ講義を行っている科目です。
その他
① 実技の際は，実習着または運動ができる服装で参加すること（基本は半袖・短パン、寒い日
はジャージなどが好ましい）
② 学籍番号下3桁 001-033：A班 034-066：B班 067-101：C班とする（再履修者がいた場合はA班
とする）
③ 実技は班内でペアを交代しながら実施する
④ エコーは各班で3～4台使用して実施する
⑤ 指定教科書は授業内で使用するため毎回持参すること



講義コード 5205101
講義名 発達障害理学療法学総論（実習を含む）
(副題)
代表ナンバリングコード
講義開講時期 通年
講義区分 実習
基準単位数 1
時間 0.00
対象学年 3
必修/選択 必修
担当教員

氏名
酒井 実希
山田 洋一

総合学修目標
小児領域患の理学療法は重要な領域である。脳性麻痺や二分脊椎など従来から対象としていた
疾患に加え、医学の進歩は乳児死亡率の減少に貢献しているが、未熟児などハイリスク児が増
加し理学療法の対象となっている。
授業では、理学療法の対象になる代表的な小児疾患について、教科書だけでなく視聴覚教材も
利用し、病態像の理解を理解を深め、その解決のための理学療法が理解できることを目標にす
る。
個別学修目標
1. 正常人間発達（運動，上肢，摂食，反射・反応，認知など）が理解できる．

2. 代表的な発達検査について，目的と方法を説明し，実施できる．

3. 姿勢・原始反射について，出現と統合，中枢，運動発達との関係について理解し説明でき
る．

4. 脳性麻痺の病態像と理学療法について説明できる。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。



【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 〇

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回

担当
教員

酒井 実希
① オリエンテーション
② 小児理学療法

内容
1. 授業の進め方，内容，ルールについて説明する
2. 小児理学療法の特性

座学90分(担当：酒井)

第2回

担当
教員

酒井 実希
定型発達（1）運動発達：テキスト「小児理学療法学」 p1～10，「運動発達と
反射」

内容

① 正常運動発達
② 原始反射，姿勢反射・反応
③ 上肢機能の発達
④ Key months
⑤ 筋緊張
⑥ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第3回

担当
教員

酒井 実希
定型発達（2）精神発達：テキスト「小児理学療法学」 p11～22

内容

① 精神発達
② 言葉の発達
③ 摂食嚥下機能
④ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第4回

担当
教員

酒井 実希
痙直型脳性麻痺（1）：テキスト「小児理学療法学」 p35～48

内容

① 脳性麻痺の基礎知識
② 痙直型脳性麻痺の基礎知識
③ 理学療法評価と介入
④ 痙直型脳性麻痺が使用する補装具
⑤ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

担当
教員

酒井 実希
第4回と連続
痙直型脳性麻痺（1）：テキスト「小児理学療法学」p35～48
① 脳性麻痺の基礎知識
② 痙直型脳性麻痺の基礎知識



第5回

内容
③ 理学療法評価と介入
④ 痙直型脳性麻痺が使用する補装具
⑤ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第6回

担当
教員

酒井 実希
痙直型脳性麻痺（2）：テキスト「小児理学療法学」p49～60

内容

① 痙直型脳性麻痺の乳幼児から幼児期の発達
② 理学療法評価と介入
③ ICFモデルに基づいた考え方
③ 理学療法介入
④ ICFに基づいた二分脊椎の介入方法
⑤ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第7回

担当
教員

酒井 実希
山田 洋一
痙直型脳性麻痺（3）：テキスト「小児理学療法学」 p61～70

内容

① 痙直型脳性麻痺の学童期以降の発達
② 理学療法評価と介入
③ ICFに基づいた考え方
④ グループワーク

座学60分(担当：酒井、山田) グループワーク30分(担当：酒井、山田)

第8回

担当
教員

酒井 実希
アテトーゼ型脳性麻痺：テキスト「小児理学療法学」 p71～82

内容

① アテトーゼ型脳性麻痺の基礎知識
② 理学療法評価と介入
③ ICFに基づいた考え方 
④ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第9回

担当
教員

酒井 実希
山田 洋一
第8回と連続
アテトーゼ型脳性麻痺：テキスト「小児理学療法学」 p71～82

内容

① アテトーゼ型脳性麻痺の基礎知識
② 理学療法評価と介入
③ ICFに基づいた考え方 
④ グループワーク

座学60分(担当：酒井、山田) グループワーク30分(担当：酒井、山田)

第10回

担当
教員

酒井 実希
低出生体重児・ハイリスク児：テキスト「小児理学療法学」 p139～150

内容

① 低出生体重児・ハイリスク児の基礎知識
② リスク管理と理学療法評価、介入
③ ICFモデルに基づいた考え方
④ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)
担当
教員

酒井 実希
重症心身障害児：テキスト「小児理学療法学」 p83～92
① 重症心身障害児の基礎知識



第11回
内容

② 理学療法評価と介入
③ ICFに基づいた考え方
④ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第12回

担当
教員

酒井 実希
デュシャンヌ型筋ジストロフィー：テキスト「小児理学療法学」 p117～128

内容

① 筋ジストロフィーの定義と分類
② 筋ジストロフィーの病態像
③ 筋ジストロフィー以外の神経筋疾患
④ デュシャンヌ型筋ジストロフィー
・ 病態像
・ 理学療法評価と介入
⑤ ICFに基づいた考え方
⑥ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第13回

担当
教員

酒井 実希
第12回と連続
ダウン症候群：テキスト「小児理学療法学」 p129～139

内容

① ダウン症候群の病態像
② 理学療法評価と介入
③ ICFに基づいた考え方
④ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第14回

担当
教員

酒井 実希
二分脊椎：テキスト「小児理学療法学」 p93～101

内容

① 二分脊椎の病態像
② 理学療法評価と介入
③ ICFモデルに基づいた考え方
④ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第15回

担当
教員

酒井 実希
第14回と連続
二分脊椎：テキスト「小児理学療法学」 p93～101

内容

① 二分脊椎の病態像
② 理学療法評価と介入
③ ICFモデルに基づいた考え方
④ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第16回

担当
教員

酒井 実希
小児整形外科疾患（骨形成不全症、先天性多発性関節拘縮症、その他）：テキ
スト「小児理学療法学」 p107～116

内容

① 代表的な小児整形外科疾患の病態像
② 理学療法評価と介入
③ ICFに基づいた考え方
④ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

担当
教員

酒井 実希
小児整形外科疾患（骨形成不全症、先天性多発性関節拘縮症、その他）：テキ



第17回

スト「小児理学療法学」 p107～116

内容

① 代表的な小児整形外科疾患の病態像
② 理学療法評価と介入
③ ICFに基づいた考え方
④ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第18回

担当
教員

酒井 実希
発達障害概論：テキスト「小児理学療法学」 p23～34

内容

① 小児疾患と発達への影響
② 発達障害
③ 脳性麻痺
④ 発達障害児関連の社会福祉制度
⑤ ライフステージの変化に応じた理学療法の目的と介入
⑥ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第19回

担当
教員

酒井 実希
狭義の発達障害：テキスト「小児理学療法学」 p151～162

内容

① 発達障害の基礎知識
② 発達障害の評価
③ 理学療法介入
④ ICFに基づいた考え方① 小児疾患と発達への影響
⑤ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第20回

担当
教員

酒井 実希
山田 洋一
実技（自閉症体験）

内容
自閉症体験キットを用いて、自閉症の方の日常生活の一部を体験する。

実技90分(担当：酒井、山田)

第21回

担当
教員

酒井 実希
山田 洋一
第20回と連続
実技（自閉症体験）

内容
自閉症体験キットを用いて、自閉症の方の日常生活の一部を体験する。

実技90分(担当：酒井、山田)

第22回

担当
教員

酒井 実希
就学支援：テキスト「小児理学療法学」 p163～176

内容

① インクルーシブ教育システムの理念と特別な学びの場
② 肢体不自由児の教育的対応
③ 自立活動
④ 個別の教育支援計画と指導計画
⑤ 就学支援・学校教育における理学療法士のかかわり
⑥ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第23回

担当
教員

酒井 実希
発達検査
① 検査の意義
② 発達検査とは
③ 各発達検査の目的、特徴、対象



内容 ④ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

評価方法とフィードバック方法
① 全授業の1/3以上の欠席は科目未履修となる。
② 定期（筆記）試験（70%）及び小テスト（15%）、レポート課題（15％）で評価する。
筆記試験、小テストおよびレポート課題に関して、実施後に授業もしくはクラスルームにて解
説を開示する。
授業の振り返りはクラスルームにて行う。
教科書
① 15レクチャーシリーズ 小児理学療法学 石川朗・他 中山書店 ￥2,600（税別）
参考書
① 小児リハ評価ガイド 楠本泰士 メジカルビュー \5,400（税別）
オフィスアワー
質問等ある場合にはオフィスアワー表を参考にして研究室まで来てください。
実務経験の有無
この科目は小児理学療法士の実務経験を活かし、実践的教育を行っている科目です
その他
① 授業態度の不良、他者への迷惑行為など授業進行を阻害する者は、出席を認めないことがあ
るので注意してください。
② 授業の補足資料はクラスルームに投稿，または配布します。
③ 演習，実習では積極的に授業に参加すること．
④ 授業用資料等の学外への公表，無断複製を禁ずる（著作権に抵触する）



講義コード 5205201
講義名 理学療法特講Ⅰ
(副題)
代表ナンバリングコード 51S04-3030SR-00
講義開講時期 通年
講義区分 演習
基準単位数 2
時間 60.00
対象学年 3
必修/選択 必修
担当教員

氏名
平野 正広
加藤 宗規
盆子原 秀三
武内 朗
山田 洋一
荒巻 英文
兎澤 良輔
荒井 沙織
一色 員子
石井 成美
澤 広太
酒井 実希
今村 創
柊 幸伸

総合学修目標
理学療法の検査・測定および基本的評価ができる。
個別学修目標
1．検査測定項目が意義を理解した上で実施できる。
2．検査測定項目の結果の解釈ができる。
3．主要疾患に関しての必要な各種検査測定項目が列挙できる。
4．当事者交流を通して、倫理感を養い、できることは何かを各自考えることができる。
5．レジュメ作成ができる。
準備学修
1．解剖学、生理学、運動学に加え、理学療法に関連したこれまでの学修内容について復習を行
うこと（30分）。
2．実技を主に実施していくため、反復復習を行うこと。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する



選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 ◎

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

〇

授業計画

第1回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
オリエンテーション
理学療法評価①

内
容

オリエンテーション
理学療法評価：総論 JCS、GCS、骨指標 
AL:D
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

第2回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
理学療法評価②

内
容

Vital sign（BP、P、HR、RR、SpO2、BT）
AL:D
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

第3回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
理学療法評価③

内
容

肢長・周径、DTR・PR、MAS
AL:D
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

第4回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
理学療法評価④
ROM-t



内
容 AL:D

【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

第5回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
理学療法評価⑤

内
容

ROM-t
AL:
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）D

第6回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
理学療法評価⑥

内
容

MMT
AL:D
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

第7回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
理学療法評価⑦

内
容

MMT
AL:D
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

第8回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
理学療法評価⑧

内
容

MMT
AL:D
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

第9回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
理学療法評価⑨

内
容

感覚検査、協調機能検査
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

第10回

担
当
教
員

平野 正広
今村 創
理学療法⑩

内
容

整形外科的検査、神経動力学的検査
AL:D
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

第11回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
理学療法評価⑪

内
容

整形外科的検査、神経動力学的検査
AL:D
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

担
当
教

平野 正広
柊 幸伸
今村 創



第12回 員 理学療法評価⑫

内
容

整形外科的検査、神経動力学的検査
AL:D
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

第13回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
理学療法評価⑬

内
容

パフォーマンステスト（SPPBなど）、持久力テスト（6MWTなど）
AL:D
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

第14回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
実技の確認①

内
容

理学療法評価における検査測定の実技について確認を行う
AL:D
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

第15回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
実技の確認②
上記3名に11名の教員（加藤宗規、盆子原秀三、武内朗、山田洋一、荒巻英文、兎
澤良輔、荒井沙織、一色員子、石井成美、澤広太、酒井実希）を加え、総勢14名
の教員が学生指導に当たる

内
容

理学療法評価における検査測定の実技について確認を行う
AL:D
【実技指導】平野（90分）、柊（90分）、今村（90分）、加藤（90分）、盆子原
（90分）、武内（90分）、山田（90分）、荒巻（90分）、兎澤（90分）、荒井
（90分）、一色（90分）、石井（90分）、澤（90分）、酒井（90分）

第16回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
理学療法評価⑯

内
容

バランス検査（BBSなど）、日本版フレイル基準J-CHS、サルコペニア（AWGS
2025）
AL:D
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

第17回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
理学療法評価⑰

内
容

BRS、SIAS、脳神経検査など
AL:D
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

第18回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
理学療法評価⑱

内
容

主要疾患における評価項目列挙について
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

担
当

平野 正広
柊 幸伸



第19回
教
員

今村 創
当事者交流 オリエンテーション 実技練習

内
容

当事者交流について事前学習（オリエンテーション、実技練習）を行う
AL：A、B
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

第20回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
当事者交流 オリエンテーション 実技練習

内
容

当事者交流について事前学習（オリエンテーション、実技練習）を行う
AL：A、B
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

第21回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
当事者交流①-a

内
容

当事者交流
※2コマ連続（21、22回）で実施する。
AL:B、D
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

第22回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
当事者交流①-b

内
容

当事者交流
※2コマ連続（21、22回）で実施する。
AL:B、D
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

第23回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
当事者交流②-a

内
容

当事者交流
※2コマ連続（23、24回）で実施する。
AL:B、D
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

第24回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
当事者交流②-b

内
容

当事者交流
※2コマ連続（23、24回）で実施する。
AL:B、D
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

第25回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
当事者交流 まとめ

内
容

当事者交流におけるまとめを行う
AL:B、D
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

担
当

平野 正広
柊 幸伸



第26回
教
員

今村 創
理学療法評価：検査測定と評価

内
容

ペアワークで姿勢観察から検査測定を実施し、評価を行う
AL:D
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

第27回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
統合と解釈

内
容

26回に続き「理学療法評価：検査測定と評価」を実施し、統合と解釈のまとめを
行う
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

第28回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
レジュメ作成

内
容

26回「理学療法評価：検査測定と評価」から27回「統合と解釈」を実施した後、
レジュメ（A3：1枚）としてまとめる作業を行う
【実技指導・座学】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）

第29回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
実技の確認④
上記3名に7名の教員（加藤宗規、盆子原秀三、荒巻英文、兎澤良輔、一色員子、
石井成美、酒井実希）を加え、総勢10名の教員が学生指導に当たる

内
容

実技の確認を行う
AL：D
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）、加藤（90分）、盆子原
（90分）、荒巻(90分）、兎澤（90分）、一色(90分）、石井(90分）、酒井(90分）

第30回

担
当
教
員

平野 正広
柊 幸伸
今村 創
実技の確認⑤
上記3名に7名の教員（加藤宗規、盆子原秀三、荒巻英文、兎澤良輔、一色員子、
石井成美、酒井実希）を加え、総勢10名の教員が学生指導に当たる

内
容

実技の確認を行う
AL：D
【実技指導】平野(90分）、柊（90分）、今村（90分）、加藤（90分）、盆子原
（90分）、荒巻(90分）、兎澤（90分）、一色(90分）、石井(90分）、酒井(90分）

評価方法とフィードバック方法
1．前期の授業内課題（実技20％）、定期試験（筆記20％）、後期のレポート（当事者交
流10％、レジュメ10％）および授業内課題（実技20％）、定期試験（筆記20％）により合
計100％によって評価する。
2．前期定期試験後、希望者へ結果を開示する。後期は後期定期試験後に希望者へ結果を開示す
る。
3．提出されたレポートはコメントをつけて返却する。
教科書
他科目の指定教科書および配布資料を用いる。
参考書
・15レクチャーシリーズ 小児理学療法学、石川朗・他、出版社：中山書店、定価：2,600+税
・15レクチャーシリーズ 理学療法テキスト 義肢学 第2版、総編集：石川朗、責任編集：佐竹將
宏、出版社：中山書店、定価：2,860円



・15レクチャーシリーズ 理学療法テキスト 装具学 第2版、総編集：石川朗、責任編集：佐竹將
宏、出版社：中山書店、定価：2,860円
・Crosslink 理学療法学テキスト 生活環境学、編集：臼田滋、出版社：株式会社メジカルビュー
社、定価：4200円＋税
・Crosslink 理学療法学テキスト 地域理学療法学、編集：浅川康吉、出版社：株式会社メジカル
ビュー社、定価：4500円+税
・PT・OTのための画像診断マニュアル、著者：百島祐貴、出版社：医学教育出版社、定
価：2.970円
・PT・OTビジュアルテキスト 義肢・装具学、監修：高田治実、出版社：羊土社、定
価：6,800円＋税
・PT・OTビジュアルテキスト 神経障害理学療法学 第2版、潮見泰藏、出版社：羊土社、定
価：5,000円＋税
・PT・OTビジュアルテキスト専門基礎 リハビリテーション医学、監修：安保雅博、編集：渡邉
修、松田雅弘、出版社：羊土社、定価：5,500円+税
・PT・OTビジュアルテキスト専門基礎 解剖学 第2版、監修：坂井建雄、著者：町田志樹、出版
社：羊土社、定価：5,800円
・PT臨床評価ガイド、編集：田屋雅信・松田雅弘・藤野雄次・畠昌史、出版社：医学書院、定
価：6,820円
・イラストレイテッドカラーテキスト「神経解剖学」、著：A.R.Crossman, D.Neary、監訳：水野
昇、野村嶬、ELSEVIER、出版社：三輪書店、定価：5,800円+税
・シンプル理学療法学シリーズ 高齢者理学療法学テキスト、監修：細田多穂、出版社：南江
堂、定価：3,800円＋税
・シンプル理学療法学シリーズ 内部障害理学療法学テキスト 改訂第4版、編集者：山崎祐司、
川俣幹雄、丸岡弘、出版社：南江堂、定価：5,200円+税
・シンプル理学療法学シリーズ 理学療法評価学テキスト 改訂第3版、監修：細田多穂、出版
社；南江堂、定価：6,500円+税
・印象から始める歩行分析、盆子原秀三・山本澄子、出版社：医学書院、4,400円
・運動器疾患の「なぜ？」がわかる臨床解剖学』第2版、編著：工藤慎太郎、出版社：医学書
院、定価：4,800円+税
・改訂第2版 PTスタートガイド 基礎理学療法概論 監修：網本和、編集：加藤宗規、出版社：メ
ジカルビュー社、定価：4,400円
・関節学ハンドブック、著：飯島治之・山本清・盆子原秀三、医歯薬出版、定価：2,300円+税
・筋学ハンドブック、著：飯島治之・盆子原秀三、出版社：医歯薬出版、定価：2,530円
・筋骨格系のキネシオロジー 原著第3版、原著者：Donald A. Neumann、監訳者：PAUL D.
Andrew、有馬慶美、日高正巳、出版社：医歯薬出版、定価：12,500円＋税
・今日から触れる筋肉の教科書、著者：町田志樹、出版社：ヒューマンプレス、定価：5,500円
・最新理学療法学講座 内部障害理学療法学 第2版、編：高橋哲也、出版社：医歯薬出版株式会
社、定価：5,200円+税
・新・徒手筋力検査法 原著第10版、訳：津山直一・中村耕三、出版社：協同医書出版、定
価：8,580円
・人体の構造と機能（第5版）、エレイン N.マリーブ，スザンヌ M.ケラー著、藤本悦子監訳、
出版社：医学書院、定価5,300円＋税
・標準整形外科学 第15版、監修：井樋 栄二 / 津村 弘、出版社：医学書院、定価：9,500円＋税
・標準理学療法学 専門分野 日常生活活動学・生活環境学 第6版、編著：奈良 勲、出版社：医学
書院、定価：5,940円・
・標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 神経内科学 第6版、編集：平和美、出版社：医学
書院、定価：5,800円＋税
・理学療法学テキストⅨ 物理療法 第2版、監：千住秀明、出版社：神陵文庫、定価：4,950円
・理学療法評価学 第6版補訂版、松澤正、出版社：金原出版、定価：6,820円
オフィスアワー
学内およびポータルサイト内からの公表オフィスアワーを参照
「質問等は授業の前後で受け付ける」
「質問等はメールで受け付ける」
科目主担当 平野：m-hirano@sbctmu.ac.jp
実務経験の有無
この科目は理学療法士の実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、実践的教育を行って



いる科目です。
その他
※当事者交流の日程は変更される場合がある。日程変更の場合、適宜周知する。



講義コード 5205301
講義名 スポーツ障害理学療法学演習
(副題)
代表ナンバリングコード 51S04-3031SE-00
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
時間 30.00
対象学年 3
必修/選択 選択
担当教員

氏名
桑井　太陽
上岡　尚代

総合学修目標
スポーツ外傷・障害を抱えるアスリートに対し、その外傷・障害を克服させて最終的にパフォ
ーマンスアップを図っていく中で、理学療法士を始めアスレティックトレーナーや鍼灸師、柔
道整復師など様々な職種の者が関与していることが現状である。その中で、我々理学療法士や
アスレティックトレーナーがその知識と技術を生かしてどのようにアスリート達と関わってい
くか、その役割を理解することが本授業の目標となる。（理学療法学科DP2-②に該当する）
個別学修目標
1）スポーツ外傷・障害を抱えるアスリートに対して、理学療法士がどのように関わっていく
か？その役割と評価，介入についてを学習する。
2）各部位ごとの代表的なスポーツ外傷・障害を紹介し、具体的にどのように評価をして治療を
実施していくかを学習する。
3）テーピングやパートナーストレッチ、トレーニング方法などの紹介も適宜行い、様々アプロ
ーチ方法があることを学習する。
準備学修
メディカルリハビリテーションとアスレティックリハビリテーションの違いを予習しておく。
肩・腰・膝で多いスポーツ外傷・障害を予習しておく。
前期で履修した整形外科系障害理学療法学演習がベースとなるので、授業内容を復習してお
く。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する
〇：該
当する
選択な
し：該
当しな
い

【理学療法学科　知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識
を身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科　知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技
能を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科　思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③



科学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続するこ
とができる。

◎

【理学療法学科　思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を
総合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科　思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤
コミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 〇

【理学療法学科　知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と
倫理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 〇

【理学療法学科　主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 ◎

【理学療法学科　思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧
変化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリー
ダーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

◎

授業計画

第1回

担
当
教
員

桑井　太陽
上岡　尚代

内
容

スポーツ傷害・障害とは何かを理解する。
メディカルリハビリテーションとアスレティックリハビリテーションとはどのよ
うな違いがあるのかを理解する。
アスリートに対しどのような関わり方をするのが最適かを考える。
実技を行う際には、班に分かれて実施する。【1班：桑井、2班：上岡】

第2回

担
当
教
員

桑井　太陽
上岡　尚代
ストレッチ（理論・実技）

内
容
コンディショニングでは反復収縮とストレッチングを多用する。そのため、これ
らの理論と実技を紹介し、次回以降の各論における治療実技に繋げる。
実技を行う際には、班に分かれて実施する。【1班：桑井、2班：上岡】

第3回

担
当
教
員

桑井　太陽
上岡　尚代
ストレッチ（実技）

内
容

コンディショニングでは反復収縮とストレッチングを多用する。そのため、スト
レッチ理論をもとに実際に実技にて体験し、次回以降の各論における治療実技に
繋げる。
実技を行う際には、班に分かれて実施する。【1班：桑井、2班：上岡】

第4回

担
当
教
員

桑井　太陽
上岡　尚代
ストレッチ（実技）

内
容

コンディショニングでは反復収縮とストレッチングを多用する。そのため、スト
レッチ理論ともに実際に実技にて体験をし、次回以降の各論における治療実技に
繋げる。
実技を行う際には、班に分かれて実施する。【1班：桑井、2班：上岡】

第5回

担
当
教
員

上岡　尚代
桑井　太陽
ストレッチング（実技確認）

内 2～4回で行ったストレッチの実技確認を行う。



容 実技試験は班ごとに実施する。【1班：桑井、2班：上岡】

第6回

担
当
教
員

桑井　太陽
上岡　尚代
スポーツ障害・外傷におけるテーピングの実際（足関節）理論・実技①

内
容

スポーツ障害で起きる障害にはアスレティックテーピングが有用であり、理学療
法士およびアスレティックトレーナーはテーピング活用の場面が見込まれる。
スポーツ障害で最も多い足関節を中心に、アスレティックテーピングの基礎理論
と実技を習得する。
実技を行う際には、班に分かれて実施する。【1班：桑井、2班：上岡】

第7回

担
当
教
員

桑井　太陽
上岡　尚代
スポーツ障害・外傷におけるテーピングの実際（足関節）実技②

内
容

スポーツ障害で起きる障害にはアスレティックテーピングが有用であり、理学療
法士およびアスレティックトレーナーはテーピング活用の場面が見込まれる。
スポーツ障害で最も多い足関節を中心に、アスレティックテーピングの基礎理論
と実技を習得する。
実技を行う際には、班に分かれて実施する。【1班：桑井、2班：上岡】

第8回

担
当
教
員

上岡　尚代
桑井　太陽
スポーツ障害・外傷におけるテーピングの実際（足関節）実技試験

内
容
スポーツ障害で最も多い足関節を中心に7回、8回で学んだアスレティックテーピ
ング実技の実技確認を行う。
実技試験は班ごとに実施する。【1班：桑井、2班：上岡】

第9回

担
当
教
員

桑井　太陽
上岡　尚代
部位別スポーツリハビリテーションプログラムの実際①（肩関節周囲の外傷と障
害①）

内
容

オーバーヘッドスポーツにおける肩を中心とした外傷・障害について、その発生
メカニズムと病態を理解し、外傷・障害に対する評価および治療を紹介し、リハ
ビリプログラムの立案に繋げ実技にてその方法を学習する。
実技を行う際には、班に分かれて実施する。【1班：桑井、2班：上岡】

第10回

担
当
教
員

桑井　太陽
上岡　尚代
部位別スポーツリハビリテーションプログラムの実際②（肩関節周囲の外傷と障
害②）

内
容

オーバーヘッドスポーツにおける肩を中心とした外傷・障害について、その発生
メカニズムと病態を理解し、外傷・障害に対する評価および治療を紹介し、リハ
ビリプログラムの立案に繋げ実技にてその方法を学習する。
実技を行う際には、班に分かれて実施する。【1班：桑井、2班：上岡】

第11回

担
当
教
員

桑井　太陽
上岡　尚代
部位別スポーツリハビリテーションプログラムの実際③（膝関節周囲の外傷と障
害①）

内
容

スポーツにおける膝を中心とした外傷・障害について、その発生メカニズムと病
態を理解し、外傷・障害に対する評価および治療を紹介し、リハビリプログラム
の立案に繋げ実技にてその方法を学習する。
実技を行う際には、班に分かれて実施する。【1班：桑井、2班：上岡】

担
当
教
員

桑井　太陽
上岡　尚代
部位別スポーツリハビリテーションプログラムの実際④（膝関節周囲の外傷と障
害②）



第12回
内
容

スポーツにおける膝を中心とした外傷・障害について、その発生メカニズムと病
態を理解し、外傷・障害に対する評価および治療を紹介し、リハビリプログラム
の立案に繋げ実技にてその方法を学習する。
実技を行う際には、班に分かれて実施する。【1班：桑井、2班：上岡】

第13回

担
当
教
員

桑井　太陽
上岡　尚代
部位別スポーツリハビリテーションプログラムの実際⑤（腰部周囲の外傷と障
害）

内
容

スポーツにおける腰部を中心とした外傷・障害について、その発生メカニズムと
病態を理解し、外傷・障害に対する評価および治療を紹介し、リハビリプログラ
ムの立案に繋げ実技にてその方法を学習する。
実技を行う際には、班に分かれて実施する。【1班：桑井、2班：上岡】

第14回

担
当
教
員

桑井　太陽
上岡　尚代
部位別スポーツリハビリテーションプログラムの実際⑥（まとめ）

内
容

スポーツにおける外傷・障害について（肩・膝・腰）各部位の発生メカニズムと
病態を理解し、外傷・障害に対する評価および治療を紹介し、リハビリプログラ
ムの立案と実技のまとめを行う。
実技を行う際には、班に分かれて実施する。【1班：桑井、2班：上岡】

第15回

担
当
教
員

上岡　尚代
桑井　太陽
障害・競技別スポーツリハビリテーションプログラム（確認）

内
容

9回～14回で学んだ、障害部位ごとの競技別スポーツリハビリテーションプログラ
ム作成の実際を立案し、定期試験やレポート対策に繋げる。
実技を行う際には、班に分かれて実施する。【1班：桑井、2班：上岡】

評価方法とフィードバック方法
定期試験（リハビリテーションプログラム作成）50%、実技試験（ストレッチ・テーピン
グ）50%で評価する。
定期試験は授業内容から出題する。
実技試験はストレッチとテーピングを実施する。各項目ごとに採点をし、合計50点満点となる
よう評価する。
フィードバック：オフィスアワーに希望者にフィードバックする
参考書
『スポーツ外傷・障害に対する術後のリハビリステーション改訂第3版』 園部俊晴・他、運動と
医学の出版社　定価 7,150円
『結果の出せる整形外科理学療法-運動連鎖から全身をみる』山口光圀・他、メジカルビュー　
定価 8,250円
『評価から治療手技の選択』丸山仁司・他、文光堂　定価 5,500円
『公益財団法人日本体育協会 公認スポーツ指導者養成関係テキスト 第７巻アスレティックリハ
ビリテーション』 公益財団法人日本スポーツ協会　定価　3,200円
オフィスアワー
後期・月・水・木・金 2～3限目
実務経験の有無
日本代表チーム、実業団チームにおける理学療法士・ATとしての実務経験を活かし、実践教育
を行っている科目です。
その他
選択科目のため、スポーツ理学療法分野に興味があり、運動器分野に就職を考えている学生に
履修が好ましい。（専門的な授業となるため、より高い意識と知識・技術を要する。）
・実技の際は，運動ができる服装で参加すること



　（基本は半袖・短パン、寒い日はジャージなどが好ましい）
・グループは履修者及び人数が確認できしだい学籍番号順にA~F班(計6班)を作成する
・実技はグループ内でペアを交代しながら実施する
・テーピングの練習の際には事前にテーピングを購入する。
　（目安はホワイトテープ8本(1箱)・アンダーラップ2本）



講義コード 5205401
講義名 生活環境学
(副題)
代表ナンバリングコード 51L04-3032FR-00
講義開講時期 前期前半
講義区分 講義
基準単位数 1
時間 15.00
対象学年 3
必修/選択 必修
担当教員

氏名
平野 正広

総合学修目標
1. 住環境（生活環境）の障害を捉えるために課題を把握する評価が実施できる。
2. 生活環境に関する社会的制度や施策を知る。
個別学修目標
1. 生活環境の概念を説明できる。
2. ICFの概念よりADL状況とそのアプローチを説明できる。
3. バリアフリーの概念について説明できる。
4. ユニバーサルデザインの概念について説明できる。
5. バリアフリー、ユニバーサルデザインに関係する法制度について知る。
準備学修
国際障害分類（ICIDH）と国際機能分類（ICF）について復習する（10分）。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫 ◎



理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

〇

授業計画

第1回
担当教員 平野 正広

オリエンテーション、生活環境学の概念

内容 オリエンテーション、生活環境の概念
【座学】平野（90分）

第2回
担当教員 平野 正広

生活環境の評価、生活環境支援

内容 生活環境の評価、生活環境支援
【座学】平野（90分）

第3回
担当教員 平野 正広

住宅環境①

内容
住宅環境について検討する。
AL：B、D
【座学】平野（90分）

第4回
担当教員 平野 正広

住宅環境②

内容
住宅環境について検討し、レポートを提出する。
AL：B、D
【座学】平野（90分）

第5回
担当教員 平野 正広

学内環境①

内容
学内環境について検討する（車椅子自走または車椅子介助または徒歩）。
AL：B、D
【座学・フィールドワーク】平野（90分）

第6回
担当教員 平野 正広

学内環境②

内容
学内環境について検討し、発表する。
AL：B、C、D
【座学・フィールドワーク】平野（90分）

第7回
担当教員 平野 正広

学外環境①

内容
学外環境について検討する（車椅子自走または車椅子介助または徒歩）。
AL：B、D
【座学・フィールドワーク】平野（90分）

第8回
担当教員 平野 正広

学外環境②

内容
学外環境について検討し、発表する。
AL：B、C、D
【座学・フィールドワーク】平野（90分）

評価方法とフィードバック方法
レポート20点（20％）、発表20点（20％）、筆記試験60点（60％）とし、合計100点（100％）
で評価する。
発表：発表後総評する。



レポート・筆記試験：本試験終了後、希望者に対して講評する。
教科書
Crosslink 理学療法学テキスト 生活環境学、編集：臼田滋、出版社：株式会社メジカルビュー
社、定価：4200円＋税
参考書
1.標準理学療法学 専門分野 日常生活活動学・生活環境学 第7版、シリーズ監修：奈良勲、監
修：鶴見隆正 編集：隆島研吾、大森圭貢 編集協力：平野康之、出版社：医学書院、定
価：5400円+税
2.生活環境学テキスト（改訂第２版）、監修：細田多穂、出版社：南江堂、定価：3900円+税
3.福祉住環境コーディネーター検定試験２級公式テキスト 改訂7版、編者：東京商工会議所、出
版社：東京商工会議所、定価：4500円+税
4.福祉住環境コーディネーター検定試験3級公式テキスト 改訂7版、編者：東京商工会議所、出
版社：東京商工会議所、定価：3300円+税
オフィスアワー
平野：月曜日、昼・3限、530室、質問等は授業の前後で受け付ける。また、メールで受け付け
る(m-hirano@～ ＠以降はsbcのアカウント)。
実務経験の有無
この科目は、理学療法士の実務経験を有する教員が、病院やクリニック、地域における理学療
法の臨床経験を活かして急性期から生活期までの幅広い病期において、在宅復帰までの生活環
境に関する実践教育を行っている科目である。
その他
授業内容と評価方法他の詳細は、第1回オリエンテーションで説明する。



講義コード 5205501
講義名 医学論文（英文）
(副題)
代表ナンバリングコード 51S04-3033SE-00
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
時間 30.00
対象学年 3
必修/選択 選択
担当教員

氏名
澤 広太

総合学修目標
本邦における理学療法およびリハビリテーション医学・医療に関する歴史・動向を学び、さら
に関連する情報、論文より広く開かれた世界のリハビリテーション、特に理学療法の状況を把
握し、医学・医療論文（邦文・英文）の抄読と発表を通して理学療法介入に対する考察を深め
る。
理学療法学科DP1-①、➁
理学療法学科DP2-①、➁
理学療法学科DP3-①、➁
個別学修目標
1. 日本理学療法士協会、日本リハビリテーション学会等における歴史的な動向を知り、世界情
勢を踏まえた視点で知識を身につける。
2．医学論文のICT活用による情報検索を行うことができる。
3. ICTを活用し翻訳ができるようになる。
4. EBPTにおいてPICOの概念を理解し、関連する論文の比較検討ができる。
5. 各種学会ガイドラインを理解し、精査する知識と実践ができる。
準備学修
1. ICT活用の手引きを作成するため、携帯端末、PC、タブレット等にて自動翻訳や訳し方につい
て調べておくこと。（30分）
2. プレゼン資料の作成をしておくこと。Word、Excel、PowerPointおよびインターネット操作活
用能力について復習しておくこと。（30分）
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎



【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 ◎

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

◎

授業計画

第1回

担当教
員

澤 広太
オリエンテーション

内容

第1回
ガイダンス・本邦のリハビリテーション医学の歩み
日本理学療法士協会、日本リハビリテーション学会の設立背景と歴史。
基盤構築とリサーチ・リテラシー
医療情報学の捉えた、医学英語とのかかわり方
（澤：90分）

第2回

担当教
員

澤 広太
世界の理学療法情勢とWCPT（世界理学療法連盟）

内容
世界の理学療法の臨床と教育制度、WCPT、理学療法士の社会貢献
世界的な視点から見た日本の立ち位置、国際的な職能動向
（澤：90分）

第3回

担当教
員

澤 広太
ICTを活用した医学情報の探索法（日本語編）

内容
ICT活用方法、情報リテラシー：情報検索、検索式、アルゴリズム
Pubmed等の活用：検索式の立て方
医学用語、略語の活用
（澤：90分）

第4回

担当教
員

澤 広太
ICTを活用した医学情報の探索法（英語編）

内容
PubMed、Cochrane Libraryの活用。MeSH用語の理解
英語表現、実験研究、レビューの紹介、臨床で使われる医学英語の活用
（澤：90分）

第5回

担当教
員

澤 広太
ICTによる効率的翻訳、方法論

内容
電子版DeepL、Gemini、Google翻訳
ChatGPT、Gemini等を用いた論文要約と用語解説の活用方法
（澤：90分）

第6回

担当教
員

澤 広太
EBPTとPICOの概念

内容
リサーチクエスチョンの定式化（PICO/PECO）、エビデンスレベルの理解
インターネットによる医学論文の収集と医療情報他ツール（各種ICT）の活
用
（澤：90分）



第7回

担当教
員

澤 広太
臨床実践ガイドラインの読み方・使い方

内容
学会ガイドラインの構造理解・方法論
推奨度・エビデンスの質の見極め方と結果の出し方、方法論
（澤：90分）

第8回

担当教
員

澤 広太
論文クリティカル・アプレザル（批判的吟味）の基礎

内容
Abstract、Introduction、Methodsの読み方
各種バイアスの評価と論拠・視点、考察
（澤：90分）

第9回

担当教
員

澤 広太
統計手法の基礎理解

内容
理学療法論文で頻用される統計の解釈（p値、信頼区間、効果量など）
論文（評価および介入）の収集と抄読
（澤：90分）

第10回

担当教
員

澤 広太
英文論文抄読演習（1）：疾患別ガイドラインの精査（整形外科PT、内部障
害PT、神経PT）

内容
10回目、11回目：各種PT専門分野
最新ガイドラインと関連英文論文の比較検討
抄読と発表資料の作成
（澤：90分）

第11回

担当教
員

澤 広太
英文論文抄読演習（2）：治療介入の有効性検討

内容
10回目、11回目：各種PT専門分野
RCT（ランダム化比較試験）論文を用いた比較検討演習
（澤：90分）

第12回
担当教

員
澤 広太
プレゼン資料作成術（ICT活用）

内容 図表の引用、抄読会用スライドの構成、情報の視覚化
（澤：90分）

第13回
担当教

員
澤 広太
抄読発表会（1）：個人発表

内容 PICOに基づいた論文選択理由と介入の考察
（澤：90分）

第14回
担当教

員
澤 広太
抄読発表会（2）：個人発表

内容 PICOに基づいた論文選択理由と介入の考察
（澤：90分）

第15回

担当教
員

澤 広太
総括：グローバルな視点での理学療法士の役割と総評まとめ

内容
1～13回目のまとめ
学びの振り返りと、将来の臨床におけるエビデンス活用
発表会の建設的批判と意見交換など
（澤：90分）

評価方法とフィードバック方法
筆記試験60点（60％）、論文抄読および発表30点（30％）、出席状況および学習態度や参加
率10点（10%）にて合計100点（100％）、総合的に評価する。
フィードバック方法は、筆記試験および論文発表終了後、希望者に対して解答・解説を行う。
教科書



1. PC（タブレット端末など）
2．適宜資料（プリント、PDF）を配布する。
参考書
1. リハビリテーション医学用語集、リハビリテーション医学会編、文光堂、3，240円
オフィスアワー
水曜日3限、527研究室
その他質問や相談がある場合メールアドレス：k-sawa@sbctmu.ac.jp に連絡する。
実務経験の有無
この科目は病院での臨床経験と英語翻訳の実務経験を有する教員が、その実務経験を活かし、
医療ガイドラインの解説と論文抄読について実践的教育を行っている科目である。
その他
授業内容と評価方法他の詳細は、第1回オリエンテーションで説明する。



講義コード 5208301
講義名 義肢装具学
(副題)
代表ナンバリングコード 51L04-2034SR-00
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 1
時間 30.00
対象学年 2
必修/選択 必修
担当教員

氏名
柊 幸伸

総合学修目標
１．義肢装具の基本となる理論・力学特性などを理解し、義肢装具の名称・定義・機能につい
て知る、理解できる、評価できる。
２．理学療法学科DP1-①
個別学修目標
① 義肢・装具の対象疾患と適応症状について説明できる。
② 義肢装具の種類と特徴（理論・力学的特性など）について理解できる。
③ 義肢装具療法の目的・効果が説明できる。
④ 義肢装具療法における評価項目、妥当な評価ができる。
DP-1, DP-2
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深



め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回

担当教員 柊 幸伸
オリエンテーション・装具学に必要な基礎知識

内容

・装具の基礎知識
・装具療法の目的
・装具の分類

復習予習10分、授業まとめ10分、本講義70分

第2回
担当教員 柊 幸伸

総論

内容 ・装具学総論
復習予習10分、授業まとめ10分、本講義70分

第3回

担当教員
柊 幸伸
靴型装具
足底装具

内容
・足部の解剖学
・靴型装具の種類と目的
・足底装具の種類と目的
復習予習10分、授業まとめ10分、本講義70分

第4回

担当教員 柊 幸伸
下肢装具総論

内容
・バイオメカニクス
・装具・義肢の構成要素

復習予習10分、授業まとめ10分、本講義70分

第5回
担当教員 柊 幸伸

下肢装具各論

内容 ・長下肢装具
復習予習10分、授業まとめ10分、本講義70分

第6回
担当教員 柊 幸伸

下肢装具各論

内容
・股装具
・膝装具
復習予習10分、授業まとめ10分、本講義70分

第7回
担当教員 柊 幸伸

下肢装具各論

内容
・短下肢装具
・足継手の機能
復習予習10分、授業まとめ10分、本講義70分

第8回
担当教員 柊 幸伸

下肢装具の臨床

内容 ・脳卒中リハビリテーション
復習予習10分、授業まとめ10分、本講義70分

第9回
担当教員 柊 幸伸

下肢装具

内容 ・下肢装具のチェックアウト



復習予習10分、授業まとめ10分、本講義70分

第10回
担当教員 柊 幸伸

小児の装具

内容
・小児の装具の種類
・小児装具療法の目的
復習予習10分、授業まとめ10分、本講義70分

第11回

担当教員 柊 幸伸
体幹装具

内容
・体幹装具総論
・体幹装具の種類
・体幹装具の適応疾患
復習予習10分、授業まとめ10分、本講義70分

第12回
担当教員 柊 幸伸

上肢装具

内容
・上肢装具総論
・上肢装具の種類と適応
復習予習10分、授業まとめ10分、本講義70分

第13回

担当教員 柊 幸伸
疾患別上肢装具

内容
・疾患別上肢装具の種類
・疾患別上肢装具の作用
・疾患別上肢装具の目的
復習予習10分、授業まとめ10分、本講義70分

第14回
担当教員 柊 幸伸

装具学

内容 ・装具の支給制度
復習予習10分、授業まとめ10分、本講義70分

第15回
担当教員 柊 幸伸

装具学のまとめ

内容 ・装具学の問題傾向と対策
復習予習10分、授業まとめ10分、本講義70分

評価方法とフィードバック方法
筆記試験（100％）により評価する。
フィードバック方法はクラスルーム、オフィスアワーをもって実施する。
教科書
高田治実 監修 ：『PT・OTビジュアルテキスト 義肢・装具学』第2版，羊土社，7,000円＋税
参考書
日本義肢装具学会：監修、『装具学』、第4版、医歯薬出版、6,200＋税
石川朗 総編集、佐竹將宏 責任編集：『15レクチャーシリーズ 理学療法テキスト 装具学』、
第2版、中山書店、2,600円＋税
日本整形外科学会、公益社団法人 日本リハビリテーション医学会：監修、『義肢装具のチェッ
クポイント』、第9版、医学書院、7,800円＋税
オフィスアワー
火曜日・終日、金曜日・3,4限 540教員研究室
実務経験の有無
この科目は理学療法士の実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、実践的教育を行って
いる科目である。



講義コード 5208401
講義名 理学療法カウンセリング
(副題)
代表ナンバリングコード 50S04-2003FE-00
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 1
時間 30.00
対象学年 2
必修/選択 選択
担当教員

氏名
加藤 宗規

総合学修目標
１．理学療法の実施にあたり、動機付けや、効率的な動作学習をするための理論と実践方法と
しての「応用行動分析学」を理解する。
２．理学療法の実施にあたり、適切な接遇を実施するための知識と基本技術を理解する。

個別学修目標
１．理学療法を実施するうえで、プログラムを最適なプログラムを考案すれば最高の効果を得
ることができるわけではなく、理学療法の特性上、「いかに運動を（続けて）やってもらう
か」、「いかに動作を覚えてできるように教えるか」という別の視点が必要であることを理解
する。
２．「やってもらう」、「できるように教えるか」について現状を分析し、介入を計画してい
くひとつの手法としての、応用行動分析学の基礎的な原理を理解するとともに、演習によって
理解を深める。
３．応用行動分析学に基づいて、さまざまな状況の事例に対する分析と介入を理解するととも
に、演習によって実践的理解を深める。
４．リハビリテーション、理学療法を実践する以前に、基本的な接遇について、演習によって
理解する。
５．リハビリテーション、理学療法場面を想定した接遇について、演習によって理解する。
準備学修
1回目の授業前にはテキスト②の82-93ページに目を通しておくこと。また、テーマが応用行動分
析学の5-14回では、授業範囲予定のテキスト①の該当ページを事前に目を通しておく。（所要時
間約60分）
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
空欄：
該当し
ない

【健康科学部 主体性・多様性尊重・協働性】① 豊かな感性を持ち、相手の立場に立っ
た思いやりを備え、他の人たちと相互に支え合うことができる。 ◎

【健康科学部 主体性・多様性尊重・協働性】②他者を尊重することができ、異なる文 ◎



化、価値観の多様性を受け入れることができる。
【健康科学部 知識・技能、思考力・判断力・表現力等能力】③健康を回復する手助け
として、健康レベルに応じて必要な知識・技術を用い、的確な医療の実践ができ、医
療専門職として社会で貢献できる。
【健康科学部 主体性・多様性尊重・協働性】④医療職としての知識や技術の向上を目
指し、研鑽を続けることができる。
【健康科学部 主体性・多様性尊重・協働性】⑤質の高い医療の実践のため、他の専門
職との連携に配慮し、チーム医療の一員として力を発揮できる。
【健康科学部 思考力・判断力・表現力等能力】⑥地域の医療の諸課題とその背景を理
解し、地域医療に貢献することができる。 ◎

授業計画

第1回

担当教
員

加藤 宗規
医療における接遇① 接遇の原則

内容
リハビリテーションサービスを提供するにあたり、基本となる接遇の原則
（身だしなみ、挨拶など）
［アクティブラーニング：Ｂグループワーク，ＤICTの活用］

第2回
担当教

員
加藤 宗規
医療における接遇② 敬語

内容 尊敬語、謙譲語、丁寧語
［アクティブラーニング：Ｂグループワーク，ＤICTの活用］

第3回

担当教
員

加藤 宗規
医療における接遇③ リハビリテーション場面での接遇

内容
リハビリテーション場面での接遇
受付場面、評価・介入場面
［アクティブラーニング：Ｂグループワーク，ＤICTの活用］

第4回
担当教

員
加藤 宗規
医療における接遇④ まとめ

内容 「医療における接遇」の小テストと振り返り

第5回

担当教
員

加藤 宗規
応用行動分析学① リハビリテーションと医学モデルの限界

内容
実践してもらえない運動療法、ADL訓練の現状、行動分析学の導入［テキス
ト1～9］
理学療法効果を挙げるために苦慮することは？
［アクティブラーニング：Ｂグループワーク，Ｃプレゼンテーション］

第6回

担当教
員

加藤 宗規
応用行動分析学② 応用行動分析学の特徴・基本

内容

応用行動分析学の特徴［テキスト10-13］
応用行動分析学の基礎［テキスト14-23］
行動に働きかける［テキスト24-45］
まとめ［テキスト46］
［アクティブラーニング：Ｂグループワーク］

第7回

担当教
員

加藤 宗規
応用行動分析学③ リハビリテーションにおける活用（運動療法）

内容
うまくいかない場合の原因分析［テキスト50～62］
運動療法の効果を最大限に引き出す方法［テキスト63-87］
［アクティブラーニング：Ｂグループワーク］

第8回
担当教

員
加藤 宗規
応用行動分析学④ リハビリテーションにおける活用（日常生活活動）

内容 日常生活活動訓練の効果を最大限に引き出す方法［テキスト88～117］
［アクティブラーニング：Ｂグループワーク］



第9回
担当教

員
加藤 宗規
応用行動分析学⑤ 基礎のまとめ

内容 「応用行動分析学の基本（テキスト1-117）」の小テストと振り返り

第10回

担当教
員

加藤 宗規
応用行動分析学⑥ 見通しを与える理学療法の展開

内容
見通しを与える基準値（筋力、関節可動域、バランス能力、酸素摂取量ほ
か）［テキスト234-266］
［アクティブラーニング：Ｂグループワーク，Ｃプレゼンテーション］

第11回
担当教

員
加藤 宗規
応用行動分析学⑦ やってくれない場合の活用

内容 行動レパートリーがある場合［テキスト118～153］
［アクティブラーニング：Ｂグループワーク］

第12回
担当教

員
加藤 宗規
応用行動分析学⑧ やってくれない場合の活用（発表）

内容 行動レパートリーがある場合［テキスト118-153］
［アクティブラーニング：Ｃプレゼンテーション］

第13回
担当教

員
加藤 宗規
応用行動分析学⑨ できない場合の活用

内容 行動レパートリーがない場合［テキスト154-215］
［アクティブラーニング：Ｂグループワーク］

第14回
担当教

員
加藤 宗規
応用行動分析学⑩ できない場合の活用（発表）

内容 行動レパートリーがない場合［テキスト154-215］
［アクティブラーニング：Ｃプレゼンテーション］

第15回
担当教

員
加藤 宗規
授業のまとめ

内容 「医療における接遇」、「応用行動分析学」の小テストと振り返り

評価方法とフィードバック方法
授業中の課題75％、小テスト25％ 成績フィードバック希望者には個別にフィードバックをす
る。
教科書
①リハビリテーション効果を最大限に引き出すコツ（第３版） 山﨑裕司、山本淳一編集 三輪書
店(5～15回では必ず持参)
②［1年次の理学療法学概論の教科書］改訂第2版PTスタートガイド基礎理学療法概論 網本和監
修 メジカルビュー社（1～4､15回では必ず持参）

そのほかは、講義毎に資料を配布予定

参考書
必要に応じて資料を配布予定

オフィスアワー
加藤宗規［水曜日1限目：メールは随時mu-kato(a)sbctmu.ac.jp］メールアドレスの(a)は@
実務経験の有無
あり。この科目は、応用行動分析学を用いたリハビリテーションの多くの実践と報告を有する
教員がその経験を活かして実践例を交えながら解説する。また、病院や福祉施設において理学
療法士として多くの経験を有する教員がその経験を活かして人と接する職業としての基本とな
る接遇について、具体例を交えて解説する。





講義コード 5208601
講義名 小児理学療法学総論（実習を含む）
(副題)
代表ナンバリングコード 51P04-3035YR-00
講義開講時期 通年
講義区分 実習
基準単位数 1
時間 45.00
対象学年 3
必修/選択 必修
担当教員

氏名
酒井 実希
山田 洋一

総合学修目標
小児領域患の理学療法は重要な領域である。脳性麻痺や二分脊椎など従来から対象としていた
疾患に加え、医学の進歩は乳児死亡率の減少に貢献しているが、未熟児などハイリスク児が増
加し理学療法の対象となっている。また、近年注目され始めた発達障害児への関わり方につい
ても理解を深める。
授業では、理学療法の対象になる代表的な小児疾患について、教科書だけでなく視聴覚教材も
利用し、病態像の理解を理解を深め、その解決のための理学療法が理解できることを目標にす
る。

個別学修目標
1. 正常人間発達（運動，上肢，摂食，反射・反応，認知など）が理解できる．

2. 代表的な発達検査について，目的と方法を説明し，実施できる．

3. 姿勢・原始反射について，出現と統合，中枢，運動発達との関係について理解し説明でき
る．

4. 脳性麻痺の病態像と理学療法について説明できる．

5. ダウン症，広汎性発達障害の病態像と理学療法について説明できる．

6. デュシャンヌ型筋ジストロフィーを代表とする遺伝性疾患の病態像と理学療法について説明
できる．

7. 小児整形疾患（二分脊椎，ペルテス病など）の病態像と理学療法について説明できる．

8. 低出生体重児・ハイリスク児の病態像と理学療法について説明できる．
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な



し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 ◎

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

◎

授業計画

第1回

担当
教員

酒井 実希
① オリエンテーション

② 小児理学療法

内容

1. 授業の進め方，内容，ルールについて説明する

2. 小児理学療法の特性

座学90分(担当：酒井)

第2回

担当
教員

酒井 実希
定型発達（1）運動発達：テキスト「小児理学療法学」 p1～10，「運動発達と
反射」

内容

① 正常運動発達

② 原始反射，姿勢反射・反応

③ 上肢機能の発達

④ Key months

⑤ 筋緊張

⑥ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)
担当
教員

酒井 実希
定型発達（2）精神発達：テキスト「小児理学療法学」 p11～22
① 精神発達

② 言葉の発達



第3回
内容 ③ 摂食嚥下機能

④ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第4回

担当
教員

酒井 実希
痙直型脳性麻痺（1）：テキスト「小児理学療法学」 p35～48

内容

① 脳性麻痺の基礎知識

② 痙直型脳性麻痺の基礎知識

③ 理学療法評価と介入

④ 痙直型脳性麻痺が使用する補装具

⑤ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第5回

担当
教員

酒井 実希
第4回と連続
痙直型脳性麻痺（1）：テキスト「小児理学療法学」p35～48

内容

① 脳性麻痺の基礎知識

② 痙直型脳性麻痺の基礎知識

③ 理学療法評価と介入

④ 痙直型脳性麻痺が使用する補装具

⑤ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第6回

担当
教員

酒井 実希
痙直型脳性麻痺（2）：テキスト「小児理学療法学」p49～60

内容

① 痙直型脳性麻痺の乳幼児から幼児期の発達

② 理学療法評価と介入

③ ICFモデルに基づいた考え方

③ 理学療法介入

④ ICFに基づいた二分脊椎の介入方法

⑤ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第7回

担当
教員

酒井 実希
山田 洋一
第6回と連続
痙直型脳性麻痺（3）：テキスト「小児理学療法学」 p61～70
① 痙直型脳性麻痺の学童期以降の発達

② 理学療法評価と介入



内容 ③ ICFに基づいた考え方

④ グループワーク

座学60分(担当：酒井、山田) グループワーク30分(担当：酒井、山田)

第8回

担当
教員

酒井 実希
アテトーゼ型脳性麻痺：テキスト「小児理学療法学」 p71～82

内容

① アテトーゼ型脳性麻痺の基礎知識

② 理学療法評価と介入

③ ICFに基づいた考え方 

④ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第9回

担当
教員

酒井 実希
山田 洋一
第8回と連続
アテトーゼ型脳性麻痺：テキスト「小児理学療法学」 p71～82

内容

① アテトーゼ型脳性麻痺の基礎知識

② 理学療法評価と介入

③ ICFに基づいた考え方 

④ グループワーク

座学60分(担当：酒井、山田) グループワーク30分(担当：酒井、山田)

第10回

担当
教員

酒井 実希
低出生体重児・ハイリスク児：テキスト「小児理学療法学」 p139～150

内容

① 低出生体重児・ハイリスク児の基礎知識

② リスク管理と理学療法評価、介入

③ ICFモデルに基づいた考え方

④ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第11回

担当
教員

酒井 実希
第10回と連続
重症心身障害児：テキスト「小児理学療法学」 p83～92

内容

① 重症心身障害児の基礎知識

② 理学療法評価と介入

③ ICFに基づいた考え方

④ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)
担当
教員

酒井 実希
デュシャンヌ型筋ジストロフィー：テキスト「小児理学療法学」 p117～128



第12回
内容

① 筋ジストロフィーの定義と分類

② 筋ジストロフィーの病態像

③ 筋ジストロフィー以外の神経筋疾患

④ デュシャンヌ型筋ジストロフィー
・ 病態像
・ 理学療法評価と介入

⑤ ICFに基づいた考え方

⑥ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第13回

担当
教員

酒井 実希
第12回と連続
ダウン症候群：テキスト「小児理学療法学」 p129～139

内容

① ダウン症候群の病態像

② 理学療法評価と介入

③ ICFに基づいた考え方

④ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第14回

担当
教員

酒井 実希
二分脊椎：テキスト「小児理学療法学」 p93～101

内容

① 二分脊椎の病態像

② 理学療法評価と介入

③ ICFモデルに基づいた考え方

④ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第15回

担当
教員

酒井 実希
第14回と連続
二分脊椎：テキスト「小児理学療法学」 p93～101

内容

① 二分脊椎の病態像

② 理学療法評価と介入

③ ICFモデルに基づいた考え方

④ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

担当
教員

酒井 実希
小児整形外科疾患（骨形成不全症、先天性多発性関節拘縮症、その他）：テキ
スト「小児理学療法学」 p107～116
① 代表的な小児整形外科疾患の病態像



第16回

内容

② 理学療法評価と介入

③ ICFに基づいた考え方

④ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第17回

担当
教員

酒井 実希
第16回と連続
小児整形外科疾患（骨形成不全症、先天性多発性関節拘縮症、その他）：テキ
スト「小児理学療法学」 p107～116

内容

① 代表的な小児整形外科疾患の病態像

② 理学療法評価と介入

③ ICFに基づいた考え方

④ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第18回

担当
教員

酒井 実希
発達障害概論：テキスト「小児理学療法学」 p23～34

内容

① 小児疾患と発達への影響

② 発達障害

③ 脳性麻痺

④ 発達障害児関連の社会福祉制度

⑤ ライフステージの変化に応じた理学療法の目的と介入

⑥ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第19回

担当
教員

酒井 実希
狭義の発達障害：テキスト「小児理学療法学」 p151～162

内容

① 発達障害の基礎知識

② 発達障害の評価

③ 理学療法介入

④ ICFに基づいた考え方① 小児疾患と発達への影響

⑤ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第20回

担当
教員

酒井 実希
山田 洋一
実技（自閉症体験）

内容
自閉症体験キットを用いて、自閉症の方の日常生活の一部を体験する。

実技90分(担当：酒井、山田)
酒井 実希



第21回

担当
教員

山田 洋一
第20回と連続
実技（自閉症体験）

内容
自閉症体験キットを用いて、自閉症の方の日常生活の一部を体験する。

実技90分(担当：酒井、山田)

第22回

担当
教員

酒井 実希
就学支援：テキスト「小児理学療法学」 p163～176

内容

① インクルーシブ教育システムの理念と特別な学びの場

② 肢体不自由児の教育的対応

③ 自立活動

④ 個別の教育支援計画と指導計画

⑤ 就学支援・学校教育における理学療法士のかかわり

⑥ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

第23回

担当
教員

酒井 実希
発達検査

内容

① 検査の意義

② 発達検査とは

③ 各発達検査の目的、特徴、対象

④ グループワーク

座学60分(担当：酒井) グループワーク30分(担当：酒井)

評価方法とフィードバック方法
① 全授業の1/3以上の欠席は科目未履修となる。

② 定期（筆記）試験（70%）及び小テスト（15%）、レポート課題（15％）で評価する。

筆記試験、小テストおよびレポート課題に関して、実施後に授業もしくはクラスルームにて解
説を開示する。
授業の振り返りはクラスルームにて行う。
教科書
① 15レクチャーシリーズ 小児理学療法学 石川朗・他 中山書店 ￥2,600（税別）

参考書
① 小児リハ評価ガイド 楠本泰士 メジカルビュー \5,400（税別）

② イラストでわかる小児理学療法学演習 上杉雅之・他 医歯薬出版 ￥3,600（税別）

③ イラストでわかる人間発達学 上杉雅之・他 医歯薬出版 ￥4,200（税別）1年次科目「人間発
達学」で購入済み



オフィスアワー
質問等ある場合にはオフィスアワー表を参考にして研究室まで来てください。
実務経験の有無
この科目は小児理学療法士の実務経験を活かし、実践的教育を行っている科目です
その他
① 授業態度の不良、他者への迷惑行為など授業進行を阻害する者は、出席を認めないことがあ
るので注意してください。

② 授業の補足資料はクラスルームに投稿，または配布します。

③ 演習，実習では積極的に授業に参加すること．

④ 授業用資料等の学外への公表，無断複製を禁ずる（著作権に抵触する）



講義コード 5290401
講義名 リハビリテーション概論
(副題) （栄養学・予防の基礎を含む）
代表ナンバリングコード 50L02-2002SR-00
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
時間 30.00
対象学年 2
必修/選択 必修
担当教員

氏名
平野 正広
作田 雅子

総合学修目標
リハビリテーションについて理念や障害の評価、治療について基本的な知識を身につける。
個別学修目標
1) リハビリテーションの理念や歴史、特徴について説明することができる。
2) 栄養・代謝障害について理解し、栄養管理について説明することができる。
3) 予防の概念について理解し、説明することができる。
準備学修
教科書を用いて予習（15分）をし、講義後は教科書、配布資料を用いて復習（30分）をするこ
と。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
空欄：
該当し
ない

【健康科学部 主体性・多様性尊重・協働性】① 豊かな感性を持ち、相手の立場に立っ
た思いやりを備え、他の人たちと相互に支え合うことができる。 ◎

【健康科学部 主体性・多様性尊重・協働性】②他者を尊重することができ、異なる文
化、価値観の多様性を受け入れることができる。 〇

【健康科学部 知識・技能、思考力・判断力・表現力等能力】③健康を回復する手助け
として、健康レベルに応じて必要な知識・技術を用い、的確な医療の実践ができ、医
療専門職として社会で貢献できる。

〇

【健康科学部 主体性・多様性尊重・協働性】④医療職としての知識や技術の向上を目
指し、研鑽を続けることができる。 〇

【健康科学部 主体性・多様性尊重・協働性】⑤質の高い医療の実践のため、他の専門
職との連携に配慮し、チーム医療の一員として力を発揮できる。 〇

【健康科学部 思考力・判断力・表現力等能力】⑥地域の医療の諸課題とその背景を理
解し、地域医療に貢献することができる。 〇



授業計画

第1回
担当教

員
平野 正広
リハビリテーション医学・医療の理念と歴史、対象者の捉え方 ICIDH、ICF、
チーム医療

内容 リハビリテーションの概要を学習する。
AL：B 【座学】平野(90分）

第2回
担当教

員
作田 雅子
平野 正広
栄養学

内容 スポーツ・運動と栄養について学習する。
【座学】平野(90分）作田(90分）

第3回

担当教
員

平野 正広
リハビリテーション栄養、予防の基礎 一次・二次・三次予防

内容
リハビリテーションと栄養療法の重要性について知る。
一次・二次・三次予防について学習する。
ソーシャルキャピタル、society5.0、SDGs、DXについて知る。
【座学】平野(90分）

第4回

担当教
員

平野 正広
理学療法、作業療法、言語療法 
授業内課題①

内容
リハビリテーション職種について学習する。
授業内課題①（第1回～4回の内容）を実施する。
【座学】平野(90分）

第5回

担当教
員

平野 正広
装具、補装具、義肢、住環境整備 切断

内容
装具とは何かを学習する。
住宅環境整備について考える。
【座学】平野(90分）

第6回

担当教
員

平野 正広
地域および職業リハビリテーション、制度・法律

内容
地域リハビリテーションについて知る。
職業リハビリテーションについて知る。
制度、法律について知る。
【座学】平野(90分）

第7回

担当教
員

平野 正広
リスク管理、画像・生理・臨床検査

内容
リスク管理の基本について知る。
画像・生理・臨床検査の特徴について知る。
【座学】平野(90分）

第8回

担当教
員

平野 正広
廃用症候群、神経筋疾患 
授業内課題②

内容
廃用症候群を知る必要性を学習する。
神経筋疾患について学習する。
授業内課題②（第5～8回の内容）を実施する。
【座学】平野(90分）

第9回
担当教

員
平野 正広
障害各論1 意識、運動、内部、視覚、排泄機能

内容 意識、運動、内部、視覚、排泄機能について学習する。
【座学】平野(90分）

担当教
員

平野 正広
障害各論2 高次脳機能、心理社会的、摂食嚥下、言語機能



第10回
内容 高次脳機能、心理社会的、摂食嚥下、言語機能について学習する。

【座学】平野(90分）

第11回

担当教
員

平野 正広
疾患各論1 脳血管障害（脳卒中）、脳外傷・低酸素脳症・脳腫瘍・水頭症、
認知症

内容
脳血管障害（脳卒中）、脳外傷・低酸素脳症・脳腫瘍・水頭症、認知症につ
いて学習する。
【座学】平野(90分）

第12回
担当教

員
平野 正広
疾患各論2 生活習慣病、循環器疾患、呼吸器疾患、腎疾患、がん

内容 生活習慣病、循環器疾患、呼吸器疾患、腎疾患、がんについて学習する。
【座学】平野(90分）

第13回

担当教
員

平野 正広
疾患各論3 骨・関節疾患、スポーツ疾患、脊髄損傷、腕神経叢に関わる疾
患、末梢神経障害

内容
骨・関節疾患、スポーツ疾患、脊髄損傷、腕神経叢に関わる疾患、末梢神経
障害について学習する。
【座学】平野(90分）

第14回
担当教

員
平野 正広
疾患各論4 高齢者、精神疾患、主な感染症、前庭機能障害

内容 高齢者、精神疾患、主な感染症、前庭機能障害について学習する。
【座学】平野(90分）

第15回
担当教

員
平野 正広
疾患各論5 ポストポリオ症候群、小児疾患、熱傷、障害者スポーツ

内容 ポストポリオ症候群、小児疾患、熱傷、障害者スポーツについて学習する。
【座学】平野(90分）

評価方法とフィードバック方法
筆記試験80点（80％ ）、課題20点（20％）、合計100点（ 100％ ）で評価する。
筆記試験・授業内課題：本試験終了後、希望者に対して講評する。
教科書
PT・OTビジュアルテキスト専門基礎『リハビリテーション医学』監修：安保雅博 編集：渡邉
修、松田雅弘 出版社：羊土社 定価：5，500円+税
参考書
1．メディカルスタッフ専門基礎科目シリーズ『リハビリテーション概論』 編著者：真柄彰、鴨
下博 出版社：理工図書株式会社 定価：4，700円+税
2. 『リハビリテーション医学テキスト（改定第5版）』 監修者：三上真弘 編集者：出江紳一、
加賀谷斉 出版社：南江堂 定価：5，400円+税
3. リハビリテーション医学・医療コアテキスト準拠『リハビリテーション医学・医療 Q＆A』
監修：公益社団法人 日本リハビリテーション医学会 総編集：久保俊一 出版社：医学書院 定
価：6，000+税
4. 『PT・OT・STのためのリハビリテーション栄養 第3版』 著者：若林秀隆 出版社：医歯薬出
版 定価：3，630円（税込）
5. 『リハビリテーションに役立つ 栄養学の基礎 第3版』 編著：柏下敦、若林秀隆 出版社：医歯
薬出版 定価：3,800円+税
6. 『リハスタッフのための イチからわかる臨床検査値活用術』 監修：美津島隆、山内克哉 編
集：鈴木啓介、加茂智彦 出版社：メジカルビュー社 定価：3，400円+税
7. 『リハビリテーションに役立つ骨関節X線像のみかた』 編集：白倉賢二 出版社：医歯薬出版
定価：3，200円+税
8. 『内部障害リハのための 胸部・腹部画像 読影のすすめ』 監修：美津島隆、山内克哉 編集：
鈴木啓介、櫻田隆悟 出版社：メジカルビュー社 定価：4，200円+税
オフィスアワー



平野：月曜日昼・3限、水曜日2限、530室
質問等は授業の前後で受け付ける。また、メールで受け付ける(m-hirano@～ ＠以降はsbcのアカ
ウント)。
実務経験の有無
この科目は、理学療法士の実務経験を有する教員が、病院やクリニック、地域において理学療
法の臨床経験を活かして実践的教育を行っている科目です。また、この科目は管理栄養士、調
理師、公認スポーツ栄養士の実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、実践的教育を行
っている科目です。



講義コード 5290501
講義名 理学療法評価学Ⅱ
(副題) （画像評価を含む）［2020年度以降カリキュラム］
代表ナンバリングコード 51S04-3036FR-00
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 1
時間 30.00
対象学年 3
必修/選択 必修
担当教員

氏名
兎澤 良輔
山田 洋一
石井 成美

総合学修目標
理学療法評価学Ⅰ，機能能力診断学で学んだ基本的な検査測定の知識と技術の復習と、それを基
に実症例の検査測定を想定して、理学療法評価の知識と技術を高めることを目標とする。
個別学修目標
① 臨床的で使用されている評価から問題点抽出までの流れを理解できる。

② 画像評価について学習し、画像から問題点を考察できる。

③ 症例情報から必要な評価項目を選択できる。

④ 評価方法だけでなく評価結果に対する理解できる。

⑤ 複数の評価結果を照らし合わせて問題点を考察できる。
準備学修
理学療法評価学Ⅰ，機能能力診断学で学んだ評価方法（ROMやMMT，他）を復習しておくこと
（60分）
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること 〇



ができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

授業計画

第1回
担当教

員
兎澤 良輔
オリエンテーション，臨床における評価の役割，問診について

内容 授業の進め方についての説明，臨床での評価の役割に関する講義，問診に関
する講義

第2回
担当教

員
石井 成美
運動器疾患における画像評価

内容 運動器疾患で用いられる画像評価についての総論

第3回
担当教

員

石井 成美
山田 洋一
兎澤 良輔
超音波診断装置の使用方法

内容 超音波診断装置を用いて使用方法などを学ぶ
【実技指導等】A：石井（90分），B：山田（90分），C：兎澤（90分）

第4回
担当教

員

石井 成美
山田 洋一
兎澤 良輔
超音波診断装置を用いた画像評価

内容 超音波診断装置を用いて筋，骨，神経，血管の撮影を行う
【実技指導等】A：石井（90分），B：山田（90分），C：兎澤（90分）

第5回
担当教

員
山田 洋一
脳血管疾患等における画像評価

内容 脳血管疾患等で用いられる画像評価についての総論

第6回

担当教
員

山田 洋一
兎澤 良輔
石井 成美
脳血管疾患模擬症例についての評価の立案

内容
模擬症例について評価の立案を各グループで行う
【症例・実技指導等】A：石井（90分），B：山田（90分），C：兎澤
（90分）

第7回

担当教
員

山田 洋一
兎澤 良輔
石井 成美
脳血管疾患模擬症例についての評価の実施

内容
立案した評価を各グループ実施する
【症例・実技指導等】A：石井（90分），B：山田（90分），C：兎澤
（90分）
山田 洋一



第8回

担当教
員

兎澤 良輔
石井 成美
脳血管疾患模擬症例についての評価結果の解釈

内容
実施して得られた複数の評価結果を考察する
【症例・実技指導等】A：石井（90分），B：山田（90分），C：兎澤
（90分）

第9回
担当教

員
兎澤 良輔
姿勢・バランス評価についての総論

内容 臨床で用いられる姿勢・バランス評価についての総論

第10回
担当教

員

兎澤 良輔
山田 洋一
石井 成美
姿勢評価の実技

内容 姿勢の実施および結果の解釈を行う
【実技指導等】A：石井（90分），B：山田（90分），C：兎澤（90分）

第11回
担当教

員

兎澤 良輔
山田 洋一
石井 成美
バランス評価の実技

内容 バランスの実施および結果の解釈を行う
【実技指導等】A：石井（90分），B：山田（90分），C：兎澤（90分）

第12回

担当教
員

兎澤 良輔
山田 洋一
石井 成美
運動器疾患模擬症例についての評価の立案

内容
模擬症例について評価項目を立案する
【症例・実技指導等】A：石井（90分），B：山田（90分），C：兎澤
（90分）

第13回

担当教
員

兎澤 良輔
山田 洋一
石井 成美
運動器疾患模擬症例についての評価の実施

内容
立案した評価を実際に実施する
【症例・実技指導等】A：石井（90分），B：山田（90分），C：兎澤
（90分）

第14回

担当教
員

兎澤 良輔
山田 洋一
石井 成美
運動器疾患模擬症例についての評価結果の解釈

内容
実施して得られた複数の評価結果を考察する
【症例・実技指導等】A：石井（90分），B：山田（90分），C：兎澤
（90分）

第15回
担当教

員
兎澤 良輔
理学療法評価学Ⅱの要点

内容 本講義の総復習および要点の解説および学習到達度の確認

評価方法とフィードバック方法
① 評価方法は筆記試験80点（80%）・課題20点（20%）で行う。

② 課題の内容については講義内にて説明を行う。

③ 課題のフィードバックは授業内で総評を行う。



④ 筆記試験（本試験）に関しては点数の開示を希望する学生のみ個別でフィードバックする。
教科書
PT臨床評価ガイド，田屋雅信・松田雅弘・藤野雄次・畠昌史 編集，医学書院，6,820円（税込）
参考書
理学療法評価学 改訂第6版，松澤 正 著，金原出版，6,200円＋税
オフィスアワー
水曜日・2限・503研究室
実務経験の有無
この科目は理学療法士の実務経験を有する教員がその実務経験を活かし、実践的教育を行って
いる科目です。
その他
① 実習の授業については動きやすい服装を着用すること。その他の詳細は1回目のオリエンテー
ションにて説明する

② グループ分けについては履修状況を確認してオリエンテーション時に発表する

③ グループ分けの方法は該当学年を学籍番号順に3分割し，学籍番号の早い方から順
にA，B，Cグループとする。各講義におけるグループの担当教員は上記に示した通りとする

④ 講義内で評価の立案をするなど評価を自ら調べることも多くなるため指定教科書は毎回持参
すること



講義コード 5290601
講義名 内部障害理学療法学実習
(副題) （喀痰・吸引を含む）［2020年度以降カリキュラム］
代表ナンバリングコード 51P04-3037SR-00
講義開講時期 後期
講義区分 実習
基準単位数 1
時間 45.00
対象学年 3
必修/選択 必修
担当教員

氏名
平野 正広
荒井 沙織
今村 創

総合学修目標
内部障害、酸素運搬系障害（循環、呼吸、代謝障害等）を知り、理学療法の理論と技術を理解
する。
前庭障害や腎障害、摂食嚥下障害に対するリハビリテーションについて知る。
集中治療における早期リハビリテーション・重症患者リハビリテーション、がんのリハビリテ
ーション、ウィメンズ・メンズへルスにおけるリハビリテーションについて知る。
実技(吸引を含む）を通して基本的事項を身につける。
個別学修目標
1) 理論：呼吸・循環・代謝などの解剖・生理・病態生理・理学療法評価および治療について理
解することができる。
2) 技術：バイタルサインやフィジカルアセスメント、心電図や肺機能検査、運動負荷試験やカ
ロリー計算から運動療法プログラムの立案をし、コンディショニングや運動療法を経験するこ
とができる。
3) 標準予防策が実施でき、吸引方法を理解することができる。

準備学修
1) 教科書を用いて予習（15分）をし、講義後は教科書、配布資料を用いて復習（30分）をする
こと。
2) 解剖学や生理学を復習（予習）することが肝要である。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能



を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 〇

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 〇

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

〇

授業計画

第1回
担当
教員

平野 正広
呼吸に関する理学療法

内容 呼吸器系の解剖、生理、病態生理、理学療法評価 
【座学】平野(90分）

第2回

担当
教員

平野 正広
荒井 沙織
今村 創
呼吸に関する理学療法実技

内容
気管支体操、体表から見た肺の解剖
AL：D
【実技指導】平野(90分）、荒井（90分）、今村（90分）

第3回
担当
教員

平野 正広
呼吸に関する理学療法

内容 呼吸生理、呼吸運動、フィジカルアセスメント、肺機能検査
【座学】平野(90分）

第4回

担当
教員

平野 正広
荒井 沙織
今村 創
呼吸に関する理学療法実技

内容
呼吸の診かた、呼吸介助
AL：D
【実技指導】平野(90分）、荒井（90分）、今村（90分）

第5回
担当
教員

平野 正広
呼吸に関する理学療法

内容 呼吸リハビリテーション：概念・定義、理学療法評価・治療 
【座学】平野(90分）

第6回

担当
教員

平野 正広
荒井 沙織
今村 創
呼吸に関する理学療法実技

内容
リラクセーション、呼吸練習、咳嗽法、排痰法、スパイロメータ
AL：D
【実技指導】平野(90分）、荒井（90分）、今村（90分）

担当 平野 正広



第7回 教員 循環に関する理学療法

内容 心臓リハビリテーション 
【座学】平野(90分）

第8回

担当
教員

平野 正広
荒井 沙織
今村 創
循環に関する理学療法実技

内容
バイタルサイン
AL：D
【実技指導】平野(90分）、荒井（90分）、今村（90分）

第9回
担当
教員

平野 正広
循環に関する理学療法

内容 フィジカルアセスメント 心臓の診かた、頸部血管の診かた
【座学】平野(90分）

第10回
担当
教員

平野 正広
荒井 沙織
今村 創
循環に関する理学療法実技

内容 心臓・頸部血管の診かた AL：D
【実技指導】平野(90分）、荒井（90分）、今村（90分）

第11回
担当
教員

平野 正広
循環に関する理学療法

内容 心電図の診かた
【座学】平野(90分）

第12回

担当
教員

平野 正広
荒井 沙織
今村 創
循環に関する理学療法実技

内容
モニター心電図、12誘導心電図
AL：D
【実技指導】平野(90分）、荒井（90分）、今村（90分）

第13回

担当
教員

今村 創
平野 正広
循環に関する理学療法
障害別理学療法

内容
自律神経機能の診かた（心拍変動）
前庭障害、腎臓リハビリテーション
AL：D
【実技指導】今村（90分）、平野(90分）

第14回

担当
教員

平野 正広
荒井 沙織
今村 創
循環に関する理学療法

内容
末梢循環障害（動脈系、静脈・リンパ系）・実技 末梢循環不全の診かた
AL：D
【実技指導】平野(90分）、荒井（90分）、今村（90分）

第15回

担当
教員

平野 正広
急性期理学療法

内容
集中治療における早期リハビリテーション・重症患者リハビリテーション（人
工呼吸療法、口腔ケアなど）
【座学】平野(90分）

担当 平野 正広



第16回 教員 代謝などに関する理学療法

内容 がんのリハビリテーション
【座学】平野(90分）

第17回
担当
教員

荒井 沙織
障害別理学療法

内容 摂食嚥下障害
【座学】荒井（90分）

第18回

担当
教員

荒井 沙織
平野 正広
今村 創
障害別理学療法実技

内容
摂食・嚥下訓練
AL：D
【実技指導】荒井（90分）、平野（90分）、今村（90分）

第19回

担当
教員

平野 正広
荒井 沙織
今村 創
呼吸・循環・代謝理学療法実技

内容
運動負荷試験（運動と循環・呼吸、最大酸素摂取量） 
運動負荷試験：今村 標準予防策・吸引：平野、荒井
AL：B、D、E
【実技指導】平野(90分）、荒井（90分）、今村（90分）

第20回

担当
教員

平野 正広
荒井 沙織
今村 創
呼吸・循環・代謝理学療法実技

内容

第19回と連続 
運動負荷試験：今村
標準予防策・吸引：平野、荒井
【実技指導】平野(90分）、荒井（90分）、今村（90分）
AL：B、D

第21回

担当
教員

平野 正広
荒井 沙織
今村 創
標準予防策および吸引実技

内容
吸引シュミレータ
標準予防策・吸引：平野、荒井 運動負荷試験：今村
AL：B、D
【実技指導】平野(90分）、荒井（90分）、今村（90分）

第22回

担当
教員

平野 正広
荒井 沙織
今村 創
標準予防策および吸引実技

内容
第21回と連続
標準予防策・吸引：平野、荒井 運動負荷試験：今村
AL：B、D
【実技指導】平野(90分）、荒井（90分）、今村（90分）

第23回

担当
教員

平野 正広
荒井 沙織
今村 創
ウィメンズ・メンズヘルスに関する理学療法実技

内容
妊婦体験、乳がん触診シュミレータ
AL：D



【実技指導】平野(90分）、荒井（90分）、今村（90分）

評価方法とフィードバック方法
筆記試験70点（学期末テスト70％）、実技試験30点（30%）、合計100点（30%）で評価する。
筆記試験・実技試験：本試験終了後、希望者に対して講評する。
教科書
1．シンプル理学療法学シリーズ『内部障害理学療法学テキスト』編集者：山崎祐司、川俣幹
雄、丸岡弘 出版社：南江堂 定価：5,200円+税
参考書
1．理学療法テキスト『内部障害理学療法学 呼吸、編集者：石川朗、出版社：中山書店、定
価：2600円+税
2．理学療法テキスト 内部障害理学療法学 循環・代謝、編集者：石川朗、出版社：中山書店、
定価：2600円+税
3．診察と手技がみえる vol.1、編集者：古谷伸之、出版社：メディックメディア、定価：6000円
＋税
4．摂食・嚥下リハビリテーション 動画でわかる、監修：藤島一郎、柴本勇、出版社：中山書
店、定価：3600円+税
5．理学療法MOOK 21 がんの理学療法、編集：井上順一郎、神津玲、出版社：三輪書店、定
価：4200円+税
6．リハビリテーションのためのぱっとみてわかる心電図、著者：丸岡弘、出版社：中山書店、
定価：2800円+税
7．最新理学療法学講座 内部障害理学療法学 第2版、編集：高橋哲也、出版社：医歯薬出版株式
会社、定価：5200円+税
オフィスアワー
平野：月曜日・昼・3限、水曜日：2限.昼、530室 
今村、荒井：オフィスアワーの掲示を確認すること
質問等は授業の前後で受け付ける。また、Google classroomで受け付ける。
実務経験の有無
この科目は理学療法士の実務経験を有する教員が、病院で内部障害に関わる理学療法の臨床経
験を活かし、各病期に関わる内部障害に関する評価、理学療法（物理療法、運動療法、その
他）、吸引の実技を含む実践的教育を行っている科目です。
その他
授業に関する特記事項など：
1. 19・20回と21・22回はクラスを2つに分けて、運動負荷試験と標準予防策・吸引を各1日（2コ
マ）行う。
2. 服装は実習着を着用すること。上衣の下に1枚になっても可能なものを着てくること（Tシャ
ツ等）。
3. 自ら目的意識を持ち、能動的に取り組むことを望む。



講義コード 5290702
講義名 見学実習
(副題) （通所リハビリテーション又は訪問リハビリテーション）
代表ナンバリングコード 51P04-2038YR-00
講義開講時期 通年
講義区分 実習
基準単位数 1
時間 45.00
対象学年 2
必修/選択 必修
担当教員

氏名
柊 幸伸
加藤 宗規
盆子原 秀三
武内 朗
山田 洋一
平野 正広
荒巻 英文
桑井 太陽
兎澤 良輔
荒井 沙織
一色 員子
石井 成美
澤 広太
酒井 実希
今村 創

総合学修目標
１．初めて対象者とかかわる臨床実習であることから、適切な態度、話し方などをはじめとす
る情意領域の実践を学修する。
２．学内で学修した知識・技術を基礎に、臨床教育実習指導者が理学療法士として、通所リハ
ビリテーション又は訪問リハビリテーションにおいて利用者（患者）に介入する場面を見学
し、その対象者が持つ問題を導き出す過程を見学を通じて理解することである。特に、様々な
対象者が持つ生活能力や生活環境と機能障害を関連付けて理解することで、個々の対象者の特
徴を捉え、全体像を把握することを目的とする。
個別学修目標
１．医療現場にふさわしい身だしなみや言葉遣いなどの接遇、および対象者、指導者や他の職
員との適切なコミュニケーションについて指導者を見本として理解し、基本的態度が実施でき
ることを目標とする。
①適切な接遇（身だしなみ、挨拶、表情、態度、言葉遣い）、および適切なコミュニケーショ
ンができる。
２．指導者が行う理学療法過程について、見学と指導者による説明・指導により理解する。ま
た、基本的態度以外に関しては、状況が許すならば体験することによって身につけることを目
標とする。
②利用者の介入場面を見学し、必要な情報について理解できる。



③理学療法の対象者が有する諸問題を導き出す過程について、指導者の助言により理解でき
る。
④対象者がもつ日常生活能力や生活環境と機能障害を関連付けて理解できる。
⑤個々の対象者が有する疾患の特徴を捉え、全体像を把握できる。

説明できる
１） 対象者（およびご家族）の生活特性について⇒⑤
２） 各事業所で提供しているサービス内容の特徴について⇒②③④
３） 理学療法士および他の医療従事者の業務内容と役割について⇒②③④
４） 地域における他職種との連携について⇒②③④
実施できる
１） 適切な接遇とコミュニケーションができる。⇒①
２） 関係する保険制度（医療保険、介護保険など）について調べ示す。⇒②
３） 可能であれば、ケアプランの作成から実施に至るまでの過程について見学する。⇒②
準備学修
地域リハビリテーション概論（Crosslink 理学療法学テキスト 地域理学療法学）および地域リハ
ビリテーション理学療法学（シンプル理学療法学シリーズ『地域リハビリテーション学テキス
ト改訂第3版、PT・OTのための臨床技能とOSCE コミュニケーションと介助・検査測定編、
第2版）を参考に国家試験過去問題の地域理学療法を復習する（60分）。

ディプロマポリシー
◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 ◎

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

〇

授業計画
担
当

山田 洋一
兎澤 良輔



第1回

教
員

酒井 実希
見学実習（通所リハビリテーション、または訪問リハビリテーション）

内
容

１週間の学外での見学実習を実施する。
実習期間中は臨床教育実習指導者の指導・監督の下で通所リハビリテーション又
は訪問リハビリテーションの見学実習を行う。必要に応じて担当教員が臨床に赴
き実習施設の許可を得て実習指導・監督を補助する。

＜内容＞
１週間の実習期間によって、上記の個別学習目標が達成できるような実習を行
う。

担当者：加藤 宗規、盆子原 秀三、柊 幸伸、平野 正広、武内 朗、中村 浩、山田
洋一、上岡 尚代、荒巻 英文、桑井 太陽、兎澤 良輔、荒井 沙織、石井 成美、澤
広太、今村 創、酒井 実希

評価方法とフィードバック方法
①上記の｢個別学習目標」に従って実習終了後の臨床実習指導者報告書（見学実習）を参考に、
筆記試験（80％）とレポート（感想文）（20％）によって評価する。
②自己都合による実習の欠席は原則認めない。特に正当な理由のない無断欠席等に対しては実
習を途中で中止させ出欠日数のいかんにかかわらず当該実習の評価は行わないことがある。
③実習前に開催するスタートアップミーティング（実習前オリエンテーション）を無断欠席し
た者は実習を始めることができない。
④学外実習より帰校しラップアップミーティングへの出席をもって学外実習修了とし評価対象
とする。
⑤その他、適宜配布資料他で連絡した内容によって変更する場合があるので注意すること。
⑥筆記試験の結果発表後、希望者に対して解答・解説を行う。
※出席等の評価条件の詳細はスタートアップミーティング時に説明する。
教科書
特に定めない
参考書
①作業療法士・理学療法士臨床実習ガイドブック 京極真、鈴木 憲雄(編著) 誠信書房 978-
4414802030 3,080円
②2年前期科目「地域リハビリテーション概論」の授業テキスト
オフィスアワー
各教員の別途提示案内資料を確認すること。
実務経験の有無
この科目は理学療法士の実務経験を有する教員他が、通所リハビリテーション又は訪問リハビ
リテーションにおける理学療法介入について教授を行い、特に様々な対象者が持つ生活能力や
生活環境と機能障害を関連付けて理解することをサポートする科目である。
その他
スタートアップミーティング、ラップアップミーティングは山田、兎澤、酒井が担当する。
クラスルーム
https://classroom.google.com/c/NzYyOTQ0NTg2ODky

https://classroom.google.com/c/NzYyOTQ0NTg2ODky


講義コード 5290801
講義名 評価実習
(副題) ［2020年度以降カリキュラム］
代表ナンバリングコード 51P04-3039YR-00
講義開講時期 通年
講義区分 実習
基準単位数 3
時間 135.00
対象学年 3
必修/選択 必修
担当教員

氏名
山田 洋一
加藤 宗規
盆子原 秀三
武内 朗
平野 正広
荒巻 英文
兎澤 良輔
荒井 沙織
一色 員子
石井 成美
澤 広太
酒井 実希
今村 創
柊 幸伸

総合学修目標
本実習の目標は、3年次までに修得した医学・理学療法の専門的知識と技術をもって臨床現場に
赴き、実習指導者の監督下で対象者の心身機能や日常生活活動能力を包括的に把握する能力を
身につけることである。
そのために、
1. 医療従事者としての適切な接遇、倫理観を身につけ、実習に関わる人との円滑なコミュニケ
ーションをとる、安全管理、守秘義務を順守し信頼関係を構築できるよう行動する。
2. 臨床実習教育の手引き第6版 p18「表4 診療参加型臨床実習において実習生が実施可能な基本
水準」（日本理学療法士協会発行）を参考に学生が実施可能な理学療法評価（上記水準Ⅰ 関節可
動域検査、徒手筋力検査、動作分析など）を実習指導者監督下で適切に行い、得られたデータ
をICFの視点から整理・統合し、機能障害が活動制限・参加制限にどのように影響するのか論理
的に考察することができる。
3. 実習指導者の下、臨床推論（クリニカル・リーズニング）に必要なカルテ、画像、他科など
の情報を統合し、対象者の問題点を抽出する思考過程を体験し、それをデイリーノート等に客
観的事実に基づく自身の考察として記録する能力を高める。
個別学修目標
1. 接遇・態度の目標
・ 信頼関係の構築：対象者の不安を軽減するために、検査など実施する前にあいさつ、自己紹
介、対象者確認、実施目的の説明を行い、必ず同意を得てから目的の行動を開始することがで
きる。



・ リスク管理：検査等で必要な移乗動作、立位などの姿勢保持を行う際には、常時バイタルな
ど対象者の様子に注意する。また、周囲の環境にも気を配り、必ず実習指導者の監督下で安全
を優先して実施することができる。
・ 身だしなみと礼儀：医療従事者としてふさわしい身だしなみを心がけ、対象者、病院スタッ
フなどに対して適切な言葉遣いと報告・連絡・相談が確実にできる。
2. 検査・評価技術と手順の目標
・ 関節可動域検査や徒手筋力検査、形態計測など基本的な検査（水準Ⅰ）は、各検査に必要な知
識と手技に則った方法でなるべく誤差を少なくかつ短時間に行うことができる。
・ 動作分析においては各動作を分節的（相）に特徴や問題を抽出することができる。また、機
能障害と日常生活活動との関連性を説明することができる。
・実施した理学療法検査・評価以外に必要な情報（カルテ、画像、他科）を統合し、総合的な
解釈ができる。
3. 記録の目標
・ デイリーノートの作成：その日に体験した実習内容について、項目、結果、疑問など整理
し、自身の考察も記載することができる。
・ SOAPなど多視点的な記載など他者が理解しやすい方法での記載も推奨する。
・ 疑問と質問の具体化：調べれば簡単に解決するような質問ではなく、自身の仮設を交えた質
問ができる。
準備学修
理学療法国家試験の過去5カ年分について復習する（60分）。また、理学療法評価全般、すなわ
ち骨標本の触察 、筋(起始・停止・作用・神経支配・髄節) 、触察(骨指標・動脈)、血圧測定、肢
長・周径、関節可動域検査(ROM)、徒手筋力測定(MMT)、感覚検査(表在・深部)、腱反射・病的
反射(DTR・PTR)、BRS、SIAS-Mの目的、方法および結果の解釈について復習する（60分）。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 ◎

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

◎

授業計画



第1回

担
当
教
員

山田 洋一
加藤 宗規
澤 広太
評価実習

内
容

３週間の学外での評価実習を実施する。
実習期間中は臨床実習指導者の指導・監督の下で実習を行う。

＜内容＞
３週間の実習期間によって、上記の個別学習目標が達成できるような実習を行
う。

担当者：担当者：盆子原 秀三、加藤 宗規、武内 朗、山田 洋一、柊 幸伸、荒巻
英文、平野 正広、一色 員子、兎澤 良輔、荒井 沙織、石井 成美、澤 広太、今村
創、酒井 実希

評価方法とフィードバック方法
① 上記の｢個別学習目標」に従って実習後に行う筆記試験と実技試験によって評価する。必要に
応じて実習前の講義をおこなうので出席すること。
② 実習は規定日数以上の出席をもって評価対象となる（実習要綱記載）。何らかの理由で規定
日数に満たない場合、日数を補填するための追加実習に関しては、中止理由等を総合的に判断
し決定する。
③ 筆記試験（70％）と実技試験（30％）の両方において６割以上の得点をした者を合格とす
る。ただし、実習内容、実習前後の状況（オリエンテーション等の無断遅刻・欠席）なども含
め総合的に判断し評価する。
④ 自己都合による実習の欠席は原則認めない。特に正当な理由のない無断欠席等に対しては実
習を途中で中止させ出欠日数のいかんにかかわらず当該実習の評価は行わないことがある。詳
細については実習前オリエンテーション時に説明する。
⑤ 実習前オリエンテーションを無断欠席した者は実習を始めることができない。
⑥ 学外実習より帰校しラップアップミーティングへの出席をもって学外実習修了とし評価対象
とする。
⑦ その他、適宜配布資料他で連絡した内容によって変更する場合があるので注意すること。
⑧ 筆記および実技試験の結果発表後、希望者に対して解答・解説を行う。
教科書
リハドリル 2,200円
参考書
①作業療法士・理学療法士臨床実習ガイドブック 京極真、鈴木 憲雄(編著) 誠信書房 3,080円
②運動療法のための 機能解剖学的触診技術 『上肢』『 下肢・体幹』 林 典雄 (著) メジカルビュ
ー社 各6,600円
③理学療法評価学 第6版補訂版 松澤 正・江口 勝彦（著）金原出版株式会社 6,820円
④カパンジー機能解剖学『I 上肢』『II 下肢』『III 椎･体幹･頭部』 A.I.Kapandji (著) 医歯薬出版
各9,240円
オフィスアワー
・ 学年担当教員のオフィスアワーについてはポータルサイト、キャビネットを参照する。
実務経験の有無
この科目は理学療法士の実務経験を有する教員他が、病院（クリニック含む）及び老人施設に
おける理学療法の実践的なアプローチについて理学療法評価から治療介入に至る問題点の抽出
し、その統合と解釈を教授する科目である。
その他
①先修条件（学生便覧参照）が設定されている。
②実習前オリエンテーション、実習後ミーティングは、加藤、山田、澤が担当する。
③実習施設訪問ならびに実技試験は担当教員で実施する。
④実習参加前に実習に関する「誓約書」の提出を求める。実習中に発生したトラブルについて
は「実習要綱」「誓約書」に基づき基本的に対応・処理をするため、実習参加前に熟読してお



くこと。



講義コード 5290901
講義名 総合臨床実習
(副題) ［2020年度以降カリキュラム］
代表ナンバリングコード 51P04-4040YR-00
講義開講時期 通年
講義区分 実習
基準単位数 16
時間 720.00
対象学年 4
必修/選択 必修
担当教員

氏名
武内 朗
加藤 宗規
盆子原 秀三
山田 洋一
平野 正広
荒巻 英文
兎澤 良輔
荒井 沙織
一色 員子
石井 成美
澤 広太
酒井 実希
今村 創
柊 幸伸

総合学修目標
学内で学んだ医学基礎・臨床科目、理学療法専門科目の知識・技術と見学実習および評価実習
で理解・経験した内容を基盤に、実習施設における理学療法の目的と過程を理解し学ぶことで
ある。基本的な理学療法評価、問題点の抽出、目標設定、治療計画の設定、治療について臨床
教育実習指導者の実践を見学し、説明を受けて理解する。それに加え、臨床教育実習指導者と
意見交換をすることによって臨床的思考を体験し理解する。また、医療専門職としての適性を
高めることも目標の一つである。

個別学修目標
見学実習および評価実習の学習目標に加えて、以下の項目について見学・模倣・実施を経験す
ることを目標とする。

①対象者に理学療法の方針と方法を説明し、同意を得ることができるよう理解を深める。
②理学療法を正しく実施できるよう理解を深める。
③理学療法の実施に伴うリスク管理ができるよう理解を深める。



準備学修
理学療法評価を基にこれまで学修した臨床場面における介入方法を復習すること。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。 ◎

【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

◎

授業計画

第1回

担当
教員

武内 朗
荒井 沙織
石井 成美
今村 創
臨床教育実習オリエンテーション

内容

2週間の学内での実習および14週間の学外での臨床教育実習について説明をす
る。
実習前、実習期間中、実習後の諸注意などについて説明をする。

担当者：盆子原秀三,加藤宗規,武内朗,山田洋一,柊幸伸,平野正広,荒巻英文,荒井
沙織,兎澤良輔，石井成美，澤広太,酒井実希,今村創,一色員子

評価方法とフィードバック方法
①｢個別学習目標」に従って、施設での臨床実習および学内での臨床実習前後の評価等を合わせ
て総合的に評価する。
②学内評価は筆記系と実技系の2種行い、筆記系70％、実技系30％とする。
③提出物の内容の不足、提出期限切れ等の場合は減点とする。
④実技試験と筆記試験の両方において６割以上の得点をした者を合格とし、合計点を採用す
る。



⑤実習（演習）前にオリエンテーション、終了後に実習後ミーティングを行う。なお、オリエ
ンテーションを無断欠席した者は実習を始めることができない。
⑥自己都合による実習の欠席は原則認めない。特に正当な理由のない無断欠席等に対しては実
習を途中で中止させ、出欠日数のいかんにかかわらず当該実習の評価は行わないことがある。
⑦医療従事者としての適切な身だしなみなどの接遇、責任ある適切な言動については評価の前
提条件となる。
⑧臨床実習ではいかなる理由でも公欠を認めていない。臨床実習における実習時間は1単位5日
間(40 時間)で算定する。臨床実習において実習規定日数かつ実習時間数が規定の総実習期間
の4/5に満たない場合は当該科目の評価対象にならない。総合臨床実習の規定日数は80日間とな
り、最低実習日数は64日間となる。
※評価条件の詳細は実習前ガイダンス時に説明する。
教科書
テキスト
・解剖学・生理学・運動学・理学療法評価学・機能能力診断学実習のテキスト
参考書
参考文献 
・運動療法のための機能解剖学的触診技術 改訂第2版 『上肢』『下肢・体幹』林 典雄 (著) 
メジカルビュー社 978-4758311366 978-4758311373
・カパンジー機能解剖学 原著第7版 『I 上肢』『II 下肢』『III 脊椎･体幹･頭部』
A.I.Kapandji (著) 医歯薬出版 978-4263265956

オフィスアワー
外部実習のため、質問や相談などがある場合、4年SAあるいはゼミ担当教員に直接確認してくだ
さい。
その他
「基礎臨床医学科目」の卒業必修単位を全て取得していることが履修条件である。
実技試験は担当教員全員で行う。
実習に先立ち、臨床実習に関する誓約書を作成する。



講義コード 5300401
講義名 運動生理学
(副題)
代表ナンバリングコード 51L02-3031FE-00
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
時間 30.00
対象学年 3
必修/選択 理学：自由、整復：選択
担当教員

氏名
鴻崎 香里奈
下小野田 一騎

総合学修目標
体力・運動能力向上やスポーツ外傷・障害予防の計画と実践に必要な運動生理学の基礎知識を
理解することをねらいとする。運動生理学の各種の基礎知識（筋生理、神経生理、代謝、呼
吸・循環、内分泌など）について説明できるようになる。
整復医療学科DP1-①に該当する。
個別学修目標
①運動により身体活動を向上させるため、運動時の生理機能を基礎から理解し、現場で分析お
よび評価することができる。
②アスリートの競技力向上・傷害予防、一般人および高齢者への健康増進や生活習慣病の予
防・改善のための効果的な運動処方ができる。
準備学修
柔道整復生理学改訂第4版の「筋の生理」、「神経の生理」、「運動の生理」を読み、、専門用
語の意味等をまとめておく。(60分)
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。 ◎

【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。



【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。
【整復医療・トレーナー学科 知識・技能、思考力・判断力・表現力等能力】①整復医
療、スポーツ医科学および保健体育に関する基礎的知識を理解し、専門的課題に応用
できる。

◎

【整復医療・トレーナー学科 知識・技能、思考力・判断力・表現力等能力】②柔道整
復師国家試験に求められる専門的知識と技能を体系的に修得し、各分野で専門職とし
て活用できる。
【整復医療・トレーナー学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・
協働性】③医療、スポーツ、教育の専門職として自ら課題を発見し、倫理的かつ創造
的に解決できる。

〇

【整復医療・トレーナー学科 主体性・多様性尊重・協働性】④高いコミュニケーショ
ン能力と人間性を備え、多職種連携を通じて幅広い分野で協働・活躍できる。
【整復医療・トレーナー学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑤柔道整復師業種・業務
の継承者としての自覚を持ち、責任感と国際的視野を備えて国内外で活躍できる。
【整復医療・トレーナー学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・
協働性】⑥科学的根拠に基づく情報分析力と実践的技術を備え、継続的に自己研鑽で
きる。

授業計画

第1回

担
当
教
員

鴻崎 香里奈
下小野田 一騎
運動生理学の基礎① 糖質からのエネルギー代謝

内
容

ATP産生機構であるATP-PCr系、解糖系、有酸素系について学習する。安静時と運
動時のエネルギー代謝の比較および糖質由来のエネルギー代謝について理解を深
める。

第2回

担
当
教
員

鴻崎 香里奈
下小野田 一騎
運動生理学の基礎② 脂質、(タンパク質)からのエネルギー代謝、オリエンテーシ
ョン

内
容

安静時と運動時のエネルギー代謝の比較および脂質・タンパク質由来のエネルギ
ー代謝について理解を深める。

第3回

担
当
教
員

鴻崎 香里奈
下小野田 一騎
運動時の骨格筋の適応①

内
容

骨格筋の生理学をふまえ、筋収縮の仕組みを説明できるようにする。特にレジス
タンス運動による骨格筋の適応について理解し、適切なトレーニング効果が得ら
れるよう理解する。

第4回

担
当
教
員

鴻崎 香里奈
下小野田 一騎
運動時の骨格筋の適応②

持久系運動によるエネルギー代謝の変化と、骨格筋の適応について理解する。ま



内
容 た、持久的運動による代謝変化と骨格筋の関連性について深く考察し、理解す

る。

第5回

担
当
教
員

鴻崎 香里奈
下小野田 一騎
運動時の神経系の適応

内
容

神経の生理学を踏まえ、運動による神経系の適応を理解する。運動による神経機
能の変化や、レジスタンストレーニングによる神経系の適応変化について学習す
る。

第6回

担
当
教
員

鴻崎 香里奈
下小野田 一騎
運動に対する呼吸機能の適応について①

内
容

呼吸器の生理学を踏まえ、運動に伴う、呼吸の役割ガス交換の仕組み、呼吸機能
の変化を理解する。また、酸素摂取量の測定原理を学習し説明できるようにす
る。

第7回

担
当
教
員

鴻崎 香里奈
下小野田 一騎
運動に対する呼吸機能の適応について②

内
容

酸素摂取量からみたエネルギー基質の違いについて理解する。また、運動中の換
気量と乳酸との関連について学習し、運動強度の指標を理解する。

第8回

担
当
教
員

鴻崎 香里奈
下小野田 一騎
運動に対する循環機能の適応について①

内
容

循環器の役割と構造その調節の仕組みを理解する。スポーツ心臓など、運動にお
ける循環の役割とその適応について理解する。

第9回

担
当
教
員

鴻崎 香里奈
下小野田 一騎
運動に対する循環機能の適応について②

内
容

心拍数を使用して運動強度を推定する方法を学習する。有酸素運動による血管系
の適応について理解する。

第10回

担
当
教
員

鴻崎 香里奈
下小野田 一騎
運動に対する内分泌系の適応

内
容

内分泌の生理学を踏まえ、運動によるホルモンの適応変化について学習する。特
にレジスタンストレーニングや有酸素運動時の分泌変化や、オーバートレーニン
グによる分泌変化が生じるホルモンについて理解する。また女性特有なホルモン
変化について学習する。

第11回

担
当
教
員

鴻崎 香里奈
下小野田 一騎
運動に対する血液・体液の適応について

内
容

血液および体液の生理学を踏まえ、運動による血液・体液組成の変化とパフォー
マンスとの関連性について理解し、考察する。

第12回

担
当
教
員

鴻崎 香里奈
下小野田 一騎
外的要因とスポーツについて



内
容

暑熱環境や寒冷環境での運動における身体適応について理解する。また、高地ト
レーニングにより生じる身体の適応変化について学習する。

第13回

担
当
教
員

鴻崎 香里奈
下小野田 一騎
運動とウエイトコントロール、遺伝的要因

内
容

レジスタンストレーニングや有酸素運動による減量・増量のための生理学的適応
を学習する。運動に関わる遺伝的要因について学習する。

第14回

担
当
教
員

鴻崎 香里奈
下小野田 一騎
発育発達とスポーツ、高齢者におけるスポーツ

内
容

子供や高齢者の運動実施の際における生理学的適応変化を学び、運動における老
若男女の違いを理解する。

第15回

担
当
教
員

鴻崎 香里奈
下小野田 一騎
ドーピングによる身体の生理学的変化について、半期学習のまとめ

内
容

ドーピングに関する知識を確認し、代表的な禁止物質が運動による生理機能変化
にもたらす影響について理解する。また、半期のまとめをおこない、資格試験で
求められる知識について学習する。

評価方法とフィードバック方法
定期試験（80%）、小テスト(50%)の合計100点で評価する。
「定期試験は終わった後にClassroomに正解を掲載する」
「小テスト：講義終了約5〜10分前にClassroomから小テストを配信する。次回講義までに採点結
果を返却する。解答については次回講義時に伝える」
教科書
教科書は特に指定はしないが、自主学習用として入門編である1から学ぶスポーツ生理学
【第3版】の購入が望ましい。
アスレティックトレーナー試験受験者は公認アスレティックトレーナー専門科目テキストの購
入が望ましい。
また、NSCA認定資格の受験者はストレングストレーニング＆コンディショニング 第4版の購入
が望ましい。
参考書
・日本スポーツ協会公認スポーツ指導者用リファレンスブック 著者・出版社：公益財団法人日
本スポーツ協会
・アスレティックトレーナー専門科目テキスト１〜６（2022年カリキュラム対応）出版社：公
益財団法人日本スポーツ協会
・NSCA決定版 ストレングストレーニング＆コンディショニング 第4版 編集：G. Gregory Haff
監修：篠田邦彦 出版社：ブックハウス・エイチディ 13,200円＋税
・1から学ぶスポーツ生理学 著者：中里浩一、岡本孝信、須永美歌子 出版社：ナップ 2640円
(税込)
・パワーズ運動生理学 - 体力と競技力向上のための理論と応用 - 原著者 Scott K. Powers 監訳：
内藤久士 出版社：MEDSi 11,000円＋税
オフィスアワー
質問などは授業の前後で受け付けることとする。
または、Classroomの個人連絡手段で受け付ける。
実務経験の有無
この科目はスポーツチームでの実務経験を活かし、身体運動の構造や性質を諸原理から選択し
て系統的に応用する科学的研究の手法を身につけてもらう実践的教育を行っている科目です。
その他



1)講義はパワーポイント資料を用いる。
2)適宜講義プリントを配布する。
3)講義中の私語は原則禁ずる。



講義コード 5302901
講義名 スポーツトレーニング特論
(副題) （実習を含む）
代表ナンバリングコード 51P10-3005SO-00
講義開講時期 後期
講義区分 実習
基準単位数 3
時間 15.00
対象学年 3
必修/選択 自由
担当教員

氏名
上岡 尚代
桑井 太陽
細川 翔平

総合学修目標
スポーツトレーニング指導者に必要な知識と技術を身に付け、スポーツトレーニングの指導現
場で遭遇する種々の問題を自ら解決する能力を養成することを目標とする。

個別学修目標
各種体力トレーニングの理論を理解する。

各種体力トレーニングの実技ができるようになる。

各種体力トレーニングの実技が指導できるようになる。

各種体力トレーニングのプログラミングができるようになる。

各種体力測定を実施し、分析、フィードバックができるようになる。
準備学修
この教科の学修には、解剖学、生理学、運動学などの知識が必要となる。準備学修としては、
これらの授業で使用した教科書や授業資料を復習する事でトレーニング指導に向けた学びを深
めることができる。また、授業内で実施したトレーニングテクニックは反復した練習を要す
る。次週の授業までに、各自で反復練習を行うことを推奨する。
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能



を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。 ◎

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。

〇

授業計画

第1回

担当
教員

上岡 尚代
桑井 太陽
細川 翔平
体力トレーニング総論

内容

１．体力の概念（身体的要素と精神的要素、行動体力と防衛体力）

２．一般的体力と専門的体力

３．体力トレーニングとは

４．トレーニングの原理と原則

実技を行う際には３つの班に分かれて実施する（1班：上岡、2班：細川、3班
桑井）

第2回

担当
教員

上岡 尚代
桑井 太陽
細川 翔平
トレーニング指導者の役割

内容

１．トレーニング指導者の役割と業務

２．競技スポーツにおける状況に応じた活動

３．トレーニング指導者が身につけるべき能力

４．トレーニング指導者の行動と倫理

実技を行う際には３つの班に分かれて実施する（1班：上岡、2班：細川、3班
桑井）

第3回

担当
教員

上岡 尚代
桑井 太陽
細川 翔平
トレーニング指導者の実務
１．競技スポーツ分野におけるトレーニング指導者の実務

２．健康増進分野におけるトレーニング指導者の実務



内容 ３．教育分野におけるトレーニング指導者の実務

４．各種民間企業・自治体などでのトレーニング指導者の実務

実技を行う際には３つの班に分かれて実施する（1班：上岡、2班：細川、3班
桑井）

第4回

担当
教員

上岡 尚代
桑井 太陽
細川 翔平
トレーニング計画の立案（総論）

内容

１．トレーニング計画の立案
①全体的手順、②ニーズ分析、③スクリーニング、④目標設定、⑤プログラム
作成、⑥中長期計画

２．ピリオダイゼーション
①ピリオダイゼーションの必要性、②ピリオダイゼーションの基本モデル、③
さまざまなピリオダイゼーション

実技を行う際には３つの班に分かれて実施する（1班：上岡、2班：細川、3班
桑井）

第5回

担当
教員

上岡 尚代
桑井 太陽
細川 翔平
筋力トレーニングの効果とリスク・スポーツと傷害

内容

１．筋力トレーニングの効果

２．筋力トレーニングのプログラムの条件設定

３．トレーニングにおけるリスクと管理

４．スポーツと傷害

実技を行う際には３つの班に分かれて実施する（1班：上岡、2班：細川、3班
桑井）

第6回

担当
教員

上岡 尚代
桑井 太陽
細川 翔平
パワー向上トレーニングの理論とプログラム作成

内容

１．パワーの基本概念

２．パワーの測定と評価

３．パワー向上トレーニングの条件

４．プライオメトリクス

実技を行う際には３つの班に分かれて実施する（1班：上岡、2班：細川、3班
桑井）

第7回

担当
教員

上岡 尚代
桑井 太陽
細川 翔平
有酸素性及び無酸素性持久力向上トレーニングの理論とプログラム作成
１．持久力に関する基礎理論

２．有酸素性持久力向上トレーニング



内容 ３．無酸素性持久力

実技を行う際には３つの班に分かれて実施する（1班：上岡、2班：細川、3班
桑井）

第8回

担当
教員

上岡 尚代
桑井 太陽
細川 翔平
スピード向上トレーニングの理論とプログラム作成

内容

１．スピード、アジリティ向上の基礎知識

２．スピードにおける動作テクニックの獲得

３．アジリティの強化

実技を行う際には３つの班に分かれて実施する（1班：上岡、2班：細川、3班
桑井）

第9回

担当
教員

上岡 尚代
桑井 太陽
細川 翔平
ウォームアップとクールダウン・柔軟性向上トレーニングの理論とプログラム
作成

内容

１．柔軟性向上のトレーニング

２．ストレッチングの基礎理論

３．ウォームアップとクールダウン

実技を行う際には３つの班に分かれて実施する（1班：上岡、2班：細川、3班
桑井）

第10回

担当
教員

上岡 尚代
桑井 太陽
細川 翔平
特別な対象のためのトレーニングとプログラム

内容

１．高齢者に対するトレーニングプログラム

２．妊婦に対するトレーニングプログラム

３．子供に対するトレーニングプログラム

実技を行う際には３つの班に分かれて実施する（1班：上岡、2班：細川、3班
桑井）

第11回

担当
教員

上岡 尚代
桑井 太陽
細川 翔平
傷害の受傷から復帰までのトレーニングとプログラム

内容

１．メタボリックシンドロームに対するトレーニングプログラム

２．アスレティックリハビリテーション概論

３．アスリハにおける評価の流れ

４．アスリハプログラム作成

５．生活習慣病、障害の受傷から復帰までのトレーニングとプログラム



実技を行う際には３つの班に分かれて実施する（1班：上岡、2班：細川、3班
桑井）

第12回

担当
教員

上岡 尚代
桑井 太陽
細川 翔平
運動と心理

内容

１.運動と心理の基本理論

２.運動学習と指導法

実技を行う際には３つの班に分かれて実施する（1班：上岡、2班：細川、3班
桑井）

第13回

担当
教員

上岡 尚代
桑井 太陽
細川 翔平
筋力トレーニングの実際、スポーツ及びトレーニング動作のバイオメカニクス

内容

１．筋力トレーニングの実施にあたって

２．筋力トレーニングの代表的エクササイズ（30種目）の実技と指導

実技を行う際には３つの班に分かれて実施する（1班：上岡、2班：細川、3班
桑井）

第14回

担当
教員

上岡 尚代
桑井 太陽
細川 翔平
レジスタンストレーニング（上半身）

内容

１．ベンチプレス、スクワット、デッドリフトの基礎知識（1）

２．ベンチプレス、スクワット、デッドリフトの実技と指導（1）

実技を行う際には３つの班に分かれて実施する（1班：上岡、2班：細川、3班
桑井）

第15回

担当
教員

上岡 尚代
桑井 太陽
細川 翔平
レジスタンストレーニング（下半身）

内容

１．ベンチプレス、スクワット、デッドリフトの基礎知識（2）

２．ベンチプレス、スクワット、デッドリフトの実技と指導（2）

実技を行う際には３つの班に分かれて実施する（1班：上岡、2班：細川、3班
桑井）

第16回

担当
教員

上岡 尚代
桑井 太陽
細川 翔平
運動と医学

内容
スポーツ障害の受傷から復帰までのトレーニングプログラム

実技を行う際には３つの班に分かれて実施する（1班：上岡、2班：細川、3班
桑井）

担当
教員

上岡 尚代
桑井 太陽
細川 翔平
パワー向上トレーニングの実際（オリンピックリフティング）



第17回

実技を行う際には３つの班に分かれて実施する（1班：上岡、2班：細川、3班
桑井）

内容

１．ジャンプ系エクササイズ

２．プライオメトリクス

３．クイックリフト

４．ハイプル・スナッチ・パワークリーン

実技を行う際には３つの班に分かれて実施する（1班：上岡、2班：細川、3班
桑井）

第18回

担当
教員

上岡 尚代
桑井 太陽
細川 翔平
運動と栄養

内容
対象と目的に応じた栄養摂取

実技を行う際には３つの班に分かれて実施する（1班：上岡、2班：細川、3班
桑井）

第19回

担当
教員

上岡 尚代
桑井 太陽
細川 翔平
有酸素性及び無酸素性持久力向上トレーニングの実際

内容

１．持久力向上トレーニングを安全に実施するガイドライン

２．持久力を向上させる代表的トレーニングの手段と方法

実技を行う際には３つの班に分かれて実施する（1班：上岡、2班：細川、3班
桑井）

第20回

担当
教員

上岡 尚代
桑井 太陽
細川 翔平
スピード向上トレーニングの実際

内容

１．スピードの概念

２．スピード向上トレーニングの基礎動作

３．スピード向上トレーニングのエクササイズ

実技を行う際には３つの班に分かれて実施する（1班：上岡、2班：細川、3班
桑井）

第21回

担当
教員

上岡 尚代
桑井 太陽
細川 翔平
ウォームアップとクールダウン・柔軟性向上トレーニングの実際

内容

１．ウォームアップと柔軟性トレーニング

２．スタティックストレッチング

３．パートナーストレッチング

４．ダイナミックストレッチング

５．その他のトレーニング実技と指導法



実技を行う際には３つの班に分かれて実施する（1班：上岡、2班：細川、3班
桑井）

第22回

担当
教員

上岡 尚代
桑井 太陽
細川 翔平
トレーニング効果の測定と評価の実際

内容

１．トレーニング指導における測定と評価の意義と目的

２．測定の一般的留意点

３．測定と評価の実際

実技を行う際には３つの班に分かれて実施する（1班：上岡、2班：細川、3班
桑井）

第23回

担当
教員

上岡 尚代
桑井 太陽
細川 翔平
運動指導のための情報収集と活用、まとめ・総括

内容
測定データの活用とフィードバックの実際、クイックリフトを実施 

実技を行う際には３つの班に分かれて実施する（1班：上岡、2班：細川、3班
桑井）

評価方法とフィードバック方法
筆記試験（50％）、実技試験（50%）を持って判定する。
フィードバック方法についてはクラスルーム内にて解答を掲示する。
教科書
テキスト

・トレーニング指導者テキスト理論編、大修館書店、2800円+税

・トレーニング指導者テキスト実践編、大修館書店、2800円+税

・JATI認定トレーニング指導者認定試験（一般・専門）模擬問題集 改訂版、大修館書
店、2000円+税

参考文献

・トレーニング指導者テキスト実技編、大修館書店、2800円+税

・スポーツトレーニングの常識を疑え！、 ベースボールマガジン社、1700円+税
参考書
テキスト

・トレーニング指導者テキスト理論編 3訂版、大修館書店、3,080円+税

・トレーニング指導者テキスト実践編 3訂版、大修館書店、3,080円+税

・JATI認定トレーニング指導者 認定試験(一般・専門)模擬問題集 3訂版、大修館書



店、2,200円+税

参考文献

・トレーニング指導者テキスト実技編、大修館書店、2800円+税

・スポーツトレーニングの常識を疑え！、 ベースボールマガジン社、1700円+税
オフィスアワー
適宜受け付ける
実務経験の有無
JATIの免許を有し、ナショナルチームやジュニアの帯同経験や医療機関の勤務経験がある教員
がその実務経験を活かし、実践的教育を行っている科目です。
その他
本講義・実技はすべて対面形式にて実施する。

実技の際はジャージ、室内シューズ等、運動が可能な服装に着替えて集合すること。

実施場所：第１回～１１回は２０６号室、第１２回～第２３回はトレーニングルーム

担当教員実務経験の有無，有



講義コード 5400701
講義名 スポーツトレーニング概論
(副題)
代表ナンバリングコード 51L04-2019FE-00
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
時間 30.00
対象学年 整復医療・トレーナー学科2年/理学療法学科1年
必修/選択 整復医療・トレーナー学科：選択/理学療法学科：自由
担当教員

氏名
越田 専太郎

総合学修目標
本講義は、トレーニング科学および運動生理学の基礎理論を体系的に理解し、科学的根拠に基
づいて論理的に説明・考察できる能力の修得を目的とする。
① トレーニングの原理・原則および生体適応の理論を理解し、専門領域との関連を説明でき
る。
② 身体機能の測定指標および運動時の生理応答を理解し、理論的に考察できる。
③ トレーニングに伴う安全管理の理論を理解し、リスク要因を説明できる。
④ 科学的視点に基づき、各種トレーニング理論の意義および限界を整理し説明できる。

個別学修目標
本講義では、以下の11項目を個別学習目標とする
① 体力の分類およびトレーニングの原理・原則を、生体適応の観点から説明できる。
② エネルギー供給機構の特性を理解し、運動時の代謝応答を説明できる。
③ エネルギー供給機構の特性を理解し、運動時の代謝応答を説明できる。
④ 有酸素運動に対する短期的生理応答を説明できる。
⑤ 有酸素性持久力の測定指標（VO₂max、LT等）の意義と限界を説明できる。
⑥ 持久的トレーニングによる循環・呼吸・代謝系の適応を説明できる。
⑦ 持久的トレーニングにおける強度設定（FITT原則等）の理論的背景を説明できる。
⑧ ストレングストレーニング・エクササイズに対する短期的生理応答を説明できる。
⑨ 筋力・筋肥大・筋パワー・筋持久力の測定理論を説明できる。
⑩ ストレングストレーニングによる神経系および筋の適応を説明できる。
⑪ ストレングストレーニングにおけるプログラム変数の生理学的根拠を説明できる。

準備学修
全受講生は、配布資料およびGoogle Classroom内の講義資料を用いて、次回授業内容の予習を行
うこと。
＜整復医療・トレーナー学科（2年次）＞
既習の解剖学・生理学的知識が、現場におけるトレーニング指導にどのように応用可能かを検
討し、自身の仮説を整理して授業に臨むこと。
＜理学療法学科（1年次）＞
資料に記載されている解剖学・生理学の専門用語について定義・意味を調べ、整理した上で授
業に臨むこと。

ディプロマポリシー



◎：強
く該当
する

〇：該
当する
選択な
し：該
当しな

い
【理学療法学科 知識・技能】①理学療法に必要な保健・医療・福祉の基本的な知識を
身につけて、国家試験に合格できる水準に達する。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】②基本的な知識及び技能
を発揮する能力を備え、安全に理学療法を実践することができる。 〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】③科
学的探究心・向学心・批判的思考と研究的態度を身につけ、生涯学習を継続すること
ができる。

〇

【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力】④獲得した知識・技能・態度等を総
合的に活用し、問題を解決することができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・協働性】⑤コ
ミュニケーション能力を身に付け、チームの中で協働することができる。
【理学療法学科 知識・技能、主体性・多様性尊重・協働性】⑥感性豊かな人間性と倫
理観を備え、人間の尊厳を重視することができる。
【理学療法学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑦多様な価値観や文化への理解を深
め、倫理的思考に基づいた判断力と国際的視野を持つことができる。
【理学療法学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重、協働性】⑧変
化していく社会において理学療法士の役割を認識し、マネージメント能力及びリーダ
ーシップを持ち、自ら研鑽を積むことで地域社会の発展に貢献することができる。
【整復医療・トレーナー学科 知識・技能、思考力・判断力・表現力等能力】①整復医
療、スポーツ医科学および保健体育に関する基礎的知識を理解し、専門的課題に応用
できる。

◎

【整復医療・トレーナー学科 知識・技能、思考力・判断力・表現力等能力】②柔道整
復師国家試験に求められる専門的知識と技能を体系的に修得し、各分野で専門職とし
て活用できる。
【整復医療・トレーナー学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・
協働性】③医療、スポーツ、教育の専門職として自ら課題を発見し、倫理的かつ創造
的に解決できる。

〇

【整復医療・トレーナー学科 主体性・多様性尊重・協働性】④高いコミュニケーショ
ン能力と人間性を備え、多職種連携を通じて幅広い分野で協働・活躍できる。
【整復医療・トレーナー学科 主体性・多様性尊重・協働性】⑤柔道整復師業種・業務
の継承者としての自覚を持ち、責任感と国際的視野を備えて国内外で活躍できる。
【整復医療・トレーナー学科 思考力・判断力・表現力等能力、主体性・多様性尊重・
協働性】⑥科学的根拠に基づく情報分析力と実践的技術を備え、継続的に自己研鑽で
きる。

授業計画

第1回

担
当
教
員

越田 専太郎
コースガイダンス

内
容

授業の進行、評価、授業内課題、学習の進め方、期末試験の概要について確認す
る。

担



第2回

当
教
員

越田 専太郎
体力の分類とトレーニングの基本原則

内
容

行動体力と防衛体力、エネルギー体力とサイバネティクス系体力の内容について
学修する。また、トレーニングをプログラミングする上で基礎となる基本原則に
ついて学修する。

第3回

担
当
教
員

越田 専太郎
エネルギー供給系

内
容

トレーニングをプログラミングする上で基礎となるエネルギー供給系について学
修する。具体的には、ATP-CP系、乳酸系、有酸素性代謝の内容について焦点をあ
てる。

第4回

担
当
教
員

越田 専太郎
有酸素エクササイズに対する短期応答

内
容

有酸素エクササイズに対する循環器系、代謝系、呼吸器系、内分泌系の応答につ
いて学修する。

第5回

担
当
教
員

越田 専太郎
有酸素性持久力の評価

内
容

有酸素性持久力能力やトレーニング効果を評価する変数およびそれらの測定方法
について学修する。具体的には、最大酸素摂取量、乳酸性作業閾値、換気性作業
閾値、ランニングエコノミーについて焦点をあてる。

第6回

担
当
教
員

越田 専太郎
持久的トレーニングによる適応

内
容

持久的トレーニングによって生じる循環器系、筋骨格系、呼吸系などの適応につ
いて学修する。

第7回

担
当
教
員

越田 専太郎
持久的トレーニングのプログラムデザイン

内
容

持久的トレーニングのプログラミングにおけるニーズ分析、FITTの原則に基づく
プログラム変数（運動様式、運動強度、運動頻度、運動時間）の調整について学
修する。

第8回

担
当
教
員

越田 専太郎
持久的トレーニング まとめ

内
容

エネルギー供給系、有酸素性エクササイズに対する短期応答、有酸素性持久力の
評価、持久的トレーニングによる適応およびプログラムデザインの内容を総括
し、理解度を確認する

第9回

担
当
教
員

越田 専太郎
骨格筋の構造と機能特性

内
容

トレーニングプログラミングの基礎となる骨格筋の解剖生理学の内容について学
修する。具体的には、骨格筋機能、筋発揮に関わる構造、興奮ー収縮連関、筋収
縮の仕組み、筋力の決定要因などに焦点をあてる。



第10回

担
当
教
員

越田 専太郎
トレーニング指導に関わるバイオメカニクスの基礎

内
容

トレーニング指導の際に理解が必要なバイオメカニクスの内容について学修す
る。具体的には、ニュートンの法則、ベクトル、運動量、パワー、仕事、トルク
などに焦点をあてる。

第11回

担
当
教
員

越田 専太郎
ストレングストレーニング・エクササイズに対する短期応答

内
容

ストレングストレーニング・エクササイズに対する神経系、筋骨格系、代謝系、
内分泌系の応答について学修する。

第12回

担
当
教
員

越田 専太郎
筋力・筋肥大・筋パワー・筋持久力の評価

内
容

筋機能やストレングストレーニング効果を評価する変数およびそれらの測定方法
について学修する。具体的には、最大筋力、筋サイズ、筋組成、最大筋パワー、
局所筋持久力の測定評価について焦点をあてる。

第13回

担
当
教
員

越田 専太郎
ストレングストレーニングによる適応

内
容

ストレングストレーニングによる神経系、筋骨格系、代謝系、循環器系、内分泌
系の適応について学修する。

第14回

担
当
教
員

越田 専太郎
ストレングストレーニングのプログラムデザイン

内
容

レジスタンストレーニングのプログラミングにおけるニーズ分析、エクササイズ
の選択、トレーニング頻度、エクササイズの順序、トレーニング強度、トレーニ
ング量について学修する。

第15回

担
当
教
員

越田 専太郎
ストレングストレーニング まとめ

内
容

レジスタンスエクササイズに対する短期応答、筋力・筋肥大・筋パワー・筋持久
力の評価、レジスタンストレーニングによる適応、レジスタンストレーニングの
プログラムデザインの内容を総括する。

評価方法とフィードバック方法
授業内課題（50％）と定期試験(50%)の結果を総合して評価する（100％）。授業内課題につい
ては講義内で解説する

教科書
教科書の指定はなし
講義資料を、紙媒体および電子媒体の両方で配布する

参考書
1. （公財）日本スポーツ協会リファレンスブック 4,400円（税込）https://www.japan-
sports.or.jp/publish/tabid677.html



2. スポーツと運動のバイオメカニクス メディカルサイエンスインターナショナル 9,350円（税
込）
3. パワーズ運動生理学 体力と競技力向上のための理論と応用 内藤久士ら（訳）	1,1000円（税
込）
4. 運動生理学大事典：健康・スポーツ現場で役立つ理論と応用 ビクター・カッチ
（著）10,780円（税込）
5. NSCA決定版ストレングストレーニング＆コンディショニング第4版 Gregory Haff＆Travis
Triplett編 篠田邦彦総監修 ブックハウスHD 12,000円（税別）

実務経験の有無
この科目では、教員のストレングスコーチの実務経験を活かし、各種トレーニングに関する理
論的背景を理解を促す教育を行う
その他
JSPO-AT資格取得希望者は参考書1, 2, 3, 4の、CSCS資格取得希望者は参考書5の購入が望ましい



講義コード 7303015
講義名 体育実技（バレーボール・バスケットボール）
(副題)
代表ナンバリングコード 50P01-2031FE-00
講義開講時期 前期
講義区分 実技
基準単位数 1
時間 30.00
対象学年 2　（看護学科2023年度以前入学生のみ4）
必修/選択 選択
担当教員

氏名
野田　哲由

総合学修目標
バレーボール、バスケットボールのスポーツ特性やルールを理解し、要求される技術・戦術・
体力の習得とともに、安全かつ楽しく、ゲームが行えるようにする。同時に、基礎技術の指導
法や試合運営法および審判法についても学習する。第2回からは2つのグループに分かれ2人の教
員がそれぞれ指導する。

【健康科学部　DP1、DP3‐②　に該当する。】
個別学修目標
① バレーボール、バスケットボールの個人技術の向上

② チームを通してのチーム戦術を理解し、組織的攻防が出来るようになる

③ 教職に就いた際に、授業組み立てがしっかりと出来るようになる

④ 生徒を安全にいかに楽しく授業できるかを考えて授業展開を図れるようになる
ディプロマポリシー

◎：強
く該当
する
〇：該
当する
空欄：
該当し
ない

【健康科学部　主体性・多様性尊重・協働性】① 豊かな感性を持ち、相手の立場に立
った思いやりを備え、他の人たちと相互に支え合うことができる。 ◎

【健康科学部　主体性・多様性尊重・協働性】②他者を尊重することができ、異なる
文化、価値観の多様性を受け入れることができる。 ◎

【健康科学部　知識・技能、思考力・判断力・表現力等能力】③健康を回復する手助
けとして、健康レベルに応じて必要な知識・技術を用い、的確な医療の実践ができ、
医療専門職として社会で貢献できる。
【健康科学部　主体性・多様性尊重・協働性】④医療職としての知識や技術の向上を



目指し、研鑽を続けることができる。
【健康科学部　主体性・多様性尊重・協働性】⑤質の高い医療の実践のため、他の専
門職との連携に配慮し、チーム医療の一員として力を発揮できる。 〇

【健康科学部　思考力・判断力・表現力等能力】⑥地域の医療の諸課題とその背景を
理解し、地域医療に貢献することができる。

授業計画

第1回

担当教員 野田　哲由ガイダンス

内容

１．バレーボールの歴史とルール

２．バスケットボールの歴史とルール

３．今後の授業の進め方と指導案作成について（野田10分）

第2回 担当教員 野田　哲由バレーボール①オーバーハンドパスとアンダーハンドパス
内容 オーバーハンドパスとアンダーハンドパスの基本の習得をする。

第3回 担当教員 野田　哲由バレーボール②アタック
内容 アタックの基本を習得する。

第4回 担当教員 野田　哲由バレーボール③トス
内容 トスの基本を習得する。

第5回 担当教員 野田　哲由バレーボール④ブロック
内容 ブロックの基本を習得する。

第6回 担当教員 野田　哲由バレーボール⑤サーブとサーブレシーブ
内容 サーブとサーブレシーブの基本を習得する。

第7回 担当教員 野田　哲由バレーボール⑥ゲーム、ドリル
内容 実戦形式、あるいはその状況に近いドリル練習の実践。

第8回 担当教員 野田　哲由模擬授業
内容 学生自ら授業計画を立て模擬授業を行う。

第9回 担当教員 野田　哲由バスケットボール①ドリブル＆パス（個人）
内容 基本技術となるドリブル＆パスの習得

第10回 担当教員 野田　哲由バスケットボール②ドリブル＆パス（集団）
内容 チームあるいは複数でのドリブル＆パスの習得

第11回 担当教員 野田　哲由バスケットボール③シュート
内容 基本技術となるシュートの習得。レイアップシュート、フリースロー等

第12回 担当教員 野田　哲由バスケットボール④攻撃と守備
内容 2:2、3:3などのチームでの攻防を中心に攻撃と守備の戦術を習得する

第13回 担当教員 野田　哲由バスケットボール⑤チーム戦術



内容 5:5のチーム戦術を学ぶ

第14回 担当教員 野田　哲由バスケットボール⑥ゲーム
内容 実戦形式、あるいはその状況に近いドリル練習の実践。

第15回 担当教員 野田　哲由バスケットボール⑦模擬授業
内容 学生自ら授業計画を立て模擬授業を行う。

評価方法とフィードバック方法
１．授業指導案レポート　50％

２．実技試験　バレーボール（対人パス）、バスケットボール（ドリブルからのシュー
ト）50％

フィードバックはGoogleクラスルームから行う。
教科書
テキスト

なし

参考書
わかりやすいバレーボールのルール　森田淳悟　成美堂出版　￥770

バスケットボール指導教本　改訂版　上巻　（公財）日本バスケットボール協会　大修館書
店　￥2，310 

バスケットボール指導教本　改訂版　下巻　（公財）日本バスケットボール協会　大修館書
店　￥2，860
実務経験の有無
この科目は、保健体育教諭免許を有し、バレー、バスケ競技の経験のある教員がその実務経験
を活かし、実践的教育を行っている科目です。
その他
夏休みに集中講義にて行います。

・運動のできる服装で参加の事

・タオル、着替え、飲料水等の準備をしてくること

・ケガ、体調不良で授業に参加できない場合は、見学レポートを課す

・夏季休業中に集中授業で行う（詳細は掲示板およびWeb掲示板に発表する）
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